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連
句
年
鑑

令
和
五
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連
句
年
鑑
（
令
和
五
年
版
）
目

次

〈
表
紙
題
字
・
横
田
思
案
人
〉

一
般
社
団
法
人
日
本
連
句
協
会
令
和
五
年
度
総
会
・
全
国
連
句
大
会
の
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7

文
化
芸
術
の
花

咲
い
わ
た
り

美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭
２
０
２
２

第
三
十
七
回
国
民
文
化
祭

第
二
十
二
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

芭
蕉
の
島
で
芭
蕉
の
風
雅
「
連
句
の
祭
典
」
報
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

評 論
エッセイ

フ
ラ
ン
ス
俳
諧
の
は
じ
ま
り
と
連
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
村

松

定

史
…
…
１４

言
葉
の
園
と
出
会
っ
た
も
の
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ほ
し
お

さ
な
え
…
…
２７

三
つ
物
の
周
辺
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鈴

木

千
惠
子
…
…
３７

回

顧

令
和
四
年
の
連
句
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
林

転

石
…
…
４６

（
カ
ッ
ト
・
秋
葉
初
枝
）
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作

品

愛
知
県
連
句
協
会

「
豌

豆

や
」
…
…
…
…
…
…
５３

阿
吽
の
会

「
旗

掲

ぐ
」
…
…
…
…
…
…
５４

赤
の
ま
ま
の
会

「
小
春
か
な
」
…
…
…
…
…
…
５５

「
星
と
蛍
と
」
…
…
…
…
…
…
５６

あ
し
た
連
句
会

「
さ
よ
な
ら
の
」
…
…
…
…
…
…
５７

「
凍

蝶

へ
」
…
…
…
…
…
…
５８

「
百

韻

や
」
…
…
…
…
…
…
５９

「
多

羅

葉
」
…
…
…
…
…
…
６０

あ
し
た
芭
蕉
記
念
館
連
句
会

「
新

米

や
」
…
…
…
…
…
…
６１

あ
し
た
梶
の
葉
連
句
会

「
冬
ざ
る
る
」
…
…
…
…
…
…
６２

あ
し
た
本
庄
連
句
会

「
籾

の

山
」
…
…
…
…
…
…
６３

蛙

門

会

「
け
ん
け
ん
パ
！
」
…
…
…
…
…
６４

伊
賀
連
句
会
―
い
が
ま
ち
座

「
蒼

穹

や
」
…
…
…
…
…
…
６５

伊
勢
原
連
句
会

「
冬

嶺

を
」
…
…
…
…
…
…
６６

「
巫
女
ふ
た
り
」
…
…
…
…
…
…
６７

伊
東
連
句
会
「
風
」

「
初

鷗
」
…
…
…
…
…
…
６８

「
極

寒
」
…
…
…
…
…
…
６９

大
阪
連
句
懇
話
会

「
大
阪
の
か
た
ち
」
…
…
…
…
…
７０

お
お
す
み
連
句
会

「
蛇
皮
線
弾
く
」
…
…
…
…
…
…
７１

岡
山
県
連
句
協
会
・
昴

「
晴
れ
の
国
」
…
…
…
…
…
…
７２

解

纜

「
鷹

柱
」
…
…
…
…
…
…
７３

鹿
児
島
県
連
句
協
会

「
志
士
の
像
」
…
…
…
…
…
…
７５

桂

の

会

「
大
洲
の
鵜
飼
」
…
…
…
…
…
…
７６

「
遠

き

旅
」
…
…
…
…
…
…
７７

く
さ
く
き

「
新

春

に
」
…
…
…
…
…
…
７８

草
笛
連
句
会

「
入

彼

岸
」
…
…
…
…
…
…
７９

古
都
連
句
会

「
北
山
の
尾
根
」
…
…
…
…
…
…
８０

狛
連
さ
ざ
な
み
会

「
春

耕

や
」
…
…
…
…
…
…
８１

こ
ろ
も
連
句
会

「
電

車

旅
」
…
…
…
…
…
…
８２

「
緑

児

の
」
…
…
…
…
…
…
８３

さ
く
ら
草
連
句
会

「
梅

林

の
」
…
…
…
…
…
…
８４

「
羊
皮
紙
の
」
…
…
…
…
…
…
８５

サ

ザ

ン

「
辛
夷
咲
く
」
…
…
…
…
…
…
８６

詩
興
派
連
句

「
ミ
サ
始
／
マ
ッ
チ
擦
る
」
…
…
８７

猪

の

会

「
少

年

期
」
…
…
…
…
…
…
８８

獅

子

門

「
獅
子
門
支
考
忌
追
善
俳
諧
」
…
９１

「
獅
子
門
翁
忌
追
善
俳
諧
」
…
…
９２

獅
子
門
友
楽
社

「
翁
忌
追
善
俳
諧
」
…
…
…
…
…
９３

獅
子
門
藜
杖
社

「
翁
忌
追
善
俳
諧
」
…
…
…
…
…
９４

獅
子
門
麗
水
社

「
翁
忌
追
善
俳
諧
」
…
…
…
…
…
９５

下
町
連
句
会

「
雄
飛
の
翅
あ
り
」
…
…
…
…
…
９６

夙

水

会

「
村

二

つ
」
…
…
…
…
…
…
９７

湘
南
吟
社

「
初

句

会
」
…
…
…
…
…
…
９８

「
万
歩
か
な
」
…
…
…
…
…
…
１０１

白
老
連
句
を
楽
し
む
会

「
虹
多
き
町
」
…
…
…
…
…
…
１０２

裾
野
連
句
会

「
散

歩

道
」
…
…
…
…
…
…
１０３

「
生
絹
の
ご
と
く
」
…
…
…
…
…
１０４

宗
祇
白
河
連
句
会

「
春

光

や
」
…
…
…
…
…
…
１０５

草

門

会

「
ふ
じ
の
ゆ
き
」
…
…
…
…
…
…
１０６

武
生
連
句
の
会

「
初

紅

葉
」
…
…
…
…
…
…
１０７

「
燭

灯

し
」
…
…
…
…
…
…
１０８

遅
刻
坂
連
句
会

「
春

眠

を
」
…
…
…
…
…
…
１０９

「
旅

人

の
」
…
…
…
…
…
…
１１０
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「
復

元

を
」
…
…
…
…
…
…
１１１

「
炎

昼

や
」
…
…
…
…
…
…
１１２

中
央
連
句
会

「
雲

に

鳥
」
…
…
…
…
…
…
１１３

千
代
の
会

「
四
条
ど
ん
つ
き
」
…
…
…
…
…
１１４

筑
波
連
句
会
・
東
京

「
蔦
の
芽
吹
き
」
…
…
…
…
…
…
１１５

筑
波
連
句
会
・
石
川

「
産
土
の
水
」
…
…
…
…
…
…
１１６

つ
ば
さ
連
句
会

「
吉
右
衛
門
丈
へ
」
…
…
…
…
…
１１７

桃

雅

会

「
会
員
歳
旦
三
つ
物
」
…
…
…
…
１１８

「
湿

地

飯
」
…
…
…
…
…
…
１２０

「
乾

杯
」
…
…
…
…
…
…
１２２

東
京
か
び
れ

「
山

眠

る
」
…
…
…
…
…
…
１２３

「
燕

の

子
」
…
…
…
…
…
…
１２４

桃
夭
榭
唫
聚
連
句
会

「
未

開

紅
」
…
…
…
…
…
…
１２５

稲
門
連
句
会
「
西
北
の
風
」

「
旅
の
日
や
」
…
…
…
…
…
…
１２６

徳
島
県
連
句
協
会

「
ボ
ギ
ー
気
取
れ
ば
」
…
…
…
…
１２７

都
心
連
句
会

「
揚

雲

雀
」
…
…
…
…
…
…
１２８

「
ゴ
ミ
出
し
の
」
…
…
…
…
…
…
１２９

「
靴
下
の
穴
」
…
…
…
…
…
…
１３０

と
よ
あ
け
連
句
会

「
寒

牡

丹
」
…
…
…
…
…
…
１３１

奈
良
県
連
句
協
会

「
寒

鴉
」
…
…
…
…
…
…
１３２

日
台
連
句

「
春

聯

や
」
…
…
…
…
…
…
１３３

日
本
連
句
協
会
千
葉
県
支
部

「
江
戸
川
を
」
…
…
…
…
…
…
１３４

猫
の
目
連
句
会

「
巨
人
と
な
り
て
」
…
…
…
…
…
１３５

ね
じ
ま
き
連
句
会

「
電
波
時
計
」
…
…
…
…
…
…
１３６

野
田
連
句
会

「
御
慶
御
慶
と
」
…
…
…
…
…
…
１３７

白
塔
歌
仙
会

「
映
画
の
聖
地
」
…
…
…
…
…
…
１３８

巴
世
里
連
句
会

「
秋

の

川
」
…
…
…
…
…
…
１３９

花

音

「
青

鷹
」
…
…
…
…
…
…
１４０

浜

風

「
卯

の

花
」
…
…
…
…
…
…
１４１

「
葉

桜
」
…
…
…
…
…
…
１４２

ひ
な
の
会

「
池

の

朝
」
…
…
…
…
…
…
１４３

ひ
ね
も
す
連
句
会

「
襲

の

色
」
…
…
…
…
…
…
１４４

風
狂
連
句
会

「
片

腕

を
」
…
…
…
…
…
…
１４５

ふ
た
ば
会

「
梅
の
路
地
」
…
…
…
…
…
…
１４６

「
小
面
の
涙
」
…
…
…
…
…
…
１４７

北
杜
連
句
塾

「
黒

日

傘
」
…
…
…
…
…
…
１４８

ほ
れ
ぼ
れ
座

「
あ
ん
れ
ま
あ
」
…
…
…
…
…
…
１４９

松
山
連
句
協
会

「
初

句

会
」
…
…
…
…
…
…
１５０

南
さ
つ
ま
連
句
会

「
あ
お
す
じ
揚
羽
」
…
…
…
…
…
１５１

宮
城
県
連
句
協
会

「
青
年
の
虚
無
」
…
…
…
…
…
…
１５２

柳
瀬
川
連
句
会

「
新

涼

や
」
…
…
…
…
…
…
１５３

夢
夢
連
句
会

「
神

楽

殿
」
…
…
…
…
…
…
１５４

「
城

跡

や
」
…
…
…
…
…
…
１５５

横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
連
句
会

「
夕

顔
」
…
…
…
…
…
…
１５６

四
葩
連
句
会

「
阿
弥
陀
仏
」
…
…
…
…
…
…
１５７

ラ
ピ
ロ
ス
連
句
会

「
煤

払

ひ
」
…
…
…
…
…
…
１５８

連
句
会
ひ
ら
め
き

「
蛸

壷

や
」
…
…
…
…
…
…
１５９

若
笹
連
句
会

「
ダ
ボ
鯊
や
」
…
…
…
…
…
…
１６０

わ
か
や
ま
連
句
会

「
和
歌
の
浦
」
…
…
…
…
…
…
１６１
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個
人
作
品
（
捌
・
五
十
音
順
）

学
生
の
作
品

出
原
樹
音
「
宮
参
り
」
…
…
…
…
…
１６５

牛
木
辰
男
「
尺
八
の
音
」
…
…
…
…
１６６

梅
村
光
明
「
風
人
」
…
…
…
…
…
…
１６７

大
久
保
風
子
「
春
惜
し
む
」
…
…
…
１６８

大
山
と
し
子
「
破
れ
蓮
田
」
…
…
…
１６９

木
之
下
み
な
み
「
桜
し
べ
」
…
…
…
１７０

五
郎
丸
照
子
「
曼
荼
羅
塗
絵
」
…
…
１７１

佐
々
木
リ
サ
「
天
上
に
」
…
…
…
…
１７２

瀧
村
小
奈
生
「
天
井
の
」
…
…
…
…
１７３

棚
町
未
悠
「
蛍
舟
」
…
…
…
…
…
…
１７４

仲
本
お
池
「
雨
上
が
り
」
…
…
…
…
１７５

林

転
石
「
語
る
べ
き
事
」
…
…
…
１７６

半
田
有
杜
「
杜
の
暗
さ
や
」
…
…
…
１７７

平
井
繁
樹
「
大
漁
旗
」
…
…
…
…
…
１７８

・
小
学
生

徳
島
・
夏
休
み
子
ど
も
連
句
教
室

実
践
の
記
録
…
…
…
…
…
…
…
…
１８１

「
さ
ん
し
ん
は
く
や
し
い
」
…
…
１８５

・
小
・
中
・
高
校
生

国
民
文
化
祭
お
き
な
わ
２
０
２
２

三
つ
物

六
巻
…
…
…
…
…
…
…
１８６

表
合
せ
六
句

九
巻
…
…
…
…
…
１８６

・
大
学
生

東
京
・
創
価
大
学
…
…
…
…
…
…
１９０

「
三
日
月
の
」
…
…
…
…
…
…
１９０

「
秋

初

月
」
…
…
…
…
…
…
１９０

「
コ
ス
モ
ス
の
」
…
…
…
…
…
…
１９１

「
火
恋
し
と
」
…
…
…
…
…
…
１９１

「
思
い
出
す
」
…
…
…
…
…
…
１９２

「
バ
レ
リ
ー
ナ
」
…
…
…
…
…
…
１９２

「
秋
惜
し
む
」
…
…
…
…
…
…
１９３

「
月

光

の
」
…
…
…
…
…
…
１９３

富
山
・
富
山
大
学

「
冬

銀

河
」
…
…
…
…
…
…
１９４

「
雪

月

夜
」
…
…
…
…
…
…
１９４

東
京
・
日
大
藝
術
学
部

「
言
葉
も
響
き
」
…
…
…
…
…
…
１９５

地
方
連
句
組
織

一
般
社
団
法
人
日
本
連
句
協
会

定
款

年
鑑
担
当

＜

編
集
後
記＞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
久
保
風
子
・
木
之
下
み
な
み
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一
般
社
団
法
人
日
本
連
句
協
会

令
和
五
年
度
総
会
・
全
国
連
句
大
会
の
記

日
本
連
句
協
会
の
令
和
5
年
度
総
会
及
び
全
国
連
句
大
会
が
令
和

5
年
3
月
19
日
（
日
）
に
台
東
区
立
台
東
区
民
会
館
特
別
会
議
室
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
全
国
的
に
桜
の
開
花
も
早
く
、
東
京

で
は
3
月
14
日
と
平
年
よ
り
も
10
日
も
早
い
開
花
宣
言
を
聴
く
中
で

の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
当
日
会
場
に
足
を
運

べ
な
い
会
員
の
た
め
に
、
Ｚ
o
o
m
の
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

の
総
会
内
容
の
同
時
配
信
と
全
国
連
句
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
総
会

開
会
の
11
時
前
に
は
、
遠
方
よ
り
参
加
し
た
連
句
仲
間
が
集
い
、
久

し
ぶ
り
に
会
う
喜
び
を
交
わ
す
声
や
、
近
況
を
報
告
し
合
う
に
ぎ
や

か
な
声
が
会
場
に
広
が
り
ま
し
た
。

定
刻
11
時
に
年
次
総
会
が
ス
タ
ー
ト
。
司
会
は
小
川
副
会
長
が
務

め
、
現
地
出
席
者
、
リ
モ
ー
ト
参
加
者
の
ほ
か
委
任
状
提
出
者
多
数

に
よ
り
、
定
款
に
定
め
る
総
会
の
定
足
数
を
満
た
し
、
総
会
が
成
立

し
た
こ
と
が
ま
ず
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
高
尾
会
長
が
議
長

と
な
っ
て
第
1
号
議
案
「
令
和
4
年
度
事
業
報
告
及
び
同
年
度
決
算

報
告
の
件
」
に
つ
い
て
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
高
尾
会
長
よ
り
「
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
漸
く
下
火
の
傾
向
を
み
せ
、
各
地
の
連
句
会
も

そ
の
開
催
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
、
そ
し
て
、
日
本
連
句
協
会
の
取

り
組
み
と
し
て
、
連
句
興
行
の
ベ
ー
ス
を
下
支
え
す
る
た
め
、
た
と

▲高尾秀四郎会長
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え
ば
リ
モ
ー
ト
連
句
会
の
開
催
、
連
句
リ
モ
ー
ト
枠
の
貸
し
出
し
な

ど
に
注
力
し
た
こ
と
、
ま
た
昨
年
の
沖
縄
国
文
祭
に
お
い
て
協
力
人

員
の
派
遣
、
募
吟
へ
の
作
品
協
力
、
ミ
ー
ツ
動
画
作
成
と
ネ
ッ
ト
へ

の
ア
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
沖
縄
地
域
の
紹
介
に
努
め
、
沖
縄
国
文
祭
の

活
発
化
に
寄
与
で
き
た
。
さ
ら
に
は
こ
れ
ま
で
10
年
単
位
で
発
行
し

て
き
た
現
代
連
句
集
の
第
4
番
目
と
し
て
準
備
を
進
め
て
き
た
『
現

代
連
句
集
Ⅳ
』
の
発
行
が
無
事
に
終
了
し
た
」
等
々
の
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

会
長
報
告
を
受
け
、
第
1
号
議
案
の
審
議
に
入
り
、
林
理
事
長
よ

り
令
和
4
年
度
の
事
業
実
績
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
が
さ
れ
、
岡

本
理
事
よ
り
令
和
4
年
度
の
決
算
案
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
き

渡
部
監
事
の
監
査
報
告
の
後
採
決
に
入
り
、
賛
成
多
数
に
て
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

続
き
第
2
号
議
案
「
令
和
5
年
度
事
業
計
画
及
び
同
年
度
予
算
案

の
件
」
の
審
議
に
入
り
、
林
理
事
長
よ
り
令
和
5
年
度
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
、
岡
本
理
事
よ
り
令
和
5
年
度
の
予
算

案
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
5
年
度
の
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、

国
民
文
化
祭
へ
の
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

推
進
、
会
員
や
地
域
の
連
句
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
連
句
会
開

催
の
支
援
、
日
本
連
句
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
協
会
報
の
充
実
、

過
去
の
協
会
報
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
の
完
了
と
利
用
促
進
に
よ
る
連
句
の
興

隆
等
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
の
明
細
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
内
容
を
求
め
る
質
問 ▲林 転石理事長
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が
あ
り
、
林
理
事
長
よ
り
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
協
会
の
企
画

・
立
案
に
つ
い
て
の
現
状
説
明
を
求
め
る
質
問
が
あ
り
、
高
尾
会
長

と
林
理
事
長
か
ら
、
昨
年
の
Ｈ
Ｐ
委
員
の
活
動
と
リ
モ
ー
ト
連
句
グ

ル
ー
プ
に
関
す
る
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
の
後
、
採
決
に
入
り

賛
成
多
数
に
て
第
2
号
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

続
く
第
3
号
議
案
で
は
、
今
期
に
て
退
任
さ
れ
る
方
の
説
明
と
新

任
の
方
へ
の
承
認
が
求
め
ら
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
審

議
終
了
後
、
今
年
開
催
さ
れ
る
石
川
国
民
文
化
祭
の
関
連
説
明
と
昨

年
日
本
連
句
協
会
が
発
刊
し
た
『
現
代
連
句
集
Ⅳ
』
の
案
内
が
さ
れ
、

す
べ
て
の
審
議
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

昼
食
を
は
さ
み
、
同
会
場
に
て
全
国
連
句
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
も
昨
年
同
様
に
リ
ア
ル
の
座
と
リ
モ
ー
ト
の
座
に
よ
る
連

句
大
会
と
な
り
、
リ
ア
ル
の
部
が
10
座
47
名
、
リ
モ
ー
ト
の
部
が
3

座
14
名
、
合
計
13
座
61
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
巻
上
げ
た
一
部

の
リ
ア
ル
の
座
の
作
品
が
披
講
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
連

句
大
会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
は
、
会
場
を
移
し
て

有
志
に
よ
る
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

（
日
本
連
句
協
会
常
任
理
事
・
高
橋
賢
）

▲全国連句大会・実作会
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文
化
芸
術
の
花

咲
い
わ
た
り

美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭
2
0
2
2

第
三
十
七
回
国
民
文
化
祭

第
二
十
二
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

芭
蕉
の
島
で
芭
蕉
の
風
雅
「
連
句
の
祭
典
」
報
告

令
和
4
年
10
月
29
日
に
吟
行
会
と
交
流
会
が
、
30
日
に
「
連
句
の

祭
典
」
が
沖
縄
県
南
城
市
の
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
吟
行
会
、
交
流
会
及
び
「
連
句
の
祭
典
」
の
開
催
に
至
る

ま
で
様
々
な
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
沖
縄
県
南
城
市
に
お
け
る
「
連
句
の
祭
典
」
か
ら
遡
る
こ
と

3
年
、
国
民
文
化
祭
の
開
催
地
が
沖
縄
に
決
ま
っ
た
と
の
連
絡
を
受

け
ま
し
た
。
沖
縄
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
る
令
和
4
年

（
2
0
2
2
年
）
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
米
国
の
統
治
下
に
あ
り

ま
し
た
沖
縄
県
が
戦
後
処
理
の
一
環
と
し
て
本
土
に
復
帰
し
た

1
9
7
2
年
か
ら
数
え
て
50
周
年
に
当
た
り
、
本
土
復
帰
記
念
の
意

味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
2
0
1
9
年
に
発
生
し
た
那

覇
市
に
あ
る
沖
縄
県
民
の
心
の
拠
り
所
で
も
あ
る
首
里
城
が
火
災
で

そ
の
主
要
部
分
を
焼
失
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
出
来
事
も
あ
り
、
日

本
全
国
か
ら
首
里
城
再
建
の
義
援
金
が
集
め
ら
れ
て
い
た
時
期
と
も

重
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
一
方
、
日
本
連
句
協
会
の
会
員
名
簿
を
見

て
も
沖
縄
県
在
住
の
会
員
は
た
っ
た
一
人
と
い
う
状
況
で
、
現
地
の

連
句
人
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
目
途
は
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
加
え
て
沖
縄
に
は
連
句
で
は
な
く
「
琉
歌
」
と
い
う
8
・
8
・

8
・
6
の
音
律
を
持
つ
伝
統
の
詩
歌
が
あ
っ
て
そ
の
大
会
や
そ
の
歌

詞
を
付
け
た
演
奏
も
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
連
句
普
及
に
は
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
多
々
存
在
す
る

中
、
沖
縄
出
身
で
東
京
在
住
の
若
手
有
力
俳
人
の
ご
紹
介
を
受
け
て

コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
沖
縄
に
お
け
る
俳
諧
の
普
及
状
況
の
把
握
や

俳
諧
人
脈
の
探
索
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。
他
方
、
沖
縄
県
庁

の
国
民
文
化
祭
の
ご
担
当
の
方
と
は
沖
縄
に
お
け
る
「
連
句
の
祭

典
」
の
開
催
市
町
村
の
選
定
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
て
お
り
ま
し

た
。
第
一
希
望
の
那
覇
市
は
参
加
希
望
団
体
が
多
す
ぎ
て
早
々
と
選

択
肢
か
ら
外
れ
、
4
つ
ほ
ど
の
候
補
市
町
村
と
接
触
を
持
ち
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
開
催
場
所
や
宿
泊
施
設
の
確
保
が
で
き
な
い
、
予
算

確
保
が
難
し
い
等
の
理
由
か
ら
合
意
を
い
た
だ
け
な
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
最
後
に
沖
縄
本
島
の
南
端
に
あ
る
南

城
市
が
立
候
補
さ
れ
、
よ
う
や
く
お
受
け
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た

の
は
開
催
時
期
の
約
1
年
半
ほ
ど
前
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
日
本
連
句
協
会
副
会
長
で
国
文
祭
担
当
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の
吉
田
酔
山
さ
ん
の
多
大
な
る
ご
尽
力
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
3
年

（
2
0
2
1
年
）
の
年
も
押
し
詰
ま
っ
た
12
月
に
吉
田
酔
山
さ
ん
、

常
任
理
事
で
広
報
担
当
の
山
中
た
け
を
さ
ん
と
の
3
人
で
、
南
城
市

役
所
を
訪
問
し
ご
担
当
の
喜
瀬
様
、
業
務
委
託
を
受
け
て
い
た
だ
き

「
連
句
の
祭
典
」
の
開
催
会
場
と
も
な
る
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
北
野

様
、
知
念
様
と
も
お
会
い
し
て
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
踏
み
込

ん
だ
打
ち
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
ご
挨

拶
代
わ
り
に
私
と
酔
山
さ
ん
で
巻
い
た
「
琉
歌
連
々
」
と
名
付
け
た

連
句
の
5
・
7
・
5
・
7
・
7
の
長
句
短
句
と
、
8
・
8
・
8
・
6

の
琉
歌
と
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
琉
歌
・
連
句
混
合
作
品
「
行
く
秋
や
」

の
巻
を
持
参
し
披
露
さ
せ
て
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
の
年
が
明
け
て
か
ら
は
準
備
も
佳
境
に
入
り
、
応
募

作
品
は
二
十
韻
と
し
、
締
切
は
当
初
5
月
14
日
と
し
て
お
り
ま
し
た

が
応
募
状
況
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
1
か
月
ほ
ど
延
長

し
ま
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
応
募
総
数
は
前
年
開
催
の
和
歌
山
の

4
8
5
巻
を
僅
か
な
が
ら
上
回
る
4
9
0
巻
と
な
り
ま
し
た
。
選
者

も
こ
れ
ま
で
選
者
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
の
な
い
方
々
に
お

願
い
し
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
選
考
と
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か

し
作
品
の
応
募
が
終
り
選
者
に
よ
る
作
品
の
選
考
が
進
み
、
8
月
初

旬
の
選
者
会
議
を
前
に
し
た
7
月
25
日
に
吉
田
酔
山
さ
ん
が
急
逝
さ

れ
る
と
い
う
信
じ
難
い
出
来
事
が
あ
り
、
「
連
句
の
祭
典
」
の
事
務

局
と
の
詳
細
の
や
り
取
り
に
関
し
て
全
て
お
任
せ
の
状
態
で
あ
っ
た

だ
け
に
、
そ
の
後
の
業
務
を
引
き
受
け
た
私
は
戸
惑
う
ば
か
り
で
、

関
係
各
位
に
は
ご
迷
惑
や
不
行
き
届
き
の
点
が
多
々
あ
っ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
そ
の
後
の
選
者
会
議
で
の
入
賞
・
入
選
作
品
の
決
定
、

大
会
の
参
加
要
領
の
作
成
と
発
送
等
を
経
て
、
10
月
の
吟
行
会
・
交

流
会
、
「
連
句
の
祭
典
」
の
開
催
に
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
偏
に
事
務
局
の
方
々
や
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
れ
ば

こ
そ
の
こ
と
で
あ
り
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

10
月
29
日
の
交
流
会
の
前
に
は
吟
行
会
が
開
催
さ
れ
交
流
会
会
場

で
も
あ
る
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城
か
ら
出
発
し
途
中
で
沖
縄
料
理
の

昼
食
を
摂
っ
た
後
、
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
斎
場
御
嶽
（
せ

ー
ふ
ぁ
う
た
き
）
と
い
う
霊
場
を
巡
り
ヤ
ハ
ラ
ヅ
カ
サ
と
い
う
白
い

サ
ン
ゴ
の
砂
浜
を
歩
き
、
玉
城
の
グ
ス
ク
巡
り
を
し
ま
し
た
。
南
城

市
に
は
沖
縄
全
土
に
現
存
す
る
城
（
グ
ス
ク
）
の
約
半
数
が
集
中
し

て
お
り
沖
縄
の
方
々
に
と
っ
て
南
城
市
は
心
の
故
郷
と
言
え
る
場
所

と
の
こ
と
で
、
そ
の
幾
つ
か
を
巡
り
ま
し
た
。
当
初
「
城
」
と
い
う

こ
と
で
、
天
守
閣
の
よ
う
な
石
積
み
や
櫓
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
沖
縄
の
「
城
」（
グ
ス
ク
）
は
神
の

居
場
所
を
意
味
し
、
大
き
な
木
や
石
、
海
を
見
下
ろ
す
丘
な
ど
に
存
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在
し
て
お
り
ま
し
た
。

交
流
会
は
南
城
市
役
所
と
道
を
隔
て
た
反
対
側
に
あ
る
ユ
イ
ン
チ

ホ
テ
ル
南
城
に
て
開
催
さ
れ
、
南
城
市
の
副
市
長
の
當
間
様
他
の

方
々
も
参
加
さ
れ
乾
杯
の
後
は
沖
縄
料
理
と
泡
盛
で
盛
り
上
が
り
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
沖

縄
拳
法
の
演
舞
や
最
後
の

カ
チ
ャ
ー
シ
ー
の
演
奏
と

踊
り
で
は
会
場
の
全
員
が

踊
り
出
す
と
い
う
賑
や
か

さ
で
、
華
や
か
な
掛
け
声

が
会
場
に
溢
れ
ま
し
た
。

明
け
て
10
月
30
日
の
本

大
会
で
は
文
部
科
学
大
臣

賞
に
始
ま
る
受
賞
者
へ
の

賞
状
の
付
与
と
受
賞
者
代

表
の
お
礼
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
入
賞
者

も
表
彰
式
に
参
加
し
小
さ

な
お
子
さ
ん
が
受
賞
す
る

▲2022年10月29日 吟行会 ヤハラヅカサ

▲

懇
親
会

カ
チ
ャ
ー
シ
ー
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姿
を
見
る
こ
と
も
で
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
の
講
演
で
は
琉
球
大
学
准
教
授
の
前
城
淳
子
氏
に
よ
る
「
歌
う

琉
歌
と
歌
わ
な
い
琉
歌
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
お
話
が
あ
り
、
そ
の

中
で
琉
球
古
典
音
楽
野
村
流
松
村
統
絃
会
副
会
長
の
宮
城
竹
茂
氏
に

よ
る
琉
球
古
典
音
楽
の
ご
披
露
も
あ
り
ま
し
た
。
昼
食
を
挟
ん
だ
午

後
の
実
作
会
は
、
講
演
が
少
し
延
び
た
こ
と
か
ら
午
後
1
時
近
く
と

な
り
、
昼
食
も
そ
こ
そ
こ
に
、
実
作
会
が
始
め
ら
れ
、
「
ウ
カ
ビ
」

「
ア
マ
ミ
キ
ヨ
」「
エ
ン
ジ
ン
」「
コ
マ
カ
」「
サ
キ
タ
リ
」「
セ
ー

フ
ァ
」「
ヤ
シ
ナ
ミ
」「
ガ
ン
ガ
ラ
ー
」「
ガ
ン
ジ
ュ
ウ
」
の
9
つ
の

座
に
分
か
れ
て
実
作
が
進
め
ら
れ
、
多
く
は
今
回
の
募
吟
の
形
式
で

あ
る
二
十
韻
で
連
句
が
巻
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

閉
会
に
は
次
年
度
の
開
催
県
で
あ
る
石
川
県
加
賀
市
の
方
へ
の
日

本
連
句
協
会
の
「
連
句
」
旗
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
、
「
連
句
の
祭

典
」
の
バ
ト
ン
が
沖
縄
県
か
ら
石
川
県
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
私

に
は
最
後
の
ご
挨
拶
を
求
め
ら
れ
、
関
係
各
位
へ
の
お
礼
を
申
し
述

べ
ま
し
た
が
、
私
に
は
こ
の
沖
縄
大
会
に
心
血
を
注
ぎ
な
が
ら
も
道

半
ば
で
逝
去
さ
れ
た
吉
田
酔
山
さ
ん
が
こ
の
会
場
に
お
ら
れ
る
よ
う

に
思
え
て
な
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
途
端
、
胸
に
迫
る
も

の
を
覚
え
て
、
図
ら
ず
も
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
、
回
り
の
方
々
を
心
配

さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
一
幕
が
あ
り
ま
し
た
。
吉
田
酔
山
さ
ん
の
七

七
忌
が
終
わ
っ
た
10
月
10
日
に
日
本
連
句
協
会
の
林
理
事
長
と
共
に
、

横
浜
の
吉
田
家
を
訪
問
し
、
ご
霊
前
に
お
線
香
を
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
、
そ
の
折
に
奥
様
が
「
主
人
は
生
前
、
沖
縄
の
件
で
随

分
根
を
詰
め
て
い
た
よ
う
で
す
。」
と
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、

瞬
時
に
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。
「
お
陰
様
で
成
功
裡
に
終
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。」
と
心
の
中
で
吉
田
酔
山
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ

た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
ま

し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
深
甚
な
る
お
礼
を
申
し
あ

げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
日
本
連
句
協
会
会
長
・
国
文
祭
お
き
な
わ
担
当
・
高
尾
秀
四
郎
）
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評

論フ
ラ
ン
ス
俳
諧
の
は
じ
ま
り
と
連
句

村

松

定

史

フ
ラ
ン
ス
へ
の
俳
諧
移
入
の
は
じ
ま
り
は
、
若
き
哲
学
者
ポ
ー
ル

＝

ル
イ
・
ク
ー
シ
ュ（

1
）ーに
よ
る
。
ク
ー
シ
ュ
ー
は
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ

ー
ン
財
団
の
奨
学
金
を
得
て
世
界
一
周
の
旅
に
出
か
け
、
最
後
に
訪

れ
た
日
本
に
魅
了
さ
れ
る
。
一
九
〇
三
年
九
月
か
ら
一
九
〇
四
年
五

月
に
か
け
て
八
か
月
滞
在
し
、
そ
の
間
に
、
日
本
の
風
物
は
も
ち
ろ

ん
、
勃
発
し
た
日
露
戦
争
に
つ
い
て
も
つ
ぶ
さ
に
記
録
を
残
し
て
い

る
。な

か
で
も
、
ク
ー
シ
ュ
ー
が
も
っ
と
も
心
奪
わ
れ
た
の
は
、
芭
蕉

や
蕪
村
に
代
表
さ
れ
る
ハ
イ
カ
イ
（
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
般
に
発
句
の

こ
と
も
こ
う
呼
ぶ
）
の
奥
深
さ
で
あ
る
。
一
九
〇
四
年
七
月
に
フ
ラ

ン
ス
に
戻
っ
た
ク
ー
シ
ュ
ー
は
、
学
生
仲
間
数
人
を
誘
っ
て
パ
リ
の

学
生
街
の
シ
ャ
ン
ポ
リ
オ
ン
通
り
に
定
期
的
に
集
ま
り
、
猪
口
で
日

本
酒
を
振
舞
い
、
持
ち
帰
っ
た
掛
軸
な
ど
見
せ
な
が
ら
、
ハ
イ
カ
イ

の
素
晴
し
さ
を
熱
く
語
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ハ
イ
カ
イ
と
は
何

か
が
フ
ラ
ン
ス
で
紹
介
さ
れ
た
最
初
で
あ
る
。

ク
ー
シ
ュ
ー
は
一
九
〇
六
年
に
、
「
ハ
イ
カ
イ
―
日
本
の
詩
的
エ

ピ
グ
ラ（

2
）ム」
と
い
う
ハ
イ
カ
イ
論
を
発
表
す
る
。
室
町
時
代
か
ら
江

戸
時
代
に
い
た
る
百
数
十
句
を
引
用
し
、
自
然
や
四
季
の
繊
細
な
描

写
、
人
の
営
み
や
人
生
へ
の
情
愛
が
簡
潔
か
つ
暗
示
的
に
詠
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
称
美
す
る
。

し
か
し
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
こ
の
ハ
イ
カ
イ
論
の
前
年
、
一

九
〇
五
年
七
月
に
、
ク
ー
シ
ュ
ー
は
画
家
ア
ン
ド
レ
・
フ
ォ
ー（

3
）ルと

彫
刻
家
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ポ
ン
ソ（

4
）ンを
伴
っ
て
ハ
イ
カ
イ
吟
行
の
船
旅

を
催
し
た
こ
と
で
あ
る
。
パ
リ
か
ら
セ
ー
ヌ
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
運

河
を
通
っ
て
ラ
・
シ
ャ
リ
テ＝

シ
ュ
ル＝

ロ
ワ
ー
ル
に
至
る
行
程
で
、

三
人
の
青
年
は
船
上
で
句
作
を
試
み
る
。
そ
れ
ら
は
韻
の
な
い
三
行

自
由
詩
の
形
だ
が
、
ハ
イ
カ
イ
の
簡
潔
さ
や
滑
稽
に
近
づ
こ
う
と
し

て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
実
際
の
見
聞
に
よ
る
嘱
目
吟
で
あ
る
こ
と
も

注
視
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ク
ー
シ
ュ
ー
は
旅
の
翌
年
に
発
表
す
る
「
日

本
の
詩
的
エ
ピ
グ
ラ
ム
」
を
船
旅
に
携
え
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
は
三
行
に
仏
訳
さ
れ
た
一
五
八
句
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
創
作
の
手
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
に
述
べ
る
模
倣
の
跡
か
ら
も
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間
違
い
な
い
。詠
ん
だ
句
は
フ
ラ
ン
ス
で
最
初
の
句
集『
流
れ
に
沿
っ

（
5
）て』
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
句
集
は
著
者
名
の
な
い
薄
い

冊
子
で
三
十
部
の
私
家
版
で
あ
っ
た
。

小
部
数
で
も
あ
り
、
百
年
を
経
た
今
、
瞥
見
す
る
こ
と
さ
え
不
可

能
と
思
わ
れ
た
が
、
近
年
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
読
む
機
会
を
得
た
の
で
、

連
句
的
な
視
点
も
踏
ま
え
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。
全
七
十
二
句
を

読
む
に
当
っ
て
、
ま
ず
参
照
し
た
文
献
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

①
句
集
が
日
本
で
お
お
や
け
に
さ
れ
た
の
は
「
フ
ラ
ン
ス
ハ
イ
カ
イ

集
『
水
の
流
れ
の
ま
ま
に
』（A

u
fil
de
l'eau

）
―
「
幻
の
本
」

の
出
現
―
」（
一
九
九
五（

6
）年）
と
い
う
記
事
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

各
三
行
の
原
句
に
逐
語
訳
が
付
さ
れ
大
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
つ
ぎ
に
重
要
な
の
は
、
ポ
ー
ル＝

ル
イ
・
ク
ー
シ
ュ
ー
著
『
ア
ジ

ア
の
賢
人
と
詩
人
』
の
邦
訳
書
（
一
九
九
九（

7
）年）
で
あ
る
。
書
中

の
第
二
章
「
日
本
の
抒
情
的
エ
ピ
グ
ラ
ム
」
は
一
九
〇
六
年
に
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
ハ
イ
カ
イ
―
日
本
の
詩
的
エ
ピ
グ
ラ
ム
」
を

改
題
し
て
収
録
。
ク
ー
シ
ュ
ー
が
仏
訳
引
用
し
た
句
を
、
本
訳
書

で
は
対
訳
で
示
し
、
原
句
と
作
者
も
特
定
し
た
上
で
、
さ
ら
に
詳

し
い
後
注
も
付
す
。

ク
ー
シ
ュ
ー
が
ハ
イ
カ
イ
の
説
明
に
対
応
し
て
引
用
し
た
句
は
、

﹇
声
な
く
ば
鷺
こ
そ
雪
の
一
つ
く
ね

宗
鑑
」
に
は
じ
ま
り
﹇
蜻

蛉
つ
り
け
ふ
は
ど
こ
ま
で
行
っ
た
や
ら

千
代
女
」
に
い
た
る
十

六
〜
十
八
世
紀
の
秀
句
で
、
五
・
七
・
五
を
三
行
に
仏
訳
し
て
い

テ

ル

セ

る
。
形
式
は
フ
ラ
ン
ス
に
す
で
に
あ
る
三
行
詩
だ
が
、
韻
は
踏
ま

ず
十
七
の
音
数
も
無
理
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

③
フ
ラ
ン
ス
で
句
集
が
翻（

8
）刻さ
れ
る
の
は
二
〇
一
三
年
。
著
者
ド
ミ

ニ
ッ
ク
・
シ
ポ
は
、
自
身
が
フ
ラ
ン
ス
語
の
ハ
イ
ジ
ン
で
も
あ
り
、

全
句
を
翻
刻
し
た
だ
け
で
な
く
、
句
ご
と
に
詳
し
い
評
釈
を
ほ
ど

こ
し
、
さ
ら
に
旅
程
の
各
所
を
丹
念
に
た
ど
り
、
古
い
絵
葉
書
で

訪
問
地
な
ど
の
写
真
六
十
余
枚
に
よ
り
、
詠
ま
れ
た
句
が
実
写
で

あ
る
こ
と
も
証
明
し
て
い
る
。

こ
こ
に
再
録
す
る
句
集
の
原
句
は
シ
ポ
の
翻
刻
に
よ
っ
た
が
、
三

行
詩
形
は
ス
ラ
ッ
シ
ュ
を
入
れ
一
行
と
し
た
。
何
句
か
に
添
え
ら
れ

た
地
名
も
シ
ポ
に
従
っ
た
が
、
括
弧
に
入
れ
斜
字
体
と
し
た
。
訳
は

十
七
音
の
句
形
に
は
せ
ず
区
切
り
は
一
字
空
け
と
し
、
季
語
の
読
み

取
れ
る
句
は
訳
末
尾
に
〔

〕
で
季
を
記
し
た
。
原
典
に
番
号
は
な

い
が
、
便
宜
上
1
〜
72
の
通
し
番
号
を
ふ
っ
た
。
ま
た
半
分
ほ
ど
の

句
に
は
下
段
に
簡
単
な
脚
注
を
付
し
た
。

船
に
揺
ら
れ
て
の
吟
行
と
い
え
ば
風
雅
に
聞
こ
え
よ
う
が
、
乗
り

込
ん
だ
の
は
ど
う
や
ら
砂
糖
な
ど
を
運
ぶ
荷
船
で
、
川
遊
び
の
屋
形

船
と
い
っ
た
想
像
は
当
ら
な
い
。
シ
テ
島
の
大
聖
堂
か
ら
セ
ー
ヌ
川
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を
南
へ
さ
か
の
ぼ
り
、
や
が
て
フ
ラ
ン
ス
中
央
部
を
流
れ
る
ロ
ワ
ー

ル
川
に
続
く
運
河
へ
。
流
れ
に
沿
っ
た
土
手
か
ら
は
馬
あ
る
い
は
人

が
船
を
曳
く
。
運
河
に
は
水
門
が
あ
り
水
位
の
高
低
を
調
節
す
る
た

め
に
、
ま
ず
水
門
を
閉
じ
て
水
を
満
た
し
、
次
の
水
門
を
開
き
先
へ

進
む
。
そ
う
し
た
情
景
も
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
時
に
ク
ー
シ
ュ
ー

は
二
十
六
歳
、
ポ
ン
ソ
ン
は
二
十
八
歳
、
青
年
た
ち
は
恋
に
憧
れ
、

若
い
少
女
を
夢
見
る
年
ご
ろ
で
も
あ
る
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
『
流
れ
に
沿
っ
て
』
は
三
行
詩
形
に
よ
る
長
句
の
連

続
だ
が
、
七
十
二
句
と
い
う
数
か
ら
は
連
句
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
シ
ポ
も
評
釈
で
レ
ン
ク
に
触
れ
、
三
十
六
と
三
十
六

の
ダ
ブ
ル
・
カ
セ
ン
（
歌
仙
）
か
と
推
測
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
連

し
ち
じ
ゅ
う
に
こ
う

句
に
は
七
十
二
候
と
い
う
形
式
が
あ
る
。
一
年
の
季
候
を
七
十
二
に

分
け
た
「
四
季
七
十
二
候
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、
百
韻
よ
り
三
の

折
の
表
裏
二
十
八
句
を
略
し
、
一
巻
七
十
二
句
の
構
成
と
し
た
も
の
。

だ
が
ク
ー
シ
ュ
ー
は
ハ
イ
カ
イ
論
の
中
で
レ
ン
ク
に
は
い
っ
さ
い

言
及
し
て
い
な
い
。
句
集
の
七
十
二
句
は
単
な
る
数
字
の
偶
然
で
あ

ろ
う
。
五
・
七
・
五
を
模
し
た
三
行
詩
ハ
イ
カ
イ
を
試
み
よ
う
と
し

た
の
で
あ
っ
て
、
句
を
連
ね
る
レ
ン
ク
に
挑
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
句
は
す
べ
て
長
句
で
あ
る
し
、
同
字
、
同
語
、
同
想
の
繰

り
返
し
も
多
く
、
連
句
と
見
る
に
は
あ
ま
り
に
式
目
か
ら
逸
脱
し
て

い
る
。
七
十
二
候
は
三
花
五
月
だ
が
、
定
座
に
こ
れ
ら
も
な
い
。
た

だ
し
、
前
句
か
ら
の
連
想
に
は
付
け
味
を
思
わ
せ
る
箇
所
が
幾
つ
も

見
ら
れ
る
の
と
、
七
十
二
候
で
い
う
初
表
裏
・
二
の
折
表
裏
・
名
残

の
表
裏
の
各
面
に
季
節
の
句
が
二
〜
四
句
は
含
ま
れ
て
お
り
、
四
季

の
変
化
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
連
句
的
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

七
十
二
候
の
別
表
に
も
月
花
の
定
座
と
は
別
に
〔

〕
で
季
を
記
し

て
み
た
。
本
来
の
式
目
か
ら
大
い
に
外
れ
る
に
せ
よ
、
連
想
の
物
語

と
し
て
味
わ
う
こ
と
は
で
き
る
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

ふ
つ
う
連
句
は
屋
内
に
集
い
座
を
組
む
か
ら
、
頭
の
中
で
の
想
像

や
記
憶
で
句
を
詠
む
こ
と
に
な
る
。
だ
が
名
所
旧
跡
な
ど
を
訪
ね
詩

歌
の
題
材
を
求
め
て
野
外
を
歩
い
て
吟
じ
る
創
作
行
動
も
な
い
こ
と

は
な
い
。
実
際
、
ク
ー
シ
ュ
ー
た
ち
は
空
想
の
イ
メ
ー
ジ
を
詠
む
よ

り
、
現
実
に
目
の
前
を
移
り
ゆ
く
情
景
や
そ
れ
に
触
発
さ
れ
る
感
興

を
多
く
句
に
し
て
い
る
。

で
は
、
ク
ー
シ
ュ
ー
た
ち
は
東
洋
の
古
い
詩
を
ど
の
よ
う
に
模
し

て
、
自
分
た
ち
な
り
の
ハ
イ
カ
イ
を
創
造
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
、
上
五
・
中
七
・
下
五
に
当
た
る
三
つ
の
要
素
を
三
行
詩

の
形
と
し
た
。
こ
れ
は
ク
ー
シ
ュ
ー
に
よ
る
古
句
の
仏
訳
で
用
い
た

詩
形
を
踏
襲
し
た
も
の
。
目
に
映
る
素
材
の
発
見
に
は
、
ハ
イ
カ
イ

的
な
着
眼
、
人
生
を
一
瞬
に
し
て
切
り
取
る
ひ
ら
め
き
、
を
意
識
し
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て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

は
じ
め
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
ハ
イ
カ
イ
を
詠
む
の
に
ど
の
よ
う
に
仏

訳
句
を
手
本
と
し
た
の
か
、
創
作
上
の
参
照
が
た
ど
れ
る
ケ
ー
ス
は

い
く
つ
も
あ
る
が
、
模
作
と
い
う
よ
り
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

フ
ォ
ル
ム
の
ア
イ
デ
ア
を
そ
こ
に
求
め
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ

う
。
学
習
か
ら
創
作
へ
の
過
程
を
（
イ
）
〜
（
ヌ
）
の
例
に
見
な
が

ら
、
換
骨
奪
胎
の
妙
を
し
ば
し
玩
味
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

ま
ず
前
述
②
の
訳
書
の
後
注
と
訳
者
の
論（

9
）文の
指
摘
か
ら
。

（
イ
）
引
用
句
﹇
草
臥
て
宿
か
る
比
や
藤
の
花

芭
蕉
﹈（J'arrive

fatigué
/
A
la
recherche

d'une
auberge

:
/
A
h!
ces
fleurs

de

glycines!

）

句
集
11

D
ans
le
soir
brûlant/N

ous
cherchons

une
auberge./O

ces
capucines!

旅
人
の
心
象
と
花
の
照
応
。
趣
向
と
形
式
の
模
倣
。

（
ロ
）
引
用
句
﹇
露
の
世
は
露
の
世
な
が
ら
さ
り
な
が
ら

一
茶
﹈

（C
e
«m
onde

de
rosée»

/
N
'est,
certes,

qu'un
m
onde

de
rosée!

/

M
ais
toutde

m
êm
e…

）

句
集
21

D
ans
un
m
onde

de
rêve,

/
Sur
un
bateau

de
passage,

/

R
encontre

d'un
instant.

「
露
の
世
」
を
「
夢
の
世
」
に
置
き
換
え
た
の
は
、
は
か
な
さ
よ

り
、
ゆ
き
ず
り
の
恋
へ
の
憧
れ
か
。

（
ハ
）
引
用
句
﹇
か
り
そ
め
に
早
百
合
生
け
た
り
谷
の
坊

蕪
村
﹈

（Sim
plem
ent

/
U
ne
aném

one
dans

un
pot:

/
T
em
ple

rustique.

）

句
集
64

U
ne
sim
ple
fleur

de
papier

/
D
ans
un
vase.

/
E
glise

rustique.

田
舎
の
素
朴
な
寺
院
と
簡
素
な
花
の
取
合
せ
。

前
述
③
の
シ
ポ
に
よ
る
評
釈
か
ら
。

（
ニ
）
引
用
句
﹇
い
そ
が
し
や
沖
の
時
雨
の
真
帆
片
帆

去
来
﹈

（Q
uel
rem
ue-m

énage!
/
A
u
large,

sous
la
brusque

averse,
/

V
oiles

de
face,voiles

de
biais!

）

句
集
24

Polka
dans

la
nuit.

/
D
ans
la
zone

de
lum
ière
jaune,

/

Silhouettes
claires,silhouettes

som
bres.

一
行
目
は
言
い
切
り
、
三
行
目
は
畳
語
法
の
構
成
。

（
ホ
）
引
用
句
﹇
水
底
を
見
て
来
た
皃
の
小
鴨
か
な

丈
草
﹈（Il

a

l'air
toutfier

/D
'avoir

vu
le
fond

de
l'eau,/L

e
petitcanard.

）

句
集
51

Il
est
tout
fier,

le
petit

chat,
/
D
'avoir

fait
peur

/
A
u

vieux
coq.

－ －17



雄
鶏
を
怖
が
ら
せ
た
子
猫
は
、
小
鴨
の
賢
顔
の
転
写
。

（
ヘ
）
引
用
句
﹇
粽
結
ふ
片
手
に
は
さ
む
額
髪

芭
蕉
﹈（E

lle

enveloppe
les
gâteaux

/
E
t
de
l'autre

m
ain
arrange

/
Ses
cheveux

sur
son
front.

）

句
集
52

D
'une
m
ain
elle
bat
le
linge

/
E
t
de
l'autre

rajuste
/
Ses

cheveux
sur
son
front.

片
方
で
手
仕
事
、
他
方
の
手
で
前
髪
を
直
す
あ
だ
っ
ぽ
さ
。

（
ト
）
引
用
句
﹇
墓
原
や
秋
の
蛍
の
二
つ
三
つ

原
松
﹈（U

n

cim
etière./E

tles
lucioles

de
l'autom

ne,/D
eux
ou
trois.

）

句
集
57

D
ans
l'im
m
ense

corbeille
verte

/
D
e
petits

villages

m
arrons,/D

eux
ou
trois.

発
見
の
驚
き
、
蛍
も
村
も
多
か
ら
ず
少
な
か
ら
ず
の
数
。

最
後
に
原
句
に
学
ん
だ
作
例
を
論
者
も
三
つ
付
け
加
え
て
お
く
。

（
チ
）
引
用
句
﹇
蜻
蜒
や
と
り
つ
き
か
ね
し
草
の
上

芭
蕉
﹈（U

ne

libellule
/E
ssayanten

vain
de
se
poser

/Sur
une
tige
d'herbe…

）

句
集
8

Sur
le
rebord

du
bateau

/Je
m
e
hasarde

à
quatre

pattes.

/Q
ue
m
e
veutcette

libellule?

焦
燥
を
覚
え
て
い
る
の
は
、
船
べ
り
で
は
人
の
方
。

（
リ
）
引
用
句
﹇
山
里
や
井
戸
の
端
な
る
梅
の
花

鬼
貫
﹈（U

ne

chaum
ière

de
m
ontagne.

/
A
côté

du
puits,

/
L
e
prunier

en

fleur.

）

句
集
13

A
u
bord

du
vieux

puits
/
D
ès
qu'elle

a
posé,

/
E
lle
m
e

tend
la
rose.

同
じ
井
戸
端
で
も
恋
句
の
花
は
バ
ラ
で
あ
る
。

（
ヌ
）引
用
句﹇
風
毎
に
葉
を
吹
き
だ
す
や
今
年
竹

千
代
尼
﹈（A

u

m
oindre

vent/L
es
feuilles

trem
blent:

/Jeune
bam
bou.

）

句
集
50

L
'orage

se
prépare.

/
T
outes

les
feuilles

du
trem
ble
/

B
attentde

l'aile.

雷
雨
の
風
と
な
る
と
、
葉
の
羽
ば
た
き
は
激
し
い
。

シ
ポ
も
い
う
よ
う
に
、
剽
窃
を
言
い
立
て
る
べ
き
で
は
な
く
、
発

想
を
借
り
た
見
習
い
で
あ
り
、
句
作
り
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
旅
で

あ
っ
た
と
思
う
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
仏
訳
句
に
触
発
さ
れ
た
作
句
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
な

い
、
普
遍
的
な
人
間
の
仕
草
や
営
為
が
、
共
通
で
あ
る
こ
と
に
今
更

な
が
ら
気
付
か
さ
れ
る
。
ク
ー
シ
ュ
ー
ら
の
吟
行
の
記
録
で
あ
る
連

続
し
た
七
十
二
の
句
は
、
あ
ら
た
め
て
わ
れ
わ
れ
に
、
ハ
イ
カ
イ
の

視
点
と
連
想
の
面
白
さ
、
海
を
超
え
た
人
間
の
感
性
や
思
考
の
共
通

性
を
訴
え
か
け
て
く
る
。
式
目
に
の
っ
と
っ
た
連
作
で
は
な
い
に
せ
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よ
、
船
旅
の
吟
行
は
日
常
に
埋
没
し
か
ね
な
い
わ
れ
わ
れ
現
代
人
に

自
由
な
水
の
流
れ
、
大
気
の
揺
曳
を
深
く
呼
吸
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う

に
思
え
る
。

注（
1
）
ポ
ー
ル＝

ル
イ
・
ク
ー
シ
ュ
ー
は
一
八
七
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
南
東
イ

ゼ
ー
ル
県
の
町
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
に
生
ま
れ
た
。
一
八
九
八
年
、
高
等
師
範

学
校
入
学
。
一
九
〇
一
年
、
哲
学
の
教
授
資
格
取
得
。
一
九
〇
二
年
か

ら
一
九
〇
四
年
に
か
け
て
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ー
ン
財
団
の
奨
学
金
で

世
界
旅
行
。
帰
国
後
は
精
神
医
学
の
勉
強
を
始
め
、
数
年
後
に
は
医
学

博
士
と
な
り
療
養
所
に
勤
め
た
。

（
2
）Paul-L

ouis
C
ouchoud,

L
es
H
aïkaï:

E
pigram

m
es
poétiques

du

Japon,
L
es
L
ettres,

N
o.
3-7,
1906.

「
日
本
の
詩
的
エ
ピ
グ
ラ
ム
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
は
、
明
治
期
長
く
日
本
に
滞
在
し
た
英
国
人
バ
ジ
ル
・
ホ

ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
「
芭
蕉
と
日
本
の
詩
的
エ
ピ
グ
ラ
ム
」（B

asil

H
all
C
ham
berlain,

B
ashô

and
the

Japanese
poetical

epigram
,

T
ransactions

of
the
A
siatic

Society
of
Japan,

V
ol.
X
X
X
.
part

II,

1902.

）
に
追
従
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
後
年
ク
ー
シ
ュ
ー
は
著
書
『
ア

ジ
ア
の
賢
人
と
詩
人
』
に
収
録
す
る
際
に
は
「
日
本
の
抒
情
的
エ
ピ
グ

ラ
ム
」
と
改
題
す
る
。<

épigram
m
e>

は
「
諷
刺
詩
、
寸
鉄
詩
」
の
意
味

で
辛
辣
さ
や
皮
肉
を
含
む
警
句
。
機
知
と
興
趣
を
併
せ
持
つ
ハ
イ
カ
イ

を
西
欧
的
に
表
現
す
る
に
は
こ
の
語
を
措
い
て
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
3
）A

ndré
Faure

(
?
–
1914)

画
家
。

（
4
）A

lbert
Poncin

(1877
–
1954)

ア
ー
ル
・
デ
コ
期
の
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻

家
で
多
く
の
賞
を
受
賞
。
作
家
、
詩
人
で
も
あ
る
。

（
5
）Paul-L
ouis
C
ouchoud,A

ndré
Faure

&
A
lbertPoncin,A

u
filde

l'eau,

72
haïkaï;

plaquette
hors
com
m
erce,1905.

（
6
）
柴
田
依
子
「
フ
ラ
ン
ス
ハ
イ
カ
イ
集
『
水
の
流
れ
の
ま
ま
に
』（A

u
fil

de
l'eau

）
―
―
「
幻
の
本
」
の
出
現
―
」（
国
際
俳
句
交
流
協
会
「H

I

」

N
o.18

平
成
七
年
九
月
）

（
7
）
ポ
ー
ル＝

ル
イ
・
ク
ー
シ
ュ
ー
『
明
治
日
本
の
詩
と
戦
争

ア
ジ
ア

の
賢
人
と
詩
人
』
金
子
美
都
子
／
柴
田
依
子
・
訳

み
す
ず
書
房

一

九
九
九
年
。
副
題Sages

etpoètes
d'A
sie

が
本
書
の
原
題
。

（
8
）D

om
inique

C
hipot,

A
u
fil
de
l'eau

avec
P
aul-L

ouis
C
ouchoud,

E
ditions

lulu,2013.

本
稿
に
再
録
し
た
原
文
は
ほ
ぼ
こ
れ
に
依
拠
し
た
。

な
お
二
〇
〇
三
年
に
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ザ
ノ
の
仏
語
句
集
と
合
わ
せ

て
ク
ー
シ
ュ
ー
の
句
集
を
再
録
し
た
小
型
本
（E

ric
D
ussert,

A
u
fil
de

l'eau
suivi

de
H
A
IK
A
IS,
L
es
prem

iers
haiku

français
(1905

–
1922)

）

が
あ
る
が
、
句
の
順
序
等
々
、
不
備
が
多
い
。

（
9
）
柴
田
依
子
「
西
洋
に
お
け
る
蕪
村
発
見
―
―
Ｐ
．―

Ｌ
．ク
ー
シ
ュ
ー
か

ら
Ｒ
．Ｍ
．リ
ル
ケ
へ
―
―
（
學
燈
社
「
國
文
学：

解
釈
と
教
材
の
研
究
」

第
41
巻
14
号

一
九
九
六
年
十
二
月
号
）

付
記ク

ー
シ
ュ
ー
ら
の
フ
ラ
ン
ス
語
ハ
イ
カ
イ
の
解
釈
と
日
本
語
訳
に
つ
い
て

は
、
エ
リ
ッ
ク
・
プ
リ
ウ
氏
に
多
く
の
助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
す
る
も

の
で
あ
る
。
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A
u
filde

l'eau
Juillet

1905

『
流
れ
に
沿
っ
て
』
一
九
〇
五
年
七
月

1
L
e
convoiglisse

déjà./A
dieu
N
otre-D

am
e!.../O

h!...la
gare
de
L
yon!

は
や
荷
船
は
滑
り
ゆ
く

さ
ら
ば
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
！
…

お
お
！
…
リ
ヨ
ン
駅
だ
！

2

N
u
com
m
e
un
dieu,/A

u
galop

dans
la
prairie,/Ilfaitla

réaction.

ギ
ャ
ロ
ッ
プ

神
の
よ
う
に
裸
で

牧
草
地
を
駆
歩

悦
び
に
溢
れ
て

〔
晩
夏
〕

3

D
ans
la
dahabieh

/L
es
faiseurs

de
haikai/E

vententleurs
jam
bes
nues.

ナ
イ
ル
の
川
船
の
つ
も
り

ハ
イ
カ
イ
の
詠
み
手
は

剥
き
出
し
の
脚
風
に
な
ぶ
ら
せ

〔
晩
夏
〕

4

L
a
nuitest-elle

finie?
/Je
soulève

la
bâche./E

blouissem
ent.

夜
は
明
け
た
の
か
？

幌
押
し
上
げ
る
と

な
ん
と
い
う
眩
し
さ

5

V
ille
endorm

ie./U
n
garde

de
prison

passe,/U
n
volets'ouvre.(M

elun.)

眠
っ
て
い
る
町

牢
番
は
行
き
す
ぎ

鎧
戸
が
開
く

6

U
ne
prison.D

es
abattoirs./U

ne
patrouille

au
fond

de
la
rue./O

h!
vite
vivre...

刑
務
所
に
屠
殺
場

通
り
の
奥
に
警
邏
隊

お
お
！

生
き
急
が
ん
…

7

E
ntre
les
plats

/Illave
son
assiette

:
/M
arinier

am
ateur!

大
皿
の
あ
い
だ
で

自
分
の
取
り
皿
を
洗
う

新
米
の
水
夫
！

8

Sur
le
rebord

du
bateau

/Je
m
e
hasarde

à
quatre

pattes./Q
ue
m
e
veutcette

libellule?

船
べ
り
を

こ
わ
ご
わ
四
つ
ん
這
い

ト
ン
ボ
よ
、
ぼ
く
に
ど
う
し
ろ
と
？

〔
三
秋
〕

9

L
es
joncs

m
êm
e
tom
bentde

som
m
eil,/Je

rôtis
délicieusem

ent/M
idi.

イ
グ
サ
さ
え
堪
ら
な
く
眠
い

心
地
よ
い
日
焼
け

真
昼

〔
三
夏
〕

10

D
ans
la
prem

ière
écluse

/L
a
flûte

pénètre
/N
uptialem

ent.(St-M
am
m
ès.)

最
初
の
水
門
に

川
船
は
入
っ
て
ゆ
く

新
婚
の
儀
式

11

D
ans
le
soir
brûlant/N

ous
cherchons

une
auberge./O

ces
capucines!

灼
け
つ
く
黄
昏

旅
宿
を
探
す

お
お
、
こ
こ
に
ノ
ウ
ゼ
ン
ハ
レ
ン
！

〔
三
夏
〕

12

C
héri,chéri,/A

h!
tu
m
e
fais
m
ourir!

/D
ouche

dans
le
verger.

い
と
し
い
あ
な
た

あ
あ
！

死
ぬ
ほ
ど
好
き
よ
！

果
樹
園
で
シ
ャ
ワ
ー

〔
晩
夏
〕

脚
注

1

パ
リ
中
心
の
大
聖
堂
前
に
あ
る

道
標
は
各
地
へ
の
距
離
の
起
点
。

2

船
を
曳
く
馬
が
馬
具
か
ら
解
放

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

3

ダ
ア
ビ
エ
は
大
型
帆
船
。
誇
張
。

5

ム
ラ
ン
は
パ
リ
の
南
東
四
十
六

キ
ロ
。
セ
ー
ヌ
河
畔
の
町
。
特

産
の
ブ
リ
・
ド
・
ム
ラ
ン
は
三

十
句
目
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

6

死
の
暗
示
か
ら
生
を
喚
起
。

10

サ
ン＝

マ
メ
は
パ
リ
か
ら
七
十

キ
ロ
上
流
、
セ
ー
ヌ
と
ロ
ワ
ン

の
合
流
点
。
句
は
ロ
ワ
ン
運
河

最
初
の
水
門
。

12

一㽎

二
行
は
通
俗
恋
唄
の
歌
詞
。
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13
A
u
bord

du
vieux

puits
/D
ès
qu'elle

a
posé,/E

lle
m
e
tend
la
rose.

古
い
井
戸
の
ほ
と
り
で

し
な
を
作
る
と

ぼ
く
に
差
し
だ
さ
れ
る
バ
ラ

〔
初
夏
〕

14

L
a
costum

ière
de
l'O
péra
/T
ientm

aintenantenseigne
pim
pante

/A
l'entrée

du
village.

な
り
わ
い

オ
ペ
ラ
座
の
衣
装
係

今
は
小
粋
な
生
業

村
の
と
ば
口
で

15

E
m
ilienne!

E
m
ilienne!

/Sans
répondre,elle

papillonne
dans

la
nuit,/Feu

folletde
notre

désir.

エ
ミ
リ
エン
ヌ
！
エ
ミ
リ
エン
ヌ
！

答
え
ず
夜
に
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
う

ぼ
く
ら
の
欲
望
は
束
の
間
の
鬼
火
〔
三
冬
〕

16

E
ntre
deux

am
is,/Sous

la
tonnelle

fleurie,/Je
m
e
suis
guéride

l'am
our.

二
人
の
友
に
は
さ
ま
れ

花
咲
く
東
屋
で

僕
は
恋
か
ら
立
ち
直
る

17

L
e
bateau

coule,/L
'heure

fuit/Insensiblem
ent...

船
は
行
く

時
は
逃
げ
去
る

気
づ
か
ぬ
ほ
ど
に
緩
や
か
に
…

18

L
es
bateliers

roupillentdans
l'herbe./L

es
deux

chevaux
s'en
vontdevisant./»Service

accéléré.«

船
頭
た
ち
は
草
に
眠
り

馬
二
頭
し
ゃ
べ
り
つ
つ
去
る

こ
れ
が
「
急
行
」

19

Sur
le
chem

in
de
halage

/E
n
bonnets

de
fous
/D
eux
bourricots.

曳
船
道

道
化
帽
の

小
ロ
バ
が
二
頭

20

L
e
vieux

canal/Sous
l'om
bre
m
onotone

/S'estvert-de-grisé.

古
び
た
運
河

坦
々
と
変
わ
ら
ぬ
影
の
下

緑
青
色
の
広
が
り

21

D
ans
un
m
onde

de
rêve,/Sur

un
bateau

de
passage,/R

encontre
d'un
instant.

夢
の
世
界

行
き
す
ぎ
る
船
上
か
ら
の

か
り
そ
め
の
出
逢
い

22

Sautez
m
ignonne,C

écilia!
/C
e
vieux

m
arc
estexquis./D

îner
d'adieu.

跳
べ
、
か
わ
い
い
セ
シ
リ
ア
！

古
い
ブ
ラ
ン
デ
ー
は
極
上

別
れ
の
晩
餐

23

L
a
lune
m
ontre

l'oreille./L
es
arbres

sem
blentsouffrir./»A

vez-vous
vu
trois

filles?«

月
は
耳
の
形
で
昇
る

悩
ま
し
げ
な
木
々
よ

「
三
人
娘
に
会
わ
な
か
っ
た
か
い
？
」

〔
三
秋
〕

24

Polka
dans

la
nuit./D

ans
la
zone

de
lum
ière
jaune,/Silhouettes

claires,silhouettes
som
bres.

夜
の
ポ
ル
カ

黄
色
い
光
の
帯
の
中

明
る
い
シ
ル
エ
ッ
ト
、
暗
い
シ
ル
エ
ッ
ト

25

L
a
péniche

vernissée
/N
e
se
com
prom

etpas
/A
vec
les
m
iséreux

m
ontluçons

14

パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
を
退
い
て
、

故
里
に
粋
な
店
を
開
い
た
か
。

15

前
句
の
店
の
夜
の
情
景
か
、
若

い
娘
は
蝶
の
よ
う
に
身
軽
。

18

船
頭
も
馬
も
の
ん
び
り
。
こ
れ

が
「
急
行
」、
皮
肉
と
滑
稽
。

22

一
行
目
（
原
文
に
は
下
線
）
は

船
歌
「
十
五
で
父
は
あ
た
い
を

船
に
乗
せ
、
大
海
へ
。
跳
べ
、

か
わ
い
い
セ
シ
リ
ア
」
か
ら
。

水
夫
と
結
ば
れ
る
歌
詞
。

25

モ
ン
リ
ュ
ソ
ン
は
「
棺
」
と
も

呼
ば
れ
る
川
船
。
対
比
の
面
白

さ
。
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え
ん

モ
ン
リ
ュ
ソ
ン

艶
や
か
な
川
船

我
関
せ
ず
焉

貧
相
な
曳
舟
な
ん
か
と
は

26
C
ette
vieille

laveuse
/E
stla
dogaresse

/D
e
la
V
enise

du
G
âtinais.(M

ontargis.)

あ
の
老
け
た
洗
濯
女
が

総
督
夫
人

ヴ
ェ
ニ
ス
・
デ
ュ
・
ガ
テ
ィ
ネ
の
町
で
は

27

Sur
sa
m
ule
pom
ponnée

/Q
ue
vientfaire

à
M
ontargis

/C
e
nain
de
V
élasquez?

着
飾
っ
た
ラ
バ
で

モ
ン
タ
ル
ジ
に
何
し
に
来
た
の

ベ
ラ
ス
ケ
ス
描
く
小
人
よ
？

28

R
éfectoire

de
couvent./L

es
sœ
urs
vontvenir./C

'estquarante
sous

l'entrevue.

修
道
院
の
食
堂

や
が
て
集
ま
る
尼
僧
た
ち

面
会
し
た
ら
四
十
ス
ー

29

U
n
cyclone

cette
nuit!

/N
on,c'estdans

l'écluse
/L
e
torrentquinous

soulève.

今
宵
は
台
風
か
！

い
や
水
門
の
中
で

船
押
し
上
げ
る
奔
流

〔
仲
秋
〕

30

Q
uand

on
a
enlevé

la
croûte

noire,/Ilreste
une
feuille

de
cigarette

/From
age
de
M
elun.

チ
ー
ズ
の
黒
皮
を
削
る

残
り
は
薄
い
煙
草
紙
ほ
ど

ム
ラ
ン
・
チ
ー
ズ
は

31

A
vec
sa
petite

faucille
/C
om
m
entpourra-t-elle

/Faucher
toutle

cham
p?

そ
の
小
さ
な
半
月
鎌
で

彼
女
は
ど
う
や
っ
て
刈
れ
る
の
か

畑
全
部
を
？

32

L
es
om
bres
des
gladiateurs

/V
iennentsans

doute
lutter

la
nuit./Forêtpenchée

sur
les
ruines.

(A
rènes

de
C
henevières.)

剣
闘
士
た
ち
の
影

き
っ
と
夜
じ
ゅ
う
戦
い
に
来
る

廃
墟
に
か
ぶ
さ
る
森

33

L
e
bain
rond

/E
stpour

la
nym
phe
du
bosquet./L

e
bain
carré

pour
les
faunes.(T

herm
es
de
C
henevières.)

円
形
の
浴
槽
は

森
の
妖
精
の
た
め

四
角
は
牧
神
の
た
め

34

L
e
chevetsur

le
canal,/L

'église
de
M
ontbouy

/Som
m
eille
depuis

huitsiècles.

運
河
に
面
し
た
後
陣

モ
ン
ブ
イ
の
教
会

八
世
紀
来
の
ま
ど
ろ
み

35

L
'azur

triom
phal/T

ransperce
m
êm
e
/L
e
hêtre

noir.

勝
ち
誇
る
蒼
穹
は

差
し
つ
ら
ぬ
く

黒
々
と
し
た
ブ
ナ
さ
え

36

M
oissonneurs

dans
les
blés./A

l'om
bre
d'une

gerbe,/U
ne
grande

soupière.

麦
畑
に
刈
入
れ
人

麦
束
の
陰
に

ス
ー
プ
の
大
鉢

〔
初
夏
〕

37

L
es
om
bres
s'allongent./L

es
cham

ps
de
seigles

m
ûrs
/Se
m
ettentà

flam
ber.

26

小
郡
ガ
テ
ィ
ネ
の
町
モ
ン
タ
ル

ジ
は
ヴ
ェ
ニ
ス
と
呼
ば
れ
る
か

ら
、
洗
濯
女
が
総
督
夫
人
と
お

ど
け
た
。

28

訪
れ
た
修
道
院
か
。
四
十
ス
ー

（
約
千
円
）
は
喜
捨
で
あ
ろ
う
。

30

ム
ラ
ン
産
の
黒
チ
ー
ズ
。

31

「
ジ
ャ
ヌ
ト
ン
、
半
月
鎌
持
っ

て
、
イ
グ
サ
刈
り
」
と
始
ま
る

俗
謡
が
あ
る
。

32

シ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
に
は
古
代

ロ
ー
マ
円
形
闘
技
場
跡
。

33

同
じ
く
シ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の

古
代
ロ
ー
マ
共
同
浴
場
。

34

モ
ン
ブ
イ
は
運
河
沿
い
の
小
町
。
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影
は
長
く
伸
び

熟
れ
た
ラ
イ
麦
畑
は

夕
日
に
燃
え
始
め
る

〔
初
夏
〕

38

D
ans
le
soir
violet/A

rrivée
délicieuse./Ilfautcoltiner

des
sucres.

紫
色
の
黄
昏

甘
美
な
る
接
岸

さ
あ
、
砂
糖
の
陸
揚
げ
だ

〔
晩
夏
〕

39

L
a
nuitnous

enveloppe./L
es
grillons

se
m
ettentà

chanter./Souper
sous

la
vigne.

夜
に
包
ま
れ

コ
オ
ロ
ギ
が
鳴
き
だ
す

ブ
ド
ウ
棚
の
下
の
夕
食

〔
三
秋
〕

40

V
ous
quipassez

dans
l'om
bre
/L
e
long

des
peupliers

/E
tes-vous

des
am
ants?

君
た
ち
は
影
の
中
を
行
く

ポ
プ
ラ
並
木
に
沿
っ
て

恋
人
同
士
な
の
？

41

L
'A
rm
ée
du
Salut/Prom

ène
sur
les
canaux

de
France

/U
ne
salle

de
prêche.

救
世
軍
は
運
ぶ

フ
ラ
ン
ス
の
運
河
で

新
教
の
説
教
室
を

42

A
u-dessus

des
feuillages

/S'élève
gravem

ent/L
e
donjon

de
C
oligny.

葉
叢
越
し
に

荘
重
に
聳
え
る

コ
リ
ニ
ー
の
塔

43

O
septécluses

dans
les
pins!

/D
e
queltom

beau
surhum

ain
/E
tes-vous

l'escalier?
(R
ogny.)

お
お
、
松
林
の
七
つ
の
閘
門
！

ど
ん
な
超
人
の
墓
の

石
段
な
の
か
？

44

O
uzouer./Je

trouve
à
ce
nom

/U
ne
saveur

patoise.

ウ
ズ
ウ
ェ
ー
ル

こ
の
地
名
は

お
国
訛
り
の
味
わ
い

45

D
ans
l'antique

église
/Sous

les
chapitaux

obscènes
/U
n
sacré-cœ

ur
de
sucre.

み
こ
こ
ろ

古
代
の
教
会

み
だ
ら
な
柱
頭
装
飾
の
下
に

白
糖
の
聖
心

46

H
orizon

solennel./L
e
fleuve

m
agnifique

/A
gonise

dans
les
sables.(B

onny-sur-L
oire.)

厳
か
な
地
平
線

壮
麗
な
大
河
は

砂
に
埋
も
れ
て
息
も
絶
え
絶
え

47

L
es
chirurgiens

/E
xam
inentl'intestin

/D
e
la
bicyclette.

外
科
医
た
ち
は

診
察
す
る

自
転
車
の
腸
を

48

T
IN
C
T
U
R
A
IO
D
I
/PE
D
O
N
C
U
L
I
C
E
R
A
SO
R
U
M
/L
e
pharm

acien
s'estendorm

i.(C
osne.)

ヨ
ー
ド
チ
ン
キ

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
花
柄

眠
り
に
落
ち
る
薬
剤
師

49

L
e
pasteur

/A
pris
pour

petite
bonne

/U
ne
jolie

catholique.

牧
師
の

雇
っ
た
女
中

可
愛
い
カ
ト
リ
ッ
ク
女

38

パ
リ
近
郊
か
ら
砂
糖
を
運
ん
で

来
た
の
だ
ろ
う
。

41

カ
ト
リ
ッ
ク
国
フ
ラ
ン
ス
で
も

新
教
が
布
教
の
た
め
説
教
室
を

船
に
の
せ
て
運
行
。

42

コ
リ
ニ
ー
に
あ
る
古
城
の
円
筒

形
の
石
塔
。

43

ロ
ニ
ー
に
は
か
な
り
の
高
低
差

の
七
段
の
水
門
が
あ
る
。

46

ボ
ニ
ー＝

シ
ュ
ル＝

ロ
ワ
ー
ル

の
河
岸
に
は
砂
が
堆
積
し
流
れ

を
妨
げ
て
い
る
。

47

チ
ュ
ー
ブ
等
を
腸
に
た
と
え
た
。

ク
ー
シ
ュ
ー
は
医
学
を
勉
学
中
。

48

コ
ー
ン
は
ロ
ワ
ー
ル
右
岸
の
町
。

ラ
テ
ン
語
は
薬
瓶
の
ラ
ベ
ル
を

思
わ
せ
る
。
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
は

消
毒
薬
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
花
梗

は
利
尿
作
用
が
あ
る
。

49

新
教
の
牧
師
と
カ
ト
リ
ッ
ク
女
、

皮
肉
な
取
合
せ
。
一
九
〇
五
年

十
二
月
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
政
教

分
離
法
が
制
定
さ
れ
る
。
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50
L
'orage

se
prépare./T

outes
les
feuilles

du
trem
ble
/B
attentde

l'aile.

雷
雨
の
気
配

一
斉
に
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
の
葉
は

懸
命
に
羽
ば
た
く

〔
三
夏
〕

51

Ilesttoutfier,le
petitchat,/D

'avoir
faitpeur

/A
u
vieux

coq.
子
猫
は

老
雄
鶏
を
怖
が
ら
せ
て

得
意
顔

52

D
'une
m
ain
elle
batle

linge
/E
tde
l'autre

rajuste
/Ses

cheveux
sur
son
front.

片
手
で
洗
濯
物
を
叩
く

も
う
片
方
で

額
の
髪
を
整
え
る

53

L
a
vache

repue
/N
e
voitque

le
pied
/D
u
saule

argenté.

腹
一
杯
の
雌
牛

た
だ
じ
っ
と
見
る
の
は

銀
葉
ヤ
ナ
ギ
の
根
方

〔
晩
春
〕

54

O
n
dit/Q

ue
la
dem
oiselle

du
château

/A
une
oreille

de
porc.

風
の
う
わ
さ

城
の
姫
君

豚
の
耳

55

A
la
lisière

de
la
forêt/L

es
grands

sapins
/Présententles

arm
es.

つ
つ

森
の
は
ず
れ
で

モ
ミ
の
大
樹
は

捧
げ
銃

56

A
u
pied
du
donjon,/E

n
dem
ie
couronne,/D

es
toits
gris
etbruns.(Sancerre.)

塔
の
足
下
に

半
冠
形
に
ぐ
る
り
と

灰
色
と
茶
色
の
屋
根

57

D
ans
l'im
m
ense

corbeille
verte

/D
e
petits

villages
m
arrons,/D

eux
ou
trois.

途
方
も
な
い
緑
色
の
大
籠
に

栗
色
の
小
さ
な
村
が

二
つ
三
つ

58

Sur
cette

terrasse
/V
enir
au
crépuscule

/Parler
d'am
our...

こ
の
テ
ラ
ス
に
は

黄
昏
時
に
訪
れ
る

愛
を
語
り
に
…

59

L
e
fleuve

m
alendorm

i/Faitvivre
dans

la
terreur

/L
e
village

pelotonné.(St-Satur.)

安
ら
か
に
眠
れ
ぬ
河
は

怯
え
て
暮
ら
さ
せ
る

う
ず
く
ま
る
村
に

60

D
ans
la
nuitsilencieuse

/L
e
fleuve

épuisé
etla
vieille

tour
/Se
rapellentleur

vaillance.

静
も
る
夜

枯
れ
た
河
も
古
い
塔
も

思
い
起
こ
す
の
は
己
が
武
勲

61

V
ieux
com
battants,/L

es
arbres

sonttoujours
à
leur
poste

/D
evantle

fleuve
fatigué.

老
兵
と
い
う
樹
木
は

い
つ
も
持
ち
場
に
い
る

疲
れ
た
河
を
前
に
し
て

62

D
ans
la
ville

haute,/U
ne
belle

m
atineuse

/Se
coiffaità

sa
fenêtre.

55

ク
ー
シ
ュ
ー
滞
日
中
、
一
九
〇

四
年
に
日
露
戦
争
が
勃
発
。

56

サ
ン
セ
ー
ル
の
城
館
跡
は
円
筒

形
の
石
塔
が
丘
の
上
に
立
つ
。

59

サ
ン＝

サ
テ
ュ
ー
ル
は
ロ
ワ
ー

ル
の
増
水
、
洪
水
危
険
地
域
。
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川
上
の
町

早
起
き
の
器
量
良
し
は

窓
辺
で
髪
を
結
う

63

D
es
assiettes

peintes
/D
ans
l'âtre

des
poulets

rôtissent/A
h!
la
bonne

auberge!
(St-B

ouize.)
壁
に
は
色
絵
皿

暖
炉
で
炙
ら
れ
る
若
鶏

あ
あ
！

心
地
よ
き
宿
！

〔
三
冬
〕

64

U
ne
sim
ple
fleur

de
papier

/D
ans
un
vase./E

glise
rustique.

紙
の
花
た
だ
一
輪

花
瓶
に

ひ
な
び
た
教
会

65

D
eux
chênes

géants
/G
ardentl'entrée

/D
u
dom
aine.

二
本
の
大
ナ
ラ

守
る
は

所
領
の
入
口

66

L
es
ferm
es
sem
blentdes

forteresses./L
es
vaches

ne
vontque

par
douze./B

erry
féodal.

農
家
は
要
塞
に
似
る

十
二
頭
ず
つ
牛
は
行
く

か
つ
て
の
封
土
ベ
リ
ー
地
方

67

L
orsqu'elle

s'estdressée,/L
a
paysanne

aux
grands

yeux,/J'aicru
voir
A
rtém
is.

ア

ル

テ

ミ

ス

す
っ
く
と
立
っ
た

ぱ
っ
ち
り
し
た
瞳
の
農
婦

狩
猟
の
女
神
か
と

68

E
n
route

pour
la
foire./D

errière
chaque

carriole
/U
ne
botte

de
foin.

定
期
市
へ
向
か
う
道

二
輪
馬
車
の
後
ろ
に
は
ど
れ
も

干
草
の
束

〔
三
夏
〕

69

E
lle
hale
le
bateau./Q

uand
l'épaule

estm
eurtrie,/E

lle
tire
avec

le
ventre.

か
み
さ
ん
は
船
を
曳
く

肩
が
傷
め
ば

腹
で
曳
く

70

A
u
débouché

du
pont.../N

om
de
D
ieu!
c'estaussibeau

/Q
ue
toute

l'E
spagne!

(L
a
C
harité.)

橋
下
の
水
路
を
抜
け
る
…

畜
生
！

な
ん
て
き
れ
い
な
ん
だ

ス
ペ
イ
ン
全
土
さ
な
が
ら
！

71

A
l'om
bre
de
la
M
osquée

/V
oicijustem

ent/L
e
patio

des
O
rangers.

あ
つ
ら

パ
テ
ィ
オ

回
教
寺
院
の
陰
に

ほ
ら
、
お
誂
え
む
き

オ
レ
ン
ジ
の
木
の
中
庭

〔
三
春
〕

72

A
u-dessus

du
fleuve

nocturne
/L
a
ville

se
silhouette./Sym

phonie
en
bleu.

夜
の
大
河
に

街
が
映
し
出
す
シ
ル
エ
ッ
ト

青
い
交
響
曲

63

サ
ン＝

ブ
イ
ー
ズ
は
当
時
、
人

口
七
百
ほ
ど
の
田
舎
の
村
。

65

サ
ン＝

ブ
イ
ー
ズ
の
ラ
・
グ
ラ

ン
ジ
ュ
城
の
入
口
に
は
左
右
に

ナ
ラ
の
巨
木
が
あ
る
。

66

ベ
リ
ー
地
方
は
中
世
よ
り
王
族

ゆ
か
り
の
地
。

67

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ア
ル
テ
ミ
ス

は
月
と
狩
猟
の
女
神
。

69

川
船
は
船
頭
の
女
房
や
家
族
も

皮
帯
を
体
に
掛
け
て
曳
い
た
。

70

ラ
・
シ
ャ
リ
テ
に
は
史
跡
等
あ

り
、
美
景
を
ス
ペ
イ
ン
に
比
し

た
か
。

71

モ
ス
ク
、
パ
テ
ィ
オ
は
前
句
か

ら
の
連
想
か
。
町
は
聖
地
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ

ー
ラ
へ
の
巡
礼
路
で
も
あ
る
。
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初
折
表

初
折
裏

二
の
折
表

二
の
折
裏

名
残
の
表

名
残
の
裏

1

9

三
夏
23

月
三
秋
37

初
夏
51

65

2

晩
夏
10

24

38

晩
夏
52

66

3

晩
夏
11

三
夏
25

39

三
秋
53

晩
春
67

4

12

晩
夏
26

40

54

68

三
夏

5

13

初
夏
27

41

55

69

6

14

28

42

56

70

7
月

15

三
冬
29

仲
秋
43

57

71
花

三
春

8

三
秋
16

30

44

58

72

17
月

31

45
月

59

18

32

46

60

下段の季は
『流れに沿って』の
季語に応じて、
仮に入れたもの。

太字月花は
七十二候の
定座。

19

33

47

61

20

34

48

62

21
花

35
月

49
花

63
月

三
冬

22

36

初
夏
50

三
夏
64

七
十
二
候

三
折
・
七
十
二
句
・
三
花
五
月

（
日
本
連
句
協
会
理
事
）
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エ
ッ
セ
イ

言
葉
の
園
で
出
会
っ
た
も
の

ほ
し
お

さ
な
え

こ
の
た
び
は
『
連
句
年
鑑
』
へ
の
エ
ッ
セ
イ
の
お
話
を
い
た
だ
き
、

大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
た
し
は
小
説
家
で
、
連
句
を
題

材
に
し
た
『
言
葉
の
園
の
お
菓
子
番
』
と
い
う
連
作
短
編
シ
リ
ー
ズ

を
書
い
て
お
り
ま
す
。

わ
た
し
が
連
句
、
と
い
う
よ
り
俳
諧
に
出
会
っ
た
の
は
、
大
学
時

代
の
こ
と
で
し
た
。
小
説
が
好
き
で
し
た
か
ら
、
高
校
一
年
生
く
ら

い
ま
で
は
文
学
部
に
行
く
気
で
い
た
の
に
、
突
然
「
文
学
部
に
行
け

ば
え
ん
え
ん
と
人
間
の
心
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ

れ
は
た
い
へ
ん
わ
ず
ら
わ
し
い
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
」
と
思
い
は

じ
め
ま
し
た
。

人
で
な
い
も
の
の
世
界
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
で
き
れ
ば
生
き
物

で
も
な
い
方
が
い
い
。
本
で
見
た
鉱
物
の
薄
片
の
写
真
が
き
れ
い

だ
っ
た
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
、
模
擬
試
験
の
数
学
で
二
点
し
か
取

れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
の
に
理
系
に
転
換
し
、
地
学
を
選

び
ま
し
た
。
地
学
と
い
う
の
は
当
時
か
ら
マ
イ
ナ
ー
な
分
野
で
、
東

京
近
辺
で
地
学
を
学
べ
る
大
学
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
実
家
か
ら
比
較

的
近
い
東
京
学
芸
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

学
芸
大
学
は
当
時
は
教
育
学
部
の
単
科
大
学
だ
っ
た
の
で
す
が
、

単
科
と
は
い
え
、
国
語
専
修
、
社
会
専
修
、
理
科
専
修
か
ら
、
美
術

や
体
育
専
修
ま
で
幅
広
い
コ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
総
合
大
学
の
よ
う

な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
一
般
教
養
の
授
業
も
種
類
が

豊
富
で
、
そ
の
な
か
に
俳
諧
の
授
業
が
あ
っ
た
の
で
す
。

高
校
時
代
、
わ
た
し
は
松
尾
芭
蕉
の
フ
ァ
ン
で
し
た
。
古
典
が
好

き
で
、
日
記
文
学
や
平
家
物
語
な
ど
も
読
ん
で
い
た
の
で
す
が
、『
奥

の
細
道
』
が
魂
の
書
だ
っ
た
の
で
す
。
「
俳
句
と
い
う
の
は
明
治
に

な
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、松
尾
芭
蕉
が
作
っ
て
い
た
の
は『
俳
句
』

で
は
な
く
『
俳
諧
』」と
い
う
こ
と
を
高
校
の
古
典
の
授
業
で
学
び
ま

し
た
が
、
教
科
書
に
は
俳
諧
は
載
っ
て
お
ら
ず
、
教
師
も
た
い
し
て

説
明
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
、
当
時
か
ら
「
俳
諧
」
と
は
な
ん
ぞ
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や
、
と
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

大
学
に
入
っ
て
、
一
般
教
養
の
一
覧
を
見
た
と
き
、
芭
蕉
の
俳
諧

を
読
む
授
業
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
理
科
専
修
の
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
で
そ
の
授
業
を
と
る
人
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
わ
た
し
は

と
に
か
く
俳
諧
の
こ
と
を
知
り
た
か
っ
た
の
で
、
ひ
と
り
で
そ
の
授

業
を
履
修
し
ま
し
た
。
理
科
の
学
生
ど
こ
ろ
か
、
文
系
の
学
生
も
ほ

と
ん
ど
お
ら
ず
、
た
ぶ
ん
受
講
者
は
ヒ
ト
ケ
タ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

授
業
は
「
猿
蓑
」
の
「
市
中
は
」
の
巻
を
た
だ
ひ
た
す
ら
読
ん
で

い
く
と
い
う
地
味
な
も
の
で
し
た
が
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は
発
句
と

脇
の
付
け
合
い
か
ら
も
う
本
当
に
素
晴
ら
し
く
、
俳
諧
と
は
こ
う
い

う
も
の
な
の
か
、
こ
ん
な
文
化
が
日
本
に
あ
っ
た
の
か
、
と
感
動
し

ま
し
た
。

市
中
は
物
の
に
ほ
ひ
や
夏
の
月

凡
兆

あ
つ
し
あ
つ
し
と
門
々
の
聲

芭
蕉

色
々
な
も
の
の
匂
い
が
漂
う
夏
の
夜
の
空
に
浮
か
ぶ
月
。
「
夏
」

と
「
匂
い
」
と
「
月
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
響
き
あ
っ
て
ひ
と
つ
の

世
界
を
作
る
。
そ
う
い
う
大
き
な
風
景
に
、
地
上
の
人
々
の
声
だ
け

を
添
わ
せ
る
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
の
か
っ
こ
よ
さ
に
痺
れ
ま
し
た
。

そ
の
ま
ゝ
に
こ
ろ
び
落
た
る
升
落

來

ゆ
が
み
て
蓋
の
あ
は
ぬ
半
櫃

兆

名
残
の
表
の
こ
の
付
け
合
い
も
好
き
で
し
た
。
荒
ん
だ
風
景
が
ふ

た
つ
並
ぶ
こ
と
で
、
情
け
な
さ
、
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
が
増
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
な
ん
と
言
っ
て
も
、
名
残
の
表
か

ら
裏
に
か
け
て
の
三
句
の
渡
り
で
し
た
。

い
の
ち
嬉
し
き
撰
集
の
さ
た

來

さ
ま
ざ
ま
に
品
か
は
り
た
る
恋
を
し
て

兆

浮
世
の
果
は
皆
小
町
な
り

蕉

こ
う
し
て
「
市
中
は
」
の
巻
を
読
み
直
し
て
み
る
と
、
い
ま
で
も

一
句
一
句
記
憶
に
残
っ
て
い
て
、
一
句
と
し
て
の
素
晴
ら
し
さ
、
付

け
合
い
の
素
晴
ら
し
さ
、
三
句
の
渡
り
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
愕
し
ま

す
。わ

た
し
が
文
学
の
道
に
進
む
の
を
た
め
ら
っ
た
の
は
、
近
代
以
降
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の
文
学
の
持
つ
「
な
ん
と
な
く
重
い
感
じ
」
が
嫌
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
読
ん
で
い
る
と
き
は
心
に
ず
ん
と
く
る
の
で
す
が
、
生

き
て
る
っ
て
そ
う
い
う
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
気

持
ち
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
猿
蓑
」は
、
蕉
風
俳
諧
の
美
学
で
あ
る「
さ
び
」「
し
お
り
」「
軽

み
」
が
完
成
す
る
時
期
の
作
品
群
で
あ
り
、
こ
の
一
巻
は
芭
蕉
・
凡

兆
・
去
来
だ
け
の
三
吟
な
の
で
、
と
く
に
傑
作
揃
い
で
あ
り
、
そ
の

後
の
俳
諧
が
ど
れ
も
こ
の
域
に
達
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
が
、
寄
り
か
か
ら
ず
に
付
く
感
じ
、
そ
し
て
さ
っ
と
離

れ
る
感
じ
、
深
入
り
し
な
い
の
に
だ
か
ら
こ
そ
一
句
ず
つ
が
際
立
つ

こ
の
バ
ラ
ン
ス
に
た
ま
ら
な
く
惹
か
れ
ま
し
た
。

江
戸
期
に
こ
う
い
う
文
学
が
存
在
し
て
い
て
、
大
学
で
は
そ
う
い

う
こ
と
も
学
べ
る
の
だ
と
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
二
点
し
か
取
れ
な
い

数
学
に
苦
労
し
な
が
ら
理
系
に
進
ま
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
授
業
で
は
か
つ
て
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
学
ぶ
の
み
で
、
自
分
た
ち
で
連
句
を
巻
く
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う
よ
り
、
俳
諧
は
す
で
に
失

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
に
連
句
と
し
て
よ
み
が
え
り
、
楽
し
ん

で
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。わ

た
し
が
連
句
と
出
会
っ
た
の
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
数
年
経
っ

て
か
ら
で
す
。
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
る
か
つ
て
の
知
人
か

ら
「
連
句
の
講
座
が
あ
る
ん
だ
け
ど
受
け
て
み
な
い
？
」
と
誘
わ
れ

た
の
で
す
。
そ
の
人
は
わ
た
し
が
大
学
を
出
て
は
じ
め
て
就
職
し
た

会
社
の
同
僚
で
し
た
。
実
は
そ
の
会
社
が
潰
れ
た
の
で
、
み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
別
の
仕
事
に
転
職
し
た
の
で
す
が
、
彼
女
は
、
わ
た
し
が
以

前
の
会
社
で
の
雑
談
中
に
俳
諧
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
た
よ
う
な
の
で
す
。

現
代
に
も
連
句
と
い
う
も
の
が
あ
る
？

よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま

わ
た
し
は
そ
の
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
講
師
は
村
野
夏
生
先
生
で
、

受
講
し
て
い
る
の
は
俳
句
経
験
の
あ
る
年
配
の
方
ば
か
り
。
ほ
か
の

方
々
の
句
を
見
て
「
ち
ょ
っ
と
素
晴
ら
し
す
ぎ
な
い
か
？

こ
の
短

い
句
で
な
ん
で
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
言
え
る
の
？

ま
じ
で
わ
か
ら

ん
」
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
五
七
五
を
作
っ
た
こ
と

さ
え
な
い
わ
た
し
は
な
に
も
思
い
つ
か
ず
、
半
泣
き
で
目
の
前
に
置

か
れ
た
短
冊
に
向
か
い
ま
し
た
。
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正
直
、
考
え
た
こ
と
を
五
七
五
や
七
七
の
形
に
す
る
の
が
や
っ
と

で
、
自
分
の
句
が
で
き
た
こ
ろ
に
は
も
う
句
は
決
ま
っ
て
次
に
進
ん

で
い
る
…
…
と
い
う
こ
と
の
連
続
で
、
そ
の
日
は
一
句
も
取
っ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
一
句
だ
け
な
ん
と
か
取
っ
て
も
ら

え
た
ん
だ
っ
た
か
、
記
憶
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
の
で
す
。
「
猿
蓑
」
の
よ
う

な
世
界
が
い
ま
こ
こ
に
あ
る
！
と
い
う
こ
と
に
興
奮
し
ま
し
た
し
、

思
い
つ
か
な
い
な
が
ら
も
歳
時
記
を
眺
め
て
言
葉
と
格
闘
す
る
こ
と

の
面
白
さ
に
目
覚
め
ま
し
た
。

そ
の
後
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
講
座
は
閉
じ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
、
村
野
先
生
の
連
句
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
連
句
の
世

界
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
会
の
メ
ン
バ
ー
は
わ
た
し
よ
り
ず
っ
と

年
上
の
方
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら

い
教
養
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
も
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
な
の
で
、
大
学
人
の
よ
う
な
浮
世
離
れ
し

た
教
養
で
は
な
く
、
清
濁
合
わ
せ
た
生
き
た
教
養
と
言
い
ま
す
か
、

パ
ワ
フ
ル
で
癖
の
強
い
方
が
多
く
て
、
気
圧
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
席
で
耳
に
し
た
話
は
い
ま
も
ず
っ
と
心
の

中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

村
野
先
生
か
ら
、
若
い
人
た
ち
に
連
句
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ
、
と

い
う
命
を
い
た
だ
き
、
若
い
世
代
向
け
の
連
句
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
り
も
し
ま
し
た
。
連
句
と
出
会
っ
た
こ
と
で
言
葉
の
面
白
さ
に
目

覚
め
、
詩
や
小
説
も
書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
受
験
の
際
に

理
系
を
選
び
、
卒
業
後
も
二
十
代
の
間
は
ず
っ
と
理
系
の
仕
事
を
し

て
き
た
の
で
す
が
、
小
説
の
新
人
賞
に
応
募
し
た
り
す
る
う
ち
に
結

局
小
説
家
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
受
験
の
と
き
の
微
分
積
分
と
の
格
闘
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。

数
学
二
点
か
ら
一
浪
し
て
理
系
に
進
ん
だ
の
は
、
理
系
の
出
版
社
で

ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
に
関
す
る
本
を
編
集
し

た
苦
労
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。
最
初
か
ら
文
系
に
行
く
べ
き
だ
っ
た

の
で
は
、
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
現
代
連
句
と
の
出
会
い

が
、
そ
の
後
の
わ
た
し
の
人
生
も
大
き
く
変
え
た
の
で
す
。

仕
事
や
ら
、
出
産
や
ら
で
も
ろ
も
ろ
あ
っ
て
、
そ
の
後
連
句
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
い
だ
に
師
で
あ
る
村
野
先
生

も
亡
く
な
り
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は
連
句
は
村
野
先
生
あ
っ
て
の
も

の
で
し
た
か
ら
、
も
う
連
句
を
巻
く
こ
と
は
な
い
ん
だ
ろ
う
な
あ
、

と
ぼ
ん
や
り
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
が
小
学
校
に
上
が
っ

て
時
間
が
で
き
た
と
き
、
ふ
と
も
う
一
度
連
句
を
巻
い
て
み
よ
う
と
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思
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
縁
あ
っ
て
大
学
で
小
説
創
作
の
講
義
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。
創
作
を
志
す
大
学
生
た
ち
と

出
会
い
、
言
葉
を
使
っ
て
遊
ん
で
み
た
い
、
と
思
っ
た
の
で
す
。
学

生
た
ち
と
連
句
を
巻
い
た
り
、
さ
ら
に
T
w
i
t
t
e
r
を
使
っ
た

連
句
も
お
こ
な
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
連
句
に
は
個
人
の
創
作
と
は

違
う
楽
し
み
が
あ
り
、
も
う
一
度
し
っ
か
り
連
句
を
巻
こ
う
、
と
考

え
て
、
連
句
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
か

ら
定
期
的
に
連
句
を
巻
く
仲
間
も
で
き
は
じ
め
、
細
々
と
巻
き
続
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
趣
味
の
世
界
の
話
で
、
連
句
を

題
材
に
し
た
小
説
を
書
く
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

二
〇
一
六
年
か
ら
「
活
版
印
刷
三
日
月
堂
」
と
い
う
文
庫
シ
リ
ー

ズ
を
書
き
始
め
、
そ
の
後
文
庫
シ
リ
ー
ズ
の
仕
事
の
依
頼
を
受
け
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
シ
リ
ー
ズ
も
の
を
立
ち
上
げ
る
と
き
は
、

い
つ
も
題
材
に
悩
み
ま
す
。
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

広
が
り
が
あ
る
題
材
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

「
活
版
印
刷
三
日
月
堂
」
は
川
越
の
印
刷
所
を
舞
台
に
し
た
物
語

で
す
。
川
越
と
い
う
舞
台
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
「
菓
子
屋
横
丁
月

光
荘
」
シ
リ
ー
ズ
、
印
刷
か
ら
紙
に
題
材
を
発
展
さ
せ
た
「
紙
屋
ふ

じ
さ
き
記
念
館
」
シ
リ
ー
ズ
と
い
う
ふ
た
つ
の
シ
リ
ー
ズ
を
す
で
に

書
き
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
だ
い
わ
文
庫
の
方
か
ら
、
さ
ら
に
あ
た

ら
し
い
シ
リ
ー
ズ
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
も
、
か
な
り
の
取
材
を
経

て
執
筆
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
ま
た
新
し
い
世
界
に
踏
み
出
せ
ば
、

ま
た
大
掛
か
り
な
取
材
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
時
間
を

取
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、
ど
う
し
よ
う
、
と
思
っ
た
と
き
、
す
で

に
自
分
が
知
っ
て
い
る
連
句
を
題
材
に
す
る
の
は
ど
う
か
、
と
思
い

つ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
連
句
と
い
う
の
は
、
場
面
と
し
て
は
要
す
る
に
人
が
集

ま
っ
て
話
を
す
る
だ
け
で
動
き
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
小
説
に
仕
立

て
る
か
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
の
ノ
ー
プ
ラ
ン
で
し
た
。
で
も
、
な

に
か
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
、
編
集
者
の
Ｈ
さ
ん
に「
連

句
は
ど
う
で
し
ょ
う
」と
お
話
し
し
ま
し
た
。
正
直「
そ
れ
は
ち
ょ
っ

と
動
き
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
」
と
言
わ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
な
ぜ
か
「
面
白
そ
う
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
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聞
け
ば
、
Ｈ
さ
ん
の
知
人
に
連
句
の
話
を
し
て
い
る
方
が
い
て
、
Ｈ

さ
ん
自
身
は
参
加
し
た
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
以
前
か
ら
面
白
そ
う

だ
と
思
っ
て
い
た
、
と
か
。

Ｈ
さ
ん
に
「
連
句
会
で
食
べ
る
お
菓
子
も
出
て
く
る
と
い
い
で
す

よ
ね
え
」
と
言
わ
れ
、
季
節
を
感
じ
る
お
い
し
そ
う
な
和
菓
子
の
食

べ
歩
き
取
材
に
も
出
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
「
主
人
公
は
ど
う
し

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
流
れ
に
な
り
、
内
心
、
い
や
い
や
、
な
に
も
思

い
つ
い
て
い
な
い
の
で
す
が
、
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
正
直
に
そ
う

言
う
わ
け
に
も
い
か
ず
「
そ
う
で
す
ね
え
、
や
は
り
二
十
代
後
半
く

ら
い
の
女
性
で
…
…
」
と
、
ま
あ
、
連
句
に
出
会
っ
た
こ
ろ
の
自
分

と
近
い
主
人
公
を
提
案
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
以
上
は
な
に
も
持

ち
札
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
、
苦
し
紛
れ
に
「
Ｈ
さ
ん
は
ま
だ
連
句
を
巻
い
た
こ
と
が

な
い
ん
で
す
よ
ね
、
そ
う
し
た
ら
連
句
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、

と
り
あ
え
ず
一
回
連
句
を
巻
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
う
し
て
い
る
う

ち
に
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
ぶ
か
と
思
い
ま
す
し
」
と
お
誘
い
し
ま
し

た
。
Ｈ
さ
ん
も
「
そ
れ
は
楽
し
そ
う
で
す
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の

で
、
い
つ
も
の
連
句
仲
間
に
声
を
か
け
、
Ｈ
さ
ん
と
と
も
に
連
句
を

巻
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
に
は
「
今
度
連
句
会
を
舞
台
に
し
た
シ
リ
ー
ズ

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
連
句
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
担
当
編
集
に
も
一
度
連
句
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
Ｈ
さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
た
。

連
句
を
ス
タ
ー
ト
し
て
み
る
と
、
な
ん
と
Ｈ
さ
ん
は
こ
こ
に
来
る

ま
で
の
間
に
句
を
練
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
、
う
つ
く
し
い

字
で
素
晴
ら
し
い
句
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
い
う
か
、
わ

た
し
が
最
初
に
連
句
の
講
座
を
受
け
た
と
き
に
書
い
た
も
の
よ
り
あ

き
ら
か
に
句
ら
し
い
句
で
、
文
才
を
感
じ
ま
し
た
。
ほ
か
の
メ
ン
バ

ー
と
も
あ
っ
と
い
う
間
に
馴
染
み
、
予
想
以
上
に
連
句
を
楽
し
ん
で

く
れ
て
、
わ
た
し
も
よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
、
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た

わ
け
で
す
。

と
は
い
え
、
主
人
公
が
な
ぜ
連
句
を
始
め
た
の
か
、
主
人
公
以
外

の
登
場
人
物
の
構
成
を
ど
う
す
る
か
、
毎
回
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
ど
う

い
う
形
に
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
な
に
も
思

い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
か
の
シ
リ
ー
ズ
の
執
筆
も
立
て
込
ん
で

い
て
、
連
句
の
シ
リ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
な
形
に
す
る
か
は
な
か
な
か

決
ま
ら
ず
、
時
間
稼
ぎ
の
た
め
に
「
少
し
ネ
タ
も
必
要
で
す
よ
ね
」
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な
ど
と
理
由
を
つ
け
、
季
節
ご
と
に
連
句
会
を
開
く
こ
と
に
。

Ｈ
さ
ん
は
連
句
会
に
非
常
に
意
欲
的
で
、
腕
も
さ
ら
に
め
き
め
き

あ
げ
て
い
き
、
お
い
し
い
お
菓
子
も
お
持
ち
い
た
だ
き
（
こ
ち
ら
は

持
ち
寄
り
で
す
の
で
ほ
か
の
皆
さ
ん
も
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
）、
い
つ
の
ま
に
か
連
句
会
の
番
頭
さ
ん
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
捌
き
も
で
き
そ
う
で
す
ね
」
と
い
う
話
に

な
り
、
参
加
者
を
い
く
つ
か
の
座
に
分
け
る
よ
う
な
大
き
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
捌
き
を
つ
と
め
て
も
ら
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
二
年
ほ
ど
が
経
過
し
、
あ
る
と
き
連

句
会
の
常
連
で
あ
る
Ｔ
さ
ん
が
Ｈ
さ
ん
に
「
そ
う
い
え
ば
、
あ
の
小

説
の
話
は
ど
う
な
っ
た
ん
で
す
か
？
」
と
訊
い
た
の
で
す
。
の
ら
り

く
ら
り
と
先
送
り
に
し
て
き
て
い
た
わ
た
し
は
焦
っ
た
わ
け
で
す
が
、

Ｈ
さ
ん
は
「
い
や
あ
、
ま
だ
な
ん
で
す
よ
、
ま
だ
一
行
も
で
き
て
な

い
ん
で
す
」
と
答
え
、
笑
顔
な
の
で
す
が
、
圧
を
感
じ
ま
し
た
。
Ｔ

さ
ん
も
「
え
、
ま
だ
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

も
う
て
っ
き
り
出
来
上

が
っ
て
本
に
な
っ
て
い
る
も
の
か
と
」
と
笑
っ
て
い
て
、
Ｈ
さ
ん
と

は
結
局
こ
の
二
年
間
、
和
菓
子
を
食
べ
歩
い
て
連
句
を
巻
い
て
い
た

だ
け
だ
っ
た
な
、
こ
れ
は
さ
す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
ま
ず
い
な
、
と
感
じ

ま
し
た
。

そ
れ
で
、
本
気
で
シ
リ
ー
ズ
の
構
成
を
考
え
は
じ
め
た
の
で
す
。

連
句
会
の
場
面
だ
け
で
は
小
説
と
し
て
動
き
が
な
い
の
で
、
前
々

か
ら
、
連
句
会
と
主
人
公
自
身
の
仕
事
の
話
を
か
ら
ま
せ
る
よ
う
な

形
で
進
め
て
い
こ
う
、
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
主
人
公

の
仕
事
が
な
か
な
か
決
ま
り
ま
せ
ん
。
連
句
と
は
ま
っ
た
く
別
の
タ

イ
プ
の
仕
事
だ
と
物
語
が
分
離
し
て
し
ま
い
ま
す
し
、
変
わ
っ
た
仕

事
だ
と
連
句
よ
り
そ
ち
ら
が
目
立
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
、
な
に
か
言
葉
に
ま
つ
わ
る
仕
事
が
い
い
だ
ろ
う
、
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
は
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
主
人
公
が
最
初
か

ら
安
定
し
た
仕
事
を
持
っ
て
い
る
と
、
そ
ち
ら
の
話
で
の
起
伏
を
出

し
に
く
い
の
で
、
連
句
会
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
、
主

人
公
の
人
生
の
転
機
を
絡
ま
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
、
物
語
の

冒
頭
で
主
人
公
を
失
職
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
、
全
国
各
地
で
書
店
の
閉
店
が
相
次
ぎ
、
話
題
に
な
っ

て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
町
の
小
さ
な
本
屋
さ
ん
が
減
っ
て
い
く
時

期
が
続
い
た
あ
と
、
そ
の
こ
ろ
に
は
大
型
書
店
や
、
大
手
チ
ェ
ー
ン

書
店
の
支
店
の
閉
店
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
書
店
員

は
言
葉
に
ま
つ
わ
る
仕
事
で
す
し
、
勤
め
て
い
た
店
が
閉
店
し
て
失
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職
す
る
と
い
う
設
定
も
不
自
然
で
は
な
い
気
が
し
ま
し
た
。

で
も
、
失
職
し
た
だ
け
で
は
連
句
会
に
出
る
よ
う
に
な
る
き
っ
か

け
と
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
わ
た
し
が
描
き
た
か
っ
た
の
は
、

主
人
公
が
同
じ
よ
う
な
世
代
の
友
人
た
ち
と
連
句
を
巻
く
話
で
は
な

く
、
か
つ
て
わ
た
し
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
異
な
る
世

代
の
人
た
ち
と
座
を
と
も
に
し
、
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
世
界
、

も
の
の
捉
え
方
に
出
会
っ
て
い
く
、
と
い
う
物
語
で
し
た
。

ど
う
し
た
ら
主
人
公
を
世
代
の
異
な
る
人
の
集
い
に
参
加
さ
せ
る

こ
と
に
で
き
る
の
か
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
、
主
人
公
の
祖
母

で
し
た
。
主
人
公
の
祖
母
は
も
う
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、

か
つ
て
は
連
句
を
し
て
お
り
、
晩
年
は
主
人
公
の
実
家
に
同
居
し
て

い
た
。
失
職
し
て
収
入
が
な
く
な
っ
た
主
人
公
が
実
家
に
戻
り
、
祖

母
の
遺
品
の
な
か
か
ら
歳
時
記
と
連
句
の
ノ
ー
ト
を
発
見
し
、
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
た
連
句
会
の
人
に
連
絡
を
取
る
。
ノ
ー
ト
に
挟
ま
れ

て
い
た
メ
モ
書
き
か
ら
、
祖
母
が
連
句
会
で
お
菓
子
番
を
し
て
い
た

こ
と
を
知
っ
た
主
人
公
は
祖
母
の
メ
モ
に
あ
っ
た
お
菓
子
を
持
っ
て

連
句
会
に
出
向
く
。
そ
う
い
う
流
れ
を
思
い
つ
い
た
こ
と
で
、
よ
う

や
く
物
語
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

連
句
に
は
約
束
事
が
多
く
、
そ
れ
を
順
に
追
っ
て
解
説
し
た
ら
、

読
者
は
説
明
が
多
す
ぎ
る
と
思
っ
て
読
む
の
を
や
め
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
が
連
句
を
学
ん
で
い
っ
た
と
き
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
も
、
毎
回
の
連
句
で
飲
み
込
め
る
こ
と
は
数
え
る
ほ
ど
で
、

あ
と
は
「
そ
う
い
う
も
の
な
の
か
」
と
受
け
流
す
だ
け
だ
っ
た
気
が

し
ま
す
。

そ
れ
で
、
一
話
ご
と
の
お
話
は
短
く
し
て
、
主
人
公
が
日
々
の
生

活
の
な
か
で
感
じ
る
悩
み
や
困
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
連
句
の
席
で

の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
別
の
見
方
で
と
ら
え
直
し
て
少
し
ず
つ
前

進
す
る
、
と
い
う
形
式
を
取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
連
句
に
つ
い
て

は
、
一
話
で
す
べ
て
解
説
し
な
い
。
一
話
に
一
巻
す
べ
て
を
入
れ
る

の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
付
け
合
い
だ
け
を
取
り
上
げ
る
。
そ
こ

で
感
じ
た
こ
と
と
主
人
公
の
日
常
の
悩
み
と
を
結
び
つ
け
れ
ば
、
単

な
る
ル
ー
ル
の
説
明
で
は
な
く
、
主
人
公
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
も

の
と
な
り
、
読
者
に
も
飲
み
込
み
や
す
く
な
る
、
と
考
え
ま
し
た
。

ま
あ
、
連
句
一
巻
を
載
せ
な
い
の
は
、
読
者
が
飲
み
込
め
な
い
と

い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
毎
回
連
句
一
巻
を
ひ
と
り
で
創
作
す
る
の
は

大
変
す
ぎ
る
し
、
作
っ
た
と
し
て
も
面
白
い
も
の
に
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
作
者
側
の
事
情
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
。
独
吟
と
い
う
も
の

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
連
句
は
や
は
り
み
ん
な
で
巻
く
も
の
。
ひ
と
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り
で
作
っ
た
も
の
は
つ
ま
ら
な
い
、
と
わ
た
し
は
思
い
ま
す
。

た
だ
、お
話
の
な
か
に
登
場
す
る
句
は
、ほ
と
ん
ど
わ
た
し
が
作
っ

て
い
ま
す
。
Ｈ
さ
ん
も
含
め
、
何
度
も
連
句
会
は
開
い
て
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
に
都
合
よ
く
小
説
の
流
れ
に
沿
っ
た
句
が
出
る
は
ず
も
な
く

…
…
。
小
説
を
書
き
な
が
ら
、
必
要
な
要
素
を
入
れ
た
付
け
合
い
を

毎
回
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

で
も
、
そ
れ
は
本
物
じ
ゃ
な
い
よ
な
あ
、
と
い
う
思
い
も
あ
り
、

二
巻
、
三
巻
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
六
話
の
う
ち
一
話
だ
け
、
い
つ
も

の
連
句
会
の
メ
ン
バ
ー
で
巻
い
た
半
歌
仙
、
歌
仙
を
そ
の
ま
ま
物
語

に
入
れ
て
あ
り
ま
す
。
連
句
一
巻
を
入
れ
た
話
は
日
常
の
場
面
を
少

な
め
に
し
て
、
一
句
ご
と
に
捌
き
の
解
説
を
入
れ
て
い
く
、
と
い
う

「
連
句
実
況
中
継
」
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

話
だ
け
は
、
主
人
公
の
日
ご
ろ
の
悩
み
か
ら
も
小
説
全
体
の
筋
か
ら

も
離
れ
、
純
粋
に
連
句
の
楽
し
さ
を
読
者
に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
、

と
思
い
な
が
ら
書
き
ま
し
た
。

実
は
、
小
説
の
登
場
人
物
に
は
、
い
ま
の
連
句
会
の
メ
ン
バ
ー
や
、

か
つ
て
い
っ
し
ょ
に
連
句
を
巻
い
た
こ
と
の
あ
る
方
の
面
影
が
あ
り
、

小
説
に
入
れ
た
半
歌
仙
、
歌
仙
で
は
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
小
説

の
登
場
人
物
の
役
を
演
じ
て
も
ら
う
よ
う
な
雰
囲
気
で
句
を
作
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
Ｈ
さ
ん
の
句
も
は
い
っ
て
い
ま
す
）。

物
語
が
進
む
に
つ
れ
、
主
人
公
の
祖
母
や
連
句
会
の
年
配
の
メ
ン

バ
ー
の
過
去
の
話
が
見
え
て
き
た
り
も
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
作
品

を
通
し
て
、
わ
た
し
は
自
分
が
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
人
た
ち
と
の
縁

を
描
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
連
句
の
席
で
出
会
っ

た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
祖
父
母
や
、
両
親
や
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
友
人
、
知
人
。
そ
う
し
た
方
た
ち
と
出
会
う
こ
と
で
、
わ
た
し
自

身
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
ど
こ
か
連
句
と
似
て
い
て
、
ほ
か
の
人
の
人
生
と
自
分
の

人
生
が
融
合
し
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
く
、
お
互
い
に
少
し
出
会
っ

て
、
少
し
知
り
合
っ
て
、
相
手
の
深
い
部
分
が
垣
間
見
え
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
深
く
干
渉
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
う
だ
ね
、
と
言
い
な

が
ら
別
れ
て
い
く
。
そ
の
繰
り
返
し
な
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の
出
会
い

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
進
む
方
向
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
。

連
句
の
席
で
は
皆
が
た
だ
短
冊
に
言
葉
を
書
き
つ
け
、
見
せ
合
い
、

雑
談
を
交
わ
す
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
が
、
な
ぜ
か
遠
い
む
か
し
の

こ
と
で
も
、
会
話
の
一
幕
を
あ
り
あ
り
と
思
い
出
せ
た
り
し
ま
す
。

何
十
年
も
前
の
こ
と
を
、
い
ま
に
な
っ
て
思
い
出
し
、
あ
れ
は
そ
う
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い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
、
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

大
学
時
代
、
『
猿
蓑
』
を
読
ん
だ
と
き
に
「
か
っ
こ
い
い
」
と
感

じ
た
あ
れ
は
、
技
術
の
問
題
で
は
な
く
、
芭
蕉
・
凡
兆
・
去
来
の
三

者
が
そ
れ
ま
で
の
人
生
で
見
た
も
の
、
感
じ
た
も
の
を
凝
縮
し
、
ぎ

り
ぎ
り
の
言
葉
で
交
換
し
あ
っ
た
、
お
互
い
を
信
頼
し
あ
っ
た
上
で

の
間
合
い
の
素
晴
ら
し
さ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
言
葉
の
園
の
お
菓
子
番
」
シ
リ
ー
ズ
を
読
ん
で
、
読
者
か
ら
、

連
句
は
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
お
も
し
ろ
そ
う
、
と
い
う
声
を
い
た
だ

く
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。
今
後
も
、
少
し
で
も
連
句
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
い
け
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
小
説
家
）
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エ
ッ
セ
イ

三
つ
物
の
周
辺

鈴

木

千
惠
子

「
日
本
連
句
協
会
会
報
」
で
「
新
三
つ
物
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当

し
て
い
る
。
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
前
任
の
今
村
苗
さ
ん

の
「
新
三
つ
物
」
は
「
三
句
の
渡
り
を
勉
強
す
る
た
め
に
連
句
を
成

立
さ
せ
て
い
る
一
番
短
い
形
、
三
句
を
選
び
そ
の
中
で
付
け
と
転
じ

の
妙
味
を
学
ぼ
う
と
す
る
も
の
な
の
で
す
」
と
い
う
説
明
に
依
り
か

か
っ
て
き
た
。
ま
ず
、
あ
ら
た
め
て
「
新
三
つ
物
」
と
は
何
な
の
か
。

「
新
三
つ
物
」
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
付
け
と
転
じ
が
学
べ
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

「
新
三
つ
物
」
を
提
唱
し
た
の
は
、
松
根
東
洋
城
で
あ
る
。
『
東

洋
城
全
句
集
』
下
か
ら
「
俳
諧
新
三
つ
物
」
の
一
部
を
引
用
す
る
。

一
日
霽
月
子
上
京
の
節
、
一
夜
石
木
子
と
三
人
う
た
女
庵
に

会
す
、
勿
論
例
の
連
句
興
行
の
為
め
、
又
夜
を
こ
め
て
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
時
、
ふ
と
石
木
子
が
「
今
日
は
三
つ
物
を
や
り

ま
し
よ
う
か
」
と
い
ふ
。
我
等
ま
だ
三
つ
物
は
や
つ
た
こ
と
が

な
い
。
「
そ
れ
よ
か
ら
う
、
し
か
し
そ
れ
な
ら
僕
に
一
つ
考
が

あ
る
、
か
う
い
ふ
風
な
新
し
い
三
つ
物
を
け
ふ
は
や
り
た
い

が
」
と
い
ふ
こ
と
で
始
め
た
。
そ
れ
は
次
の
や
う
な
制
約
の
下

に
於
て
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
仮
に
名
を
つ
け
て
こ
れ
を
『
新
三

つ
物
』
と
い
ふ
。

昔
の
三
つ
物
に
こ
の
三
つ
物
は
す
こ
し
ち
が
ふ
。
昔
の
は
必

ず
初
三
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
さ
う
は
限
ら
ぬ
。
寧
ろ
初
三
で
な

い
方
が
よ
い
、
と
す
る
。
た
と
へ
ば
、
一
連
の
連
句
、
そ
の
連

句
の
中
の
ど
こ
で
も
よ
い
、
興
の
動
い
た
と
こ
ろ
、
長
句
で
も

短
句
で
も
雑
で
も
季
の
句
で
も
何
で
も
か
ま
は
ず
始
め
る
。
そ

の
あ
と
は
、
そ
の
初
一
句
が
一
巻
中
の
ど
こ
か
の
一
句
で
あ
る

も
の
と
し
て
そ
の
心
持
で
あ
と
を
附
け
る
。
で
、
結
果
か
ら
い

ふ
と
、
そ
の
出
来
上
が
つ
た
も
の
が
丁
度
一
歌
仙
の
中
の
ど
こ

か
に
当
る
や
う
に
な
れ
ば
よ
い
。
そ
こ
に
は
花
の
座
月
の
座
を

含
む
だ
も
の
も
出
来
や
う
、
雑
ば
か
り
つ
ゞ
く
も
の
も
出
来
や

う
、
又
た
恋
の
句
も
あ
れ
ば
季
の
あ
る
な
し
の
句
も
出
来
や
う
、
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と
か
く
は
一
連
の
連
句
の
中
の
ど
こ
か
の
一
部
を
ぬ
い
て
読
む

だ
気
持
に
な
れ
ば
よ
い
。

大
正
十
三
年
（
1
9
2
4
）
五
月
「
渋
柿
」

以
下
、
東
洋
城
は
「
忙
し
い
世
の
中
に
」「
一
巻
完
成
の
稽
古
の

足
し
と
し
て
も
、
又
た
別
の
さ
う
い
ふ
一
種
の
表
現
の
機
会
と
し
て

も
」「
新
三
つ
物
」
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
「
新
三
つ
物
」
は
「
ど
こ
ま
で
も
一
巻
の
中
の
世
界
と
い
ふ
こ
と

を
土
台
に
心
に
置
い
て
そ
の
中
の
一
部
と
い
ふ
心
持
で
や
つ
て
行

く
」
の
が
大
切
で
あ
る
と
も
言
う
。
文
章
は
「
序
に
」
と
、
研
究
者

に
「
連
句
信
心
者
」
で
も
あ
る
べ
き
ま
で
に
制
作
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
、
そ
う
要
求
す
る
こ
と
が
我
々
の
「
命
懸
け
の
決
心
」
で
あ
る

と
結
ば
れ
る
。
「
人
々
に
先
つ
て
努
力
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
東
洋
城

た
ち
の
実
作
も
挙
げ
る
。
同
じ
く
『
東
洋
城
全
句
集
』
下
か
ら
。

あ
ま
り
〳
〵
に
も
ら
ふ
草
餅

樹
々

1
⎩―⎨―⎧
父
母
を
養
ふ
寺
の
花
に
月

青
舟

尚
奥
谷
の
滝
へ
桟

東
洋
城

ラ
ジ
オ
で
踊
る
三
階
の
春

逢
里
雨

2
⎩―⎨―⎧

往
来
な
き
街
の
灯
シ
と
な
り
に
け
り

東
洋
城

明
日
乗
る
船
の
帆
柱
の
月

寅
日
子

て
ん
草
干
し
て
踏
み
ど
こ
ろ
な
き

雨
々

3
⎩―⎨―⎧

浪
碧
く
帆
白
く
風
の
薫
り
や
う

東
洋
城

箔
置
き
か
へ
の
長
谷
の
観
音

喜
舟

作
柄
を
案
山
子
の
笠
に
占
ひ
て

雨
々

4
⎩―⎨―⎧

野
分
の
尻
の
雨
に
な
る
夕

東
洋
城

こ
い
こ
く

鯉
汁
の
鯉
を
輪
切
の
な
ま
ぐ
さ
く

喜
舟

五
位
鷺
の
枯
ら
す
藪
あ
り
下
屋
敷

東
洋
城

5
⎩―⎨―⎧

二
月
の
風
の
寒
い
葛
飾

雨
々

川
蒸
汽
川
筋
換
へ
に
海
へ
出
て

石
木

虫
歯
の
痛
み
酒
に
ま
ぎ
ら
し

霽
月

6
⎩―⎨―⎧
深
川
へ
舳
が
向
い
て
寒
の
月

石
木

広
い
と
こ
ろ
を
細
く
入
る
路
次

東
洋
城
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肴
屋
に
汁
の
実
ば
か
り
誂
へ
て

石
木

7
⎩―⎨―⎧

今
年
は
出
ぬ
と
蕗
の
芽
を
呼
ぶ

東
洋
城

春
雪
の
晴
る
れ
ば
月
も
ま
ど
か
に
て

雨
々

鼻
緒
く
れ
た
る
人
の
恋
し
き

寅
日
子

8
⎩―⎨―⎧
仰
が
る
ゝ
大
臣
の
君
と
隔
り
て

東
洋
城

一
人
畑
打
つ
裏
山
の
陰

逢
里
雨

作
者
に
つ
い
て
、
少
し
だ
け
記
す
。
寅
日
子
は
言
わ
ず
と
知
れ
た

寺
田
寅
彦
。
逢
里
雨
は
小
宮
豊
隆
。
豊
隆
の
音
読
み
の「
ほ
う
り
う
」

で
あ
る
（
な
お
、
東
洋
城
は
本
名
の
豊
次
郎
を
も
じ
っ
て
い
る
）。

そ
の
他
に
野
村
喜
舟
の
名
前
が
見
え
る
。

1
〜
5
は
季
の
句
で
始
め
て
い
る
。
『
東
洋
城
全
句
集
』
で
は
雑

の
句
で
始
め
て
も
、
ほ
と
ん
ど
全
部
季
の
句
を
含
ん
で
い
る
。
2
、

6
、
7
は
月
の
座
を
含
む
。
6
は
冬
月
。
7
は
春
の
月
で
あ
る
。
1

も
春
の
句
で
始
め
た
の
に
付
け
て
、
月
と
花
と
を
詠
ん
で
い
る
。
8

は
恋
の
句
の
渡
り
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
わ
た
し
た
ち
の
「
新
三
つ
物
」
も
振
り
返
っ
て
み
よ

う
。

春
光
に
も
の
ぐ
さ
太
郎
目
を
覚
ま
す

丘
女

①
⎩―⎨―⎧

二
酸
化
炭
素
吐
い
て
亀
鳴
く

徹
心

補
陀
落
へ
漕
ぎ
出
す
舟
に
桜
餅

雅
子

ど
う
ど
落
ち
た
る
雷
の
俎
板

璞

②
⎩―⎨―⎧
酷
暑
な
り
修
理
不
能
の
プ
リ
ン
タ
ー

好
博

手
持
ち
無
沙
汰
に
指
が
這
い
出
す

徹
心

ぬ
ら
り
ひ
よ
ん
舌
舐
め
づ
り
の
細
い
月

た
け
を

③
⎩―⎨―⎧

人
寄
せ
付
け
ず
捨
て
子
花
咲
く

日
菜

マ
マ
チ
ャ
リ
は
勢
ひ
つ
け
て
走
り
抜
け

鄭
和

浦
々
の
文
を
探
し
て
鑑
定
に

蕉
肝

④
⎩―⎨―⎧

土
筆
の
土
手
で
仰
ぐ
昼
月

あ
す
か

向
き
変
え
た
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
に
燕
く
る

利
子

百
貨
店
目
当
の
階
へ
ま
つ
す
ぐ
に

敦
子

⑤
⎩―⎨―⎧

父
と
母
と
が
恋
を
し
た
街

美
友
紀

し
や
ぼ
ん
玉
吹
い
て
良
妻
に
は
あ
ら
ず

洋
子
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メ
ビ
ウ
ス
の
帯
の
表
裏
に
分
か
れ
棲
み

光
明

⑥
⎩―⎨―⎧

ド
ラ
マ
の
や
う
に
恋
は
突
然

ふ
う

た
だ
い
ま
が
こ
ん
な
に
嬉
し
い
言
葉
と
は

一
枝

哀
愁
の
眉
根
阿
修
羅
の
魅
力
な
る

士
郎

⑦
⎩―⎨―⎧

暗
き
に
な
れ
て
見
ゆ
る
も
の
あ
り

祥
子

補
助
線
を
一
本
引
い
て
解
く
パ
ズ
ル

美
友
紀

煩
い
親
父
子
供
嫌
が
る

寿
美
子

⑧
⎩―⎨―⎧
ブ
ラ
ン
コ
を
漕
ぎ
中
空
へ
飛
び
出
し
て

敏
枝

西
行
の
旅
た
ど
る
永
き
日

香
織

右
も
左
も
見
な
い
十
代

柚

⑨
⎩―⎨―⎧
コ
ン
ビ
ニ
の
犬
で
も
開
く
自
動
ド
ア

あ
や

胸
高
に
抱
き
粥
草
の
籠

あ
す
か

①
は
春
の
句
、
②
は
夏
の
句
、
③
は
秋
の
句
（
月
の
句
）
で
始
め

た
も
の
。
冬
の
句
で
始
め
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
④
は
雑
の
句
で
始

め
て
、
春
の
月
を
詠
ん
だ
も
の
。
花
を
詠
ん
だ
も
の
は
な
か
っ
た
。

⑤
、
⑥
に
は
恋
の
句
が
あ
る
。
⑦
〜
⑨
も
雑
の
句
で
始
め
た
例
で
あ

る
。連

句
協
会
の
「
新
三
つ
物
」
は
、
わ
た
し
が
担
当
し
て
い
る
わ
け

だ
か
ら
、
何
を
考
え
て
捌
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
語
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
三
句
の
渡
り
を
見
る
と
き
に
、
親
句
ば
か
り
が

続
く
と
転
じ
が
少
な
い
。
反
対
に
疎
句
ば
か
り
が
続
く
と
付
け
筋
が

わ
か
り
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑦
は
一
句
目
の
阿
修
羅
の
い
そ
う
な
お
堂
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

二
句
目
が
親
句
的
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
け
て
三
句
目
の
、

見
え
た
も
の
が
パ
ズ
ル
の
答
え
と
い
う
付
け
に
は
距
離
が
あ
り
飛
躍

が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
⑧
の
二
句
目
は
、
何
故
ブ
ラ
ン
コ
を
漕
い
で

い
る
の
か
は
読
者
の
想
像
に
任
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
一
句
目
の
子

供
が
親
父
を
嫌
が
る
気
分
に
は
素
直
に
付
い
て
お
り
、
親
句
的
で
あ

る
。
三
句
目
は
、
ブ
ラ
ン
コ
だ
け
に
捉
わ
れ
ず
、
中
空
に
飛
び
出
す

と
い
う
こ
と
か
ら
、
西
行
の
旅
に
連
想
を
広
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

魅
力
的
な
渡
り
で
あ
る
と
感
じ
た
。

た
ま
た
ま
、
例
に
挙
げ
た
の
が
親
句
的
な
付
け
か
ら
疎
句
的
な
付

け
へ
と
い
う
展
開
と
な
っ
た
。
す
る
と
、
発
句
に
脇
が
寄
り
添
い
、

第
三
で
大
き
く
転
じ
る
と
い
う
一
般
の
連
句
と
同
様
に
受
け
取
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
疎
句
か
ら
親
句
へ
と
い
う
流
れ
も
確
認
し
て
み
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よ
う
。
⑨
は
一
句
目
の
十
代
の
無
分
別
さ
を
、
二
句
目
で
自
動
ド
ア

の
無
分
別
さ
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
受
け
て
い
る
。
前
句
の
余
情

で
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
犬
で
も
と
い
う
表
現
が
何
と
も
ユ
ー
モ

ラ
ス
で
あ
る
。
続
け
て
自
動
ド
ア
に
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
人
が
詠
ま

れ
る
。
そ
の
場
の
付
け
で
、
一
句
目
か
ら
二
句
目
の
転
じ
が
、
三
句

目
で
穏
や
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
親
句
か
ら
疎
句
、

疎
句
か
ら
親
句
を
い
う
こ
と
を
述
べ
た
が
、
連
句
一
巻
の
中
で
親
疎

が
交
互
に
表
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
親
疎
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
付
け
、
と
い
う
も
の
を
新
三
つ
物
の
中
で
試
み

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

東
洋
城
ら
の
新
三
つ
物
も
、
親
句
的
な
付
け
な
の
か
疎
句
的
な
付

け
な
の
か
と
い
う
観
点
で
い
く
つ
か
見
直
し
て
み
る
。

1
は
草
餅
に
春
の
寺
と
い
う
の
ど
か
な
景
か
ら
、
夏
へ
と
季
移
り

を
し
て
い
る
。
滝
は
涼
気
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
場
は
奥
谷
で
あ
り
、

桟
の
存
在
が
か
え
っ
て
急
峻
さ
を
思
わ
せ
大
き
く
転
じ
て
い
る
。
3

は
て
ん
草
を
干
し
、
浪
が
碧
い
と
い
う
同
場
の
付
け
か
ら
、
長
谷
の

観
音
へ
と
転
じ
て
い
る
。
具
体
的
な
地
名
が
生
き
て
い
る
。
「
箔
置

き
か
へ
の
」
は
短
句
で
多
く
の
内
容
を
表
現
し
て
い
る
と
感
じ
た
。

4
は
案
山
子
に
秋
の
雨
を
付
け
て
い
る
。
「
野
分
の
尻
」
も
豊
か
な

巧
み
な
表
現
で
あ
る
と
思
え
た
。
寂
し
げ
な
景
で
あ
る
が
、
鯉
汁
の

な
ま
ぐ
さ
さ
と
い
う
三
句
目
の
俗
へ
の
転
じ
が
大
き
い
。
5
は
枯
藪

に
寒
風
が
吹
く
と
い
う
葛
飾
の
景
に
始
ま
る
。三
句
目
で「
川
蒸
汽
」

を
付
け
て
、
動
き
が
生
れ
て
い
る
。

以
上
「
新
三
つ
物
」
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
三
句
の
渡
り
が
勉

強
で
き
る
か
を
見
て
き
た
。

東
洋
城
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
新
三
つ
物
」
と
違
い
、
従
来

の
三
つ
物
は
発
句
・
脇
・
第
三
か
ら
な
る
。
月
・
花
ま
た
神
祇
・
釈

教
・
恋
な
ど
は
自
由
に
詠
み
込
ん
で
構
わ
な
い
。
こ
ち
ら
は
歌
仙
な

ど
の
経
験
の
な
い
者
も
、
連
句
と
は
、
を
知
る
入
口
と
も
な
り
得
る

だ
ろ
う
。
国
民
文
化
祭
で
も
令
和
元
年
（
2
0
1
9
）
の
第
34
回
に

い
が
た
大
会
か
ら
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
が
設
け
ら
れ
、
三
つ
物
（
と
表

合
せ
）
の
募
吟
が
始
ま
っ
た
。
三
つ
物
（
と
表
合
せ
）
へ
の
取
り
組

み
は
、
連
句
経
験
の
な
い
ジ
ュ
ニ
ア
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
を
知
る
い
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

後
半
で
は
、
わ
た
し
が
令
和
四
年
（
2
0
2
2
）
の
第
37
回
お
き

な
わ
大
会
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
臨
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
に
触
れ

て
い
き
た
い
。
ジ
ュ
ニ
ア
連
句
に
主
に
一
緒
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
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金
沢
の
植
田
結
衣
（
当
時
七
歳
）
・
泰
就
（
当
時
四
歳
）
姉
弟
で
あ

る
。
二
人
の
お
母
さ
ん
の
円
水
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー

ト
で
連
句
を
始
め
ら
れ
た
。
円
水
さ
ん
は
い
つ
も
二
人
―
―
現
在
は

三
人
―
―
の
お
子
さ
ん
の
相
手
を
し
な
が
ら
、
巻
い
て
い
る
。
す
る

と
二
人
は「
五
七
五
？
」「
つ
き
が
よ
み
た
い
」「
は
な
が
よ
み
た
い
」

「
ピ
カ
チ
ュ
ウ
が
よ
み
た
い
！
」
と
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
き
た
。
例

え
ば
、

三
日
月
を
の
み
込
む
や
う
に
ば
な
な
食
ふ

泰
就

花
の
波
大
な
は
と
び
を
ぴ
よ
ん
ぴ
よ
ん
と

結
衣

ピ
カ
チ
ュ
ウ
の
絆
創
膏
を
膝
に
つ
け

結
衣

と
い
っ
た
具
合
に
。
捌
き
の
一
直
が
入
り
、
大
人
と
の
一
巻
な
の
で

か
な
遣
い
や
漢
字
の
表
記
に
も
手
が
入
っ
て
い
る
が
、
な
に
よ
り
も

発
想
の
自
由
さ
新
鮮
さ
に
感
動
を
お
ぼ
え
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
は
一

家
で
ジ
ュ
ニ
ア
作
品
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
今
回
は
母
子
に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア
連
句
を
目
指
し
つ
つ
、
三
つ

物
（
や
表
合
せ
）
に
も
そ
れ
な
り
の
ル
ー
ル
が
あ
る
の
で
、
初
め
は

わ
た
し
が
捌
く
こ
と
と
な
っ
た
。

リ
モ
ー
ト
実
施
の
日
は
、
春
休
み
中
に
設
定
し
た
。
二
月
中
に
発

句
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
句
が
送
ら

れ
て
き
た
。
一
部
を
紹
介
す
る
。

ふ
う
せ
ん
を
た
か
く
と
ば
し
て
う
ち
ゅ
う
り
ょ
こ
う

結
衣

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
う
ち
ゅ
う
に
む
け
て
と
ん
で
っ
た

結
衣

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
い
き
を
は
ー
っ
と
は
い
て
み
た

結
衣

父
さ
ん
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
チ
ョ
コ
あ
げ
る

結
衣

う
ち
の
ね
こ
ね
こ
の
こ
い
は
す
る
の
か
な

結
衣

は
る
の
に
じ
ず
っ
と
み
て
た
ら
き
え
て
っ
た

結
衣

も
ん
し
ろ
ち
ょ
う
に
ゅ
う
が
く
し
き
に
と
ん
で
き
た

結
衣

は
な
び
ら
は
大
き
く
な
る
と
木
に
な
る
よ

結
衣

か
ぜ
よ
か
ぜ
か
ぜ
の
し
っ
ぽ
は
ど
こ
に
あ
る

泰
就

こ
の
よ
う
な
佳
句
が
ど
う
し
た
ら
生
ま
れ
る
の
か
は
、
わ
た
し
も

教
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
。
知
っ
て
い
た
の
は
結
衣
ち
ゃ
ん
が

は
い
く
ノ
ー
ト
（
松
山
市
内
の
新
一
年
生
に
配
ら
れ
て
い
る
ノ
ー
ト

の
元
祖
版
の
よ
う
で
あ
る
）
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
春
夏
秋

冬
の
屋
外
と
室
内
の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
こ
に
季
語
が
記
し
て
あ

る
の
で
、
各
季
の
イ
ラ
ス
ト
が
図
示
さ
れ
て
い
る
か
た
ち
に
な
る
。

ノ
ー
ト
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
豊
か
な
連
想
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う

に
思
っ
た
。
今
回
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
作
句
は
季
語
の
中
か
ら
見

た
こ
と
が
あ
る
、
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
言
葉
を
一
覧
に
す
る
。
そ
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の
季
語
か
ら
浮
か
ん
だ
言
葉
で
五
七
、
ま
た
は
七
五
を
つ
く
る
。
最

後
の
語
を
円
水
さ
ん
と
探
す
、
と
い
う
よ
う
な
流
れ
だ
そ
う
で
あ
る
。

で
き
た
句
が
、
こ
の
段
階
で
「
う
ち
の
ね
こ
」
の
中
七
が
字
足
ら
ず

な
の
で
、
「
ね
こ
の
こ
い
と
か
」
に
。
「
か
ぜ
よ
か
ぜ
」
に
季
語
が

な
い
の
で
「
は
る
の
か
ぜ
」
に
一
直
す
る
。

春
休
み
中
の
一
日
目
は
、
三
月
二
十
九
日
で
あ
る
。
円
水
さ
ん
の

友
人
の
山
内
裕
子
さ
ん
の
咲
良
ち
ゃ
ん
（
十
歳
）
も
鹿
児
島
か
ら
加

わ
っ
た
。
佳
句
の
山
か
ら
、
四
句
を
発
句
案
と
し
た
。

①
も
ん
し
ろ
ち
ょ
う
に
ゅ
う
が
く
し
き
に
と
ん
で
き
た

結
衣

②
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
う
ち
ゅ
う
に
む
け
て
と
ん
で
っ
た

結
衣

③
う
ち
の
ね
こ
ね
こ
の
こ
い
と
か
す
る
の
か
な

結
衣

④
は
る
の
か
ぜ
か
ぜ
の
し
っ
ぽ
は
ど
こ
に
あ
る

泰
就

円
水
さ
ん
と
裕
子
さ
ん
に
は
、
今
回
の
実
作
に
つ
い
て
、
前
も
っ

て
簡
単
に
説
明
を
加
え
て
お
い
た
。

○
三
つ
物
と
い
う
三
句
だ
け
の
連
句
を
巻
く
こ
と
。

○
三
つ
物
の
中
に
は
、
月
・
花
な
ど
も
自
由
に
詠
ん
で
よ
い
が
、
発

句
と
脇
は
同
季
な
の
で
春
・
春
・
雑
と
い
う
展
開
が
普
通
の
こ
と
。

○「
月
」を
詠
む
場
合
に
は
春
の
月
を
詠
む
こ
と
。
発
句
に「
は
る
」

を
も
う
使
っ
て
い
る
場
合
に
は
「
お
ぼ
ろ
月
」
な
ど
の
季
語
が
あ
る

こ
と
。

○
「
花
」
を
詠
ん
で
み
て
も
よ
い
が
、
花
は
晩
春
な
の
で
、
発
句
が

仲
春
の
場
合
は
脇
も
「
初
花
」
と
い
う
よ
う
な
仲
春
の
季
語
で
詠
ん

だ
方
が
自
然
な
こ
と
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
当
日
完
成
し
た
三
つ
物
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

も
ん
し
ろ
ち
ょ
う
に
ゅ
う
が
く
し
き
に
と
ん
で
き
た
結
衣

①
⎩―⎨―⎧

ピ
カ
チ
ュ
ウ
た
ち
と
花
を
ま
っ
て
る

結
衣

フ
エ
ル
ト
の
ブ
ロ
ー
チ
だ
れ
に
あ
げ
よ
う
か

咲
良

当
季
と
い
う
感
覚
を
大
切
に
し
た
か
っ
た
の
で
、
「
に
ゅ
う
が
く

し
き
」
と
い
う
仲
春
の
季
語
の
句
か
ら
取
り
組
ん
だ
。
脇
に
、
さ
く

ら
の
こ
と
を
花
と
言
っ
て
詠
ん
で
も
よ
い
と
ジ
ュ
ニ
ア
に
も
説
明
を

す
る
。
た
だ
し
「
に
ゅ
う
が
く
し
き
」
に
は
ま
だ
さ
く
ら
が
満
開
で

な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
（
実
際
に
は
近
年
の
開
花
は
早
い
が
）、
「
は

じ
め
て
の
花
」
な
ど
と
い
う
詠
み
方
が
あ
る
と
補
足
を
す
る
。
そ
し

て「
花
を
ま
っ
て
る
」と
い
う
句
に
落
ち
着
い
た
。
第
三
は
咲
良
ち
ゃ

ん
の
、
フ
ェ
ル
ト
の
ブ
ロ
ー
チ
作
り
の
よ
う
な
手
芸
が
好
き
と
い
う

話
題
か
ら
生
ま
れ
た
。
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し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
う
ち
ゅ
う
に
む
け
て
と
ん
で
っ
た

結
衣

②
⎩―⎨―⎧

お
ぼ
ろ
づ
き
よ
に
た
び
を
つ
づ
け
る

結
衣

水
族
館
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
咲
い
た
道

咲
良

脇
に
春
の
月
の
「
お
ぼ
ろ
づ
き
よ
」
を
詠
ん
だ
。
第
三
は
、
沖
縄

へ
の
ご
挨
拶
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
皆
で
考
え
て
、
咲
良
ち
ゃ
ん

が
句
に
し
た
。

う
ち
の
ね
こ
ね
こ
の
こ
い
と
か
す
る
の
か
な

結
衣

③
⎩―⎨―⎧

ば
あ
ば
の
お
に
わ
レ
ン
ギ
ョ
ウ
ひ
ら
ら

結
衣

よ
も
ぎ
も
ち
コ
ネ
コ
ネ
こ
ね
た
臼
の
な
か

咲
良

「
ね
こ
の
こ
い
」
は
発
句
を
考
え
て
も
ら
っ
た
と
き
の
初
春
の
句

で
あ
る
。
発
句
が
猫
の
恋
、
脇
が
連
翹
の
咲
く
景
な
の
で
、
第
三
は
、

人
間
の
行
動
が
詠
ま
れ
た
方
が
変
化
が
生
れ
る
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
。
「
コ
ネ
コ
ネ
こ
ね
た
」
は
、
な
か
な
か
に
ジ
ュ
ニ
ア
で
な

く
て
は
詠
め
な
い
言
い
回
し
で
あ
る
。

は
る
の
か
ぜ
か
ぜ
の
し
っ
ぽ
は
ど
こ
に
あ
る

泰
就

④
⎩―⎨―⎧

に
げ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
に

結
衣

赤
ち
ゃ
ん
の
目
が
光
っ
て
る
と
き
か
わ
い
い

結
衣

「
か
ぜ
の
し
っ
ぽ
」
と
い
う
斬
新
な
発
想
で
あ
る
。
脇
の
「
お
た

ま
じ
ゃ
く
し
」
は
「
し
っ
ぽ
」
か
ら
連
想
し
た
か
。
第
三
は
字
余
り

で
あ
る
。
例
え
ば
「
赤
ち
ゃ
ん
の
目
が
ひ
か
る
と
き
か
わ
い
い
な
」

な
ど
と
一
直
す
れ
ば
字
余
り
は
解
決
す
る
。
し
か
し
、
捌
き
と
し
て

は
そ
れ
は
改
悪
で
あ
る
と
思
い
、
元
句
の
ま
ま
と
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア

連
句
で
は
、
定
型
に
収
め
る
た
め
の
「
〜
だ
な
」「
〜
だ
よ
」
と
い

う
類
い
の
安
易
な
表
現
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
感
じ
る
。
ジ
ュ
ニ

ア
に
限
ら
ず
、
詩
を
定
型
に
収
め
る
に
は
、
表
現
は
磨
か
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
。

春
休
み
を
も
う
一
日
使
っ
て
（
四
月
五
日
）、
表
合
せ
に
も
挑
戦

す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
ち
ら
も
紹
介
し
て
み
た
い
。

⑤
は
る
の
に
じ
ず
っ
と
み
て
た
ら
き
え
て
っ
た

結
衣

を
こ
の
日
の
発
句
と
し
た
。

保
護
者
へ
の
事
前
説
明
は
、

○
表
合
せ
と
い
う
六
句
（
ま
た
は
八
句
・
十
句
）
だ
け
の
連
句
を
巻

く
こ
と
。

○
表
合
せ
も
素
材
は
自
由
に
詠
み
こ
ん
で
よ
い
が
、
発
句
が
晩
春
な

の
で
、
脇
と
第
三
は
三
春
か
晩
春
と
い
う
展
開
が
自
然
で
あ
る
こ
と
。

自
由
に
詠
む
中
で
「
花
」
か
「
月
」
を
詠
ん
で
み
て
も
よ
い
。

○
発
句
が
「
は
る
の
に
じ
」
と
い
う
天
象
な
の
で
、
脇
で
「
に
じ
」

と
一
緒
に
は
で
な
い
「
月
」
を
詠
む
の
は
、
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
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こ
と
。

○
「
花
」
を
第
三
で
詠
ん
で
も
よ
い
。
他
の
箇
所
で
、
他
季
の
正
花

と
し
て
、
春
以
外
の
「
花
」
を
詠
ん
で
も
よ
い
。
ジ
ュ
ニ
ア
は
夏
の

正
花
の
「
花
火
」
な
ど
が
詠
み
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
の
補
足
。

○
挙
句
の
前（
表
合
せ
六
句
だ
っ
た
ら
、
五
句
目
）に「
月
」や「
花
」

を
持
っ
て
く
る
と
、
盛
り
あ
が
り
が
作
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
。

大
体
、
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

当
日
完
成
し
た
表
合
せ
六
句
作
品
。

は
る
の
に
じ
ず
っ
と
み
て
た
ら
き
え
て
っ
た

結
衣

カ
メ
ラ
で
パ
チ
リ
う
ぐ
い
す
の
声

咲
良

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
レ
ー
ス
を
お
と
う
と
と

結
衣

ぐ
ら
ぐ
ら
ゆ
れ
る
高
い
吊
り
橋

咲
良

手
ど
り
が
わ
お
く
せ
ん
ま
ん
の
花
火
さ
く

結
衣

こ
お
り
い
ち
ご
を
も
っ
と
た
べ
た
い

咲
良

発
句
か
ら
、
脇
で
は
う
ぐ
い
す
を
連
想
し
た
。
カ
メ
ラ
で
声
を
撮

る
と
い
う
発
想
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
発
句
が
虹
を
見
て
い
る
自
分

の
こ
と
。
脇
が
う
ぐ
い
す
を
見
て
い
る
、
う
ぐ
い
す
の
声
を
聴
い
て

い
る
自
分
の
こ
と
な
の
で
、
第
三
で
人
物
を
出
す
場
合
に
は
、
自
分

以
外
の
人
物
も
登
場
し
た
方
が
よ
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
結
衣

ち
ゃ
ん
は
弟
の
姿
を
詠
み
込
ん
だ
。
エ
ッ
グ
レ
ー
ス
は
実
体
験
の
よ

う
で
あ
っ
た
。
四
句
目
で
は
、
レ
ー
ス
で
玉
子
の
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
様

子
か
ら
、
吊
り
橋
が
付
け
ら
れ
た
。
五
句
目
は
、
一
巻
の
山
場
と
し

て
、
花
火
な
ど
を
詠
む
の
が
相
応
し
い
流
れ
と
な
っ
た
。
金
沢
在
住

の
結
衣
ち
ゃ
ん
な
ら
で
は
の
、
手
取
川
の
花
火
と
な
っ
た
。
表
合
せ

の
挙
句
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ら
し
い
夏
の
句
で
あ
る
。

そ
の
後
に
、
円
水
さ
ん
と
裕
子
さ
ん
が
捌
い
た
三
つ
物
作
品
も
、

入
賞
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
国
文
祭
の
場
で
も
述
べ
た
が
、
三

つ
物
（
や
表
合
せ
）
は
ジ
ュ
ニ
ア
（
や
未
経
験
者
）
が
連
句
に
触
れ

る
い
い
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
得
る
と
感
じ
て
い
る
。

一
方
で
、
あ
ら
た
め
て
新
三
つ
物
の
意
味
で
あ
る
。
現
代
連
句
の

実
作
経
験
者
の
作
品
が
、
季
題
配
置
表
〈
例
〉
な
ど
に
頼
り
過
ぎ
て

い
る
と
思
え
る
こ
と
が
あ
る
。
「
新
三
つ
物
」
へ
の
取
り
組
み
は
、

季
題
配
置
表
の
季
に
頼
ら
ず
に
、
自
分
で
前
句
に
相
応
し
い
季
の
情

緒
を
見
出
し
て
ゆ
く
。
月
花
の
定
座
に
拘
ら
ず
に
、
引
き
上
げ
た
り

も
す
る
。
そ
ん
な
こ
と
の
稽
古
と
も
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
と
「
新
三
つ
物
」
に
よ
る
付
け
と
転
じ
の
追
究

を
続
け
て
い
き
た
い
。

（
日
本
連
句
協
会
理
事
）
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回

顧令
和
四
年
の
連
句
界

林

転

石

取
り
巻
く
情
勢

令
和
四
年
の
春
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
勃
発
に
よ

り
始
ま
る
。
よ
も
や
二
十
一
世
紀
の
世
界
に
起
こ
り
え
な
い
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
て
い
た
専
制
国
家
に
よ
る
帝
国
主
義
の
戦
争
、
動
乱
が
世

界
を
震
撼
さ
せ
た
。
前
年
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
原
油
価
格
の
つ
り
上

げ
、
農
産
物
の
価
格
高
騰
が
こ
の
戦
争
に
よ
り
更
に
拡
大
し
、
あ
ら

ゆ
る
物
価
が
上
昇
す
る
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
レ
と
な
っ
て
世
界

経
済
を
巻
き
込
ん
だ
。
こ
の
為
物
価
の
沈
静
化
を
目
指
し
た
米
国
Ｆ

Ｒ
Ｂ
は
度
重
な
る
貸
出
金
利
の
引
き
上
げ
を
行
い
、
結
果
、
日
米
金

利
差
の
拡
大
に
よ
り
極
端
な
ド
ル
高
円
安
の
局
面
と
な
り
、
資
源
・

食
料
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
委
ね
て
い
る
日
本
は
貿
易
収
支
の
大
き

な
赤
字
を
計
上
す
る
事
に
な
る
。

三
年
目
を
迎
え
た
コ
ロ
ナ
対
策
も
令
和
四
年
に
は
ワ
ク
テ
ィ
ン
接

種
の
回
数
が
五
回
目
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
さ
し
も
の
感
染
の
猛
威
も

そ
の
峠
を
越
し
て
鎮
静
に
向
か
う
よ
う
に
な
る
。
但
し
、
そ
の
対
策

の
た
め
の
財
政
出
動
の
原
資
な
ど
か
ら
国
債
の
発
行
・
借
り
入
れ
は

千
二
百
兆
円
を
超
え
る
膨
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
連
句
協
会
年
次
総
会
と
連
句
実
作
会

三
月
に
日
本
連
句
協
会
は
東
京
墨
田
区
の
江
戸
東
京
博
物
館
に
お

い
て
総
会
並
び
に
全
国
連
句
大
会
を
開
催
し
た
。
実
に
三
年
ぶ
り
の

事
で
あ
っ
た
。
委
任
状
を
含
め
て
二
七
六
名
の
参
加
と
な
り
、
こ
の

大
会
は
リ
ア
ル
の
座
と
リ
モ
ー
ト
の
座
と
を
並
行
し
て
同
時
進
行
さ

せ
る
と
い
う
協
会
と
し
て
は
初
め
て
の
企
画
を
試
み
た
。
昨
年
作
成

し
た
リ
モ
ー
ト
連
句
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、
機
材
の
手
当
も
行
い

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
も
重
ね
実
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
行
参
加
し

た
協
会
委
員
の
作
業
も
手
探
り
の
も
の
と
な
っ
た
が
リ
モ
ー
ト
の
座

の
参
加
は
二
四
名
、
リ
ア
ル
の
座
の
参
加
は
三
四
名
と
ま
ず
は
成
功

と
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。
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国
民
文
化
祭
の
状
況

今
年
の
国
民
文
化
祭
は
十
月
に
沖
縄
県
南
城
市
で
開
催
さ
れ
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
沖
縄
県
の
公
式
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
連
句
作
品
の
募
吟
に
つ
い
て
は
二
十
韻
の
形
式
で
行

わ
れ
、
ま
た
本
大
会
の
会
場
は
南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー

ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

準
備
段
階
か
ら
沖
縄
県
全
体
が
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
甚
大
な

影
響
が
あ
り
、
当
初
は
打
合
せ
な
ど
も
思
う
よ
う
に
進
め
る
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
が
、
開
催
の
時
期
が
近
づ
く
に
つ
れ
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
漸
減
し
、
ま
た
地
元
南
城
市
の
行
政
の
ご
尽
力
と
募
吟
お
よ
び
本

大
会
に
参
加
さ
れ
た
方
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
成
功
裏
に
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
募
吟
一
般
の
部
の
作
品
は
四
九
五
巻
（
う
ち
海
外
五

巻
）、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
参
加
作
品
は
二
十
七
で
あ
っ
た
。

リ
モ
ー
ト
連
句
会

昨
年
に
引
続
き
第
二
回
全
国
リ
モ
ー
ト
連
句
大
会
を
六
月
に
開
催

し
た
。
こ
れ
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ア
プ
リ
を
使
用
し
連
衆
の
画
像
・
音
声
と

共
有
画
面
で
連
句
作
品
を
実
作
す
る
も
の
で
、
参
加
資
格
を
問
わ
な

い
オ
ー
プ
ン
参
加
と
し
当
日
は
四
六
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
作
品
数

は
十
二
巻
で
あ
っ
た
。

リ
モ
ー
ト
連
句
の
効
用
は
現
場
に
参
集
す
る
必
要
が
な
い
た
め
多

少
、
体
力
に
自
信
の
な
い
方
、
あ
る
い
は
子
育
て
中
の
方
で
も
比
較

的
気
楽
に
参
加
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
普
段
は
な
か
な
か
お
目

に
か
か
る
こ
と
が
出
来
な
い
遠
方
の
方
、
自
分
の
所
属
と
異
な
る
グ

ル
ー
プ
の
方
と
同
じ
座
と
な
っ
て
付
け
合
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
連
句
協
会
と
し
て
は
今
後
も
こ
の

企
画
を
継
続
、
支
援
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

日
本
連
句
協
会
と
し
て
の
動
き

「
会
報
」
日
本
連
句
協
会
会
報
は
今
年
も
六
回
の
発
行
を
行
っ
た
。

会
報
は
連
句
作
品
、
随
筆
、
各
種
の
連
絡
事
項
を
掲
載
し
て
い
る
が
、

感
染
症
流
行
の
影
響
が
あ
っ
た
前
年
度
か
ら
比
べ
る
と
掲
載
す
る
作

品
数
も
増
加
傾
向
に
転
じ
て
い
る
。
会
員
の
方
あ
る
い
は
非
会
員
の

方
の
連
句
に
関
す
る
評
論
ま
た
は
随
筆
の
寄
稿
を
編
集
部
に
お
寄
せ

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
現
代
連
句
集
」
日
本
連
句
協
会
が
十
年
ご
と
に
発
行
し
て
い
る

現
代
連
句
集
、
今
年
は
そ
の
第
Ⅳ
号
を
十
一
月
に
発
行
し
た
。
十
年

ひ
と
昔
と
い
う
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
と
連
衆
の
お
名
前
を
眺
め
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て
み
る
と
い
さ
さ
か
の
感
懐
を
覚
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
是
非
一
読

い
た
だ
き
た
い
。

「
年
鑑
」
令
和
四
年
度
版
を
六
月
に
発
刊
し
た
。
評
論
エ
ッ
セ
イ

は
三
編
、
掲
載
作
品
は
グ
ル
ー
プ
分
一
〇
八
巻
、
個
人
十
七
巻
、
学

生
生
徒
十
二
巻
の
合
計
一
三
七
巻
と
な
っ
た
。
引
続
き
個
人
、
学
生

生
徒
の
作
品
の
応
募
拡
大
に
期
待
し
た
い
。

「
動
画
作
成
」
二
年
前
か
ら
始
め
て
い
る
国
文
祭
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の

動
画
作
成
は
、
今
年
六
月
、
「
ミ
ー
ツ
連
句
美
ら
島
沖
縄
」
を
ア
ッ

プ
し
、
沖
縄
国
文
祭
と
地
元
地
域
の
様
子
、
琉
歌
な
ど
を
紹
介
し
た
。

日
本
連
句
協
会
会
員
の
登
録
人
数
は
令
和
四
年
十
二
月
現
在
四
六

六
名
、
前
年
同
期
比
で
差
引
六
名
の
減
少
と
な
っ
た
。
紹
介
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
は
一
九
二
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
蕪
村

派
、
老
虎
亭
連
句
会
が
新
た
に
登
録
さ
れ
た
。

（
日
本
連
句
協
会
副
会
長
・
理
事
長
）
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諸 行 事

4／21 猫蓑会藤祭り
4／29 えひめ俵口全国連句大会（松山）

9／10 いなみ全国連句大会

10／9 浪速の芭蕉祭（大阪）
10／9 さきたま連句大会
10／12 伊賀上野芭蕉祭
10／29～30 国民文化祭おきなわ2022（南城市）

協 会 行 事

1／29 常任理事会

2／1 会報連句244号発行
2／13 理事会

3／20 日本連句協会総会・全国連句
大会（江戸博物館会議室）

4／1 会報連句245発行

5／8 常任理事会

6／1 会報連句246号発行
6／12 全国リモート連句大会
6／30 連句年鑑令和四年版発行

7／9 理事会

8／1 会報連句247号発行
日本連句協会々員名簿発行同
封

9／3 常任理事会

10／1 会報連句248号発行

11／12 理事会
11／30 現代連句集Ⅳ発行

12／1 会報連句249号発行

令和4年 主要連句行事一覧表
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作

品

―
連
句
グ
ル
ー
プ
五
十
音
順
―

割
付
の
関
係
で
前
後
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。





《
愛
知
・
愛
知
県
連
句
協
会
》

二
十
韻

『
豌

豆

や
』

間
瀬
芙
美
捌

令
和
四
年
五
月
二
十
日
首

令
和
四
年
五
月
三
十
日
尾（

於
・
熱
田
神
宮
文
化
殿
・
文
音
）

豌
豆
や
愉
し
き
莢
の
子
だ
く
さ
ん

間
瀬
芙

美

麦
茶
沸
か
し
て
午
後
の
団
欒

森
田
美
那
子

穏
や
か
に
流
る
る
大
河
眺
め
ゐ
て

八
雲
鏡

子

放
た
れ
し
馬
駆
け
る
牧
場

中
西
静

子

ウ
就
活
は
ス
マ
ホ
に
託
す
月
遙
か

静

薄

ど

つ

さ

り

信

楽

の

壺

那

手
を
つ
な
ぎ
蜩
の
道
ど
こ
ま
で
も

鏡

好
き
と
嫌
ひ
で
占
め
る
年
頃

芙

バ
ッ
タ
ン
と
ド
ア
閉
め
る
音
響
く
ら
ん

〃

い
つ
か
い
き
た
い
イ
ー
ス
タ
ー
島

富
田
八
千
代

ナ
オ
裏
路
地
は
お
で
ん
準
備
の
屋
台
骨

静

く
し
や
み
を
す
る
と
月
の
傾
く

芙

オ
タ
ニ
サ
ン
ス
ゴ
イ
ス
ゴ
イ
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

那

猫

の

会

議

は

恋

で

延

長

芙

愛
の
あ
る
世
界
平
和
を
祈
り
ゐ
ぬ

鏡

迷
彩
服
を
い
つ
か
ド
レ
ス
に

那

ナ
ウ
若
返
り
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
は
老
の
夢

鏡

転
び
な
が
ら
も
凧
は
離
さ
ず

静

碧
空
に
溶
け
て
広
が
る
花
万
朶

代

麓

そ

れ

ぞ

れ

開

帳

の

列

那
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《
徳
島
・
阿
吽
の
会
》

二
十
韻

『
旗

掲

ぐ
』

梅
村
光
明
捌

令
和
四
年
二
月
二
十
六
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
三
月

十
七
日
尾

春
寒
し
「
殺
す
な
」
と
書
く
旗
掲
ぐ

梅
村
光

明

正
気
忘
れ
て
二
月
終
は
り
ぬ

黄
木
由

良

花
い
ま
だ
ト
ー
キ
ー
で
観
る
喜
劇
人

光

明

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
響
く
階
段

由

良

も

ウ
姮
娥
思
ふ
夏
の
夜
の
夢
蘇
る

光

明

麦
酒
片
手
に
白
い
手
招
き

由

良

下
駄
を
履
き
ふ
た
り
つ
き
り
の
家
族
風
呂

光

明

ス
ワ
ン
ボ
ー
ト
は
旅
の
仕
舞
ひ
に

由

良

神
秘
主
義
富
嶽
の
景
に
融
け
込
ま
ん

光

明

百

年

日

記

孫

に

求

め

て

由

良

ナ
オ
核
廃
絶
メ
ー
ル
見
返
す
榾
明
り

由

良

目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
初
弥
撒

光

明

羽
子
を
つ
く
腕
伸
び
や
か
に
し
な
や
か
に

由

良

恋
の
煙
の
消
え
る
こ
と
な
く

光

明

滅
び
た
る
狼
昇
る
月
に
吠
え

由

良

敗

戦

忌

に

は

配

る

赤

紙

光

明

ナ
ウ
身
に
沁
み
て
竹
山
道
雄
読
み
了
へ
る

由

良

こ
と

伝
へ
た
き
言
耳
に
委
ね
て

光

明

平
穏
は
あ
ま
り
に
脆
く
飛
花
や
悲
歌

由

良

し
ゆ
つ
ら
い

海
市
出
来
ま
ほ
ろ
ば
の
ご
と

執

筆
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《
東
京
・
赤
の
ま
ま
の
会
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
小
春
か
な
』

黒
瀬
琢
葉
捌

令
和
四
年
十
一
月

七
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
二
月
二
十
日
尾

小
春
か
な
遠
出
の
靴
の
紐
は
赤

黒
瀬
琢

葉

自
転
車
を
漕
ぐ
寒
林
の
径

本
屋
良

子

父
子
し
て
将
棋
入
門
座
右
の
書
に

服
部
秋

扇

サ
イ
レ
ン
ト
ニ
ャ
ー
猫
の
呟
き

高
澤
貴

々

月
煌
々
天
守
の
鯱
の
反
り
返
り

青
山
牛

蟹

色
変
へ
ぬ
松
愛
づ
る
人
々

勝
又
丘

女

ウ
車
座
に
な
つ
て
た
け
な
は
新
酒
古
酒

小
畑
玲

衣

わ
た
し
や
女
将
で
千
手
観
音

正
村

有

憧
れ
の
君
と
旅
す
る
ア
フ
リ
カ
へ

篠
は
ら
つ
ぱ

ヒ
ジ
ャ
ヴ
を
外
す
瞬
間
に
キ
ス

高
橋
つ
ら
ら

「
青
鞜
」
に
ら
い
て
う
熱
き
想
ひ
込
め

土
屋
日

菜

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
は
一
直
線
に

内
藤
秀

穗

屋
上
に
回
転
木
馬
月
涼
し

中
岡
実

来

幼

年

の

夢

終

は

る

短

夜

永
禮
未

鬼

北
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
に
又
戦
き
て

古
田
も

え

家

族

会

議

は

移

住

相

談

山
本
秀

夫

村
お
こ
し
僻
地
賑
は
ふ
花
の
山

篠
原
輪

菊

む
す
び
は
菜
飯
角
の
コ
ン
ビ
ニ

琢

葉

ナ
オ
中
空
の
蝶
の
羽
ば
た
き
初
々
し

良

子

唱

和

高

ら

か

少

年

の

詩

秋

扇

願
は
く
ば
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
こ
の
身
捧
げ
ん
と

貴

々

折
込
チ
ラ
シ
折
鶴
と
な
り

牛

蟹

状
受
け
に
あ
な
た
の
香
り
太
き
文
字

丘

女

恋

の

焔

に

雪

女

郎

融

け

玲

衣

才
能
を
信
じ
た
夫
ま
だ
冬
眠

有

秋
葉
原
ま
で
通
ふ
オ
タ
ク
で

は
ら
つ
ぱ

カ
プ
セ
ル
の
お
も
ち
や
揃
へ
る
専
門
店

つ
ら
ら

暖
簾
七
代
守
る
こ
い
さ
ん

日

菜

水
平
線
月
の
道
伸
ぶ
浦
に
立
つ

秀

穗

モ
ン
サ
ン
ミ
シ
ェ
ル
爽
涼
の
中

実

来

ナ
ウ
雁
の
声
塔
の
は
る
か
な
高
み
よ
り

未

鬼

乗
り
降
り
数
多
駅
は
混
み
合
ひ

も

え

古
里
の
母
へ
の
み
や
げ
懐
に

秀

夫

老
犬
連
れ
て
進
む
川
土
手

輪

菊

花
吹
雪
鳥
居
奉
納
宮
大
工

良

子

床

柱

背

に

祝

ふ

桜

湯

秋

扇
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《
東
京
・
赤
の
ま
ま
の
会
―
そ
の
二
》

短
歌
行

『
星
と
蛍
と
』

山
本
秀
夫
捌

令
和
四
年
八
月

一
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
八
月
二
十
一
日
尾

視
界
た
だ
星
と
蛍
と
競
い
け
り

山
本
秀

夫

ほ
の
か
に
香
る
梔
子
の
花

本
屋
良

子

銘
は
不
二
手
作
り
茶
杓
彫
り
終
え
て

土
屋
日

菜

ル
イ
ボ
ス
テ
ィ
は
朝
な
夕
な
に

黒
瀬
琢

葉

ウ
狭
庭
か
ら
ビ
ブ
ラ
ー
ト
付
き
ち
ち
ろ
虫

永
禮
未

鬼

派
手
な
秋
服
君
に
贈
ら
ん

秀

間
諜
と
知
り
つ
つ
月
に
抱
く
尼
僧

良

幼

き

頃

は

魔

女

に

憧

れ

菜

口
紅
を
さ
す
少
年
の
舞
い
姿

葉

お
だ
や
か
な
風
ア
ン
ニ
ュ
イ
な
午
後

良

花
の
下
帆
を
張
る
舟
の
過
ぎ
ゆ
き
て

鬼

凧
合
戦
も
ち
ょ
い
と
休
憩

秀

ナ
オ
弥
生
尽
ブ
ラ
ッ
ク
チ
ョ
コ
の
渋
さ
愛
で

良

父
の
好
み
の
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
古
酒

菜

友
人
と
明
日
の
海
釣
り
プ
ラ
ン
練
る

秀

会
社
の
あ
の
娘
誘
っ
て
み
よ
か

良

天
邪
鬼
嫌
い
は
好
き
の
こ
と
ら
し
く

葉

大

観

覧

車

な

び

け

黒

髪

鬼

寒
月
に
パ
リ
行
の
便
飛
び
去
り
ぬ

菜

水
辺
に
集
う
あ
ま
た
白
鳥

葉

ナ
ウ
ふ
る
さ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
母
の
国

鬼

平
和
を
願
い
パ
ン
ド
ウ
ラ
弾
く

菜

ほ
ろ
酔
う
て
少
し
の
嘘
を
花
の
宵

葉

仲
間
と
共
に
行
か
ん
野
遊
び

鬼
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《
埼
玉
・
あ
し
た
連
句
会
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
さ
よ
な
ら
の
』

高
尾
秀
四
郎
捌

令
和
四
年
二
月

六
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
二
月
二
十
四
日
尾

さ
よ
な
ら
の
弥
生
三
月
問
う
未
来

高
尾
秀
四
郎

希
望
に
開
く
す
み
れ
蒲
公
英

越
智
み
よ
子

駅
前
を
新
入
社
員
闊
歩
し
て

江
森
京

香

紺
の
ス
ー
ツ
が
ぴ
た
り
身
に
つ
き

山
田
他
美
子

月
天
心
ビ
ル
街
に
あ
る
美
術
館

秀

小
鳥
来
て
い
る
公
園
の
隅

み

ウ
父
倒
れ
救
急
搬
送
う
そ
寒
し

京

御
守
の
札
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に

他

妊
活
の
新
米
夫
婦
睦
む
夜

秀

猫
の
ロ
ボ
ッ
ト
ぷ
い
と
横
向
く

み

死
者
あ
ま
た
ト
ル
コ
地
震
に
支
援
の
手

京

鎮
守
の
杜
の
底
知
れ
ぬ
闇

他

籐
椅
子
に
も
た
れ
月
の
出
待
ち
お
り
ぬ

み

友
来
る
頃
と
冷
酒
も
ろ
き
ゅ
う

秀

こ
の
家
は
霊
を
呼
び
込
む
這
入
り
口

京

禍
福
ま
こ
と
に
糾
え
る
縄

秀

百
寿
な
る
媼
恥
じ
ら
う
花
大
樹

他

図
書
館
通
い
目
借
時
に
も

み

ナ
オ
鰊
群
来
浜
は
歓
喜
の
渦
の
中

み

山
盛
り
料
理
宴
は
た
け
な
わ

京

岬
よ
り
眺
む
蝦
夷
富
士
く
っ
き
り
と

他

北

方

領

土

交

流

の

絶

え

秀

「
戦
争
と
平
和
」
の
矛
盾
頬
冠

み

雪
し
ん
し
ん
と
綴
る
恋
文

京

彼
か
ら
の
熱
い
誘
い
で
金
沢
へ

他

湯
宿
の
離
れ
明
日
の
な
き
閨

秀

ク
ラ
イ
ン
の
壺
の
形
の
摩
訶
不
思
議

み

無
の
一
文
字
を
寺
の
書
院
に

他

フ
ル
ー
ト
の
妙
な
る
調
べ
霧
月
夜

京

秋
の
葬
曲
「
牧
神
の
午
後
」

秀

ナ
ウ
紫
雲
英
蒔
く
あ
し
た
へ
続
く
夢
ひ
と
つ

み

些
細
な
こ
と
は
み
ん
な
忘
れ
て

京

昼
下
が
り
頂
き
物
の
香
を
焚
き

他

瞑

想

で

知

る

己

が

乾

坤

秀

飛
花
落
花
廃
屋
の
庭
ほ
し
い
ま
ま

み

気
球
ふ
わ
り
と
潜
る
初
虹

京
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《
埼
玉
・
あ
し
た
連
句
会
―
そ
の
二
》

歌

仙

『
凍

蝶

へ
』

白
根
順
子
捌

令
和
五
年
二
月

二
日
首
（
文
音
）

令
和
五
年
二
月
十
七
日
尾

凍
蝶
へ
日
は
や
さ
し
さ
を
尽
く
し
お
り

白
根
順

子

ば
ら
の
冬
芽
の
ほ
の
か
な
る
紅

川
岸
冨

貴

時
告
げ
る
鐘
の
ひ
び
き
の
遠
近
に

高
橋
た
か
え

教
職
の
身
の
い
つ
も
忙
し
く

三
澤
律

乃

わ
が
庭
の
木
々
を
透
き
く
る
月
の
影

森
川
敬

三

簾
を
は
ず
す
候
と
な
り
し
か

順

ウ
バ
ス
を
待
つ
人
に
秋
冷
ひ
っ
そ
り
と

冨

ア
パ
ー
ト
の
鍵
ポ
ケ
ッ
ト
の
底

た

年
の
差
に
安
心
感
の
甘
え
癖

律

あ
な
た
の
嘘
が
見
え
る
顔
つ
き

敬

悪
縁
を
於
岩
稲
荷
で
落
と
さ
ん
と

順

ビ
ル
の
谷
間
を
流
れ
ゆ
く
川

冨

月
涼
し
一
盃
に
満
つ
酔
い
心
地

た

突
く
パ
ワ
ハ
ラ
に
似
て
浮
い
て
こ
い

律

Ｐ
Ｃ
の
挙
動
不
審
が
重
な
っ
て

敬

ロ
ボ
ッ
ト
犬
の
返
事
ち
ぐ
は
ぐ

順

初
花
に
ほ
ろ
り
と
零
す
詩
ご
こ
ろ

冨

連
れ
だ
っ
て
ゆ
く
陽
炎
の
中

た

ナ
オ
竜
天
に
ス
パ
イ
気
球
は
海
に
墜
ち

律

そ
ん
な
こ
と
な
ど
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ

敬

と
り
あ
え
ず
冬
虫
夏
草
飲
み
な
は
れ

順

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
僕
の
特
技
で

冨

そ
れ
ぞ
れ
の
昼
を
語
り
て
羽
根
蒲
団

た

寒
行
僧
の
闇
を
ぬ
け
ゆ
く

律

饅
頭
が
甘
い
ば
か
り
の
菓
子
司

敬

市
民
ホ
ー
ル
で
開
く
書
画
展

順

片
付
け
の
裏
方
仕
事
ま
か
せ
て
よ

冨

昔

な

つ

か

し

秩

父

銘

仙

た

武
甲
山
良
夜
に
疵
を
曝
し
い
て

律

白

々

と

あ

る

猪

垣

の

畠

敬

ナ
ウ
爽
や
か
に
珈
琲
の
香
を
洩
ら
し
住
む

順

夢
に
む
か
っ
て
励
む
リ
ハ
ビ
リ

冨

ア
ル
バ
ム
に
灯
と
も
し
頃
の
パ
リ
の
街

た

ふ
と
蕗
味
噌
の
苦
味
な
つ
か
し

律

お
袋
の
生
涯
乗
せ
る
花
筏

敬

春
三
番
の
鳴
ら
す
裏
木
戸

執

筆
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《
埼
玉
・
あ
し
た
連
句
会
―
そ
の
三
》

歌

仙

『
百

韻

や
』

渡
部
春
水
捌

令
和
四
年
十
一
月

一
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
尾

百
韻
や
虚
実
織
り
成
す
秋
の
興

渡
部
春

水

姉
妹
揃
う
て
二
科
に
入
選

田
口
晶

子

新
築
の
モ
ダ
ン
な
校
舎
月
浴
び
て

戸
田
徳

子

日
記
に
記
す
今
日
の
出
来
事

芦
澤
湧

字

ソ
ワ
レ
果
て
ど
っ
と
街
道
風
涼
し

晶

矢
車
草
の
傾
ぎ
た
お
や
か

徳

ウ
山
村
の
静
寂
に
魅
か
れ
移
住
決
め

湧

地
酒
飲
み
す
ぎ
何
時
か
熟
睡

春

志
士
の
墓
な
に
げ
に
訊
く
は
歴
女
ら
し

徳

戦
談
義
に
灯
の
消
え
ぬ
閨

晶

国
離
れ
金
も
心
も
続
か
ず
に

湧

マ
ッ
ク
頬
張
る
パ
リ
の
路
地
裏

徳

月
凍
り
流
れ
発
止
と
海
峡
へ

晶

寒

鰤

漁

に

上

が

る

喚

声

春

イ
ヤ
ホ
ン
の
土
着
の
言
葉
耳
に
佳
し

徳

ド
ッ
グ
ラ
ン
へ
と
は
し
ゃ
ぐ
愛
犬

晶

キ
ャ
ン
プ
イ
ン
打
球
が
描
く
花
吹
雪

湧

平
和
な
空
に
初
虹
の
立
つ

春

ナ
オ
焙
炉
場
の
熱
気
漂
う
昼
下
り

晶

実

習

生

の

手

先

鮮

や

か

春

名
画
座
の
閉
店
惜
し
む
客
の
群
れ

湧

白
髪
な
れ
ど
粋
に
ジ
ー
ン
ズ

徳

頭
に
よ
ぎ
る
香
水
匂
う
秘
書
課
の
娘

春

テ
ン
ト
に
誘
い
そ
っ
と
抱
き
寄
せ

湧

買
い
付
け
の
船
荷
は
突
如
盗
難
に

晶

社
の
幣
の
ひ
ら
ひ
ら
と
揺
れ

徳

渋
滞
に
動
き
の
と
れ
ぬ
救
急
車

湧

座
し
て
し
ば
ら
く
瞑
想
の
境

晶

月
嘆
く
殺
戮
破
壊
絶
え
ぬ
地
を

春

虫
す
だ
く
な
か
「
方
丈
記
」
読
む

徳

ナ
ウ
吊
し
柿
望
む
窓
辺
に
文
机

湧

風
に
乗
っ
た
る
模
型
飛
行
機

晶

攻
め
ら
れ
て
少
年
棋
士
は
天
仰
ぎ

春

頬
を
つ
ね
れ
ば
左
脳
回
転

湧

花
大
樹
時
ゆ
る
や
か
に
積
み
上
げ
て

徳

翁

の

句

碑

を

洗

う

春

雨

執

筆
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《
埼
玉
・
あ
し
た
連
句
会
―
そ
の
四
》

歌

仙

『
多

羅

葉
』

川
上
綾
子
捌

令
和
四
年
十
一
月
二
十
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
二
月
十
二
日
尾

多
羅
葉
に
「
宙
」
と
書
く
秋
朱
印
寺

川
上
綾

子

良
夜
を
渡
る
雁
が
音
の
列

次
山
和

子

久
々
の
芸
術
祭
に
招
か
れ
て

宮
本
艶

子

音

楽

隊

の

深

き

敬

礼

二
村
十

専

売
り
出
し
の
商
店
街
の
幕
が
開
き

竹
本
い
く
こ

老
い
も
若
き
も
着
脹
れ
て
い
る

綾

ウ
燃
え
さ
か
る
暖
炉
の
部
屋
に
ル
オ
ー
の
絵

和

少
女
の
膝
に
つ
ん
と
シ
ャ
ム
猫

艶

ま
ば
た
き
の
瞳
の
中
に
潤
む
我

十

閨
の
灯
が
消
え
世
継
ぎ
の
灯
点
く

〃

幸
せ
も
程
々
で
あ
り
そ
れ
な
り
に

い

苦
手
ジ
ョ
ギ
ン
グ
今
は
ル
ー
テ
ィ
ン

綾

月
涼
し
華
麗
に
は
ね
る
錦
鯉

艶

庭
師
自
慢
の
作
り
滝
落
つ

和

な
つ
か
し
い
友
と
再
会
時
過
ご
し

い

酒

は

吟

醸

銘

は

初

孫

綾

城
跡
の
台
地
を
巡
る
花
筏

十

声

燦

燦

と

松

蝉

の

詩

和

ナ
オ
逆
立
ち
て
山
巓
近
き
畑
を
打
ち

艶

平

家

落

人

伝

説

の

村

綾

年
一
の
フ
リ
マ
広
場
は
に
ぎ
わ
い
て

い

夕
日
に
映
え
る
モ
ン
チ
ッ
チ
た
ち

十

わ
い
わ
い
と
遊
び
疲
れ
て
も
ら
う
風
邪

艶

炬
燵
に
も
ぐ
り
開
く
ア
ル
バ
ム

綾

逢
い
た
く
て
逢
い
た
く
な
く
て
爪
を
噛
む

和

碇

を

下

ろ

す

傷

心

の

旅

艶

バ
チ
カ
ン
の
ピ
エ
タ
の
像
に
涙
し
て

綾

役
目
を
終
え
た
水
車
朽
ち
ゆ
く

十

墨
を
す
る
香
の
立
ち
こ
も
り
居
待
月

い

名
残
り
の
茶
事
の
足
る
を
知
る
軸

艶

ナ
ウ
分
校
へ
幾
曲
り
し
て
刈
田
道

和

た
ま
に
行
き
交
う
小
型
ト
ラ
ッ
ク

い

錆
び
つ
い
た
鉄
看
板
の
ボ
ン
カ
レ
ー

十

お
ー
い
ド
ロ
ー
ン
よ
君
は
何
処
へ

艶

長
堤
の
限
り
花
あ
り
花
吹
雪

綾

四
肢
の
び
や
か
に
跳
ね
る
若
駒

和
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《
東
京
・
あ
し
た
芭
蕉
記
念
館
連
句
会
》

歌

仙

『
新

米

や
』

渡
部
春
水
捌

令
和
四
年
十
月

一
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
月
二
十
三
日
尾

新
米
や
農
の
労
苦
を
噛
み
締
め
る

渡
部
春

水

月

は

遍

く

団

欒

の

卓

川
上
綾

子

史
蹟
み
な
湖
底
に
沈
み
水
澄
み
て

次
山
和

子

遠

く

近

く

に

鳥

の

歓

声

山
田
他
美
子

高
速
を
出
で
ひ
ま
わ
り
の
黄
に
会
え
り

戸
田
徳

子

夏
富
士
を
背
に
自
撮
り
成
功

芦
澤
湧

字

ウ
厳
め
し
き
ジ
ビ
エ
料
理
の
大
看
板

綾

か
っ
ぱ
橋
に
は
デ
バ
も
ナ
キ
リ
も

和

彼
の
人
と
世
帯
持
た
ん
と
張
り
切
る
娘

他

ぼ
ん
ぼ
ん
育
ち
閨
に
詳
し
く

徳

い
と
し
さ
を
心
に
了
い
打
つ
メ
ー
ル

湧

修
正
液
の
尽
き
る
ペ
ン
先

春

寒
月
に
番
記
者
の
な
お
影
の
引
き

和

ひ
と
は
時
に
は
狼
と
な
り

綾

お
つ
か
い
の
赤
頭
巾
ち
ゃ
ん
き
を
つ
け
て

他

軽
く
ス
テ
ッ
プ
気
分
ル
ン
ル
ン

湧

古
刹
に
て
豪
華
絢
爛
花
の
宴

徳

太
閤
に
似
た
仁
の
う
ら
ら
か

春

ナ
オ
蜃
楼
は
夢
か
現
か
確
か
め
ん

綾

駅
弁
友
に
目
指
す
最
果
て

和

望
郷
の
国
後
島
を
ス
ケ
ッ
チ
し

他

ジ
ム
で
鍛
え
た
逞
し
き
腕

徳

夕
立
に
軒
先
で
拭
く
君
の
髪

湧

唐

枕

並

べ

邪

な

恋

綾

ビ
ザ
期
限
間
近
に
迫
り
落
ち
着
か
ず

春

ス
ペ
イ
ン
広
場
戻
る
賑
わ
い

他

帆
船
の
ボ
ト
ル
シ
ッ
プ
の
完
成
し

和

熊
楠
の
書
の
微
細
緻
密
に

徳

芒
原
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
赤
々
と

湧

虫
の
音
の
な
か
浸
か
る
岩
風
呂

春

ナ
ウ
御
遷
宮
ひ
と
目
見
ん
と
て
父
に
添
い

他

大

道

店

は

橋

の

手

前

に

綾

ポ
ケ
ッ
ト
に
小
さ
き
角
瓶
し
の
ば
せ
て

徳

吟

行

の

句

が

何

と

特

選

湧

久
々
に
花
舞
う
中
の
コ
ン
サ
ー
ト

春

明
日
を
恃
み
て
か
か
る
初
虹

和
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《
埼
玉
・
あ
し
た
梶
の
葉
連
句
会
》

歌

仙

『
冬
ざ
る
る
』

江
森
京
香
捌

令
和
四
年
十
一
月
二
十
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
二
月

一
日
尾

冬
ざ
る
る
磨
け
ば
ひ
か
る
銀
の
匙

江
森
京

香

香
り
を
放
つ
室
咲
き
の
梅

白
根
順

子

駅
ナ
カ
の
新
装
カ
フ
ェ
の
賑
わ
い
て

川
岸
冨

貴

三
年
ぶ
り
に
開
く
女
子
会

宮
本
艶

子

月
あ
お
ぐ
蝕
の
終
り
し
雲
去
来

高
橋
た
か
え

障
子
張
り
か
え
気
分
上
々

京

ウ
赤
と
ん
ぼ
湧
き
い
で
川
は
曲
り
ゆ
き

順

演

題

迷

う

あ

す

の

講

演

冨

古
民
家
に
い
わ
く
あ
り
げ
な
芸
術
家

艶

た
だ
い
ま
モ
デ
ル
募
集
中
で
す

た

秘
密
裏
の
た
っ
た
ひ
と
夜
の
契
り
と
は

京

ま
ご
こ
ろ
こ
め
る
嘘
の
シ
ナ
リ
オ

順

夏
場
所
に
勝
ち
星
な
ら
ぶ
験
の
月

冨

枡
を
回
し
て
祝
う
冷
や
酒

艶

歓
声
に
時
の
氏
神
足
る
を
知
り

た

海

辺

の

宿

で

癒

す

腰

痛

京

よ
う
や
く
に
綻
び
そ
め
し
花
あ
り
て

順

山

並

霞

む

里

の

夕

ぐ

れ

冨

ナ
オ
粛
々
と
秘
仏
運
ば
る
出
開
帳

艶

街
路
歩
め
ば
風
の
き
わ
や
か

た

コ
ー
ヒ
ー
と
ナ
ッ
ツ
頬
張
り
聴
く
タ
ン
ゴ

京

膝
よ
り
さ
っ
と
逃
げ
だ
し
た
猫

順

Ｏ
Ａ
機
整
え
い
よ
よ
社
長
業

冨

内
に
帰
れ
ば
燃
ゆ
る
ぺ
ー
チ
カ

艶

リ
セ
ッ
ト
を
し
て
も
戻
ら
ぬ
妻
を
恋
い

た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
る
孤
独
と
孤
立

京

内
閣
に
真
の
愛
国
者
は
い
る
か

順

眩
し
い
言
葉
「
滅
私
奉
公
」

冨

明
け
番
に
望
む
残
月
ビ
ル
の
窓

艶

眼
鏡
の
汚
れ
ぬ
ぐ
う
秋
憂

た

ナ
ウ
初
さ
ん
ま
こ
ん
が
り
と
焼
き
苦
学
生

京

旅
の
Ｃ
Ｍ
夢
を
た
く
し
て

順

空
の
青
マ
チ
ス
は
色
の
魔
術
師
で

冨

マ
ン
ト
を
脱
げ
ば
僕
の
父
さ
ん

艶

記
念
樹
の
花
は
大
樹
に
半
世
紀

京

思
い
出
つ
の
る
雨
の
あ
た
た
か

た
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《
本
庄
・
あ
し
た
本
庄
連
句
会
》

歌

仙

『
籾

の

山
』

越
智
み
よ
子
捌

令
和
四
年
十
一
月
十
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
二
月
十
日
尾

一
陣
の
風
吹
き
ぬ
け
り
籾
の
山

越
智
み
よ
子

古

池

の

面

照

ら

す

満

月

田
口
晶

子

少
年
の
サ
ッ
ク
ス
の
律
身
に
沁
み
て

竹
本
い
く
こ

ゆ
っ
た
り
渉
る
雲
の
い
ろ
い
ろ

み

フ
レ
ー
ム
の
ふ
く
ら
み
切
っ
て
出
荷
時

晶

家
族
揃
っ
て
囲
む
は
榾
火

い

ウ
開
設
の
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
賑
わ
い
に

み

捌
き
の
妙
に
心
底
引
か
れ

晶

貫
禄
の
神
田
須
田
町
老
舗
妻

い

坂

登

り

つ

め

古

き

神

苑

み

ラ
ン
ド
セ
ル
鳴
ら
し
帰
宅
の
子
等
の
列

晶

ス
マ
ホ
に
習
う
料
理
あ
れ
こ
れ

い

月
耿
と
か
か
る
中
天
蜘
蛛
太
鼓

み

声

の

弾

け

る

林

間

学

校

晶

い
つ
の
世
も
末
は
博
士
か
大
臣
か

い

ま
ず
は
健
康
ヨ
ー
ガ
・
食
事
と

み

花
人
の
湧
き
て
湧
く
な
り
天
が
下

晶

ビ
ー
フ
カ
レ
ー
に
浅
蜊
た
っ
ぷ
り

い

ナ
オ
強
東
風
に
あ
っ
け
ら
か
ん
と
辻
地
蔵

み

幡
ひ
ら
ひ
ら
と
備
前
窯
元

晶

刻
過
ぎ
て
ポ
ス
ト
虚
し
き
生
あ
く
び

い

い
つ
か
立
ち
消
え
合
弁
話

み

冬
ざ
る
る
物
価
高
騰
円
安
も

晶

す
っ
て
ん
こ
ろ
り
お
っ
と
凍
鶴

い

お
姫
様
抱
っ
こ
力
士
の
腕
の
中

み

地
震
ぐ
ら
り
と
ビ
ル
の
崩
壊

晶

ゆ
っ
た
り
と
弛
む
電
線
畑
の
上

い

新
バ
イ
パ
ス
の
工
事
は
遅
々
と

み

海
原
に
月
の
道
筋
ま
っ
し
ぐ
ら

い

夜
長
手
遊
び
成
る
千
羽
鶴

み

ナ
ウ
阿
波
踊
り
先
導
若
き
城
ガ
ー
ル

晶

年
季
の
入
る
婆
の
ま
ん
じ
ゅ
う

い

恵
方
へ
と
ジ
ャ
ン
ボ
飛
行
機
伸
び
ゆ
け
り

み

笑
顔
で
帰
還
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

晶

地
酒
酌
み
芸
は
玄
人
花
筵

い

和
の
文
字
を
背
に
唸
る
大
凧

執

筆
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《
東
京
・
蛙
門
会
》

二
十
韻

『
け
ん
け
ん
パ
！
』

光
丘
真
理
捌

令
和
四
年

十
月
四
日
首

令
和
四
年
十
一
月
八
日
尾（

於
・
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

青
空
や
帰
燕
は
高
く
点
と
な
り

浅
岡
照

夫

大
欠
伸
す
る
石
榴
ゆ
ら
ゆ
ら

村
松
定

史

汁
椀
の
底
に
弦
月
香
り
し
て

岡
部
瑞

枝

十
日
前
か
ら
旅
の
支
度
を

横
田
め

い

ウ
風
逃
れ
海
辺
の
カ
フ
ェ
で
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン

光
丘
真

理

な
が

し
め

そ
の
秋
波
に
身
の
竦
む
ほ
ど

定

史

吾
も
又
薄
く
紅
引
く
神
社
裏

瑞

枝

処
方
箋
に
は
知
ら
な
い
薬

め

い

闇
の
森
狼
の
影
行
き
過
ぎ
し

照

夫

ネ
ッ
ト
回
線
凍
り
つ
か
せ
る

篠
塚
雅

世

ナ
オ
棺
の
蓋
か
た
こ
と
こ
と
り
鳴
り
止
ん
で

定

史

べ
つ
か
ふ
飴
に
透
け
る
横
顔

瑞

枝

小
さ
き
蔵
異
国
の
妻
と
酒
醸
し

照

夫

ひ

え

い

ほ
う
た
る

比
叡
山
仰
ぎ
て
蛍
を
愛
づ

雅

世

ミ
サ
イ
ル
の
飛
び
交
ふ
野
辺
に
夏
の
月

〃

縦

糸

に

時

横

糸

に

夢

瑞

枝

あ

ナ
ウ
古
硯
の
池
を
満
た
せ
ば
龍
の
顕
れ

定

史

雪
解
道
来
る
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ

瑞

枝

け
ん
け
ん
パ
！
ふ
る
よ
ま
た
ふ
る
児
ら
に
花

真

理

蛙
受
け
継
ぐ
眠
い
遺
伝
子

照

夫
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《
伊
賀
・
伊
賀
連
句
会
―
い
が
ま
ち
座
》

歌

仙

『
蒼

穹

や
』

衆
議
判

令
和
四
年

十
月
二
十
五
日
首

令
和
四
年
十
二
月
二
十
五
日
尾

（
於
・
ア
ト
リ
エ
い
ろ
は
）

蒼
穹
や
伊
陽
に
響
く
祭
笛

馬
岡
ひ
ろ
子

髪
に
ひ
ま
わ
り
ね
じ
り
鉢
巻
き

松
岡
芳

恵

時
を
告
ぐ
か
ら
く
り
時
計
見
上
ぐ
ら
む

森
田
満

枝

田
舎
暮
ら
し
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

藤
井
克

幸

月
明
り
エ
ア
ギ
タ
リ
ス
ト
揺
れ
る
影

町
野
正

子

飯

盒

煮

え

て

松

茸

の

香

ひ

ウ
こ
ん
な
所
忘
れ
団
扇
の
走
り
書
き

芳

自
粛
解
か
れ
て
逸
る
こ
こ
ろ
よ

山
村
と
し
お

結
婚
の
式
場
予
約
殺
到
す

満

老

舗

の

旅

館

商

機

到

来

克

シ
ナ
リ
オ
は
起
業
成
功
お
大
尽

正

金
が
金
生
む
バ
ブ
ル
全
盛

ひ

い
で出
し
月
毛
皮
に
埋
も
れ
う
っ
と
り
と

と

暖
簾
く
ぐ
り
て
頼
む
熱
燗

克

誇
る
か
に
魚
拓
の
数
は
さ
ら
に
増
え

満

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
歓
喜
爆
発

正

故
郷
に
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
の
花
便
り

芳

川
は
流
れ
て
沖
の
干
潟
へ

ひ

ナ
オ
遍
路
笠
連
絡
船
の
着
く
港

梅
田
と
ほ
る

家
族
そ
ろ
っ
て
囲
む
夕
食

髙
井
悠

子

携
帯
の
ラ
イ
ン
通
知
は
鳴
り
や
ま
ず

満

市
民
の
足
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

と

じ
じ
と
ば
ば
飛
び
交
う
蛍
追
い
か
け
て

正

怪

談

芝

居

化

粧

完

璧

芳

ナ
ウ
大
胆
に
顔
を
覗
い
て
親
し
げ
に

克

名
も
知
ら
ぬ
ま
ま
深
い
約
束

ひ

恋
心
出
陣
に
似
て
武
者
震
い

ほ

住

宅

街

の

妙

な

静

け

さ

悠

望
の
月
国
旗
の
色
の
電
波
塔

と

虫
の
調
べ
に
祈
る
平
和
よ

満

愛
の
羽
根
セ
ー
ラ
ー
服
に
風
受
け
て

正

客
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
移
動
ス
ー
パ
ー

芳

気
が
置
け
ぬ
友
と
の
ん
び
り
喫
茶
室

克

部
屋
に
飾
っ
た
啄
木
の
歌

ひ

掃
き
そ
う
じ
小
さ
き
庭
も
花
盛
り

悠

百
歳
時
代
舞
い
あ
が
る
凧

ほ
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《
伊
勢
原
・
伊
勢
原
連
句
会
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
冬

嶺

を
』

近
藤
蕉
肝
捌

※
有
り
の
実＝

梨
の
こ
と

令
和
四
年
十
一
月
四
日
首
尾（

於
・
伊
勢
原
市
中
央
公
民
館
）

冬
嶺
を
鳥
鳴
き
わ
た
る
日
暮
か
な

飯
田
せ
つ
子

た
ぶ
ち
む
か
え
る
里
の
木
守

近
藤
蕉

肝

作
り
お
く
茄
の
漬
物
準
備
し
て

近
藤
礼

子

家
具
の
匠
の
椅
子
が
三
脚

せ
つ
子

月
食
の
時
を
し
ず
か
に
待
つ
な
ら
む

蕉

肝

回
す
新
酒
は
か
ろ
や
か
な
酔

礼

子

ウ
台
風
は
室
戸
岬
を
か
す
め
過
ぎ

せ
つ
子

案
山
子
の
腕
は
い
つ
も
健
在

石
川
桃

瑪

縄
文
の
土
器
の
下
か
ら
ナ
ウ
マ
ン
象

礼

子

忘
れ
ら
れ
な
い
喜
寿
の
元
カ
レ

蕉

肝

パ
ソ
コ
ン
で
負
け
ず
に
送
る
愛
の
文

桃

瑪

ク
リ
ッ
ク
ミ
ス
で
消
え
て
し
ま
っ
た

せ
つ
子

う
た
た
寝
の
覚
め
て
ハ
ワ
イ
の
虹
の
橋

蕉

肝

目
高
の
桶
に
浮
か
ぶ
月
影

礼

子

お
土
産
は
寄
木
細
工
の
コ
ー
ス
タ
ー

せ
つ
子

大

神

宮

の

み

く

じ

大

吉

桃

瑪

花
分
け
て
屋
形
船
ゆ
く
隅
田
川

礼

子

町

内

あ

げ

て

集

う

曲

水

蕉

肝

ナ
オ
誰
彼
と
な
く
誘
い
出
し
桃
畑

桃

瑪

愛
想
笑
い
で
や
り
過
ご
す
人

せ
つ
子

長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
籠
り
で
名
も
忘
れ

蕉

肝

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
し
ぶ
い
バ
リ
ト
ン

礼

子

お
七
夜
の
寝
顔
お
だ
や
か
月
円

せ
つ
子

弁
護
士
事
務
所
届
く
有
り
の
実

桃

瑪

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
訳
も
分
ら
ず
馬
鹿
騒
ぎ

礼

子

江
戸
の
石
碑
は
薬
研
彫
り
に
て

蕉

肝

品
選
び
推
し
と
言
わ
れ
て
見
る
値
札

桃

瑪

円
安
ゆ
え
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
り

せ
つ
子

プ
ー
チ
ン
の
夢
食
っ
た
獏
腹
こ
わ
し

蕉

肝

海
の
向
こ
う
に
鬼
の
住
む
島

礼

子

ナ
ウ
近
頃
は
な
べ
て
ス
マ
ホ
に
教
え
ら
れ

せ
つ
子

卑
猥
な
話
ほ
く
そ
え
む
彼

桃

瑪

体
操
も
女
子
陸
上
も
脱
毛
し

礼

子

エ
ン
ト
ロ
ピ
ッ
ク
重
力
の
蝶

蕉

肝

ダ
ム
工
事
始
ま
る
前
の
花
む
し
ろ

桃

瑪

春
の
み
か
ん
が
並
ぶ
直
売

せ
つ
子
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《
伊
勢
原
・
伊
勢
原
連
句
会
―
そ
の
二
》

歌

仙

『
巫
女
ふ
た
り
』

根
津
忠
史
捌

令
和
四
年
十
一
月
五
日
首
尾（

於
・
伊
勢
原
市
中
央
公
民
館
）

巫
女
ふ
た
り
夜
露
を
ぬ
ぐ
ふ
能
舞
台

前
田
明

水

月
照
る
紅
葉
あ
で
や
か
に
栄
え

大
津
博

山

炊
き
上
げ
の
母
の
柚
味
噌
の
香
る
ら
ん

海
老
原

雅

犬
の
散
歩
が
今
や
ル
ー
チ
ン

紀
本
直

幸

意
気
込
み
の
甲
斐
あ
り
合
格
免
許
証

今
井
み
つ
代

暑

い

盛

り

に

旅

行

相

談

小
松
澤
麻
佐
子

か
わ
せ
み

ウ
あ
の
辺
り
翡
翠
来
る
と
評
判
に

根
津
忠

史

脇

往

還

を

は

ず

れ

別

宅

明

水

ボ
ガ
ー
ド
の
後
ろ
姿
に
む
せ
ぶ
風

博

山

ピ
ン
ヒ
ー
ル
手
に
追
ひ
詰
め
る
ひ
と

雅

業
終
へ
帰
り
の
電
車
月
寒
し

直

幸

あ
ら
た
ま
の
年
家
族
ま
た
増
え

み
つ
代

土
地
と
水
恵
ま
れ
て
い
て
住
み
易
く

麻
佐
子

等

身

大

の

道

灌

の

像

忠

史

沢
筋
を
抜
け
る
獣
に
弓
を
引
き

明

水

連
続
ド
ラ
マ
役
は
町
医
者

博

山

カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
に
花
の
降
る

雅

の
た
り
の
た
り
と
瀬
戸
の
鯛
網

直

幸

ナ
オ
春
の
額
名
画
に
似
せ
る
見
栄
つ
張
り

み
つ
代

走

つ

て

登

る

急

な

階

段

麻
佐
子

待
ち
か
ね
た
ド
ラ
フ
ト
一
位
ご
挨
拶

忠

史

立
身
出
世
教
科
書
に
載
る

明

水

逆
玉
の
深
窓
令
嬢
適
齢
期

博

山

睦
言
の
外
聴
く
耳
は
な
し

雅

英
国
人
褒
め
る
日
本
の
冬
日
和

直

幸

ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
生
き
た
心
地
す

み
つ
代

句
会
楽
し
仲
間
の
支
へ
思
ひ
や
り

麻
佐
子

分

教

場

に

鳴

渡

る

鐘

忠

史

乗
合
ひ
の
行
か
ぬ
秘
湯
に
満
る
月

明

水

幼

馴

染

と

踊

る

火

祭

り

博

山

ナ
ウ
新
品
種
大
粒
揃
ひ
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

雅

ま
ち

ま
ち

金
利
引
き
上
げ
ペ
ー
ス
区
区

直

幸

ひ
と

道
楽
と
趣
味
専
ら
の
う
ち
の
夫

み
つ
代

自
給
自
足
で
生
き
る
百
歳

麻
佐
子

花
見
舟
船
頭
さ
ん
の
唄
に
酔
ひ

忠

史

は

だ

れ

斑

雪

残

れ

り

尖

塔

の

峰

み
つ
代
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《
伊
東
・
伊
東
連
句
会
「
風
」
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
初

鷗
』

近
藤
蕉
肝
捌

令
和
四
年

十
月
二
十
日
首

令
和
四
年
十
一
月
十
七
日
尾

（
於
・
伊
東
市
中
央
会
館
）

か
ぎ
ろ
い
や
今
飛
び
立
た
ん
初
鷗

角
田
紀

子

福
茶
た
ま
わ
る
干
物
屋
の
縁

宮
澤
次

男

新
築
の
木
の
香
ほ
の
か
に
漂
い
て

半
田
有

杜

広
い
舞
台
に
お
ろ
す
右
足

穐
山
松

子

月
冴
え
て
野
原
一
面
白
々
と

寺
本
碧

水

何
は
と
も
あ
れ
呷
る
熱
燗

菅
沼
公

子

ウ
同
胞
の
集
う
法
事
に
猫
も
い
る

紀

子

空
の
涙
に
ま
た
も
だ
ま
さ
れ

斎
藤
恵

子

な
れ
そ
め
は
G
T
R
颯
爽
と

藍
原
綾

子

バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
君
の
胸
ま
で

菅
沼
不

立

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
求
め
ロ
ー
マ
の
休
日
に

り
ん
亭

投
げ
る
コ
イ
ン
は
五
円
百
円

次

男

ビ
オ
ロ
ン
の
不
協
和
音
に
月
惑
う

有

杜

鈴
虫
の
声
遠
き
ミ
サ
イ
ル

碧

水

霧
は
れ
て
平
和
な
国
よ
蘇
れ

有

杜

マ
ッ
チ
ョ
が
選
ぶ
鶏
肉
の
ハ
ム

綾

子

あ
り
っ
た
け
玩
具
ち
ら
ば
る
花
筵

次

男

れ

ん

げ

畑

の

故

郷

の

道

不

立

ナ
オ
春
炬
燵
気
ま
ま
な
山
の
暮
し
あ
り

碧

水

八

百

万

な

る

神

を

敬

い

有

杜

大
い
な
る
杉
玉
つ
る
す
酒
屋
に
て

不

立

呂
律
回
ら
ず
医
者
に
駆
け
込
む

り
ん
亭

女
子
ア
ナ
の
分
け
隔
て
な
き
そ
の
笑
顔

紀

子

手
入
れ
よ
ろ
し
き
権
妻
の
庭

綾

子

藁
人
形
月
照
ら
し
た
る
釘
の
跡

不

立

装
う
山
の
色
も
褪
せ
た
り

有

杜

不
凍
港
西
も
東
も
穴
惑
い

り
ん
亭

葉
っ
ぱ
頭
に
化
け
る
練
習

紀

子

繰
り
返
す
遺
伝
子
変
異
ケ
ル
ベ
ロ
ス

碧

水

雪

の

降

る

夜

は

昔

話

を

有

杜

ナ
ウ
た
だ
前
へ
進
み
行
く
の
み
ラ
ガ
ー
マ
ン

次

男

夢

と

希

望

の

三

者

面

談

碧

水

ソ
ー
ラ
ー
に
波
に
地
熱
に
バ
イ
オ
マ
ス

有

杜

伊
豆
の
海
辺
の
風
車
売
り

り
ん
亭

花
の
宿
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
運
ば
れ
て

綾

子

か
す
み
に
う
か
ぶ
頼
朝
の
か
げ

近
藤
蕉

肝
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《
伊
東
・
伊
東
連
句
会
「
風
」
―
そ
の
二
》

歌

仙

『
極

寒
』

菅
沼
不
立
捌

令
和
五
年
一
月
十
九
日
首

令
和
五
年
二
月
十
六
日
尾

（
於
・
伊
東
市
中
央
会
館
）

極
寒
や
山
ふ
と
こ
ろ
の
村
老
い
し

菅
沼
不

立

霜

柱

踏

み

覗

く

箱

罠

藍
原
綾

子

街
角
の
コ
ー
ヒ
ー
の
香
に
誘
わ
れ
て

宮
澤
次

男

音
の
静
か
な
電
気
自
動
車

半
田
有

杜

高
楼
に
仰
ぎ
見
る
月
耿
耿
と

寺
本
碧

水

満
天
星
紅
葉
い
よ
よ
鮮
や
か

綾

子

ウ
裸
婦
像
に
足
を
留
め
る
美
術
展

次

男

十
二
時
過
ぎ
て
元
の
ボ
ロ
服

有

杜

真
実
の
愛
を
求
め
て
寅
次
郎

碧

水

美

人

姉

妹

の

本

命

は

誰

り
ん
亭

宣
伝
に
乗
せ
ら
れ
サ
プ
リ
買
い
漁
り

有

杜

ジ
ビ
エ
料
理
を
お
っ
か
な
び
っ
く
り

綾

子

平
和
裏
に
Ｐ
Ｋ
戦
で
夏
の
陣

碧

水

月
も
涼
し
き
須
磨
の
松
籟

次

男

懐
か
し
き
顔
が
揃
い
て
ま
ず
一
献

有

杜

こ
く
り
こ
く
り
と
居
眠
り
の
犬

綾

子

寂
庵
に
旅
人
を
ま
つ
花
の
笑

不

立

春
風
に
乗
る
琴
の
調
べ
よ

碧

水

ナ
オ
競
漕
の
勝
利
の
エ
イ
ト
力
瘤

次

男

走
り
来
る
子
を
し
か
と
受
け
止
め

有

杜

母
牛
の
草
を
食
み
た
る
丘
の
牧

綾

子

鐘
を
目
指
し
て
巡
礼
の
道

り
ん
亭

冬
晴
れ
を
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
輝
き
て

有

杜

成
吉
思
汗
の
鍋
つ
つ
き
合
う

り
ん
亭

ふ
る
さ
と
の
川
は
こ
ん
な
に
狭
か
っ
た

碧

水

地
図
に
載
ら
な
い
こ
の
隠
れ
宿

綾

子

家
で
待
つ
妻
の
あ
る
身
を
つ
い
忘
れ

有

杜

Ｄ
Ｊ
ポ
リ
ス
舌
の
滑
ら
か

綾

子

べ
っ
た
ら
の
市
照
ら
し
出
す
月
の
翳

不

立

落
鮎
下
げ
て
友
の
あ
ら
わ
る

次

男

ナ
ウ
赤
と
ん
ぼ
戸
惑
い
な
が
ら
ビ
ル
の
谷

有

杜

防

犯

カ

メ

ラ

写

す

妖

怪

り
ん
亭

Ａ
Ｉ
の
翻
訳
と
き
に
的
は
ず
れ

有

杜

時
の
流
れ
を
追
え
ぬ
年
代

次

男

外
つ
国
の
人
も
集
い
し
花
の
宴

綾

子

良
き
こ
と
多
き
う
ら
ら
か
な
昼

り
ん
亭
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《
大
阪
・
大
阪
連
句
懇
話
会
》

二
十
韻

『
大
阪
の
か
た
ち
』

小
池
正
博
捌

令
和
四
年
六
月
六
日
首
尾

（
於
・
た
か
つ
ガ
ー
デ
ン
）

大
阪
の
か
た
ち
に
か
ぶ
る
夏
帽
子

小
池
正

博

麦
藁
蛸
の
う
ご
く
ト
ロ
箱

木
村
ふ

う

ワ
ゴ
ン
車
で
撮
影
班
が
次
々
に

下
江
花
留
化

昔
の
こ
と
と
こ
れ
か
ら
の
こ
と

竹
山
み
ど
り

ウ
激
動
の
世
界
見
つ
め
る
月
の
眉

ふ

う

告
白
さ
え
も
虫
に
邪
魔
さ
れ

花
留
化

そ
ぞ
ろ
寒
け
ん
か
す
る
ほ
ど
好
き
だ
っ
た

正

博

木
魚
に
あ
わ
せ
リ
ズ
ム
体
操

花
留
化

熟
さ
ず
に
ま
だ
ま
だ
青
い
青
二
才

み
ど
り

課
長
の
靴
を
あ
た
た
め
て
お
り

ふ

う

ナ
オ
う
ち
の
仔
も
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
埋
め
ま
し
た

花
留
化

心
配
し
た
が
た
だ
の
風
邪
ら
し

ふ

う

お
勧
め
の
水
ま
ん
じ
ゅ
う
に
冬
の
月

間
部
好

美

む
す
び
の
地
へ
と
桶
を
漕
ぎ
だ
す

正

博

女
湯
の
暖
簾
に
揺
れ
る
恋
の
う
た

ふ

う

寝
物
語
は
止
む
に
や
ま
れ
ず

み
ど
り

ナ
ウ
正
確
な
予
測
へ
線
状
降
水
帯

ふ

う

紋
白
蝶
が
ひ
ら
り
ひ
ら
ひ
ら

花
留
化

山
麓
の
酒
蔵
か
ら
も
花
便
り

正

博

美
し
き
も
の
春
の
い
の
ち
か

み
ど
り
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《
平
塚
・
お
お
す
み
連
句
会
》

二
十
韻

『
蛇
皮
線
弾
く
』

石
川
桃
瑪
捌

＊
や
ち
む
ん：

沖
縄
の
こ
と
ば
。
焼
き
物
。
陶
器
。

＊
い
に
し
世：

過
ぎ
去
っ
た
世
．
去
る
年
。

＊
料
る：

古
語
。
〈
料
理
の
動
詞
化
〉
料
理
す
る
。

＊
招
ぐ：

古
語
。
を
く
。
を
ぐ
。
〈
心
霊
な
ど
を
〉
招
き
寄
せ
る
。

令
和
四
年
四
月

二
日
首
（
於
・
八
幡
山
の
洋
館
）

令
和
四
年
四
月
二
十
日
尾
（
文
音
）

花
冷
え
や
西
洋
館
の
波
硝
子

石
田

京

い
つ
入
る
か
と
巣
箱
見
上
げ
る

小
林
静

司

白
て
ふ
の
寄
り
道
し
つ
つ
飛
ぶ
な
ら
ん

石
川
桃

瑪

誰
が
投
げ
た
か
や
ち
む
ん
の
壺

安
楽
明

郎

ウ
思
ひ
出
は
い
に
し
世
の
ま
ま
月
涼
し

静

司

豊
満
な
胸
つ
つ
む
芭
蕉
布

京

蛇
皮
線
の
音
と
弾
き
手
に
惚
れ
こ
み
て

明

郎

戦
禍
に
負
け
ぬ
国
を
誇
り
に

桃

瑪

近
ご
ろ
は
小
麦
の
価
格
高
騰
す

京

象
牙
買
ひ
込
み
篆
刻
の
技

静

司

ナ
オ
初
霜
の
置
く
庭
先
に
箒
立
て

桃

瑪

凍
鶴
群
る
る
風
の
保
護
地
区

明

郎

ビ
タ
ミ
ン
よ
プ
ロ
テ
イ
ン
よ
と
嫁
料
る

静

司

を

蚊
帳
の
名
残
に
龍
田
姫
招
ぐ

京

星
月
夜
じ
ゆ
ご
ん
去
り
ゆ
く
辺
野
古
沖

明

郎

大
綱
引
に
人
の
ひ
し
め
く

桃

瑪

ナ
ウ
平
和
な
る
時
代
を
確
と
噛
み
し
め
て

京

少

し

返

せ

し

借

金

の

額

静

司

満
開
の
落
ち
な
ん
と
し
て
紅
椿

桃

瑪

磯
の
口
明
け
朝
ま
だ
き
よ
り

明

郎
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《
岡
山
・
岡
山
県
連
句
協
会
・
昴
》

二
十
韻

『
晴
れ
の
国
』

今
村
華
紅
捌

令
和
四
年
二
月

四
日
首

令
和
四
年
二
月
二
十
日
尾

（
於
・
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
）

立
春
や
名
に
違
は
ざ
る
晴
れ
の
国

石
見
に
ゃ
ん
子

そ
ぞ
ろ
歩
き
に
匂
ふ
梅
林

藤
原
み
き
よ

田
楽
を
師
の
大
皿
に
盛
り
つ
け
て

今
村
華

紅

座
敷
の
隅
に
猫
が
居
残
り

み

ウ
サ
イ
ダ
ー
の
泡
の
は
じ
け
て
昼
の
月

華

頬
杖
つ
い
て
君
を
見
て
ゐ
る

小
川
沙

羅

だ
ま
さ
れ
た
あ
の
言
葉
か
ら
二
十
年

み

ど
ち
ら
が
ぐ
り
で
ぐ
ら
が
ど
ち
ら
か

に
ゃ

草
原
を
つ
ぎ
つ
ぎ
過
る
雲
の
影

小
倉

掬

地
酒
抱
へ
て
来
た
る
ポ
ン
友

景
山
か
お
り

ナ
オ
ふ
る
さ
と
の
訛
行
き
交
ふ
冬
の
町

華

燻
つ
て
い
る
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ

畑

霜

月

抱
擁
は
彼
の
マ
ン
ト
に
包
ま
れ
て

大
倉
青

帆

闇
に
こ
ぼ
る
る
長
き
黒
髪

に
ゃ

有
明
の
月
を
待
た
せ
て
一
の
宮

月

ゑ
の
こ
ろ
ぐ
さ
の
群
生
に
会
ふ

み

ナ
ウ
色
鳥
の
羽
音
降
り
来
る
峠
道

に
ゃ

母
の
両
手
に
ぶ
ら
さ
が
る
子
等

〃

京
へ
五
里
花
に
埋
も
れ
し
み
ち
し
る
べ

華

木
の
学
舎
に
立
て
る
陽
炎

執

筆
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《
東
京
・
解
纜
》

源
氏
行

『
鷹

柱
』

初
折
二
折
オ

服
部
秋
扇
捌

二
折
ウ
名
残
折

渡
辺

柚
捌

峰
風
に
乗
り
旋
回
す
鷹
柱

服
部
秋

扇

朝
月
の
こ
る
空
の
広
や
か

別
所
真

紀

故
郷
の
柚
餅
子
の
顔
は
無
骨
に
て

渡
辺

柚

猫
に
差
し
出
す
紺
の
座
布
団

鈴
木
美
奈
子

約
束
を
忘
れ
な
盆
に
忘
れ
き
し

西
川
菜

帆

双
手
に
包
む
小
さ
き
香
盒

越
村
清

良

ウ
大
壺
の
枯
れ
蓮
時
を
縮
み
ゆ
く

津
髙
鬼

猫

し
づ
り
の
雪
に
頬
ぬ
ら
す
君

福
永
千

晴

恋
重
し
抱
擁
の
身
に
言
葉
な
し

石
上
遥

夢

ゆ
つ
く
り
走
る
七
尾
線
な
り

良

三
葉
虫
の
個
眼
レ
ン
ズ
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

石
田

京

棘
み
づ
み
づ
と
毬
栗
の
青

江
下
緋

紗

乱
取
り
の
投
げ
技
決
ま
り
汗
拭
ふ

白
石
一

有

礼

儀

作

法

は

父

の

特

訓

佐
久
間
鵠

舟

幼
児
の
方
舟
な
り
し
玩
具
箱

紀

階
段
箪
笥
ふ
い
に
飛
び
だ
す

帆

乾
坤
を
わ
た
る
尺
八
花
月
夜

扇

酔
ひ
覚
め
て
な
ほ
曲
水
の
夢

晴

二
オ
山
笑
ふ
山
羊
は
手
紙
を
食
べ
て
ゐ
る

猫

シ
ジ
ミ
蝶
て
ふ
愛
ら
し
き
友

京

少
年
の
想
ひ
疾
走
倍
速
に

柚

「
勝
手
に
し
や
が
れ
」
ス
イ
ス
で
の
自
死

紗

そ
の
貌
の
ま
ざ
ま
ざ
あ
り
し
浮
い
て
こ
い

良

夏

大

根

の

辛

味

強

か

り

晴

気
の
弱
り
六
部
の
辿
る
行
者
道

舟

海

坂

藩

の

町

割

図

書

く

紀

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
遠
隔
オ
ペ
を
支
援
し
て

柚

コ
ー
ド
読
め
ず
に
迷
宮
に
入
る

夢

ポ
ー

月
細
く
地
酒
積
み
出
す
舟
の
笛

舟

木
桶
に
放
つ
魚
籠
の
錆
鮎

西
田
荷

夕

二
ウ
沈
下
橋
水
澄
む
川
を
分
け
て
黄
泉

柚

あ
な
む
ざ
ん
や
な
案
山
子
す
て
ら
れ

紀

羞
ひ
の
繊
き
腕
の
ふ
る
へ
し
を

夕

ス
ケ
ボ
ー
野
郎
颯
爽
と
行
く

良

短
夜
と
気
流
上
昇
し
て
ふ
た
り

猫

一
角
獣
の
乗
っ
て
く
る
虹

京

あ
り

ど

湧
水
の
在
処
に
小
石
ゆ
ら
ゆ
ら
と

扇

ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ
と
指
揮
棒
の
先

晴

亀
歩
む
千
里
の
道
も
た
ゆ
み
な
く

夢

三

日

月

型

の

兜

国

宝

舟
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令
和
四
年
九
月
十
五
日
首

令
和
四
年
十
月
二
十
日
尾

（
於
・
高
円
寺
中
央
会
議
室
）

ば
け

が
く

花
婿
は
化
学
花
嫁
物
理
学

紀

イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
を
目
差
す
卒
論

晴

ナ
オ
清
明
の
酒
は
は
ん
な
り
伏
見
酒

扇

青

柳

捌

く

姑

の

柳

刃

夕

片
乳
を
失
く
し
た
聖
母
像
を
見
し

柚

ヘ
ジ
ャ
ブ
の
ゆ
ゑ
に
死
せ
る
少
女
は

舟

岸
壁
よ
り
慟
哭
と
し
て
水
が
噴
く

奈

黒
く
白
く
と
太
る
ペ
ン
ギ
ン

猫

冬
ば
ら
を
茶
花
と
し
た
り
門
跡
寺

良

愛
し
き
君
と
わ
れ
は
裸
木

晴

筒
井
筒
い
つ
し
か
尉
と
姥
と
な
り

舟

箒
持
た
せ
て
世
の
塵
を
掃
き

京

待
宵
の
と
も
づ
な
に
鳩
連
な
れ
る

猫

寸

法

直

し

て

残

菊

の

宴

晴

ナ
ウ
円
楽
は
憎
ま
れ
役
よ
色
葉
散
る

良

太
祇
た
の
し
く
島
原
に
住
む

夢

集
へ
る
は
う
た
び
と
言
霊
さ
き
は
ふ
や

扇

新
入
園
児
結
ん
で
開
い
て

夕

撫
で
牛
の
肌
艶
め
き
て
花
の
雨

柚

白
魚
を
汲
む
透
明
を
掬
む

紀
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《
鹿
児
島
・
鹿
児
島
県
連
句
協
会
》

歌

仙

『
志
士
の
像
』

梅
村
光
明
捌

令
和
四
年
十
一
月
二
十
六
日
首
（
文
音
）

令
和
五
年

三
月

六
日
尾

薩
摩
路
や
時
雨
に
濡
る
る
志
士
の
像

中
嶋
祐

子

飛
翔
を
終
へ
し
鶴
憩
ふ
里

梅
村
光

明

歌
が
る
た
譲
れ
ぬ
札
を
気
に
留
め
て

松
下
み
ゆ
き

読
め
ぬ
未
来
に
歴
史
重
ね
ん

村
瀬

悟

億
万
の
か
な
た
の
月
の
浮
か
ぶ
杯

田
代
洋
里
子

駅

長

独

り

袖

に

草

の

実

前
田

豊

ウ
ノ
ラ
猫
に
鎌
振
り
翳
す
い
ぼ
む
し
り

大
西
朝

子

ポ
ッ
ケ
に
入
れ
る
平
和
用
意
し

日
高
う
ん
ま

思
ふ
の
に
口
動
か
さ
ぬ
じ
れ
つ
た
さ

藤
崎
眞
理
子

急

接

近

は

草

野

球

か

ら

吉
永
千
賀
子

く
じ
引
き
も
恋
の
出
逢
ひ
も
強
き
運

光

明

渋
滞
の
中
届
く
デ
リ
バ
リ

祐

子

だ
れ
や
め
に
甘
藷
焼
酎
を
ぐ
い
と
飲
み

悟

静
け
き
月
に
大
暑
忘
る
る

み
ゆ
き

故
郷
の
訛
耳
に
し
安
堵
し
て

豊

ワ
シ
ン
ト
ン
よ
り
至
る
絵
葉
書

洋
里
子

花
の
席
箏
三
面
の
奏
で
ら
れ

う
ん
ま

塩
瀬
の
帯
の
柄
は
や
ど
か
り

朝

子

ナ
オ
春
風
に
額
髪
ま
か
せ
観
覧
車

千
賀
子

逆
境
な
れ
ど
ブ
レ
ぬ
軸
足

眞
理
子

人
質
の
竹
千
代
い
つ
か
将
軍
に

祐

子

あ
は
ひ

虚
実
皮
膜
の
間

目
差
さ
ん

光

明

打
ち
揃
ひ
お
で
ん
囲
め
ば
ほ
ぐ
れ
ゆ
く

み
ゆ
き

物

価

高

騰

白

息

吐

息

悟

純
愛
は
作
家
シ
ラ
ノ
の
鼻
の
由

洋
里
子

前
世
の
約
と
胸
に
す
が
り
て

豊

先
立
た
れ
し
よ
ぼ
く
れ
果
て
る
夫
た
ち

朝

子

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
の
被
害
深
刻

う
ん
ま

変
は
る
も
の
変
は
ら
ぬ
も
の
を
映
す
月

眞
理
子

う
か
ら

秋
彼
岸
会
は
親
族
居
並
び

千
賀
子

ナ
ウ
落
鰻
捌
く
手
際
に
手
を
合
は
せ

光

明

難
問
奇
問
解
き
し
ホ
ー
ム
ズ

祐

子

颯
爽
と
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
が
駆
け
抜
け
る

悟

架

空

索

道

山

の

上

ま

で

み
ゆ
き

罷
り
越
す
鞍
馬
天
狗
に
花
吹
雪

豊

子
ら
の
見
る
沖
喜
見
城
顕
つ

洋
里
子
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《
横
浜
・
桂
の
会
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
大
洲
の
鵜
飼
』

小
松
知
二
捌

令
和
四
年
七
月
二
十
二
日
首

令
和
四
年
九
月

一
日
尾

（
於
・
横
浜

藤
が
丘
地
区
セ
ン
タ
ー

ウ
九
句
目
以
降
は
文
音
）

珍
し
き
伊
予
の
大
洲
の
鵜
飼
か
な

小
松
知

二

床

涼

み

す

る

舞

妓

連

中

橋
本
直

樹

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
直
ち
に
知
ら
せ
る
ラ
イ
ン
に
て

柏

元

章

離
乳
食
に
も
流
行
る
缶
詰

知

摩
天
楼
背
比
べ
す
る
や
月
昇
る

直

独

居

慰

め

鉦

叩

き

鳴

く

章

ウ
同
期
会
酌
み
交
わ
し
た
る
新
走
り

知

ご
無
沙
汰
詫
び
る
絵
手
紙
が
来
て

直

改
め
て
思
い
は
深
し
セ
ピ
ア
色

章

愛
の
巣
求
め
秘
境
ブ
ー
タ
ン

知

抱
き
寄
せ
て
僕
で
良
い
か
と
聞
い
て
み
る

直

路
面
電
車
の
近
づ
け
る
音

章

月
冴
え
て
共
同
温
泉
賑
え
り

知

ハ

ウ

ス

栽

培

冬

苺

採

る

直

米
寿
に
は
曾
孫
玄
孫
の
ロ
ン
ド
の
輪

種
川
と
み
子

家
族
の
歴
史
嘘
か
ま
こ
と
か

河
田
水

尾

三
年
も
花
見
の
宴
の
遠
ざ
か
り

森
本
幹

子

卒

業

式

か

羽

織

袴

で

北
川

稔

ナ
オ
遍
路
へ
と
友
と
語
ら
い
旅
支
度

章

編
隊
組
ん
で
オ
ス
プ
レ
イ
飛
ぶ

知

ど
こ
も
か
も
廃
墟
と
な
り
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

直

常

夜

灯

下

猫

に

餌

遣

り

と

持
た
せ
た
る
麦
茶
に
汐
を
ひ
と
つ
ま
み

水

幼
馴
染
と
夜
店
冷
や
か
し

幹

今
朝
の
髪
彼
の
好
み
と
褒
め
ら
れ
て

稔

心
な
ら
ず
も
道
な
ら
ぬ
恋

章

懐
か
し
き
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
洒
落
た
カ
フ
ェ

知

若
き
ア
ー
チ
ス
ト
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

直

竪
琴
を
月
に
奏
で
る
楽
師
い
て

と

き
の
こ
狩
り
に
は
鈴
を
忘
れ
ず

水

ナ
ウ
子
も
親
も
楽
し
く
は
し
ゃ
ぐ
万
鬼
祭

幹

町
の
飲
み
屋
で
碁
敵
に
会
い

稔

勇
ま
し
き
西
部
劇
見
て
憂
さ
晴
ら
し

直

牧

水

の

碑

に

暖

か

き

雨

と

バ
ス
を
待
つ
列
に
花
び
ら
何
処
よ
り

水

骨

董

市

へ

春

の

散

策

章
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《
横
浜
・
桂
の
会
―
そ
の
二
》

二
十
韻

『
遠

き

旅
』

吉
田
酔
山
師
追
悼

橋
本
直
樹
捌

令
和
四
年
九
月

六
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
九
月
二
十
八
日
尾

鳥
の
ご
と
落
花
を
抜
け
て
遠
き
旅

吉
田
酔

山

尺
八
の
音
に
春
を
惜
し
み
ぬ

橋
本
直

樹

千
の
風
亀
の
看
経
唱
和
し
て

種
川
と
み
子

飛
行
機
雲
の
消
え
て
い
く
空

小
松
知

二

ウ
暑
き
日
の
よ
う
や
く
暮
れ
て
月
仰
ぐ

河
田
水

尾

揃
い
の
浴
衣
畳
む
嬉
し
さ

森
本
幹

子

タ
ン
ゴ
な
ら
彼
の
リ
ー
ド
に
身
を
任
せ

北
川

稔

思
い
出
深
し
君
の
生
き
方

柏

元

章

酔
い
醒
め
て
山
の
音
聞
く
俳
諧
師

直

傍

線

赤

し

推

敲

の

跡

と

ナ
オ
後
輩
と
寄
せ
鍋
つ
つ
き
故
郷
話

知

俄
か
の
嵐
枯
葉
舞
い
散
る

水

神
の
手
に
委
ね
た
紅
き
糸
手
繰
り

幹

夫
の
打
ち
し
新
蕎
麦
が
好
き

稔

月
見
て
は
あ
の
時
こ
の
時
懐
か
し
く

章

露
時
雨
し
て
猫
も
蓑
着
る

直

ナ
ウ
在
り
し
日
の
紋
付
き
袴
凛
と
し
て

と

連
句
の
普
及
に
努
力
惜
し
ま
ず

知

亡
き
人
と
す
れ
違
い
た
る
朧
の
夜

水

風

船

高

く

遥

か

彼

方

へ

稔
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《
川
口
・
く
さ
く
き
》

附
勝
歌
仙

『
新

春

に
』

小
川
廣
男
捌

令
和
四
年

四
月
十
七
日
首

令
和
四
年
十
二
月
十
八
日
尾

（
於
・
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
リ
リ
ア
」
会
議
室
）

新
春
に
こ
の
旨
酒
を
飲
み
干
さ
む

磯

直

道

懸
蓬
莱
の
床
に
由
由
し
く

永
見
德

代

た
だ
い
ま
の
声
元
気
よ
く
孫
の
来
て

渡
辺
ハ
ツ
ヱ

ご
隠
居
さ
ん
は
囲
碁
に
熱
中

〃

月
明
り
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
買
出
し
に

田
村
昌

江

右

へ

左

へ

揺

れ

る

穂

芒

〃

ウ
明
日
の
旅
風
の
盆
へ
と
い
ざ
な
は
れ

〃

ベ
ッ
ド
の
上
で
メ
イ
ク
ば
つ
ち
り

〃

ま
だ
若
い
卒
寿
す
ぎ
た
る
お
姉
ち
や
ま

大
内
善

一

た
ま
に
は
猫
に
キ
ツ
イ
お
仕
置

昌

江

甘
や
か
す
家
人
尻
目
に
か
け
る
錠

ハ
ツ
ヱ

子
の
空
部
屋
に
月
は
汗
か
き

善

一

笛
の
音
の
余
韻
か
す
か
に
祭
あ
と

ハ
ツ
ヱ

に
ぎ
は
ひ
消
え
て
残
る
虚
し
さ

〃

故
里
の
無
人
の
駅
に
降
り
立
ち
て

昌

江

田

圃

に

映

る

白

馬

の

山

善

一

花
過
ぎ
の
日
日
は
仕
事
に
追
わ
れ
つ
つ

ハ
ツ
ヱ

お

昼

時

で

す

蜆

汁

で

も

昌

江

ナ
オ
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
街
で
買
い
物
春
休
み

昌

江

鳥

居

の

横

の

目

印

の

店

〃

待
ち
合
せ
時
刻
が
せ
ま
り
ど
き
ど
き
し

ハ
ツ
ヱ

彼
は
気
短
い
つ
も
バ
ッ
キ
ン

昌

江

母
と
な
り
女
房
徐
々
に
強
く
な
り

ハ
ツ
ヱ

静

け

さ

破

る

寒

雷

の

音

〃

道
端
に
吹
か
れ
る
ま
ま
の
枯
芙
蓉

〃

過
疎
の
集
落
人
影
の
な
く

〃

床
板
は
油
煙
で
黒
く
光
り
を
り

昌

江

原
稿
用
紙
風
に
吹
か
れ
つ

〃

澄
み
き
り
し
中
天
高
く
後
の
月

ハ
ツ
ヱ

虫
の
音
す
だ
く
病
室
の
窓

〃

ナ
ウ
最
近
の
気
候
変
動
身
に
入
み
て

〃

防

災

グ

ッ

ズ

常

に

点

検

〃

定
年
の
後
は
安
寧
願
ひ
つ
つ

善

一

お
玉
杓
子
の
池
を
に
ぎ
は
し

ハ
ツ
ヱ

実
朝
の
花
は
し
だ
れ
て
地
を
払
い

〃

遠
く
霞
め
る
お
だ
や
か
な
馬
場

昌

江
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《
松
山
・
草
笛
連
句
会
》

半
歌
仙

『
入

彼

岸
』

升
田
佐
栄
子
捌

令
和
四
年
三
月
十
七
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
四
月
十
六
日
尾

御
手
洗
に
会
釈
交
は
し
て
入
彼
岸

升
田
佐
栄
子

地
表
か
す
め
て
つ
い
と
つ
ば
く
ろ

名
本
敦

子

知
ら
ぬ
間
に
山
み
な
木
の
芽
吹
き
上
げ
て

平
井
繁

樹

保
育
園
児
の
泣
く
子
笑
ふ
子

山
岡
良

春

月
光
に
透
か
し
て
み
せ
る
赤
ワ
イ
ン

高
木
幸

恵

セ
ー
ル
の
チ
ラ
シ
秋
風
に
舞
ふ

杉
前
い
と
子

ウ
ふ
る
さ
と
と
変
は
ら
ぬ
声
に
つ
づ
れ
さ
せ

敦

子

逢
ひ
た
き
人
は
す
で
に
人
妻

佐
栄
子

禁
断
の
恋
な
れ
ば
な
ほ
燃
え
あ
が
り

良

春

着
飾
る
服
は
表
裏
さ
か
さ
ま

繁

樹

嚏
し
て
ピ
カ
ソ
も
ど
き
の
崩
れ
や
う

い
と
子

ひ
ろ
が
つ
て
ゆ
く
反
戦
の
渦

幸

恵

大
鳴
門
う
ね
る
波
間
の
月
涼
し

佐
栄
子

虫
養
ひ
に
ち
よ
い
と
葛
切

敦

子

爺
さ
ま
の
旅
の
話
は
ま
だ
続
き

い
と
子

座
敷
わ
ら
し
も
雛
の
輪
の
な
か

繁

樹

花
満
ち
て
ふ
は
り
ふ
は
り
と
飛
行
船

幸

恵

路
上
ラ
イ
ブ
の
う
ら
ら
か
な
午
後

良

春
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《
京
都
・
古
都
連
句
会
》

歌

仙

『
北
山
の
尾
根
』

井
尻
荷
葉
捌

令
和
四
年
二
月
二
十
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
七
月

三
日
尾

春
浅
し
北
山
の
尾
根
く
ろ
ぐ
ろ
と

井
尻
荷

葉

淡
き
濃
き
香
の
満
つ
る
梅
苑

吉
村
あ
か
り

大
掃
除
由
緒
書
き
な
る
文
書
出
て

出
来
千

苑

明
治
の
御
代
は
県
令
の
家

冬
日
庵
訥

平

満
月
に
少
し
近
づ
く
肩
車

長
谷
川
陶

子

酸
漿
の
笛
ぼ
つ
ぼ
つ
と
鳴
る

井
尻
夏

子

ウ
ゆ
る
や
か
に
落
鮒
移
る
藻
の
茂
み

竹
内
千
代
女

唐
崎
に
降
る
小
雨
や
さ
し
く

荷

葉

母
君
の
手
解
き
受
け
る
盆
手
前

あ
か
り

銘
果
「
赤
福
」
喉
に
閊
へ
る

千

苑

拈
華
微
笑
見
合
ひ
写
真
に
捕
は
れ
て

訥

平

畏
れ
多
く
て
床
入
り
は
ま
だ

陶

子

蚊
帳
越
し
の
画
質
の
荒
き
庭
景
色

夏

子

飛

石

の

果

て

一

条

の

滝

荷

葉

夏
の
月
か
す
め
て
鳥
の
影
走
る

千
代
女

女
殺
陣
師
の
光
る
切
つ
先

あ
か
り

花
明
り
場
末
に
掛
か
る
絵
看
板

千

苑

ド
ロ
ー
ン
去
り
て
蛙
ふ
た
た
び

訥

平

ナ
オ
春
泥
に
軍
靴
の
跡
の
夥
し

陶

子

ま
だ
迷
子
と
は
気
付
か
ぬ
童

夏

子

チ
ン
ド
ン
の
浮
か
れ
太
鼓
に
連
れ
ら
れ
て

千
代
女

通
天
閣
に
ビ
リ
ケ
ン
参
り

荷

葉

三
年
目
板
に
付
き
た
る
マ
ス
ク
顔

あ
か
り

大
煤
竹
を
僧
は
う
ち
振
る

千

苑

都
を
ば
の
つ
し
の
つ
し
と
弁
慶
が

訥

平

妻

恋

ふ

文

の

筆

の

流

麗

陶

子

今
回
も
正
室
残
し
江
戸
を
発
つ

夏

子

朝
な
夕
な
に
煙
る
塩
の
屋

千
代
女

小
波
の
月
の
欠
片
を
掬
は
ば
や

あ
か
り

人

魚

の

歌

を

運

ぶ

初

潮

荷

葉

ナ
ウ
う
た
た
寝
の
夢
は
長
篇
秋
う
ら
ら

千

苑

草
原
列
車
ひ
た
に
加
速
す

千
代
女

4
Ｋ
の
「
日
本
紀
行
」
で
観
る
昭
和

陶

子

オ
セ
ロ
の
角
を
白
で
押
さ
へ
て

あ
か
り

平
和
祈
願
踏
花
畏
み
祝
詞
あ
ぐ

訥

平

淡
雪
舞
ひ
て
風
に
溶
け
ゆ
く

夏

子
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《
狛
江
・
狛
連
さ
ざ
な
み
会
》

歌

仙

『
春

耕

や
』

林

転
石
捌

令
和
四
年
四
月
十
三
日
首

令
和
五
年
三
月

八
日
尾

（
於
・
調
布
た
づ
く
り
）

春
耕
や
武
州
の
土
の
黒
々
と

岡
本
康

子

昼
は
膨
ら
む
菜
の
花
の
丘

小
林
節

子

弥
生
尽
挨
拶
の
声
弾
み
い
て

橋
本
み
ほ
こ

ド
ッ
グ
ラ
ン
に
も
新
し
き
顔

荻
野
祥

三

月
の
夜
に
村
の
定
め
と
髪
洗
う

小
西

惠

カ
メ
ラ
ず
ら
り
と
狙
う
か
わ
せ
み

上
田
邦

枝

ウ
夏
芝
に
ボ
ー
ル
遊
び
の
親
子
連
れ

武
田
章

子

宿
題
わ
す
れ
て
泣
き
べ
そ
を
か
く

邦

岸
田
さ
ん
物
価
対
策
赤
信
号

祥

ワ
イ
ン
は
止
め
て
サ
ワ
ー
今
宵
は

祥

は
ち
き
ん
に
頭
上
が
ら
ぬ
い
ご
っ
そ
う

康

恋
愛
履
歴
ウ
ソ
も
ま
こ
と
も

節

暮
早
し
半
分
残
る
ガ
ラ
ス
拭
き

章

月
を
眺
め
て
ぽ
ん
ぽ
こ
狸

み

つ
い
浮
か
れ
サ
ン
バ
の
ス
テ
ッ
プ
踏
ん
で
み
た

康

浅
草
六
区
に
客
の
戻
り
て

祥

誰
れ
も
か
も
美
し
く
見
ゆ
花
篝

邦

蛍
烏
賊
と
は
龍
宮
の
使
者

節

ナ
オ
八
十
路
す
ぎ
曲
水
の
筆
な
か
な
か
に

惠

Ｄ
Ｊ
ポ
リ
ス
さ
ば
く
人
流

康

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
暖
め
て
待
つ
夜
勤
明
け

章

電
車
の
音
に
心
う
き
う
き

み

駆
落
ち
の
果
て
は
地
図
な
く
迷
い
道

祥

砂
文
字
二
つ
消
し
て
ゆ
く
波

節

は
る
か
な
る
宇
宙
に
人
も
住
め
る
と
は

惠

バ
ッ
ハ
の
調
べ
古
酒
は
盃

祥

十
三
夜
懐
か
し
き
声
ふ
と
耳
に

康

窓

辺

に

揺

れ

る

紫

式

部

み

露
け
し
や
石
山
寺
の
朝
ま
だ
き

康

多
国
籍
語
の
や
ま
び
こ
お
か
し

惠

ナ
ウ
古
里
は
ハ
イ
ジ
の
村
に
ほ
ど
近
く

祥

パ
ス
タ
く
っ
つ
く
人
こ
い
し
夜

節

ラ
ン
ニ
ン
グ
準
備
体
操
し
て
み
た
が

章

電

話

の

誘

い

芝

居

見

物

邦

ポ
ト
マ
ッ
ク
畔
花
と
振
袖
艶
競
い

康

前
に
う
し
ろ
に
蝶
の
た
わ
む
れ

節
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《
豊
田
・
こ
ろ
も
連
句
会
―
そ
の
一
》

二
十
韻

『
電

車

旅
』

お

の
ほ
う
ば
い

小
野
芳
梅
捌

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日
首
尾（於

・
豊
田
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

初
花
や
一
合
に
酔
ふ
電
車
旅

小
野
芳

梅

霞

た

な

び

く

山

の

夕

暮

伊
藤
良

重

孕
馬
若
き
獣
医
の
急
ぎ
来
て

徳
永
あ
き
子

尻
ポ
ケ
ッ
ト
へ
し
ま
ふ
携
帯

石
川

葵

ウ
シ
ー
グ
ラ
ス
拾
ひ
集
め
る
乙
女
た
ち

あ

美

男

葛

の

紅

の

鮮

や

か

深
津
明

子

月
眺
め
広
き
ベ
ッ
ド
に
独
り
寝
す

坪
井
ま
ち
こ

モ
ル
ド
バ
か
ら
の
便
り
待
つ
秋

重

流
血
に
染
ま
つ
た
土
の
重
た
く
て

〃

破
れ
衣
の
僧
の
ま
な
ざ
し

葵

ナ
オ
何
た
つ
て
介
護
の
質
は
金
次
第

明

恨
み
辛
み
も
入
れ
て
闇
鍋

ま

学
生
の
論
文
指
導
ま
ま
な
ら
ず

梅

烏

騒

い

で

小

満

の

月

ま

恋
に
生
き
浮
世
楽
し
く
業
平
忌

葵

夫
婦
岩
見
て
誓
ひ
た
る
夢

重

ナ
ウ
新
調
の
化
粧
回
し
の
誇
ら
し
く

あ

椅
子
に
ち
よ
こ
ん
と
ム
ー
ミ
ン
の
パ
パ

梅

梅
八
分
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
取
り
出
し
て

重

蝶
々
ひ
ら
ひ
ら
飴
を
売
る
店

明
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《
豊
田
・
こ
ろ
も
連
句
会
―
そ
の
二
》

二
十
韻

『
緑

児

の
』

深
津
明
子
捌

令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
首
尾（於

・
豊
田
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

野
遊
び
や
緑
児
の
足
お
ぼ
つ
か
な

平

羽

州

白

詰

草

で

編

ん

だ

王

冠

稲
垣
渥

子

春
シ
ョ
ー
ル
自
動
改
札
す
り
抜
け
て

板
倉

合

着

信

音

の

調

べ

柔

ら

か

深
津
明

子

ウ
窓
際
に
誰
を
待
つ
や
ら
月
円
か

合

ひ
と
き
わ
目
立
つ
彼
は
跳
人
に

渥

不
意
を
打
ち
林
檎
片
手
に
キ
ス
を
す
る

合

老

舗

の

味

を

残

す

街

道

羽

校
庭
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
砂
煙

合

仲
裁
案
提
げ
使
者
の
降
り
立
つ

明

ナ
オ
城
跡
の
石
垣
覆
う
蔦
若
葉

羽

根

本

中

堂

消

え

ぬ

法

灯

合

多
言
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
貰
い
受
け

明

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の
並
ぶ
本
棚

渥

月
冴
ゆ
る
戀
を
語
ら
う
声
の
し
て

羽

熱
燗
を
酌
む
弟
子
と
師
匠
と

渥

ナ
ウ
金
継
ぎ
の
筋
く
っ
き
り
と
猫
茶
碗

明

夢
か
う
つ
つ
か
蝶
々
ひ
ら
ひ
ら

合

明
日
に
も
海
峡
越
え
る
花
前
線

渥

春
の
光
は
里
に
あ
ま
ね
し

羽
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《
さ
い
た
ま
・
さ
く
ら
草
連
句
会
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
梅

林

の
』

吉
田
酔
山
捌

令
和
四
年
二
月
十
六
日
首
尾

（
於
・
さ
く
ら
草
連
句
会

日
本
連
句
協
会
リ
モ
ー
ト
連
句

室
利
用
）

梅
林
の
野
点
に
筝
の
調
べ
か
な

吉
田
酔

山

着
物
の
裾
を
揺
ら
す
や
わ
風

五
郎
丸
照

子

湖
越
し
に
山
の
残
雪
望
み
見
て

澁
谷
盛

興

宅

配

弁

当

母

さ

ん

の

味

木
村
ふ

う

列
な
し
て
ペ
ダ
ル
を
踏
め
ば
月
さ
や
か

高
岡
風

蘭

ガ
キ
大
将
が
鳴
か
す
蓑
虫

小
泉

桂

ウ
マ
イ
バ
ッ
グ
採
り
立
て
の
柿
詰
め
込
ん
で

武
井
敦

子

含
ん
だ
酒
を
口
移
し
し
て

山

優
し
気
な
顔
を
し
て
つ
く
甘
い
嘘

照

大
殿
の
裏
ひ
そ
と
御
霊
屋

興

お
決
ま
り
の
悪
代
官
の
「
ワ
ル
よ
の
う
」

ふ

損
得
よ
り
も
自
由
嬉
し
く

蘭

す
て
て
こ
で
よ
く
ぞ
男
に
生
ま
れ
た
る

桂

金
魚
す
く
い
の
蘊
蓄
に
月

敦

ぎ
こ
ち
な
き
敬
礼
若
き
お
巡
り
さ
ん

山

プ
ー
さ
ん
人
形
飾
る
受
付

照

見
え
隠
れ
白
馬
駈
け
ゆ
く
花
の
奥

興

パ
オ
の
天
窓
春
雨
に
濡
れ

ふ

ナ
オ
将
来
は
力
士
に
な
る
と
の
ど
か
な
子

蘭

総

理

答

弁

二

転

三

転

桂

騙
さ
れ
た
振
り
を
し
て
み
る
詐
欺
電
話

敦

外

人

見

れ

ば

急

に

緊

張

山

石
畳
尖
塔
の
鐘
冴
え
わ
た
る

照

坂
の
垣
根
に
咲
け
る
寒
木
瓜

興

潔
く
紙
い
ち
枚
で
夫
捨
て
ん

ふ

老
い
て
初
め
て
味
が
出
た
妻

蘭

板
前
の
腕
が
自
慢
の
小
さ
き
宿

山

世
界
へ
の
夢
作
文
に
書
く

敦

月
上
る
太
平
洋
を
し
た
た
ら
せ

桂

く
の
字
く
の
字
で
渡
り
ゆ
く
雁

照

ナ
ウ
地
芝
居
の
招
き
チ
ン
ド
ン
街
を
練
り

興

ラ
ジ
オ
体
操
元
気
は
つ
ら
つ

敦

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
く
銅
像
は
ア
マ
デ
ウ
ス

蘭

紙
飛
行
機
を
飛
ば
す
兄
弟

桂

花
の
門
高
き
偏
差
値
く
ぐ
り
抜
け

ふ

碁
盤
を
囲
む
う
ら
ら
か
な
昼

執

筆
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《
さ
い
た
ま
・
さ
く
ら
草
連
句
会
―
そ
の
二
》

歌

仙

『
羊
皮
紙
の
』

澁
谷
盛
興
捌

令
和
四
年
四
月
二
十
日
首

令
和
四
年
五
月
十
八
日
尾

（
於
・
日
本
連
句
協
会
リ
モ
ー
ト
連
句
室
利
用
）

羊
皮
紙
の
文
字
躍
り
出
す
目
借
時

澁
谷
盛

興

畳

の

上

で

眠

る

猫

の

仔

吉
田
酔

山

ク
レ
ソ
ン
の
香
り
も
共
に
摘
み
取
り
て

本
屋
良

子

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
狙
ふ
撮
り
鉄

半
田
有

杜

向
う
岸
遠
会
釈
す
る
月
皎
と

城
山
九

天

秋

狂

言

の

幟

は

た

め

く

興

ウ
破
顔
あ
り
松
茸
飯
と
今
年
酒

山

異
国
の
衆
も
揃
ふ
手
拍
子

良

あ
の
女
将
口
は
悪
い
が
気
ツ
風
よ
し

杜

あ
や
め
も
知
ら
ぬ
恋
の
と
き
め
き

九

隠
沼
に
一
声
残
し
瑠
璃
鶲

興

月
と
遊
ぶ
は
帰
省
せ
し
孫

山

と
も
だ
ち
の
と
も
だ
ち
は
皆
友
達
で

良

御

朱

印

求

め

西

へ

東

へ

杜

ウ
ク
ラ
イ
ナ
負
け
て
な
る
か
と
ビ
ッ
グ
ボ
ス

九

老
兵
死
な
ず
そ
れ
が
口
癖

興

惑
星
の
宙
の
青
さ
よ
花
満
つ
る

良

ヴ
ィ
オ
ラ
奏
で
る
う
ら
ら
か
な
午
後

山

ナ
オ
バ
ン
カ
ー
に
ま
た
捕
ま
つ
て
山
笑
ふ

杜

孵
化
し
た
稚
魚
の
目
玉
可
愛
く

九

親
子
連
れ
賑
は
ふ
児
童
絵
画
展

興

巣
鴨
の
店
は
赤
パ
ン
ツ
売
り

山

秀
吉
の
悪
趣
味
ひ
と
の
妻
を
問
ひ

良

涙
に
暮
れ
る
閨
も
あ
る
と
か

杜

氷
山
の
痛
い
半
島
肩
を
寄
せ

九

蒟
蒻
玉
に
つ
け
る
寒
味
噌

興

血
糖
値
高
く
お
仕
置
き
入
院
に

山

に
は
か
に
晴
れ
し
東
の
空

良

眠
ら
な
い
街
を
隈
な
く
望
の
月

杜

虫
の
音
乗
せ
て
流
す
笹
舟

九

ナ
ウ
招
客
の
三
々
五
々
と
風
炉
名
残

興

囲
碁
に
将
棋
に
あ
ど
け
な
き
プ
ロ

山

幸
運
も
降
つ
て
来
い
よ
と
神
頼
み

良

頭
に
ざ
う
り
化
け
る
練
習

杜

名
城
の
天
守
に
花
の
冠
着
せ

興

い
の
ち
の
限
り
陽
春
の
夢

九
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《
藤
沢
・
サ
ザ
ン
》

歌

仙

『
辛
夷
咲
く
』

岡
村
糸
子
捌

令
和
四
年
三
月
十
一
日
首

令
和
四
年
四
月

三
日
尾

（
於
・
岡
村
宅
及
び
文
音
）

辛
夷
咲
く
世
界
平
和
を
祈
る
今

岡
村
糸

子

コ
ロ
ナ
も
霞
む
ロ
シ
ア
報
道

赤
星
敬

子

抱
卵
期
か
ら
す
大
木
陣
取
り
て

島

苅

田

三

年

ぶ

り

に

新

車

発

表

岡
村

耿

影
長
く
背
ナ

に
優
し
き
月
の
道

小
野
里

子

打
ち
上
げ
の
酒
美
術
展
後
に

糸

ウ
襟
元
に
真
珠
ブ
ロ
ー
チ
秋
の
服

星

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
は
亡
夫
の
好
物

苅

新
し
い
愛
の
形
は
事
実
婚

耿

予
定
通
り
に
歌
舞
伎
見
物

里

マ
マ
友
は
学
校
行
事
楽
し
み
に

糸

焼
き
立
て
パ
ン
に
ミ
ル
ク
珈
琲

星

月
冴
え
て
日
野
皓
正
の
ジ
ャ
ズ
の
宵

苅

不
織
布
マ
ス
ク
政
府
推
奨

耿

旅
を
終
え
昨
日
の
元
気
何
処
へ
や
ら

里

朝
の
散
歩
に
高
齢
者
増
え

糸

予
報
で
は
今
年
の
開
花
早
そ
う
な

星

鮊
子
く
ぎ
煮
心
待
ち
す
る

苅

ナ
オ
名
園
の
小
路
を
踏
め
ば
春
の
霜

奥
平
大

生

目
元
そ
っ
く
り
父
の
親
戚

嶋
田
ゆ
う
子

蓼
科
の
山
の
別
荘
久
々
に

耿

薬
草
求
め
地
元
ス
ー
パ
ー

里

か
っ
こ
よ
く
神
輿
を
担
ぐ
若
い
衆

糸

水
着
の
似
合
う
君
は
マ
ド
ン
ナ

星

新
妻
の
作
る
料
理
は
一
級
品

ゆ

手
は
ず
段
ど
り
ぴ
た
り
隙
な
し

大

我
先
に
猫
パ
ン
チ
し
て
チ
ャ
オ
チ
ュ
ー
ル

里

グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
動
画
癒
さ
れ

杉
山
俊

子

満
月
を
見
上
げ
何
故
だ
か
涙
出
て

星

木

犀

香

る

庭

の

片

隅

糸

ナ
ウ
霧
晴
れ
て
は
る
か
見
下
ろ
す
湖
青
し

大

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
目
指
し
実
践

ゆ

古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
快
適
に

耿

翁

の

面

は

笑

顔

嫋

や

か

里

花
惜
し
み
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
昼
下
が
り

俊

箸
休
め
に
は
独
活
の
き
ん
ぴ
ら

星
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《
東
京
・
詩
興
派
連
句
》

三
十
六
韻

『
ミ
サ
始
／
マ
ッ
チ
擦
る
』

令
和
四
年
十
一
月

五
日
首
（
文
音
）

令
和
五
年

二
月
十
九
日
尾

神
父
ま
ず
裏
技
を
説
く
ミ
サ
始

松
井
真

吾

髯
の
中
か
ら
飛
び
出
し
た
舌

松
澤
龍

一

時
計
塔
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
は
さ
か
し
ま
で

野
村
路

子

赤

銅

色

の

満

月

と

逢

う

日
下
部
敦

世

う
ね
っ
た
り
く
ね
っ
た
り
し
て
芒
原

瀧
村
小
奈
生

初

鮭

担

ぐ

猫

の

宅

配

海
老
原

雅

ア
マ
ゾ
ン
で
男
黙
っ
て
媚
薬
買
う

龍

ぼ
く
に
自
撮
り
を
送
る
校
長

吾

ボ
ス
が
来
る
緑
の
ジ
ャ
ガ
ー
操
っ
て

世

小
春
日
和
に
事
故
の
予
感
が

路

一
息
に
護
符
流
し
込
む
寒
の
水

雅

鯉
の
あ
ぶ
く
に
鯉
は
包
ま
れ

生

虹
だ
け
を
モ
ノ
ク
ロ
に
す
る
こ
ど
も
た
ち

吾

月
光
荘
の
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー

龍

裏
通
り
黒
い
ベ
レ
ー
が
並
ん
で
た

路

踊
り
子
を
待
つ
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ

世

な
つ
か
し
き
人
の
声
す
る
花
の
奥

生

き
な
粉
に
埋
も
る
草
餅
の
苞

雅

マ
ッ
チ
擦
る
つ
か
の
間
海
に
霧
深
し

寺
山
修

司

波
止
場
の
果
て
に
座
る
月
光

吾

長
兄
は
流
れ
る
よ
う
に
ピ
ア
ノ
弾
き

世

柱

の

下

に

埋

ま

る

心

臓

路

窓
開
け
て
お
や
つ
知
ら
せ
る
鳩
時
計

雅

ほ
ん
の
り
甘
い
雪
の
結
晶

生

さ
ざ
な
み
を
両
隣
か
ら
渡
さ
れ
る

吾

箸
の
袋
で
鶴
を
折
り
だ
す

龍

〈
お
と
お
り
〉
の
グ
ラ
ス
を
受
け
る
手
の
震
え

路

お
ば
あ
の
皺
が
お
か
え
り
と
言
う

世

ス
リ
ッ
パ
と
僕
の
来
世
を
交
換
し

生

胸
元
飾
る
金
の
ス
カ
ラ
ベ

雅

月
照
ら
す
横
顔
だ
け
の
肖
像
画

龍

隠
れ
た
頬
に
キ
ス
を
し
よ
う
か

路

フ
ァ
ン
ト
ム
が
現
る
闇
の
静
ま
り
て

世

ゆ
ら
り
ふ
う
わ
り
墓
石
を
抜
け

可
不
可

昏
れ
な
ず
む
つ
づ
ら
の
坂
に
飛
花
落
花

雅

春

の

光

と

く

ぐ

る

長

縄

生

（
進
行
役
）
松
澤
龍
一
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《
東
京
・
猪
の
会
》

米

字

『
少

年

期
』

少
年
期
空
を
見
上
げ
て
泳
ぎ
け
り

本
屋
良

子

歌
が
歌
追
う
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー

松
澤
龍

一

裏
山
の
洞
穴
キ
ョ
ン
が
棲
み
つ
い
て

鈴
木
す

ず

カ
メ
ラ
構
え
て
好
機
待
つ
日
々

赤
坂
恒

子

竹
林
を
抜
け
て
真
っ
赤
な
橋
渡
る

諸
藤
留
美
子

人
気
甘
味
屋
ネ
ッ
ト
検
索

土
屋
日

菜

米
寿
会
今
宵
の
月
に
雲
も
な
し

安
楽
明

郎

後

の

袷

の

似

合

ふ

輩

速
藤
尹
希
子

ウ
御
揃
い
の
衣
装
作
っ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

大
塚
智

子

移
動
教
室
小
さ
く
手
を
振
る

奥
野
美
友
紀

街
コ
ン
の
自
己
紹
介
で
大
見
栄
を

朝
倉
一

湖

そ
の
ひ
と
言
が
恋
の
始
ま
り

静

寿
美
子

忍
び
逢
ふ
血
の
繋
が
り
の
な
い
姉
と

丹
下

誓

本

心

見

せ

ぬ

盤

若

の

面

大
山
と
し
子

床
暖
に
腹
ば
ひ
で
読
む
ミ
ス
テ
リ
ー

沖
津
秀

美

猫
の
尻
尾
を
照
ら
す
凍
て
月

竹
崎
利

野

雑
草
と
呼
ば
れ
し
草
も
名
は
あ
り
て

菜

入
社
式
で
は
社
是
を
三
唱

ず

初
花
の
溜
め
込
む
力
限
り
な
く

渡
辺

柚

蟻
穴
を
出
る
ラ
ッ
キ
ー
な
今
日

良

二
オ
遍
路
路
で
出
遭
う
昔
の
碁
敵
に

龍

潮
騒
浴
び
た
春
日
傘
開
け

留

砂
浜
に
書
い
て
は
な
ぞ
る
下
思
い

恒

Ｇ
パ
ン
裂
い
て
見
せ
る
太
腿

郎

利
根
川
原
音
な
く
よ
ぎ
る
グ
ラ
イ
ダ
ー

尹

て
る
て
る
坊
主
軒
に
並
ん
で

智

あ
ん
ち
ゃ
ん
に
負
け
た
く
な
い
と
駄
々
を
こ
ね

紀

糞

長

金

魚

上

位

入

賞

湖

門
扉
開
け
「
薔
薇
を
ど
う
ぞ
」
の
誘
い
文
字

寿

チ
ロ
ル
ハ
ッ
ト
に
鳥
の
羽
根
つ
け

誓

望
の
月
貧
乏
作
家
の
部
屋
覗
く

と

反
故
に
埋
も
れ
て
集
く
蟋
蟀

秀

二
ウ
ヤ
ン
キ
ー
が
忘
れ
団
扇
で
風
を
入
れ

野

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
越
し
の
組
織
改
革

柚

不
可
思
議
な
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
の
声
の
し
て

良

女

王

様

の

鞭

に

恍

惚

龍

パ
ド
ッ
ク
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
尻
に
惚
れ

ず

絵
描
き
目
指
し
た
道
が
消
え
去
り

恒

噴
水
の
真
水
が
濡
ら
す
影
法
師

留

大
正
ガ
ラ
ス
に
ゆ
が
む
夏
月

菜

微
燻
に
て
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
を
達
成
す

郎
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森

の

妖

精

拍

手

喝

采

尹

花
片
の
付
い
た
鼻
先
子
の
寝
顔

智

黄

金

週

間

ど

こ

も

行

列

紀

三
オ
二
人
乗
り
ぶ
ら
ん
こ
あ
ま
り
漕
が
な
い
で

湖

急
発
進
の
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Ｚ

寿

ル
ー
ジ
ュ
濃
く
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
引
き
直
し

誓

握
り
し
め
た
手
強
く
引
き
寄
せ

と

路
地
奥
の
縁
切
り
神
社
夜
に
紛
れ

秀

サ
ッ
カ
ー
勝
ち
て
裏
返
る
声

野

古
日
記
ひ
と
つ
き
ご
と
に
変
わ
る
夢

柚

と
き
に
探
偵
と
き
に
盗
つ
人

良

母
思
う
阿
漕
平
治
の
碑
を
訪
ね

龍

秘
湯
の
宿
で
旅
の
終
わ
り
を

ず

海
峡
に
影
を
映
し
て
渡
る
月

恒

並
木
道
に
も
猿
の
腰
掛
け

留

三
ウ
い
つ
も
よ
り
少
々
早
起
き
秋
の
朝

菜

女
性
ま
じ
え
て
か
こ
む
麻
雀

郎

勝
負
事
私
苦
手
と
甘
え
る
娘

尹

元
カ
レ
の
名
の
タ
ト
ゥ
ー
隠
し
て

智

お
惣
菜
タ
イ
ム
セ
ー
ル
を
待
っ
て
買
い

紀

ゴ
ー
グ
ル
掛
け
た
縄
文
土
偶

湖

参
道
の
が
ら
く
た
市
に
「
だ
っ
こ
ち
ゃ
ん
」

寿

蘊
蓄
語
る
立
ち
飲
み
の
客

誓

ブ
ラ
ボ
ー
と
叫
ぶ
選
手
の
映
像
に

と

月
の
糶
場
に
逃
げ
る
飯
蛸

秀

迷
宮
の
出
口
に
あ
り
し
花
の
門

野

蝶
々
吐
き
出
す
神
明
の
獅
子

柚

ナ
オ
豊
漁
に
浜
の
賑
わ
い
白
子
干

良

伊
根
の
舟
屋
に
夕
日
射
し
こ
み

龍

憧
れ
の
一
眼
レ
フ
で
試
し
撮
り

ず

和
服
着
こ
な
す
所
作
美
し
く

恒

倒
れ
こ
む
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
獣
め
き

留

覚

え

あ

る

肌

再

び

の

恋

菜

青
嵐
妻
ア
フ
リ
カ
へ
発
つ
と
い
う

郎

離

れ

小

島

に

騒

ぐ

海

猫

尹

ワ
イ
ヤ
レ
ス
骨
伝
導
で
届
く
音

智

ロ
ケ
ッ
ト
部
品
作
る
工
場

紀

冬
の
月
目
薬
さ
し
て
滲
ま
せ
る

湖

き
し
き
し
と
哭
く
雪
吊
り
の
縄

寿

ナ
ウ
素
封
家
の
蔵
に
真
筆
見
出
さ
れ

誓

旅
は
や
っ
ぱ
り
奥
の
細
道

と

虚
無
僧
の
怪
し
き
姿
二
人
連
れ

秀

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
と
そ
っ
と
訪
問

野

妖
精
の
踊
る
パ
・
ド
・
ド
ゥ
涙
し
て

柚

ゆ
ら
り
ゆ
う
ら
り
初
蝶
の
飛
ぶ

良

蒼
天
の
天
守
閣
よ
り
花
吹
雪

國
司
正

夫
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令
和
四
年
七
月

十
一
日
首
（
文
音
）

令
和
五
年
三
月
二
十
一
日
尾

（
留
書
）「
米
字
」
と
い
う
八
十
八
韻
の
長
尺
物
を
や
っ
て
み
た
。
連
衆
の
中

に
は
米
寿
の
方
も
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
元
気
な
米
寿
の
猪
と
米
字
を
巻
い

た
。

（
龍
一
）

春
の
コ
ー
ト
で
団
子
坂
下

渡
辺
憲

和
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《
岐
阜
・
獅
子
門
―
そ
の
一
》

遺
吟
脇
起

短
歌
行

『
獅
子
門
支
考
忌
追
善
俳
諧
』

大
野
鵠
士
捌

右
短
歌
行

令
和
四
年
三
月
二
十
七
日
首
尾

（
於
・
岐
阜
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
Ｇ
和
室
研
修
室
）

春
風
や
障
子
の
日
影
燃
な
が
ら

支
考

早
も
軒
端
に
来
た
る
つ
ば
く
ろ

大
野
鵠

士

椿
餅
青
き
器
を
選
び
ゐ
て

奥
山
ゆ

い

き
り
り
と
結
ぶ
前
掛
の
紐

藤
塚
旦

子

ウ
月
今
宵
老
舗
を
継
げ
る
八
代
目

名
和
よ
ち
ゑ

御
稲
荷
さ
ん
の
庭
に
虫
の
音

髙
木
節

子

川
を
越
え
堤
を
越
え
て
草
の
絮

柴
田
恭

雨

初

恋

実

る

例

あ

り

と

は

藤
井
大

和

横
笛
の
舞
妓
の
帯
の
た
を
や
か
に

大
竹
花

永

産
寧
坂
に
雨
小
止
み
な
く

原

え
つ
子

一
本
の
花
の
辺
り
に
人
集
り

宮
本
光

野

甘
茶
を
か
け
る
子
ら
は
背
伸
び
を

片
桐
栄

子

二
オ
大
空
を
虎
の
風
船
泳
ぎ
た
る

服
部
瑞

華

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
上
へ
下
へ
と

恭

雨

愛
の
巣
は
二
Ｌ
Ｄ
Ｋ
角
の
部
屋

五
島
青

沙

君
が
好
み
の
泡
の
バ
ス
タ
ブ

衣
斐
佐
和
子

こ
ん
が
り
と
潮
焼
け
の
肌
火
照
り
つ
つ

森

美

翠

休
憩
所
に
て
湿
布
薬
貼
り

川
井
功

子

艶
や
か
な
鼬
が
過
る
月
の
道

矢
橋
初

美

戦
始
ま
る
ニ
ュ
ー
ス
伝
は
る

松
尾
ひ
ろ
し

名
ウ
囲
み
た
る
山
高
か
ら
ず
低
か
ら
ず

よ
ち
ゑ

ふ
る
さ
と
に
住
む
た
ら
ち
ね
の
母

光

野

方
寸
の
百
里
四
方
の
花
の
雲

鵠

士

蜜
の
豊
か
に
垂
る
る
蜂
の
巣

執

筆
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《
岐
阜
・
獅
子
門
―
そ
の
二
》

遺
吟
脇
起

歌

仙

『
獅
子
門
翁
忌
追
善
俳
諧
』

大
野
鵠
士
捌

右
歌
仙
行

令
和
四
年
十
二
月
四
日
首
尾（於

・
大
津
市
義
仲
寺
無
名
庵
）

か
く
れ
け
り
師
走
の
海
の
か
い
つ
ぶ
り

翁

初

雪

近

き

八

景

の

山

大
野
鵠

士

ハ
イ
ウ
ェ
ー
風
よ
り
速
く
駆
け
て
来
て

宮
本
光

野

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
賑
は
へ
る
声

服
部
瑞

華

手
の
届
き
さ
う
な
る
月
の
み
づ
み
づ
し

名
和
よ
ち
ゑ

棚
に
い
く
つ
も
下
が
る
瓢
箪

大
竹
花

永

ウ
白
秋
を
彩
る
鯉
の
と
り
ど
り
に

光

野

今

は

懐

か

し

田

中

角

栄

鵠

士

口
説
く
に
は
大
風
呂
敷
も
大
切
に

柴
田
恭

雨

電

光

板

に

君

が

恋

し

い

光

野

再
会
を
祈
る
戦
火
の
只
中
に

片
桐
栄

子

尖

塔

に

鳴

る

鐘

の

厳

か

髙
木
節

子

噴
水
の
水
七
色
に
月
照
ら
す

花

永

散

歩

の

子

犬

飼

主

の

先

瑞

華

帰
り
に
は
い
つ
も
立
ち
寄
る
惣
菜
屋

衣
斐
佐
和
子

昔

話

に

和

む

ひ

と

と

き

栄

子

花
吹
雪
新
幹
線
は
北
を
指
し

光

野

震

災

の

傷

癒

え

ぬ

春

愁

鵠

士

二
オ
耕
せ
ば
命
生
ま
る
る
土
の
中

三
輪
洋

路

過
去
も
未
来
も
陽
炎
の
奥

恭

雨

ブ
ル
ー
タ
ス
お
前
の
像
は
塵
か
ぶ
る

光

野

実
は
林
檎
を
食
べ
ぬ
ニ
ュ
ー
ト
ン

佐
和
子

鈴
虫
は
月
の
静
か
の
海
が
好
き

瑞

華

星

の

雫

は

袖

の

露

か

も

光

野

忘
れ
む
と
思
へ
ど
な
ほ
も
忘
れ
得
ず

鵠

士

小
指
の
傷
は
今
日
は
瘡
蓋

瑞

華

六
人
が
鍋
を
ま
あ
る
く
取
り
囲
み

よ
ち
ゑ

畑

一

面

霜

柱

立

つ

佐
和
子

地
蔵
さ
ん
毛
糸
の
帽
子
よ
く
似
合
ひ

節

子

介
護
施
設
の
母
を
待
つ
父

瑞

華

名
ウ
鏡
台
に
真
珠
の
ロ
ン
グ
ネ
ッ
ク
レ
ス

花

永

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
音
の
聞
こ
ゆ
る

松
尾
ひ
ろ
し

み
ち
の
く
の
こ
け
し
が
棚
に
ぎ
つ
し
り
と

藤
井
大

和

五
平
餅
に
は
旨
さ
う
な
た
れ

よ
ち
ゑ

集
ひ
た
る
三
百
年
の
花
の
下

鵠

士

長
閑
か
な
る
日
に
天
女
舞
ひ
立
つ

執

筆
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《
岐
阜
・
獅
子
門
友
楽
社
》

遺
吟
脇
起

歌
仙
行
一
折

『
翁
忌
追
善
俳
諧
』宮

本
光
野
捌

令
和
四
年
十
二
月
十
二
日
首
尾（

於
・
大
垣
市
赤
坂
港
会
館
）

冬
の
日
や
馬
上
に
氷
る
影
法
師

翁

松

の

古

さ

の

残

る

凍

道

宮
本
光

野

山
幾
重
カ
メ
ラ
を
担
ぎ
遠
出
し
て

柴
田
恭

雨

口
に
含
め
る
ミ
ル
ク
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

原

え
つ
子

月
一
輪
水
面
き
ら
き
ら
銀
に
染
め

矢
橋
初

美

色

鳥

渡

る

野

辺

は

紫

恭

雨

ウ
教
会
の
窓
に
秋
冷
明
ら
か
に

え
つ
子

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ロ
ビ
ー
円
形

初

美

注
文
の
珈
琲
配
る
京
美
人

恭

雨

三
半
規
管
き
ゆ
ん
と
す
る
恋

大
野
鵠

士

千
号
の
記
念
式
典
盛
大
に

初

美

相
撲
甚
句
の
届
け
天
ま
で

鵠

士

夏
月
は
雲
と
遊
べ
る
空
を
持
ち

恭

雨

戦
の
国
は
地
下
を
住
み
家
に

光

野

繕
へ
る
着
物
の
裾
に
墨
の
跡

え
つ
子

幽

か

に

匂

ふ

母

の

面

影

初

美

爛
漫
の
花
に
心
の
雲
も
な
し

鵠

士

木
の
葉
を
透
か
す
光
う
ら
ら
か

執

筆
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《
岐
阜
・
獅
子
門
藜
杖
社
》

遺
吟
脇
起

歌

仙

『
翁
忌
追
善
俳
諧
』瀬

尾
千
草
捌

令
和
四
年
十
一
月
十
八
日
首
尾

（
於
・
岐
阜
鋳
物
会
館
）

寒
け
れ
ど
二
人
寐
る
夜
ぞ
頼
も
し
き

翁

入

江

近

く

に

集

ふ

水

鳥

瀬
尾
千

草

爪
弾
け
る
ギ
タ
ー
の
調
べ
聞
こ
え
き
て

伊
藤
弥

生

ミ
ル
ク
珈
琲
自
販
機
に
買
ふ

渡
辺
靖

子

月
皓
と
高
層
ビ
ル
の
も
つ
と
上

武
山
瑠

子

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
木
の
実
転
が
る

後
藤
朱

乃

ウ
万
鬼
祭
と
ん
が
り
帽
の
小
さ
き
魔
女

千

草

見
知
ら
ぬ
村
の
敷
石
の
道

弥

生

す
れ
違
ふ
瞬
間
視
線
絡
み
合
ふ

碧

理

子

ナ
ル
シ
シ
ス
ト
の
美
少
年
な
り

靖

子

初
恋
は
宝
石
箱
に
眠
ら
す
る

瑠

子

樟
の
若
葉
の
香
り
ほ
の
か
に

千

草

白
ビ
ー
ル
似
合
ひ
さ
う
な
る
宵
の
月

靖

子

心
に
描
く
モ
ル
デ
ィ
ヴ
の
島

瑠

子

ち
ら
し
に
て
紙
飛
行
機
を
次
々
と

弥

生

口
遊
み
ゐ
る
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
ー

瑠

子

玻
璃
窓
に
吹
き
込
ん
で
く
る
花
の
風

弥

生

ソ
フ
ァ
ー
の
上
に
春
の
ス
カ
ー
フ

靖

子

ニ
オ
茶
を
喫
し
八
十
八
夜
過
ご
し
け
り

瑠

子

免

許

返

上

や

つ

と

決

心

靖

子

雨
上
が
り
街
に
活
気
の
戻
り
た
る

千

草

地

域

猫

に

は

餌

の

当

番

弥

生

我
が
妻
は
紅
な
ど
差
し
て
い
そ
い
そ
と

朱

乃

程
よ
く
焦
げ
る
夫
の
焼
餅

瑠

子

開
園
の
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
へ
行
こ
ま
い
か

弥

生

変
は
り
易
き
は
冬
の
天
候

瑠

子

産
土
の
絵
馬
に
停
戦
祈
る
文
字

弥

生

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
人
の
集
ま
る

朱

乃

後
月
に
望
遠
レ
ン
ズ
構
へ
む
と

〃

空
耳
か
も
ね
螻
蛄
の
鳴
く
声

千

草

名
ウ
滲
み
た
る
母
の
墨
絵
に
秋
惜
し
む

〃

午
後
の
廊
下
に
日
差
し
穏
や
か

弥

生

タ
イ
ツ
穿
き
ヨ
ガ
の
レ
ッ
ス
ン
オ
ン
ラ
イ
ン

靖

子

キ
ム
タ
ク
来
る
の
話
題
持
ち
切
り

朱

乃

山
城
を
担
ぐ
ご
と
く
に
花
の
雲

千

草

ゆ
ら
め
き
止
ま
ぬ
糸
遊
を
追
ふ

執

筆
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《
岐
阜
・
獅
子
門
麗
水
社
》

遺
吟
脇
起

歌

仙

『
翁
忌
追
善
俳
諧
』名

和
よ
ち
ゑ
捌

令
和
四
年
十
一
月
二
十
日
首
尾（於

・
大
垣
市
総
合
福
祉
会
館
）

炉
開
や
左
官
老
行
鬢
の
霜

翁

見
え
隠
れ
し
て
綿
虫
の
舞
ふ

名
和
よ
ち
ゑ

古
池
は
鳥
の
声
に
も
漣
て

澤
井
国

造

一

眼

レ

フ

を

旅

の

鞄

に

松
野
孝

子

叢
雲
を
流
し
て
月
の
留
ま
り
ぬ

北
浦
典

子

美
術
の
秋
に
目
指
す
二
科
展

衣
斐
佐
和
子

ウ
境
内
に
燃
え
ん
ば
か
り
の
彼
岸
花

赤
塚
つ
ね
み

ス
マ
ホ
が
頼
り
肌
身
離
さ
ず

和
田
勝

子

恋
人
は
ア
プ
リ
で
探
す
マ
ッ
チ
ン
グ

五
島
青

沙

別

れ

話

は

い

と

も

簡

単

渡
辺
や
ち
よ

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
ス
プ
レ
ー
で
書
く
鷗
の
絵

孝

子

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
ピ
ザ
が
評
判

国

造

ギ
タ
ー
弾
く
若
者
二
人
夏
の
月

佐
和
子

花
火
終
は
れ
ば
道
は
賑
や
か

典

子

肩
組
ん
で
歌
ふ
親
子
の
千
鳥
足

よ
ち
ゑ

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
に
帽
子
置
か
れ
て

勝

子

竜
に
乗
り
花
び
ら
届
く
天
守
へ
と

つ
ね
み

毛
の
色
褪
せ
て
孕
み
鹿
伏
す

や
ち
よ

ナ
オ
草
餅
を
重
箱
に
詰
め
母
来
る

国

造

今
か
ら
ね
だ
る
忘
れ
形
見
を

青

沙

新
聞
に
ロ
シ
ア
ミ
ャ
ン
マ
ー
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
ち
よ

献
花
に
並
ぶ
絶
え
ぬ
行
列

つ
ね
み

軋
み
ゆ
く
路
面
電
車
に
雪
し
き
り

孝

子

お
で
ん
み
そ
味
ち
く
わ
蒟
蒻

勝

子

野
良
犬
の
淋
し
さ
う
な
る
後
ろ
影

典

子

眼

鏡

外

せ

ば

童

顔

の

君

よ
ち
ゑ

身
の
こ
な
し
老
舗
旅
館
の
御
曹
司

勝

子

駆
け
落
ち
の
文
帯
に
か
く
し
て

国

造

満
月
に
ジ
キ
ル
ハ
イ
ド
の
裏
表

佐
和
子

古
刹
の
松
に
秋
の
風
抜
け

青

沙

ナ
ウ
雁
渡
る
後
に
遅
る
る
一
羽
二
羽

佐
和
子

セ
ロ
を
抱
き
て
弓
の
撓
や
か

や
ち
よ

い
つ
の
日
か
ウ
イ
ー
ン
に
行
く
日
夢
に
み
て

孝

子

ベ
ビ
ー
カ
ー
に
は
双
子
ぐ
つ
す
り

つ
ね
み

花
に
酔
ひ
酒
に
酔
う
て
は
壽

よ
ち
ゑ

や
ま
な
み
遥
か
止
ま
ぬ
囀
り

執
筆
青

沙
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《
東
京
・
下
町
連
句
会
》

し

半
歌
仙

『
雄
飛
の
翅
あ
り
』

衆
議
判

令
和
四
年
九
月

十
四
日
首

令
和
四
年
九
月
二
十
九
日
尾（於

・
亀
戸
梅
屋
敷
（
一
部
文
音
））

十
五
夜
に
う
さ
ぎ
を
探
す
子
ら
の
声

鈴
木
す

ず

き
の
う
も
今
日
も
あ
て
は
枝
豆

安
楽
明

郎

雁
の
列
遠
く
見
な
が
ら
窓
拭
い
て

竹
田
金
糸
雀

将
棋
の
棋
譜
を
ひ
と
り
並
べ
る

櫻
田
野

老

三
味
線
の
音
に
誘
わ
れ
て
路
地
の
奥

鈴
木
ち
か
ひ

風
の
匂
い
は
梅
雨
の
前
触
れ

高
山
英

子

あ
め
ん
ぼ

ウ
水
馬
に
雄
飛
の
翅
あ
り
雲
を
蹴
る

明

郎

出
世
払
い
と
又
も
せ
び
ら
れ

す

ず

恋
多
き
ク
イ
ー
ン
年
貢
の
納
め
時

野

老

螺
旋
が
語
る
私
の
ル
ー
ツ

金
糸
雀

信
じ
て
も
カ
ル
ト
の
闇
の
ど
こ
ま
で
も

英

子

ベ
ー
ブ
ル
ー
ス
を
超
え
た
大
谷

ち
か
ひ

く
だ
ら

の

朽
野
に
魑
魅
魍
魎
が
た
む
ろ
す
る

す

ず

犬

の

遠

吠

え

皓

と

寒

月

明

郎

眉
太
き
医
師
の
見
立
て
も
異
常
な
く

大
内
善

一

大
草
原
を
ナ
ナ
ハ
ン
が
行
く

白
石
一

有

散
る
花
に
過
ぎ
ゆ
き
し
日
々
重
ね
つ
つ

斎
藤
東

砂

霞

棚

引

く

高

層

の

街

小
田
み
み
こ
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《
宝
塚
市
・
夙
水
会
》

歌

仙

『
村

二

つ
』

妙
島
秋
男
捌

令
和
四
年
十
一
月
六
日
首

令
和
四
年
十
二
月
四
日
尾（於

・
西
宮
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

村
二
つ
沈
め
て
ダ
ム
の
紅
葉
燃
ゆ

妙
島
秋

男

山

の

彼

方

に

昇

る

弦

月

三
木
祐

子

新
蕎
麦
を
リ
ズ
ム
良
く
切
る
音
の
し
て

野
村
知

子

碁
盤
を
前
に
頭
垂
れ
つ
つ

西
岡
礼

子

縁
側
の
座
布
団
の
上
猫
丸
く

祐

柚
子
で
華
や
ぐ
街
の
銭
湯

秋

ウ
消
炭
で
悪
戯
書
き
を
あ
ち
こ
ち
に

礼

首
相
辞
め
ろ
と
デ
モ
の
行
進

知

共
白
髪
の
ら
り
く
ら
り
と
添
ひ
遂
げ
て

秋

元
の
カ
レ
シ
の
デ
ー
タ
消
し
か
ね

祐

ひ
と
文
字
を
秘
か
に
入
れ
し
子
供
の
名

知

葉
末
に
揺
れ
る
と
う
す
み
蜻
蛉

礼

月
涼
し
馬
に
任
せ
て
ふ
る
さ
と
へ

秋

土

産

の

品

は

宅

配

便

で

祐

俳
優
の
熱
ほ
と
ば
し
る
紅
テ
ン
ト

礼

ポ
ケ
ツ
ト
の
中
各
種
の
ど
飴

知

線
路
脇
特
急
通
過
花
ふ
ぶ
き

祐

ド
ロ
ー
ン
悠
々
霞
の
空
を

秋

ナ
オ
磯
遊
び
夢
中
に
な
り
て
服
も
濡
れ

祐

レ
コ
ー
ド
盤
に
そ
つ
と
置
く
針

秋

神
前
に
供
へ
る
菓
子
の
堆
く

祐

校

長

談

話

睡

魔

蔓

延

る

秋

も
ふ
も
ふ
の
羊
の
群
れ
に
癒
さ
れ
て

知

庭
の
隅
で
は
雪
だ
る
ま
溶
け

祐

大
隠
は
市
中
に
住
み
糟
湯
酒

秋

抽
選
会
で
当
て
た
マ
ン
シ
ヨ
ン

知

突
然
の
人
事
異
動
で
海
外
へ

祐

解
く
に
解
け
な
い
指
切
り
の
指

秋

月
見
船
橋
く
ぐ
る
度
キ
ス
求
め

知

畑

に

高

々

小

鳥

網

張

る

祐

ナ
ウ
鮭
焼
く
間
杉
下
右
京
ぶ
つ
ぶ
つ
と

秋

雨
の
銀
座
に
タ
ク
シ
ー
の
列

知

早
朝
に
サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
大
騒
ぎ

祐

ま
だ
醒
め
ぬ
う
ち
夢
の
続
き
を

秋

初
花
を
見
つ
け
て
嬉
し
通
学
路

知

風
や
は
ら
か
に
頬
撫
で
て
ゆ
く

祐
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《
東
京
・
湘
南
吟
社
―
そ
の
一
》

百

韻

『
初

句

会
』

小
林
静
司
捌

山
脈
の
果
て
に
富
士
あ
り
初
句
会

小
林
静

司

淑
気
あ
ふ
れ
る
親
交
の
席

鈴
木
善

春

腕
よ
り
鷹
匠
の
鷹
の
飛
翔
し
て

秋
山
よ
う
子

記
録
ノ
ー
ト
に
誌
す
西
暦

白
井
暎

子

シ
ン
プ
ル
を
目
指
す
生
活
板
に
付
き

松
田
ぼ
く
る

静
か
に
流
る
サ
ッ
ク
ス
の
曲

司

受
験
生
は
や
る
心
に
月
は
笑
み

春

母

の

丹

精

香

る

草

餅

う

ウ
去
年
よ
り
乗
込
鮒
は
多
そ
う
だ

暎

貧
乏
神
を
背
負
い
投
げ
せ
ん

春

聖
堂
は
君
と
僕
と
の
二
人
だ
け

暎

ね
え
あ
の
時
の
は
げ
ま
し
の
鐘

山
中
た
け
を

風
に
の
り
流
れ
て
来
た
る
噂
あ
り

永
田
吉

文

飛
行
船
ま
く
ビ
ラ
を
追
い
か
け

吉

戦
争
は
袋
に
入
れ
て
捨
て
ま
し
ょ
う

司

イ
ン
キ
が
深
く
沁
み
る
便
箋

を

月
の
部
屋
チ
ラ
シ
の
紙
を
折
紙
に

〃

夢
み
る
少
女
赤
毛
さ
わ
や
か

る

メ
ー
プ
ル
の
紅
葉
の
道
ア
ン
の
島

う

お
喋
り
生
か
す
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
は

吉

大
花
火
コ
ー
ラ
を
渡
す
暇
も
な
く

〃

水
着
の
裏
に
小
銭
入
れ
在
り

を

二
表
年
の
差
を
す
ご
く
気
に
し
て
い
る
ら
し
い

司

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
ど
こ
も
ひ
ま
で
す

る

積
ん
読
を
片
付
け
中
に
ま
た
春
が

暎

ぶ
ら
り
と
旅
へ
朝
寝
朝
酒

を

遠
方
の
凧
は
止
ま
っ
て
見
え
て
い
る

〃

お
伊
勢
参
り
は
犬
は
留
守
番

う

長
老
の
落
語
が
う
け
る
「
猫
の
皿
」

を

な
み
だ
の
味
を
甘
く
思
え
て

春

愛
し
て
る
屁
理
屈
な
ん
か
い
り
ま
せ
ん

司

伸
び
て
縮
ん
で
ゴ
ム
紐
の
幸

吉

残
念
だ
人
間
国
宝
鬼
籍
入
り

う

詠
み
び
と
知
ら
ず
歌
を
詠
み
上
げ

を

ス
ッ
テ
ン
と
転
ん
で
仰
ぐ
冬
の
月

暎

吾
を
呼
ぶ
の
か
遠
き
狐
火

吉

二
裏
寒
垢
離
で
落
と
せ
ぬ
欲
の
百
八
つ

を

大
き
な
壺
に
水
飴
の
あ
り

春

Ａ
Ｉ
に
為
替
相
場
の
予
想
さ
せ

司

老
ホ
テ
ル
マ
ン
小
説
を
書
く

吉

喧
騒
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
夜
店
前

を
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山
椒
魚
は
ど
こ
で
眠
る
の

る

痩
せ
た
美
女
大
喰
い
競
争
勝
ち
残
る

吉

す
ら
り
長
身
ポ
ー
ズ
ぴ
た
り
と

う

月
照
ら
す
哲
学
堂
の
門
の
内

る

夜
長
に
飲
む
は
消
化
剤
と
か

暎

哀
れ
蚊
が
追
っ
て
払
っ
て
ま
だ
ま
と
う

う

科
白
は
真
に
迫
る
地
芝
居

春

花
相
撲
世
界
に
テ
レ
ビ
配
信
し

〃

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
は
双
児
パ
ン
ダ
を

を

三
表
好
み
し
は
ス
レ
ン
ダ
ー
よ
り
ぽ
っ
ち
ゃ
り
と

う

キ
ス
の
熱
き
も
十
人
前
で

春

あ
こ
が
れ
の
山
登
り
し
て
移
住
決
め

暎

男
滝
女
滝
と
滝
の
い
き
お
い

う

ガ
イ
ド
よ
り
涙
し
て
聞
く
壇
ノ
浦

司

ど
こ
ま
で
続
く
オ
レ
オ
レ
の
詐
欺

吉

反
省
を
さ
せ
て
つ
る
つ
る
丸
坊
主

を

空
飛
ぶ
車
事
故
は
ど
う
す
る

暎

い
つ
の
間
に
物
知
り
博
士
に
な
っ
た
の
か

〃

風
呂
上
が
り
な
る
君
の
温
も
り

司

ご
満
悦
長
き
手
足
に
絡
ま
れ
て

を

ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
を

〃

大
群
衆
あ
っ
け
ら
か
ん
と
望
の
月

う

刑

法

改

正

秋

の

国

会

を

三
裏
園
児
た
ち
じ
っ
と
見
て
い
る
虫
脱
皮

暎

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
チ
ョ
ッ
プ
強
烈

吉

研
究
の
成
果
の
載
り
し
ネ
イ
チ
ャ
ー
に

を

急
に
上
が
っ
た
株
で
返
済

司

偶
然
か
奇
跡
か
当
た
る
吉
方
位

春

烏

定

住

電

柱

の

上

吉

タ
ワ
マ
ン
の
最
高
階
の
眞
子
夫
婦

う

皇
室
の
縁
切
れ
て
あ
た
た
か

司

月
の
使
者
祝
ぐ
宴
山
笑
う

吉

少

し

傾

く

雛

の

冠

う

大
和
の
地
買
い
占
め
て
い
る
中
国
人

春

バ
ブ
ル
は
じ
け
て
凩
の
吹
く

を

餅
花
に
家
訓
は
今
も
生
き
て
居
り

暎

屠
蘇
や
雑
煮
を
孫
は
よ
ろ
こ
ぶ

吉

ナ
オ
通
帳
の
ゼ
ロ
の
数
な
ら
よ
い
勝
負

を

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

吉

片
時
の
空
白
に
打
つ
走
り
梅
雨

を

「
と
り
あ
え
ず
」
に
は
麦
酒
乾
杯

春

ピ
チ
ピ
チ
の
ビ
キ
ニ
の
君
の
ま
ぶ
し
く
て

吉

湿
度
で
変
わ
る
首
筋
の
色

を

紙
を
漉
く
妻
の
年
期
の
確
か
さ
に

司

皹
そ
っ
と
い
た
わ
っ
て
や
る

う

死
語
に
な
る
言
葉
は
載
せ
ぬ
広
辞
苑

暎
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令
和
四
年
一
月
四
日
首
尾

（
於
・
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
玉
縄
分
室
）

エ
モ
い
チ
ョ
ベ
リ
バ
ナ
ウ
な
ヤ
ン
グ
で

を

傾
け
し
応
援
団
の
団
旗
に
て

吉

職

場

の

上

司

実

は

後

輩

春

繊
月
に
鳴
き
声
だ
け
の
鳥
が
行
く

を

故

郷

偲

び

し

み

る

秋

風

吉

ナ
ウ
野
の
錦
ジ
ュ
ラ
紀
の
化
石
鑑
定
に

司

ス
ト
レ
ッ
チ
し
て
背
骨
ま
っ
す
ぐ

を

ス
タ
ー
へ
の
階
段
の
ぼ
る
元
子
役

吉

お
ひ
と
り
様
の
老
後
ま
た
良
し

う

レ
ト
ロ
趣
味
レ
コ
ー
ド
さ
ら
に
売
り
出
し
て

春

ス
マ
ホ
決
済
す
ん
で
う
ら
ら
か

吉

花
万
朶
勅
使
出
航
せ
し
港

司

首

ふ

り

歩

く

鳩

に

陽

炎

る
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《
東
京
・
湘
南
吟
社
―
そ
の
二
》

二
十
韻

『
万
歩
か
な
』

永
田
吉
文
捌

令
和
四
年
五
月
二
十
九
日
首
尾

（
於
・
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
分
室
）

夏
め
き
て
体
調
戻
る
万
歩
か
な

永
田
吉

文

目
に
新
緑
の
こ
こ
ち
よ
き
朝

小
林
静

司

吊
り
棚
に
青
磁
の
香
炉
置
か
れ
い
て

山
本
ゆ

う

厨

に

響

く

包

丁

の

音

秋
山
よ
う
子

ウ
猛
練
習
若
者
達
を
月
照
ら
す

白
井
暎

子

秋
嶺
仰
ぎ
じ
っ
と
待
つ
君

松
田
ぼ
く
る

科
白
決
め
新
酒
を
干
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ズ

鈴
木
善

春

タ
ワ
マ
ン
狙
い
宝
籤
買
う

ゆ

成
金
と
蔑
ま
れ
て
も
勝
ち
は
勝
ち

る

児
が
聞
き
わ
け
る
五
種
類
の
鳥

司

ナ
オ
寒
菊
の
手
入
れ
み
ご
と
な
女
人
寺

る

月

に

凍

れ

る

放

生

の

池

う

医
薬
品
紛
争
の
地
へ
運
び
ゆ
く

吉

別

れ

の

涙

命

惜

し

み

て

暎

車
椅
子
押
し
て
押
さ
れ
て
老
夫
婦

春

恋
文
の
束
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
へ
と

う

ナ
ウ
鑑
識
は
虫
め
が
ね
持
ち
大
が
か
り

暎

海
釣
り
公
園
風
の
や
わ
ら
か

ゆ

半
島
は
一
面
花
に
満
ち
て
艶

司

憲

法

記

念

祝

う

催

し

春
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《
北
海
道
・
白
老
連
句
を
楽
し
む
会
》

ス
ト
リ
ー
ト
連
句
in
ミ
ナ
パ
祭

虹
多
き
町
（
非
懐
紙
二
十
二
韻
）
―
白
老
尽
し

注
＊
ユ
カ
ラ
「
叙
事
詩
」、
＊
ミ
チ
ハ
ポ
「
父
母
」、
＊
ポ
ロ
ト
「
大
き
い
沼
」、

＊
ア
ヨ
ロ
の
海
「
白
老
町
虎
杖
浜
に
あ
る
ア
ヨ
ロ
海
岸
」、
＊
ミ
ナ
パ
「
笑

い
の
満
ち
る
」、
＊
イ
ヤ
イ
ラ
イ
ケ
レ
「
心
か
ら
感
謝
を
」

二
〇
二
二
年
五
月
十
五
日
首
尾

捌
き
＊
梅
村

光
明

し
ら

お
い

白
老
は
虹
多
き
町
ユ
カ
ラ
聞
く

梅
村
光

明

雨
の
散
歩
の
傘
は
蕗
の
葉

田
村
き

く

青
絹
の
風
は
渦
巻
模
様
し
て

半
澤
孝

平

ゆ
う
ず
つ

夕
星
見
詰
め
思
う
ミ
チ
、
ハ
ポ

田
村
弘

子

弟
と
騒
ぎ
眠
ら
ぬ
稚
児
の
宵

竹
浦

真

春
の
終
り
の
朝
日
ま
ぶ
し
く

二
瓶
千

尋

輝
け
る
ポ
ロ
ト
の
杜
に
息
吹
あ
り

降
矢
和

好

子
鹿
親
鹿
草
を
つ
い
ば
み

藤
澤
久
美
子

秋
味
を
狙
う
動
物
溌
剌
と

藤
澤
昌

幸

濁
酒
酌
む
さ
さ
く
れ
た
指

大
西
朝

子

の

あ

十
五
夜
の
水
面
に
映
り
道
の
ご
と

須
貝
祈

愛

栗
原
シ
ェ
フ
の
旨
し
パ
エ
リ
ア

岩
崎
良

子

ス
テ
ー
ジ
は
歌
や
ダ
ン
ス
で
盛
上
が
り

畠
山
尚

久

天

岩

戸

の

幕

開

く

時

杉
中
ゆ
う
呼

冬
の
山
煙
と
雪
を
装
い
に

中
谷
通

恵

裸
木
め
ぐ
り
リ
ス
の
戯
れ

吉
原
芳

美

初
夢
は
ア
ヨ
ロ
の
海
に
た
そ
が
れ
ん

須
貝
夢

乃

羽
根
突
き
競
い
顔
に
墨
塗
る

き

く

ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
文
化
が
集
う
大
切
さ

小
田
島
一

典

ミ
ナ
パ
の
庭
に
遊
ぶ
猫
の
仔

岩
井
真
里
子

え
み

花
の
笑
イ
ヤ
イ
ラ
イ
ケ
レ
広
が
る
輪

田
村
直

美

ね

い
と

虻
の
飛
ぶ
音
を
月
は
愛
し
む

中
嶋
祐

子
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《
裾
野
・
裾
野
連
句
会
―
そ
の
一
》

二
十
韻

『
散

歩

道
』

水
野
森
雄
捌

令
和
四
年
九
月
十
八
日
首
尾（

於
・
裾
野
市
立
東
西
公
民
館
）

夕
月
や
落
ち
葉
ひ
ら
ひ
ら
散
歩
道

水
野
森

雄

パ
チ
ン
と
弾
く
腕
の
哀
れ
蚊

山
口
綾

子

秋
の
宿
山
海
の
幸
楽
し
み
て

勝
又
丘

女

家
族
の
会
話
時
を
忘
れ
る

森

雄

ウ
果
樹
園
に
薄
陽
差
し
込
む
雨
上
が
り

綾

子

ほ
っ
ぺ
の
赤
い
お
ぼ
こ
無
邪
気
で

丘

女

在
り
し
日
の
君
の
面
影
ケ
ア
ハ
ウ
ス

森

雄

い
つ
も
の
香
り
あ
の
頃
の
ま
ま

綾

子

悠
々
と
番
い
の
丹
頂
舞
い
降
り
て

丘

女

初
御
籤
引
く
母
は
ご
機
嫌

森

雄

ナ
オ
早
朝
に
ノ
ラ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
を
聴
き
な
が
ら

綾

子

ス
ポ
ー
ツ
界
も
記
録
更
新

丘

女

百
歳
が
九
十
万
人
越
え
た
と
か

森

雄

雪

渓

眩

し

君

は

愛

お

し

綾

子

祭
の
夜
寄
り
そ
う
ふ
た
り
夏
の
霜

丘

女

ひ
れ
酒
が
好
き
食
通
の
友

森

雄

ナ
ウ
喧
嘩
し
て
仲
直
り
し
て
鍋
つ
つ
き

綾

子

腰
掛
け
椅
子
に
風
の
柔
ら
か

丘

女

花
の
下
亀
の
ん
び
り
と
甲
羅
干
し

森

雄

瑞

々

し

き

は

春

の

大

根

綾

子
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《
裾
野
・
裾
野
連
句
会
―
そ
の
二
》

二
十
韻

『
生
絹
の
ご
と
く
』

土
屋
日
菜
捌

令
和
四
年
九
月
十
八
日
首
尾（

於
・
裾
野
市
立
東
西
公
民
館
）

爽
や
か
に
生
絹
の
ご
と
く
雲
流
れ

宮
原
う
た
子

東

の

空

に

昇

る

玉

輪

土
屋
日

菜

庭
先
に
ご
ろ
り
転
が
る
南
瓜
手
に

井
上
輝

夫

華
や
ぐ
中
で
時
を
忘
れ
て

窪
田
浩

晃

ウ
泡
と
な
る
身
と
知
り
つ
つ
も
恋
一
途

日

菜

君
に
似
合
い
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を

輝

夫

叱
ら
れ
て
障
子
に
隠
る
我
が
子
か
な

浩

晃

境

港

に

鬼

太

郎

が

住

み

日

菜

晩
涼
の
三
つ
先
ま
で
青
信
号

う
た
子

眼

前

迫

る

尾

根

に

雷

鳥

浩

晃

ナ
オ
新
記
録
名
球
会
に
名
乗
り
上
げ

輝

夫

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
は
ア
ニ
メ
・
日
本
酒

日

菜

懸
想
文
出
す
か
出
さ
ぬ
か
ポ
ス
ト
前

浩

晃

誕
生
日
に
は
揃
ひ
の
襟
巻

輝

夫

月
凍
つ
る
家
路
を
急
ぐ
鳥
居
脇

浩

晃

赤
い
ラ
ン
プ
の
終
バ
ス
に
乗
る

日

菜

ナ
ウ
秋
田
犬
幼
子
に
径
ゆ
づ
ら
る
る

う
た
子

大
空
高
く
シ
ャ
ボ
ン
玉
舞
ふ

浩

晃

河
岸
に
香
り
も
載
せ
て
花
筏

輝

夫

ミ
ツ
バ
チ
育
つ
ビ
ル
の
屋
上

日

菜
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《
白
河
・
宗
祇
白
河
連
句
会
》

二
十
韻

『
春

光

や
』

田
畑
豆
男
捌

令
和
四
年
三
月
二
十
六
日
首

令
和
四
年
四
月
二
十
三
日
尾

（
於
・
白
河
市
中
央
公
民
館
）

春
光
や
切
株
に
浮
く
杉
の
脂

田
畑
豆

男

高

さ

を

競

ふ

風

船

の

色

久
保
田

直

卒
業
の
吾
子
は
異
国
の
夢
を
見
て

佐
藤
和

子

柑
橘
類
の
香
り
た
だ
よ
ふ

豆

男

ウ
雪
合
羽
月
ま
だ
残
る
糶
市
場

直

灯
り
落
と
し
て
寒
紅
を
濃
く

和

子

よ
く
見
れ
ば
口
ま
で
裂
け
た
狐
顔

豆

男

郷
土
力
士
の
優
勝
に
湧
く

豆

男

空
を
飛
ぶ
車
の
未
来
目
前
に

直

地
球
の
裏
の
止
ま
ぬ
ド
ン
パ
チ

和

子

ナ
オ
職
退
き
て
地
酒
の
冷
酒
酌
み
交
は
し

直

お
化
け
屋
敷
の
闇
に
抱
き
つ
く

豆

男

勝
算
は
あ
り
と
ネ
ク
タ
イ
さ
つ
と
抜
き

直

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
魂
棚
の
前

北
川
信

弘

名
月
を
映
し
て
湖
の
波
静
か

和

子

夕
霧
の
立
つ
猫
の
抜
け
道

直

ナ
ウ
病
名
は
残
念
な
が
ら
加
齢
で
す

信

弘

銭

湯

に

浮

く

常

連

の

首

直

一
輪
の
胴
咲
き
桜
花
明
り

信

弘

ま

ど

ろ

み

の

中

鶯

の

声

和

子
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《
東
京
・
草
門
会
》

脇
起
歌
仙

『
ふ
じ
の
ゆ
き
』

村
松
定
史
捌

令
和
四
年
十
二
月

十
日
首
（
於
・
東
京
文
化
会
館
）

令
和
五
年

一
月
二
十
一
日
尾

（
於
・
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

一
尾
根
は
し
ぐ
る
る
雲
か
ふ
じ
の
ゆ
き

翁

掛

大

根

の

軒

に

問

ふ

声

村
松
定

史

自
動
ド
ア
閉
ぢ
る
間
際
に
と
び
出
し
て

朝
倉
一

湖

豆
鉄
砲
を
喰
つ
た
目
ん
玉

西
川
菜

帆

ざ
わ

し
ほ

だ
ま
り

月
明
に
い
の
ち
騒
め
く
潮

溜

岡
部
瑞

枝

も
み
ぢ

ば

ふ
う

紅

葉

楓

の

色

づ

い

た

道

四
ッ
谷

龍

ウ
今
年
酒
名
は
菊
姫
と
申
し
ま
す

浅
岡
照

夫

天
狗
の
や
う
な
男
伊
達
に
て

山
地
春
眠
子

柴
犬
は
妻
が
実
家
に
連
れ
帰
り

吉
岡
三
智
子

許
し
も
し
な
い
非
難
も
し
な
い

工
藤

繭

次
の
世
は
鮟
鱇
に
生
れ
吊
る
さ
る
る

川
野
蓼

艸

生

ハ

ム

原

木

自

宅

配

送

三
智
子

月
の
下
静
か
に
開
く
月
見
草

一

湖

経
正
公
の
琵
琶
ぞ
涼
し
き

龍

琥
珀
石
半
睡
に
旅
人
を
待
つ

照

夫

自
粛
粛
清
粛
が
気
に
な
る

一

湖

白
鳩
の
散
る
羽
根
花
に
う
ち
ま
じ
り

龍

に
ら
い
か
な
い
を
目
差
し
ゆ
く
海
胆

菜

帆

ナ
オ
春
の
風
邪
ひ
い
て
ピ
エ
ロ
は
宙
返
り

瑞

枝

Ｐ

Ｋ

戦

に

身

の

縮

む

夜

照

夫

鉈
彫
の
御
仏
拝
む
列
に
付
く

一

湖

垣

根

の

下

に

古

ぶ

鉄

瓶

龍

あ
ら
た
ま
の
兎
の
知
恵
の
使
ひ
や
う

瑞

枝

打
つ
よ
家
計
簿
松
の
内
か
ら

三
智
子

若
き
日
の
こ
ひ
び
と
朝
の
夢
に
来
て

龍

に
じ
む
想
ひ
を
水
彩
の
青

瑞

枝

城
下
町
二
十
七
曲
り
鍵
曲
り

一

湖

緊
急
地
震
速
報
用
回
転
灯

瑞

枝

茶
を
淹
れ
て
居
待
の
部
屋
の
広
き
こ
と

龍

梢
の
柿
の
落
ち
ず
皺
み
て

三
智
子

ナ
ウ
蜻
蛉
と
唐
子
ら
遊
ぶ
羽
織
裏

〃

せ
い

も
ん

ば
ら
ひ

押
す
な
押
す
な
の
誓
文

払

龍

茫
々
と
指
動
か
し
て
ゐ
る
近
代

〃

ば
い

て
ん

圧

力

鍋

を

霾

天

の

午

后

瑞

枝

邑
ひ
と
つ
す
つ
ぽ
り
花
に
包
ま
れ
し

定

史

野
の
う
ら
ら
か
に
軽
き
足
ど
り

一

湖
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《
福
井
・
武
生
連
句
の
会
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
初

紅

葉
』

水
上
潤
子
捌

令
和
三
年

十
月
三
日
首
（
文
音
）

令
和
三
年
十
一
月
一
日
尾

車
座
の
話
は
づ
む
や
初
紅
葉

三
木
蓮

糸

月
に
影
踏
み
遊
ぶ
母
と
子

水
上
潤

子

秋
の
野
を
銀
輪
ペ
ダ
ル
軽
や
か
に

岡
田
有

峰

通
勤
前
の
ウ
イ
ン
ナ
コ
ー
ヒ
ー

前
田
高

宏

音
楽
の
留
学
募
る
掲
示
板

潤

子

入
道
雲
の
高
く
沸
き
立
つ

蓮

糸

ウ
竿
下
ろ
し
里
な
る
河
へ
囮
鮎

有

峰

同
窓
会
に
あ
こ
が
れ
の
君

高

宏

お
揃
ひ
の
時
計
は
今
も
時
刻
む

蓮

糸

日
経
読
め
ど
見
え
ぬ
先
行
き

潤

子

お
百
度
に
挑
む
媼
の
大
社

有

峰

道

頓

堀

の

寄

席

も

盛

況

高

宏

目
を
見
張
る
天
地
明
る
き
冬
の
月

潤

子

北

窓

塞

ぎ

当

夜

独

酌

蓮

糸

ち
や
ぶ
台
に
置
か
れ
し
成
績
票
を
取
る

高

宏

新

入

社

員

延

ば

す

営

業

有

峰

花
一
樹
会
釈
で
過
ぎ
ぬ
地
蔵
仏

蓮

糸

隅
田
を
上
る
レ
ガ
ッ
タ
の
争

潤

子

ナ
オ
投
了
の
碁
敵
の
声
の
長
閑
な
り

有

峰

畳

に

立

た

す

包

帯

の

巻

高

宏

内
科
・
外
科
・
眼
科
に
皮
膚
科
け
ふ
は
ど
こ

潤

子

よ
や
り
ひ
や
り
と
横
た
は
る
猫

蓮

糸

夕
蝉
に
渋
滞
の
列
き
り
も
な
く

高

宏

富

士

詣

み

な

白

衣

装

束

有

峰

鉄
斎
の
羊
腸
萬
折
浮
か
び
き
て

蓮

糸

死
ん
で
も
い
い
わ
も
つ
と
強
く
よ

潤

子

デ
ュ
エ
ッ
ト
の
演
歌
の
サ
ビ
に
見
詰
め
合
ふ

有

峰

成
人
に
夢
古
稀
に
ま
た
夢

潤

子

幔
幕
の
色
際
立
た
せ
月
出
づ
る

高

宏

地
芝
居
狂
ひ
今
日
も
う
き
う
き

蓮

糸

ナ
ウ
芋
煮
鍋
河
原
に
並
べ
一
服
す

高

宏

飛
び
入
り
参
加
旅
行
者
の
居
て

有

峰

悠
然
と
空
舞
ふ
鳶
の
声
高
く

蓮

糸

ひ
め

み

こ

歴
史
に
残
る
聡
き
姫
皇
女

潤

子

花
の
庭
あ
り
て
決
め
た
る
新
住
居

有

峰

も
と

陽
炎
の
下
明
日
へ
踏
み
出
す

高

宏
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《
福
井
・
武
生
連
句
の
会
―
そ
の
二
》

歌

仙

『
燭

灯

し
』

清
水
季
扇
捌

令
和
三
年
十
月
二
十
七
日
首

令
和
四
年
二
月
二
十
六
日
尾

（
於
・
越
前
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

燭
灯
し
舞
始
ま
り
ぬ
冬
座
敷

清
水
季

扇

壺
に
挿
さ
る
る
白
き
山
茶
花

白
崎
ひ
ろ
子

撮
り
鉄
の
汽
車
の
通
過
を
待
ち
わ
び
て

久
野
天

神

豪
華
外
食
ほ
く
そ
笑
む
娘
ら

水
上
潤

子

月
出
で
て
歓
声
消
え
し
遊
園
地

岡
田
有

峰

虫
の
音
繁
き
帰
途
の
路
地
隅

潤

子

ウ
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
婀
娜
め
く
魔
女
と
な
る
準
備

ひ
ろ
子

宅

急

便

で

送

る

口

紅

有

峰

周
り
無
視
腕
組
む
二
人
大
股
で

前
田
高

宏

シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
あ
や
ふ
く
も
立
ち

〃

影
ふ
み
の
帰
り
は
怖
い
通
り
や
ん
せ

季

扇

読

書

専

念

疫

病

対

策

潤

子

真
か
と
こ
こ
ろ
も
魅
入
る
夏
の
月

〃

誘
ひ
合
は
せ
て
薪
能
へ
と

季

扇

街
道
へ
姉
と
弟
曲
が
り
来
て

高

宏

杖
の
急
き
行
く
十
番
札
所

潤

子

明
日
の
た
め
脚
を
揉
み
た
る
花
の
宿

有

峰

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
羊
の
毛
刈
る

天

神

ナ
オ
挨
拶
は
オ
レ
ン
ジ
ひ
と
つ
投
げ
よ
こ
し

高

宏

こ
ち
ら
を
見
な
い
運
転
手
過
ぎ

〃

最
近
の
列
島
変
よ
そ
こ
か
し
こ

潤

子

巷

騒

が

す

Ｉ

Ｔ

の

波

天

神

閉
ぢ
籠
り
歌
留
多
楽
し
む
家
族
ど
ち

潤

子

火
事
だ
火
事
だ
と
触
れ
回
る
声

季

扇

久
方
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
子
の
便
り

潤

子

運

命

の

糸

や

り

直

し

婚

高

宏

念
願
の
思
ひ
果
た
せ
る
数
寄
屋
橋

潤

子

お
地
蔵
さ
ん
の
顔
の
に
こ
や
か

季

扇

編
集
者
急
か
す
原
稿
居
待
月

有

峰

曼
珠
沙
華
咲
く
道
に
迷
ひ
て

高

宏

ナ
ウ
新
蕎
麦
の
看
板
探
し
突
き
止
め
ぬ

季

扇

赤

提

灯

の

尽

き

ぬ

政

談

潤

子

正
面
に
柱
時
計
の
鎮
ま
り
て

高

宏

台

形

の

ご

と

母

の

人

生

永
田
な
る
み

宮
参
り
嬰
に
着
せ
た
る
花
衣

有

峰

空
ま
で
届
け
飛
ば
す
風
船

執

筆
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《
東
京
・
遅
刻
坂
連
句
会
―
そ
の
一
》

小
野
酔
陶
さ
ん
追
悼

歌

仙

『
春

眠

を
』

大
久
保
風
子
捌

令
和
四
年
五
月
二
十
五
日
首

令
和
四
年
七
月

十
二
日
尾

（
於
・
リ
モ
ー
ト
＆
文
音
）

春
眠
を
猫
と
競
へ
る
余
生
か
な

小
野
酔

陶

青
磁
の
壺
に
い
け
し
山
藤

谷
口
螺
々
子

清
明
の
学
び
舎
の
坂
足
早
に

仲
本
お

池

謂
は
れ
を
刻
む
碑
を
読
む

田
中
安

芸

さ
ざ
波
を
い
ざ
出
航
と
月
の
海

螺
々
子

焼
き
も
ろ
こ
し
の
鼻
を
く
す
ぐ
り

半
田
有

杜

ウ
色
葉
散
る
わ
れ
も
昔
は
ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー

今
富
千

辺

手
練
手
管
は
ど
つ
ち
も
ど
つ
ち

久
保
田
田

朴

オ
ー
ロ
ラ
を
見
に
い
き
ま
せ
う
と
誘
ひ
だ
し

上
原
百

々

だ
う
す
る
気
な
の
そ
ん
な
酔
は
せ
て

小
林
喜

一

鷗
飛
ぶ
潮
の
満
ち
干
の
渦
と
な
り

石
田
耕

庵

一
句
ひ
ね
る
に
パ
イ
プ
く
ゆ
ら
し

杜

鎌
の
月
凩
に
さ
ぞ
寒
か
ら
う

朴

蕪

す

ゞ

し

ろ

庭

の

菜

園

耕

う
つ
す
ら
と
埃
の
被
る
神
棚
に

芸

Ｌ

Ｅ

Ｄ

の

電

球

長

持

ち

辺

友
と
行
く
北
の
丸
に
は
花
満
開

喜

亀
鳴
く
午
後
の
警
察
学
校

池

ナ
オ
麗
か
に
乾
さ
れ
て
数
多
柔
道
着

辺

為

替

変

動

予

想

裏

切

る

杜

宗
麿
の
「
異
端
に
徹
す
」
に
惚
れ
込
ん
で

大
久
保
風

子

章
法
極
め
筆
は
揺
る
が
ず

青
柳
祥

風

ハ
ン
カ
チ
の
花
天
空
を
招
き
を
り

武
井
蛙

女

夏
の
光
と
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
旅

沼
田
睦

子

ぶ
ら
ぶ
ら
と
骨
董
街
に
辿
り
着
き

螺

笑
み
を
浮
か
べ
し
薄
き
唇

池

年
の
差
を
抱
き
溶
か
さ
ん
か
恋
の
果

芸

思

ふ

が

ま

ゝ

に

紫

の

君

朴

た
ま
し
ひ
は
雲
の
か
な
た
に
月
澄
み
て

百

松

茸

ご

飯

別

腹

に

入

り

喜

ナ
ウ
秋
深
し
ひ
と
り
旅
す
る
大
和
古
寺

耕

選
挙
ポ
ス
タ
ー
風
に
吹
か
る
ゝ

辺

「
ふ
る
さ
と
」
を
老
い
も
若
き
も
声
合
は
せ

杜

一
休
み
に
は
飴
と
焙
じ
茶

祥

花
惜
し
む
文
机
に
あ
る
謹
呈
書

蛙

彼
の
岸
此
の
岸
風
や
は
ら
か
に

睦
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《
東
京
・
遅
刻
坂
連
句
会
―
そ
の
二
》

歌

仙

『
旅

人

の
』

半
田
有
杜
捌

令
和
四
年
八
月
二
十
四
日
首

令
和
四
年
九
月
二
十
八
日
尾（リ

モ
ー
ト
＆
九
段
生
涯
学
習
館
）

旅
人
の
置
い
て
い
き
た
る
残
暑
か
な

半
田
有

杜

が
ら
ん
ど
う
な
る
部
屋
に
蜩

青
柳
祥

風

岩
肌
に
砕
け
る
波
よ
月
出
で
て

高
井
辛

六

板

一

枚

の

橋

を

渡

り

来

田
中
安

芸

指
先
に
チ
ョ
ン
と
乗
せ
ら
れ
や
じ
ろ
べ
え

今
富
千

辺

お
で
ん
の
匂
い
立
ち
込
め
る
路
地

久
保
田
田

朴

ウ
今
年
こ
そ
流
行
の
柄
の
セ
ー
タ
で

小
林
喜

一

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
つ
い
に
聞
き
出
し

大
久
保
風

子

話
せ
ど
も
通
じ
な
い
そ
は
異
星
か
ら

谷
口
螺
々
子

知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
進
む
縁
談

仲
本
お

池

戦
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く
も
果
て
し
な
く

石
田
耕

庵

迷

子

の

犬

は

主

探

し

て

お

池

熱
中
症
た
ら
い
回
し
の
救
急
車

喜

一

風

の

隙

間

に

羅

の

月

安

芸

高
野
山
雨
降
り
し
き
る
多
宝
塔

田

朴

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
い
つ
も
頼
り
に

螺
々
子

リ
モ
ー
ト
の
ふ
る
さ
と
自
慢
花
自
慢

風

子

畑
を
耕
す
影
の
お
ち
こ
ち

有

杜

ナ
オ
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
遠
く
な
り
ゆ
く
目
借
時

喜

一

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
ミ
ル
ク
た
っ
ぷ
り

耕

庵

新
幹
線
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
西
へ
延
び

田

朴

若
い
祈
り
の
十
字
架
の
町

安

芸

砂
山
に
肩
寄
せ
て
見
る
寒
昴

螺
々
子

嫉
妬
に
溶
け
て
し
ま
う
雪
鬼

風

子

言
い
訳
の
多
い
漢
と
縁
を
切
り

武
井
蛙

女

テ
レ
ビ
が
煽
る
世
論
分
断

喜

一

友
垣
と
互
い
の
喜
寿
に
乾
杯
を

田

朴

お
医
者
の
予
約
ま
た
も
忘
れ
て

有

杜

月
高
く
里
の
稲
穂
の
黄
金
色

千

辺

屋
台
し
ず
し
ず
行
く
秋
祭

螺
々
子

ナ
ウ
こ
だ
わ
り
の
火
加
減
は
良
し
秋
刀
魚
焼
く

安

芸

テ
ー
マ
パ
ー
ク
へ
急
ぐ
子
ど
も
ら

蛙

女

延
長
で
勝
負
決
ま
ら
ず
Ｐ
Ｋ
戦

風

子

夢

の

中

ま

で

続

く

草

原

田

朴

花
吹
雪
哲
学
の
道
埋
め
尽
く
し

喜

一

霞
た
な
び
く
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

上
原
百

々
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《
東
京
・
遅
刻
坂
連
句
会
―
そ
の
三
》

歌

仙

『
復

元

を
』

仲
本
お
池
捌

※
ギ
ガ
は

10
の
9
乗
、
テ
ラ
は
10
の
12
乗
、
ヨ
タ
は
10
の
24
乗
、

ナ
ノ
は

10
の
19
乗
、
ピ
コ
は
10
の
1
1
2
乗
、

ヨ
ク
ト
は
10
の
1
2
4
乗

令
和
四
年

十
月
二
十
六
日
首

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日
尾

（
於
・
九
段
生
涯
学
習
館
＆
リ
モ
ー
ト
）

復
元
を
待
て
る
城
跡
秋
あ
か
ね

仲
本
お

池

飛
行
機
雲
の
か
た
え
昼
月

塙

於

玉

球
根
を
植
え
る
親
子
は
楽
し
げ
に

谷
口
螺
々
子

ア
ッ
プ
リ
ケ
に
は
バ
ケ
ツ
シ
ャ
ベ
ル
の

田
中
安

芸

学
び
舎
の
清
き
歌
声
流
れ
来
て

半
田
有

杜

歯

に

し

み

渡

る

氷

金

時

大
久
保
風

子

ウ
花
マ
ロ
ニ
エ
三
年
ぶ
り
の
パ
リ
の
街

武
井
蛙

女

後
姿
が
ち
ょ
っ
と
気
に
な
り

石
田
耕

庵

さ
そ
り
座
に
チ
ク
と
刺
さ
れ
て
囚
わ
れ
て

小
林
喜

一

べ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
揺
れ
る
キ
ャ
ン
ド
ル

久
保
田
田

朴

風
吹
け
ば
風
吹
く
ま
ま
の
無
人
駅

安

芸

五
百
羅
漢
に
粉
雪
の
舞
う

耕

庵

天
井
を
清
め
て
静
か
嫁
が
君

有

杜

ふ
る
さ
と
偲
ぶ
母
の
前
垂
れ

お

池

頭
か
ら
足
先
ま
で
の
診
察
券

有

杜

畳

の

上

で

死

ね

る

幸

せ

田

朴

朧
月
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
花
の
宴

上
原
百

々

殿
様
が
え
る
庭
に
ひ
ょ
っ
こ
り

お

池

ナ
オ
分
水
嶺
春
の
水
音
聞
か
ざ
る
や

於

玉

区
画
整
理
は
若
手
に
託
す

喜

一

街
中
を
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
列
を
な
し

耕

庵

防
犯
カ
メ
ラ
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
に

安

芸

原
色
の
水
着
の
マ
ネ
キ
ン
ま
ぶ
し
く
て

田

朴

抱
き
し
め
ら
れ
て
闇
に
く
ち
な
わ

安

芸

禁
足
と
な
り
し
週
末
忍
び
込
み

お

池

ギ
ガ
テ
ラ
ヨ
タ
に
ナ
ノ
ピ
コ
ヨ
ク
ト
＊

百

々

わ
が
孫
は
英
検
二
級
四
年
生

喜

一

一
見
さ
ん
に
は
売
ら
ぬ
ク
ッ
キ
ー

百

々

聖
堂
の
白
き
ク
ル
ス
に
望
の
月

蛙

女

広
き
沃
野
を
鳥
渡
り
行
く

螺
々
子

ナ
ウ
新
酒
に
は
う
ま
い
肴
と
友
が
い
て

耕

庵

世

界

遺

産

の

並

ぶ

島

々

田

朴

細
密
画
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
聴
き
な
が
ら

風

子

宅

配

便

で

届

く

公

魚

蛙

女

ド
ロ
ー
ン
飛
ぶ
吉
野
の
山
に
花
万
本

喜

一

予
定
表
に
は
書
か
ず
の
ど
ら
か

安

芸
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《
東
京
・
遅
刻
坂
連
句
会
―
そ
の
四
》

二
十
韻

『
炎

昼

や
』
の
巻田

中
安
芸
捌

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日
首
尾

（
於
・
九
段
生
涯
学
習
館
）

炎
昼
や
大
地
を
齧
る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

谷
口
螺
々
子

し
た
た
る
汗
の
祈
る
復
興

大
久
保
風

子

黙
々
と
砲
丸
練
習
校
庭
に

今
富
千

辺

店
は
行
列
メ
ン
チ
コ
ロ
ッ
ケ

上
原
百

々

ウ
庭
の
影
深
め
て
今
宵
月
煌
々

武
井
蛙

女

新
走
り
と
て
口
移
し
と
は

半
田
有

杜

閨
怨
の
遠
白
波
の
音
く
ぐ
も
る

井
田
瑞

亭

誰
の
気
配
か
風
の
枝
折
戸

石
田
耕

庵

反
戦
の
故
郷
遠
く
身
寄
り
な
く

小
林
喜

一

ア
イ
ロ
ン
い
ら
ぬ
こ
の
カ
ー
キ
色

仲
本
お

池

ナ
オ
山
眠
る
仁
王
の
睨
む
古
寺
の
門

久
保
田
田

朴

月

の

広

野

を

月

輪

熊

よ

瑞

亭

刺
青
を
纏
う
娘
は
胸
を
張
り

蛙

女

追
い
か
け
ら
れ
る
鬼
と
な
り
し
か

田
中
安

芸

儚
く
も
一
夜
限
り
と
知
り
つ
つ
も

有

杜

音
程
少
し
は
ず
れ
そ
う
な
る

千

辺

ナ
ウ
谷
間
を
し
ぶ
き
燦
め
く
長
良
川

田

朴

か
げ
ろ
う
ゆ
る
る
空
へ
バ
ル
ー
ン

喜

一

花
浄
土
如
何
に
お
わ
す
か
父
母
義
父
母

風

子

若

草

色

の

八

十

八

夜

百

々
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《
東
京
・
中
央
連
句
会
》

脇
起
歌
仙

『
雲

に

鳥
』

鈴
木
美
奈
子
捌

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日
首
尾

（
於
・
京
橋
区
民
館
）

こ
の
秋
は
何
で
年
寄
る
雲
に
鳥

芭
蕉
翁

紅
葉
且
つ
散
る
道
に
繊
月

鈴
木
美
奈
子

風
炉
名
残
亭
主
の
席
は
不
動
に
て

服
部
秋

扇

雄

渾

な

筆

残

す

家

計

簿

谷
内

令

湧
水
の
在
処
に
小
石
踊
る
踊
る

扇

身
の
丈
伸
ば
し
詩
吟
朗
々

白
石
一

有

ウ
短
日
の
Ｉ
Ｔ
噺
は
素
通
り
し

奈

立
ち
飲
み
珈
琲
ち
よ
つ
と
休
止
符

令

ま
ぼ
ろ
し
の
呪
縛
に
吸
は
れ
夢
う
つ
つ

浜
口
泰

子

た
ま
し
ひ
奪
ふ
し
な
や
か
な
唇

奈

を
と
こ

濃
き
鬚
の
漢
危
ふ
き
橋
渡
る

令

呼
べ
ば
谺
の
返
り
来
る
よ
な

扇

民
意
て
ふ
測
り
難
き
を
グ
ラ
フ
に
す

有

特

号

活

字

躍

る

新

聞

奈

月
涼
し
女
王
陛
下
の
カ
レ
ー
パ
ン

令

馬
場
に
溢
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
風

令

花
ふ
ぶ
き
英
雄
伝
説
い
ま
盛
ん

有

若
鮎
跳
ね
て
鯉
と
な
る
堰

奈

ナ
オ
囀
は
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
に
建
長
寺

扇

将

軍

実

朝

海

へ

憧

れ

泰

厚
い
帆
布
素
材
に
し
た
る
バ
ッ
グ
展

有

麻
の
葉
模
様
憶
ひ
出
の
色

令

い
い
の
よ
と
シ
ン
グ
ル
マ
マ
に
な
つ
て
や
る

奈

並
べ
て
立
て
る
朝
の
歯
ブ
ラ
シ

扇

惜
し
み
つ
ゝ
雪
見
障
子
を
後
に
し
て

泰

纏

を

肩

に

火

消

装

束

有

プ
ー
チ
ン
に
刺
客
放
つ
て
や
り
た
い
な

令

ウ
ォ
ッ
カ
・
テ
キ
ー
ラ
・
マ
オ
タ
イ
・
バ
ー
ボ
ン

奈

月
蝕
は
終
り
満
月
ま
た
拝
む

扇

和
音
と
聴
く
は
木
の
実
降
る
音

泰

ナ
ウ
段
々
畑
山
田
の
添
水
谺
し
て

有

泰

山

鳴

動

ミ

ミ

ズ

一

匹

令

強
さ
う
で
大
阪
な
お
み
何
故
勝
て
ぬ

泰

茹
で
た
マ
カ
ロ
ニ
掬
ふ
ラ
ケ
ッ
ト

扇

花
鎮
め
若
殿
ば
ら
は
傾
き
者

奈

春
の
名
残
に
舞
を
ひ
と
さ
し

執

筆
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《
京
都
・
千
代
の
会
》

歌

仙

『
四
条
ど
ん
つ
き
』

高
岡
風
蘭
捌

令
和
四
年
五
月
七
日
首
と
六
月
十
一
日
は
於
三
木
半

ウ
1
1
か
ら
文
音
で
同
年
九
月
十
八
日
尾

椎
咲
く
や
四
条
ど
ん
つ
き
東
山

北
原
春

屛

下
ろ
し
た
て
な
る
名
入
り
白
靴

小
林
ジ
ュ
ン

ね
っ

た
い

か

ご

が
つ

温
暖
化
は
た
熱
帯
化
五
月
は
や

岡
本
利

英

波
板
の
屋
根
傷
み
激
し
く

長
谷
川
陶

子

方
丈
も
そ
れ
な
り
に
良
し
望
く
だ
り

井
原

弦

糸

瓜

の

水

は

一

升

瓶

に

井
尻
荷

葉

ウ
畑
守
ら
ん
野
猪
に
荒
ら
さ
れ
絞
る
知
恵

高
岡
風

蘭

峠
に
見
え
る
蒸
気
機
関
車

弦

た
だ
ひ
と
り
降
り
し
は
彼
女
駆
け
出
し
ぬ

丸
山
景

子

両
手
ひ
ろ
げ
て
ひ
し
と
抱
き
止
め

出
来
千

苑

砲
撃
の
や
み
た
る
広
場
聖
母
像

廣
瀬
松

石

と
ん
び
は
ぴ
ー
ひ
ょ
ろ
常
の
ご
と
く
に

春

屏

鬼
や
ら
ひ
振
り
捨
て
た
き
は
多
々
あ
れ
ど

ジ
ュ
ン

先
づ
よ
ろ
こ
ぶ
は
内
定
の
報

景

子

初
任
地
は
竹
富
島
の
診
療
所

荷

葉

赭

い

瓦

が

心

な

だ

め

る

春

屏

昼
月
が
ぺ
ら
り
と
花
の
枝
先
に

利

英

バ
ス
を
待
つ
間
に
開
け
る
草
餅

赤
木
和

子

ナ
オ
陽
炎
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
を
渡
る
人

弦

余
命
告
げ
ら
れ
命
か
が
や
く

風

蘭

一
座
づ
つ
百
名
山
に
挑
み
た
き

千

苑

列
島
地
図
に
た
ぢ
た
ぢ
と
な
る

ジ
ュ
ン

海
霧
の
来
た
る
最
果
て
未
知
の
町

松

石

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ら
サ
ム
ギ
ョ
プ
サ
ル
で

荷

葉

か
り
か
り
に
脂
抜
け
て
る
方
が
好
き

陶

子

水
揚
げ
せ
し
は
檀
家
総
代

利

英

炭
太
祇
遊
女
の
懸
想
代
筆
し

弦

嘘
八
百
で
億
シ
ョ
ン
ひ
と
つ

和

子

見
定
め
ん
暈
け
た
る
月
の
精
い
づ
こ

春

屏

わ
が
認
知
度
に
爽
や
か
な
風

景

子

ゆ

み

そ

ナ
ウ
柚
味
噌
舐
め
ち
び
ち
び
と
飲
む
病
み
自
慢

千

苑

無
双
窓
べ
で
老
猫
あ
く
び

松

石

ラ
ラ
バ
イ
を
唄
ふ
や
さ
し
い
マ
マ
の
居
て

ジ
ュ
ン

片
手
で
長
閑
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
弾
く

風

蘭

海
道
に
ぼ
ん
ぼ
り
の
ご
と
花
と
も
る

陶

子

今
日
も
ふ
ら
り
と
春
蟬
の
丘

和

子

－ －114



《
東
京
・
筑
波
連
句
会
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
蔦
の
芽
吹
き
』

鵜
飼
桜
千
子
捌

令
和
四
年
二
月

三
日
首

令
和
四
年
二
月
二
十
日
尾

（
於
・
北
と
ぴ
あ
＆
文
音
）

一
幹
に
縋
り
し
蔦
の
芽
吹
き
か
な

東
海
林
さ
く
ら

早
ひ
る
が
へ
る
二
羽
の
燕

林

茂

夫

競
漕
の
母
校
応
援
土
手
降
り
て

越
尾
菫

絲

硬
貨
を
握
り
お
使
ひ
の
子
等

小
田
み
み
こ

今
日
の
月
巨
石
の
影
は
動
か
ざ
る

朝
倉
一

湖

洋
梨
の
香
の
リ
ビ
ン
グ
に
充
ち

長
船
園

子

ウ
部
下
の
来
て
棚
か
ら
降
ろ
す
濁
り
酒

得
丸
一

夢

町

会

長

は

百

戸

束

ね

む

川
崎
穹

子

湯
上
り
の
髪
を
遊
ば
す
優
姿

さ
く
ら

最
優
先
は
い
つ
だ
つ
て
君

鵜
飼
桜
千
子

子
の
刻
に
儀
式
の
ご
と
く
帯
を
解
く

〃

運
慶
彫
り
し
小
さ
き
仏
像

聖
成
美
智
子

冬
波
に
柱
状
節
理
色
深
め

一

夢

闇
の
バ
イ
ト
に
月
の
凍
え
む

茂

夫

ロ
ボ
ッ
ト
の
道
案
内
を
聞
き
損
ね

美
智
子

年
老
い
て
世
に
疎
き
生
活

さ
く
ら

樹
木
医
の
見
上
ぐ
る
余
花
の
さ
や
か
な
る

園

子

蟻
の
列
に
は
先
頭
の
無
し

一

湖

ナ
オ
名
も
知
ら
ぬ
地
へ
の
旅
立
ち
見
送
ら
む

安
楽
明

郎

巨

大

重

機

の

展

示

販

売

菫

絲

漱
石
と
引
力
の
本
片
隅
に

一

夢

初
心
者
向
け
の
詰
め
将
棋
解
く

穹

子

明
日
の
空
ど
う
な
り
ま
す
か
と
靴
に
訊
き

み
み
こ

金

製

を

得

て

吉

の

鷽

替

明

郎

管
と
弦
あ
ひ
し
呼
吸
の
こ
こ
ち
好
く

一

湖

書
類
あ
れ
こ
れ
配
偶
者
ビ
ザ

桜
千
子

還
ら
ざ
る
叔
父
の
遺
骨
は
海
溝
に

明

郎

サ
イ
の
角
な
る
短
剣
を
吊
る

茂

夫

獏
に
夢
齧
ら
れ
た
ま
ま
月
を
待
ち

菫

絲

餅
に
た
つ
ぷ
り
枝
豆
の
餡

美
智
子

ナ
ウ
す
さ
ま
じ
き
模
試
の
数
字
に
た
め
息
し

み
み
こ

大
臣
の
座
は
三
か
月
だ
け

穹

子

病
み
抜
け
て
古
城
を
巡
る
自
転
車
に

さ
く
ら

富
士
の
は
み
出
す
カ
メ
ラ
フ
レ
ー
ム

園

子

様
々
な
幸
を
集
め
て
花
盛
り

桜
千
子

乗

込

鯛

の

届

く

夕

暮

一

湖
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《
石
川
・
筑
波
連
句
会
―
そ
の
二
》

歌

仙

『
産
土
の
水
』

密
田
妖
子
捌

令
和
四
年
十
一
月
一
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
二
月
十
日
尾

産
土
の
水
た
う
た
う
と
法
師
蝉

高
見
よ
志
子

白

桔

梗

の

凛

と

ひ

と

本

密
田
妖

子

月
見
ん
と
コ
ン
コ
ー
ス
出
る
足
早
に

北
野
眞
知
子

観
光
ガ
イ
ド
や
た
ら
忙
し
く

藤
江
紫

虹

培
つ
た
技
術
生
か
し
て
家
具
修
理

加
納
俊

子

そ
つ
と
拭
ひ
し
吾
子
の
玉
汗

永
多
澄

枝

ウ
初
な
す
び
漬
か
り
具
合
が
ほ
ど
よ
く
て

多
田
史

代

こ
の
絹
の
靴
明
日
の
ダ
ン
ス
に

山
本
比
佐
子

待
ち
ぼ
う
け
さ
せ
た
お
詫
び
は
ロ
ゼ
ワ
イ
ン

村
上
町

子

蔵
に
眠
り
し
家
紋
入
り
膳

よ
志
子

保
護
猫
は
い
つ
の
ま
に
や
ら
あ
る
じ
顔

妖

子

母
の
大
島
普
段
着
と
す
る

眞
知
子

廃
鉱
の
お
化
け
煙
突
月
冴
え
て

紫

虹

サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
の
増
え
る
こ
の
頃

俊

子

親
し
さ
に
裏
木
戸
開
け
て
来
る
友

澄

枝

活
断
層
の
上
に
住
み
を
り

史

代

コ
ン
サ
ー
ト
沸
き
て
総
立
ち
花
の
園

町

子

飛
ば
し
あ
ひ
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
風
船

比
佐
子

ナ
オ
春
の
空
雲
の
兄
弟
ゆ
つ
く
り
と

よ
志
子

沃
野
と
変
わ
る
古
戦
場
跡

妖

子

眉
つ
ば
の
噂
は
千
里
先
ま
で
も

眞
知
子

獏
に
食
は
れ
し
外
遊
の
夢

紫

虹

回
転
寿
司
あ
つ
と
い
う
間
に
皿
の
山

俊

子

冷
蔵
庫
に
は
西
瓜
ど
つ
か
り

澄

枝

脱
サ
ラ
の
百
姓
暮
ら
し
板
に
つ
く

史

代

歳
の
差
二
十
睦
ま
じ
き
仲

町

子

禁
断
の
道
戻
れ
ず
に
な
ほ
燃
え
て

比
佐
子

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
湛
へ
火
口
湖

よ
志
子

夕
弥
撒
へ
月
を
背
に
し
て
集
ひ
来
る

妖

子

町

中

走

る

猪

に

逢

ふ

眞
知
子

ナ
ウ
陶
房
の
軒
に
柿
干
す
伊
賀
の
郷

紫

虹

雨
あ
が
り
待
ち
地
質
調
査
へ

俊

子

パ
ー
サ
ー
の
叔
父
よ
り
届
く
エ
ア
メ
ー
ル

澄

枝

飴
玉
探
る
深
き
ポ
ケ
ッ
ト

史

代

女
優
笑
み
撮
影
す
す
む
花
の
寺

町

子

風

は

麗

ら

か

流

す

友

禅

比
佐
子
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《
赤
穂
・
つ
ば
さ
連
句
会
》

歌

仙

『
吉
右
衛
門
丈
へ
』

令
和
四
年
十
一
月

十
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
二
月
二
十
八
日
尾

賀
状
書
く
こ
の
一
枚
は
播
磨
屋
へ

八
尾
暁
吉
女

ま
ね
き
に
無
き
名
偲
ぶ
顔
見
世

東
條
士

郎

注
目
の
的
は
婿
殿
立
派
に
て

橘

文

子

に
ぎ
は
ひ
戻
る
界
隈
も
ま
た

宇
野
恭

子

引
窓
を
引
け
ば
良
夜
と
な
る
館

士

郎

掛
け
合
ひ
の
ご
と
鳴
き
と
ほ
す
虫

暁
吉
女

ウ
神
苑
の
色
変
へ
ぬ
松
亭
々
と

恭

子

遠
会
釈
す
る
謎
め
け
る
人

文

子

夢
の
や
う
吸
ひ
寄
せ
ら
れ
る
恋
心

暁
吉
女

こ
の
場
に
及
ぶ
愛
想
づ
か
し
を

士

郎

今
は
た
だ
悲
劇
の
浜
の
波
静
か

文

子

蕎
麦
処
に
は
伊
達
な
役
者
絵

恭

子

彼
方
よ
り
囃
子
聞
こ
ゆ
る
夕
涼
み

士

郎

鵺

が

窺

ふ

月

遅

き

里

暁
吉
女

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
は
り
別
格
武
蔵
坊

恭

子

嬉
し
く
も
あ
り
哀
し
さ
の
増
し

暁
吉
女

み
ち
の
く
に
貴
種
流
離
譚
花
街
道

文

子

笠
を
か
く
せ
る
霞
ゆ
か
し
き

士

郎

ナ
オ
役
宅
の
庭
へ
仔
猫
の
顔
を
出
す

恭

子

配

下

科

人

つ

つ

む

温

情

文

子

銀
紙
で
作
っ
た
指
輪
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ

士

郎

ス
ケ
ッ
チ
帖
と
ロ
マ
ン
ス
の
旅

暁
吉
女

さ
び
し
さ
も
孫
の
仕
草
で
救
は
れ
る

恭

子

広

き

居

室

に

厚

き

絨

毯

文

子

蹲
踞
に
音
を
と
ぢ
こ
め
氷
面
鏡

暁
吉
女

フ
イ
レ
ン
ツ
エ
風
の
ス
テ
ー
キ
が
欲
し

士

郎

海
外
を
巡
る
公
演
順
調
に

文

子

趣
向
を
凝
ら
し
色
紙
毛
筆

暁
吉
女

下
戸
な
れ
ど
月
見
酒
と
て
洒
落
よ
う
か

恭

子

紅

葉

の

錦

秀

で

た

る

山

士

郎

ナ
ウ
天
空
を
し
の
字
く
の
字
に
雁
渡
る

恭

子

し
か
と
受
け
継
ぐ
入
魂
の
舞

文

子

緞
帳
の
奥
へ
合
掌
余
韻
の
輪

暁
吉
女

白

玉

楼

に

春

興

の

宴

文

子

花
吹
雪
散
り
果
つ
る
ま
で
美
し
く

士

郎

香

り

彩

り

弥

生

弁

当

恭

子
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《
名
古
屋
・
桃
雅
会
―
そ
の
一
》

会
員
歳
旦
三
つ
物

杉
山
壽

子

ふ
と
耳
朶
に
懐
か
し
き
声
去
年
今
年

こ
と
し
も
愛
に
満
つ
る
正
月

早
々
と
楽
し
い
プ
ラ
ン
の
ど
ら
か
に

長
谷
川
芳

子

初
御
空
兎
の
ご
と
く
ピ
ョ
ン
と
跳
ね

五

体

満

足

芳

春

の

候

や
っ
と
か
め
友
の
手
を
取
り
喜
び
て

中
森
美
保
子

ふ
る
さ
と
の
山
河
か
が
よ
ふ
お
元
日

初
便
り
に
は
恙
な
し
や
と

は
ら
か
ら
の
団
居
う
れ
し
き
夢
を
見
て

古
賀
幹

子

一
病
に
負
け
ぬ
と
誓
ふ
去
年
今
年

産
土
神
に
受
く
る
破
魔
弓

春
の
丘
孫
と
兎
と
遊
び
ゐ
て

島
田
裕

子

自
分
へ
の
エ
ー
ル
と
思
ひ
初
日
記

健
や
か
な
れ
と
屠
蘇
の
一
服

奈
良
公
園
馬
酔
木
の
花
の
満
開
に

宮
川
尚

子

八
千
汐
の
感
謝
に
染
め
て
去
年
今
年

種

蒔

く

兎

は

ね

る

初

夢

ら
い
ね
ん
の
花
を
友
と
の
約
束
に

中
西
靜

子

初
茜
陽
の
昇
り
き
て
あ
ら
た
ま
る

跳
躍
せ
む
と
木
彫
り
の
兎

歌
留
多
と
る
晴
れ
着
の
う
か
ら
集
ひ
来
て

八
雲
鏡

湖

初
晴
れ
や
伊
吹
御
岳
相
寄
り
て

の
ろ
き
兎
も
跳
ね
る
正
月

し
が
ら
み
も
コ
ロ
ナ
も
忘
れ
春
の
野
に
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波
多
野
茂

子

初
芝
居
狂
言
小
唄
朗
々
と

太

郎

次

郎

と

暖

め

る

酒

賑
や
か
に
宝
恵
駕
籠
橋
を
渡
る
ら
ん

寺
田
重

雄

神
宮
で
ま
だ
ま
だ
続
く
初
懐
紙

兎
柄
の
盃
友
と
酌
む
屠
蘇

富
士
の
山
紅
梅
越
し
に
ゆ
ら
め
き
て

高
橋
す
な
を

あ
い
さ
つ
の
清
々
し
き
や
福
沸

稽
古
始
の
背
す
じ
真
つ
直
ぐ

こ
こ
ろ
ざ
し
春
の
光
に
あ
た
た
め
て
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《
名
古
屋
・
桃
雅
会
―
そ
の
二
》し

め

じ

め
し

回
文

二
十
韻
『
湿

地

飯
』

島
田
裕
子
捌

し
め
じ
飯
た
い
た
よ
炊
い
た
し
め
じ
め
し

島
田
裕

子

シ
メ
ジ
メ
シ
タ
イ
タ
ヨ
タ
イ
タ
シ
メ
ジ
メ
シ

気
付
き
宵
良
き
清
い
良
き
月

杉
山
壽

子

キ
ツ
キ
ヨ
イ
ヨ
キ
キ
ヨ
イ
ヨ
キ
ツ
キ

二
郎
の
木
啄
木
鳥
突
つ
き
木
の
洞
に

中
森
美
保
子

ニ
ロ
ウ
ノ
キ
キ
ツ
ツ
キ
ツ
ツ
キ
キ
ノ
ウ
ロ
ニ

こ
の
子
歌
う
ま
間
歌
う
こ
の
子

長
谷
川
芳

子

コ
ノ
コ
ウ
タ
ウ
マ
マ
ウ
タ
ウ
コ
ノ
コ

今
朝
の
酒
南
を
皆
見
袈
裟
の
裂
け

寺
田
重

雄

ケ
サ
ノ
サ
ケ
ミ
ナ
ミ
ヲ
ミ
ナ
ミ
ケ
サ
ノ
サ
ケ

恋
し
て
い
る
よ
夜
い
出
し
行
こ

中
西
靜

子

コ
イ
シ
テ
イ
ル
ヨ
ヨ
ル
イ
テ
シ
イ
コ

外
科
の
家
妻
し
ば
し
待
つ
塀
の
影

波
多
野
茂

子

ゲ
カ
ノ
イ
ヘ
ツ
マ
シ
バ
シ
マ
ツ
ヘ
イ
ノ
カ
ゲ

手
利
き
で
川
に
に
は
か
敵
来
て

八
雲
鏡

湖

テ
キ
キ
テ
カ
ハ
ニ
ニ
ハ
カ
テ
キ
キ
テ

白
靴
が
も
ろ
と
も
泥
も
か
つ
黒
し

宮
川
尚

子

シ
ロ
ク
ツ
カ
モ
ロ
ト
モ
ト
ロ
モ
カ
ツ
ク
ロ
シ

山

椒

魚

は

奥

羽

余

震

さ

高
橋
す
な
を

サ
ン
シ
ヨ
ウ
ウ
オ
ハ
オ
ウ
ウ
ヨ
シ
ン
サ

崩
れ
出
す
山
山
山
や
巣
垂
れ
木
菟

壽

ク
ズ
レ
ダ
ス
ヤ
マ
ヤ
マ
ヤ
マ
ヤ
ス
ダ
レ
ズ
ク

嚙
む
噛
む
薬
リ
ス
ク
む
か
む
か

裕

カ
ム
カ
ム
ク
ス
リ
リ
ス
ク
ム
カ
ム
カ

大
胆
に
デ
ー
ト
で
遠
出
忍
耐
だ

雄

ダ
イ
タ
ン
ニ
デ
ー
ト
デ
ト
ー
デ
ニ
ン
タ
イ
ダ

雪
降
る
汝
と
吾
後
な
る
不
朽

茂

ユ
キ
フ
ル
ナ
ト
ア
ア
ト
ナ
ル
フ
キ
ユ
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令
和
四
年
七
月
二
十
七
日
起
首
文
音
（
桃
雅
会
全
員
）

令
和
四
年
十
月

十
三
日
満
尾

冬
の
月
ト
ロ
ト
ロ
ト
ロ
と
木
津
の
夕

古
賀
幹

子

フ
ユ
ノ
ツ
キ
ト
ロ
ト
ロ
ト
ロ
ト
キ
ツ
ノ
ユ
フ

ろ
し
や
国
鬼
気
聞
き
来
小
社

尚

ロ
シ
ヤ
コ
ク
キ
キ
キ
キ
ク
コ
ヤ
シ
ロ

余
技
信
太
サ
ル
サ
の
サ
ル
サ
楽
し
き
よ

保

ヨ
キ
シ
ノ
タ
サ
ル
サ
ノ
サ
ル
サ
タ
ノ
シ
キ
ヨ

端
の
陽
炎
広
き
か
の
田
は

鏡

ハ
タ
ノ
カ
キ
ロ
ヒ
ヒ
ロ
キ
カ
ノ
タ
ハ

飛
花
落
下
頭
もｍ

ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

鬘
買
ひ

裕

ヒ
カ
ラ
ツ
カ
ア
タ
マ
モ
マ
タ
ア
カ
ツ
ラ
カ
ヒ

そ
い
つ
は
鳴
き
洲
好
き
な
初
磯

壽

ソ
イ
ツ
ハ
ナ
キ
ス
ス
キ
ナ
ハ
ツ
イ
ソ
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《
名
古
屋
・
桃
雅
会
―
そ
の
三
》

歌

仙

『
乾

杯
』

高
橋
す
な
を
捌

令
和
三
年
十
二
月
十
五
日
首

令
和
四
年

三
月

八
日
尾

（
於
・
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
及
び
文
音
）

乾
杯
の
ワ
イ
ン
う
れ
し
や
去
年
今
年

長
谷
川
芳

子

初
風
受
け
て
ら
り
る
れ
ろ
ら
ろ

宮
川
尚

子

畑
打
の
背
骨
一
本
立
ち
を
り
て

杉
山
壽

子

厨

の

隅

に

潮

を

吹

く

貝

八
雲
鏡

湖

昼
月
に
笑
は
れ
て
ゐ
る
め
か
り
時

中
森
美
保
子

舞
台
の
上
で
進
む
お
芝
居

寺
田
重

雄

ウ
自
転
車
の
鼻
歌
な
ん
と
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

波
多
野
茂

子

運
命
的
な
出
会
ひ
あ
る
の
か

島
田
裕

子

生
徒
会
わ
た
し
会
長
君
は
書
記

中
西
靜

子

水
着
の
彼
女
眩
し
す
ぎ
る
よ

古
賀
幹

子

Ｃ
Ｍ
の
撮
影
終
は
り
ぬ
ぐ
ふ
汗

高
橋
す
な
を

旅

の

土

産

に

虎

の

置

物

芳

子

竹
林
の
小
径
に
月
の
降
り
そ
そ
ぐ

尚

子

秋
の
夜
話
洩
れ
る
引
き
窓

壽

子

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
魔
法
使
ひ
は
お
て
ん
ば
さ
ん

鏡

湖

形
い
ろ
い
ろ
ク
ッ
キ
ー
を
焼
く

美
保
子

散
る
花
の
ふ
う
は
り
ふ
は
り
漂
ひ
て

重

雄

認
知
の
父
と
触
る
ゝ
綿
雪

茂

子

ナ
ウ
新
聞
の
切
り
抜
き
増
え
る
太
子
の
忌

裕

子

数
の
論
理
は
不
安
か
き
た
て

靜

子

宇
宙
へ
と
人
類
の
夢
果
て
し
な
く

幹

子

ひ
ね
も
す
の
た
り
浸
る
コ
ミ
ッ
ク

す
な
を

ラ
グ
ビ
ー
の
タ
ッ
ク
ル
に
見
る
ど
根
性

芳

子

氷
柱
も
溶
か
す
情
の
圧
力

尚

子

有
難
う
有
難
う
の
み
ふ
ん
だ
ん
に

壽

子

高
嶺
に
至
り
男
置
き
去
り

鏡

湖

伸
び
す
れ
ば
身
う
ち
広
が
る
解
放
感

美
保
子

独
り
籠
つ
て
ホ
ラ
ー
三
昧

重

雄

戸
隠
に
神
お
は
し
ま
す
望
の
月

茂

子

文
化
の
日
に
は
掲
ぐ
勲
章

裕

子

ナ
ウ
大
画
面
う
ね
る
絵
画
の
爽
や
か
に

壽

子

歴

史

伝

へ

る

遠

き

故

郷

芳

子

楽
し
き
は
自
給
自
足
の
暮
ら
し
向
き

美
保
子

鶯
の
声
あ
か
ず
聴
き
入
る

幹

子

海
の
向
か
う
友
は
生
き
て
る
花
の
雲

靜

子

春
の
匂
ひ
の
や
は
ら
か
な
雨

執

筆
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《
東
京
・
東
京
か
び
れ
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
山

眠

る
』

佐
々
木
リ
サ
捌

令
和
四
年
十
一
月

十
五
日
首
（
文
音
）

令
和
五
年

一
月
二
十
七
日
尾

限
り
な
き
力
を
秘
め
て
山
眠
る

大
竹
多
可
志

空

の

青

さ

に

舞

ふ

蒼

鷹

佐
々
木
リ

サ

新
調
の
ド
レ
ス
に
嫗
華
や
ぎ
て

早
田
維
紀
子

金

米

糖

の

色

の

楽

し

く

大
山
と
し
子

丹
精
の
月
へ
御
供
物
籠
に
盛
り

後
藤
は
る
よ

子
等
が
夢
中
に
秋
の
野
遊

奥
野
泰

子

ウ
豊
年
の
祭
り
太
鼓
に
誘
は
れ

リ

ラ
ス
ト
ダ
ン
ス
は
君
と
決
め
た
よ

維

二
人
乗
る
リ
フ
ト
に
並
ぶ
嬉
し
さ
に

と

大
事
大
事
と
手
捻
り
の
壺

は

脳
ト
レ
の
新
聞
を
読
み
メ
モ
を
取
り

泰

旅
へ
行
か
う
か
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

リ

軽
や
か
な
チ
タ
ー
の
調
べ
避
暑
の
宿

維

川
の
露
天
湯
照
ら
す
夏
月

と

捨
て
惜
し
む
も
の
に
埋
れ
て
寄
る
齢

は

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
寝
食
忘
れ

泰

地
下
鉄
を
降
り
て
万
朶
の
花
明
り

リ

甘
茶
し
と
ど
に
弥
陀
の
彫
像

維

ナ
オ
ひ
つ
そ
り
と
仔
猫
隠
る
る
路
地
の
奥

と

美
容
整
形
上
手
く
ゆ
か
ず
に

は

ロ
ボ
ッ
ト
が
料
理
を
運
ぶ
レ
ス
ト
ラ
ン

泰

今
な
ほ
人
気
賢
治
ワ
ー
ル
ド

リ

炉
話
の
尽
き
ず
ぽ
ん
ぽ
ん
時
計
鳴
る

維

狐

火

見

ゆ

る

遠

き

畦

道

と

道
な
ら
ぬ
恋
と
知
り
つ
つ
思
ひ
詰
め

は

再
出
発
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

泰

年
寄
り
を
狙
ひ
詐
欺
団
ま
た
進
化

リ

趣
味
の
マ
ジ
ッ
ク
介
護
施
設
で

維

振
り
返
る
仕
事
帰
り
の
月
の
窓

泰

故
郷
を
思
ひ
濁
り
酒
酌
む

と

ナ
ウ
ビ
ル
風
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
虫
す
だ
く

は

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
に
ゆ
つ
た
り
と
し
て

泰

目
交
は
鷗
群
れ
飛
ぶ
入
江
な
り

と

足
取
り
弾
み
課
外
授
業
へ

リ

神
宿
る
天
水
桶
に
花
枝
垂
れ

維

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
け
て
う
ら
ら
か

多
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《
東
京
・
東
京
か
び
れ
―
そ
の
二
》

歌

仙

『
燕

の

子
』

大
山
と
し
子
捌

令
和
四
年

六
月
四
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
二
月
十
日
尾

船
宿
の
窓
を
飛
び
交
ふ
燕
の
子

大
竹
多
加
志

甘
草
揺
ら
す
遠
き
海
鳴
り

大
山
と
し
子

大
好
き
な
映
画
鑑
賞
楽
し
み
に

菊
池
幸

恵

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
直
ぐ
に
売
れ
き
れ

鶴
岡
育

枝

県
境
の
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
月
見
茶
屋

羽
場
桂

子

仲
間
誘
っ
て
利
き
酒
の
会

佐
々
木
リ

サ

ウ
秋
場
所
に
秘
め
し
決
意
を
新
た
に
し

と
し
子

吉
と
出
る
ま
で
恋
御
籤
引
く

幸

恵

あ
の
方
も
バ
ツ
イ
チ
そ
れ
も
複
雑
で

育

枝

謡
の
声
の
い
と
も
艶
や
か

桂

子

毛
並
み
良
き
犬
傍
ら
に
読
む
文
庫

リ

サ

ワ
ク
チ
ン
接
種
微
熱
が
二
日

と
し
子

言
い
訳
の
ど
こ
か
悲
し
き
冬
の
月

幸

恵

筑

波

颪

に

桶

も

転

が

り

育

枝

顔
の
シ
ミ
と
れ
ぬ
高
価
な
化
粧
品

桂

子

道
化
が
ふ
っ
と
洩
ら
す
た
め
息

リ

サ

花
の
丘
太
平
洋
を
眼
下
に
し

幸

恵

春
風
に
乗
せ
ハ
モ
ニ
カ
を
吹
く

と
し
子

ナ
オ
手
作
り
の
茶
摘
み
総
出
で
懇
ろ
に

桂

子

微
笑
み
浮
か
ぶ
半
迦
思
惟
像

育

枝

彼
の
国
は
ま
た
も
ミ
サ
イ
ル
発
射
し
て

リ

サ

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
期
は
ま
だ
続
き
せ
う

と
し
子

サ
マ
ー
ド
レ
ス
優
し
き
風
を
は
ら
み
を
り

幸

恵

天
道
虫
を
追
ひ
か
け
る
子
等

育

枝

青
芝
の
土
手
に
鞄
を
置
き
忘
れ

桂

子

交
換
し
た
い
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

と
し
子

溢
れ
出
る
思
ひ
タ
ン
ゴ
の
曲
に
乗
せ

リ

サ

新
刊
本
の
帯
の
は
ら
り
と

幸

恵

月
仰
ぐ
屋
根
裏
部
屋
の
小
公
女

育

枝

啄
木
鳥
叩
く
幹
の
響
き
よ

桂

子

ナ
オ
新
そ
ば
を
打
て
ば
父
さ
ん
思
ひ
出
す

と
し
子

宮

沢

賢

治

今

も

慕

わ

れ

リ

サ

カ
タ
ー
ル
に
熱
き
闘
ひ
始
ま
れ
る

幸

恵

サ
ポ
ー
タ
ー
湧
く
連
続
セ
ー
ブ

育

枝

大
手
門
く
ぐ
り
天
下
の
花
に
逢
ふ

桂

子

ぶ
ら
ん
こ
に
置
く
一
合
の
酒

執

筆

－ －124



《
東
京
・
桃
夭
榭
唫
聚
連
句
会
》

和
漢
行

歌

仙

『
未

開

紅
』
○
印
は
韻

灰

鵜
飼
桜
千
子
捌

令
和
四
年
二
月
八
日
首

令
和
四
年
三
月
八
日
尾

（
於
・
京
橋
区
民
館
）

未
開
紅
窓
の
余
白
を
香
ら
せ
む

平
林
香

織

雨

水

鄕

友

来
○

芳
野
禎

文

野

婦

沃

土

耕

高
橋

賢

漁

夫

稚

魚

培
○

〃

月
光
が
ピ
ア
ノ
の
蓋
を
あ
け
た
が
り

鵜
飼
桜
千
子

ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
揺
れ
て
冷
や
か

香

織

裏

電

網

競

新

酒

賢

み
ん
な
あ
の
こ
を
狙
つ
て
ゐ
ま
す

〃

仙

女

化

烈

女

香

織

愁
ひ
を
秘
め
し
ま
な
か
ひ
の
媚

白
石
一

有

お
土
産
は
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ミ
ニ
は
さ
み

香

織

九
尾
の
狐
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に

〃

寒

月

南

軒

覗

禎

文

粉

雪

北

庭

堆
○

〃

消

毒

靴

底

頻

香

織

貫
主
の
経
の
響
く
あ
の
世
よ

一

有

大
花
火
怒
り
迷
ひ
を
吹
き
飛
ば
し

賢

政

談

坐

露

臺
○

桜
千
子

ナ
オ

山

雀

群

梢

頭

鈴
木
千
惠
子

嘘
も
歪
み
て
あ
ふ
れ
出
る
ま
ま

賢

陶

工

銘

窯

変

小
田
み
み
こ

覚
え
て
い
な
い
明
け
方
の
夢

千
惠
子

年
賀
状
懐
か
し
い
字
に
ド
ギ
マ
ギ
し

香

織

迷
ひ
な
が
ら
も
鍵
を
受
け
取
る

み
み
こ

儒

者

説

仁

徳

賢

君

主

成

蓄

財
○

〃

乾
パ
ン
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
ア
ル
フ
ァ
米

千
惠
子

潮

波

打

塵

埃
○

禎

文

親
不
知
子
不
知
ゆ
け
ば
月
さ
や
か

千
惠
子

闘

蟲

嗷

嗷

恢
○

香

織

ナ
ウ

鹿

聲

神

苑

渡

禎

文

稲

架

田

畝

回
○

〃

病

床

作

剪

紙

香

織

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
で
営
業
に
出
る

〃

花
ふ
ぶ
き
パ
ラ
ボ
ラ
の
立
つ
家
越
え
て

み
み
こ

春

の

茶

会

に

清

遊

の

杓

桜
千
子
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《
東
京
・
稲
門
連
句
会
「
西
北
の
風
」》

歌

仙

『
旅
の
日
や
』

令
和
四
年
六
月

二
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
月
十
三
日
尾

※
ハ
ク
ナ
マ
タ
タ＝

ス
ワ
ヒ
リ
語
で
「
心
配
な
い
さ
」
と
い
う
意
味
。

（
留
書
）「
旅
の
日
」
は
、
「
日
本
旅
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」
に
よ
っ
て
提
唱

さ
れ
た
記
念
日
。
松
尾
芭
蕉
が
奥
の
細
道
に
旅
立
っ
た
五
月
十
六
日（
陰

暦
元
禄
二
年
三
月
二
十
七
日
）
に
ち
な
み
制
定
さ
れ
た
。
（
龍
一
）

旅
の
日
や
パ
ッ
ク
に
光
る
魚
の
眼

松
澤
龍

一

表
八
句
に
書
き
し
る
す
夢

佛
渕
雀

羅

寝
ぼ
け
顔
渋
の
団
扇
で
煽
ら
れ
て

渡
部
春

水

何
か
始
ま
り
そ
う
な
雲
行
き

山
口
和

生

は
ら
か
ら
は
後
の
今
宵
に
集
い
お
り

高
山
鄭

和

鳥
の
渡
り
を
屋
形
船
か
ら

鈴
木
ち
か
ひ

ウ
お
し
ゃ
べ
り
で
松
茸
少
し
焼
き
す
ぎ
て

服
部
明
日
檜

む
せ
た
く
し
ゃ
み
に
大
笑
い
す
る

服
部
亞
以
子

「
最
悪
の
相
性
」
な
ん
て
信
じ
な
い

高
橋
千
香
子

な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
ぬ
賽
の
目

江
畑
哲

男

現
実
は
韓
流
ド
ラ
マ
よ
り
奇
な
り

坂
根
慶

子

猫

の

言

語

を

訳

す

Ａ

Ｉ

赤
澤
水

魚

豆
腐
や
の
ラ
ッ
パ
聞
こ
え
ぬ
路
地
と
な
り

小
田
み
み
こ

月
を
潤
ま
す
鰭
酒
の
湯
気

西
川
菜

帆

扉
よ
り
洩
れ
る
明
か
り
に
雪
女

浅
岡
照

夫

ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
秘
め
事
を
持
ち

渡
辺

柚

ほ
ろ
苦
い
想
い
を
乗
せ
て
花
筏

高
橋
夜

潮

親
離
れ
す
る
春
の
鹿
の
子

木
之
下
み
な
み

ナ
オ
囀
り
の
ベ
ン
チ
の
下
の
忘
れ
物

桂

右
團
冶

路

傍

の

石

の

吾

一

少

年

安
楽
明

郎

文
庫
本
ま
ず
は
眼
鏡
を
探
さ
ね
ば

野
村
路

子

台
北
盆
地
メ
ガ
サ
ウ
ナ
な
り

杜

青

春

竜
宮
へ
海
亀
の
背
に
ふ
た
り
乗
り

雀

羅

媒

酌

人

は

羅

の

姫

春

水

あ
な
た
と
は
あ
の
世
で
別
の
星
に
な
る

和

生

転
生
し
て
も
う
み
う
し
は
い
や

石
上
遥

夢

エ
プ
ロ
ン
に
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ア
ッ
プ
リ
ケ

親
川
紫

水

大
団
円
に
満
ち
て
眠
る
子

宮
本
布

良

風
の
盆
き
ょ
う
は
朝
ま
で
踊
り
ま
す

鄭

和

始
発
の
バ
ス
に
よ
れ
よ
れ
の
月

ち
か
ひ

ナ
ウ
コ
ロ
コ
ロ
と
落
ち
る
銀
杏
ふ
み
苦
る

亞
以
子

立
た
さ
れ
た
後
掃
除
当
番

明
日
檜

因
習
の
村
に
は
不
文
律
ば
か
り

哲

男

ハ
ク
ナ
マ
タ
タ
※
は
ま
じ
な
い
こ
と
ば

千
香
子

コ
ロ
ナ
明
け
花
燦
燦
と
咲
き
誇
り

水

魚

若

駒

勇

み

風

は

西

北

山
地
春
眠
子
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《
徳
島
・
徳
島
県
連
句
協
会
》

蜉

蝣

『
ボ
ギ
ー
気
取
れ
ば
』梅

村
光
明
捌

令
和
四
年
二
月
二
十
三
日
首

令
和
四
年
二
月
二
十
六
日
尾（於

・
渭
東
コ
ミ
セ
ン
及
び
文
音
）

襟
立
て
る
ボ
ギ
ー
気
取
れ
ば
冬
の
月

関

真
由
子

失

楽

園

に

眠

る

白

鳥

梅
村
光

明

近
未
来
デ
ジ
タ
ル
社
会
進
歩
し
て

西
條
裕

子

一
両
列
車
野
山
コ
ト
コ
ト

早
見
敏

子

落
人
の
谷
に
揺
蕩
ふ
鯉
幟

光

明

ふ
み

伝

家

の

文

を

開

く

短

夜

真
由
子

ウ
起
き
抜
け
は
炭
焼
珈
琲
味
は
へ
る

敏

子

愛
の
余
韻
の
残
る
て
の
ひ
ら

裕

子

戦
場
へ
向
ふ
あ
な
た
に
領
巾
振
れ
ば

真
由
子

墓
標
の
石
に
木
の
葉
散
り
敷
く

光

明

顔
見
世
に
見
物
衆
の
唸
り
た
る

裕

子

神
馬
に
ほ
ろ
と
か
か
る
御
降

敏

子

盃
を
交
し
交
さ
れ
花
の
春

光

明

手
毬
の
唄
の
少
し
恐
ろ
し

真
由
子

ナ
オ
楼
蘭
の
美
女
の
ミ
イ
ラ
に
恋
を
す
る

敏

子

妻
の
嫉
妬
に
成
す
術
の
な
く

裕

子

み
く
だ
り
は
ん

蚊
遣
火
は
消
え
て
部
屋
に
は
三
行
半

真
由
子

コ
ッ
プ
の
水
は
原
爆
忌
ゆ
ゑ

光

明

平
和
ボ
ケ
し
た
る
眼
窩
に
昏
き
も
の

裕

子

望

月

赫

く

詰

将

棋

指

す

敏

子

聞
え
ざ
る
コ
ト
バ
辿
り
し
秋
遍
路

光

明

企

ん

で

ゐ

る

毒

茸

の

群

真
由
子

ナ
ウ
海
羸
ゴ
マ
を
廻
す
茣
蓙
あ
り
古
り
て
を
り

敏

子

悪

友

僕

を

口

笛

で

呼

び

裕

子

大
漁
旗
ず
ら
り
並
ん
だ
船
泊

真
由
子

亀
の
看
経
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
忘
れ
ず

光

明

花
吹
雪
く
哀
し
い
夢
の
間
へ
も

裕

子

蝌

蚪

の

紐

伸

ぶ

不

忍

池

敏

子
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《
東
京
・
都
心
連
句
会
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
揚

雲

雀
』

功
刀
太
郎
捌

令
和
四
年
四
月
七
日
首
尾

（
於
・
ズ
ー
ム
連
句
）

揚
雲
雀
助
手
席
の
窓
全
開
し

柳
田

萠

ふ
い
に
飛
び
込
む
蒲
公
英
の
絮

髙
山
鄭

和

お
裾
分
け
草
餅
の
餡
は
み
出
し
て

松
本
華

与

母
の
好
み
の
風
呂
敷
の
柄

功
刀
太

郎

工
房
の
つ
ぶ
や
く
藍
に
月
明
り

秋
山
よ
う
子

美
術
の
秋
へ
目
指
す
入
選

西
川
さ
と
恵

ウ
夢
窓
忌
に
誘
わ
れ
て
行
く
椅
子
座
禅

和

心
臓
の
音
す
る
心
地
し
て

萠

う
ぶ
同
士
言
い
出
し
か
ね
て
ま
た
吐
息

太

コ
ー
ヒ
ー
二
つ
並
ぶ
朝
食

与

キ
ャ
ラ
弁
の
蓋
開
く
毎
に
囃
し
た
て

恵

お

遊

戯

会

の

主

役

私

よ

う

白
粉
を
日
焼
け
の
顔
に
塗
り
た
く
る

萠

夕

月

透

け

る

納

涼

川

床

和

古
き
も
の
残
る
土
地
な
り
京
の
町

与

遠
慮
し
が
ち
に
寄
付
募
り
く
る

太

花
の
雨
選
抜
野
球
辞
退
せ
り

恵

頤

閉

じ

て

春

耕

の

日

々

萠

ナ
オ
初
諸
子
不
漁
で
足
り
ぬ
酒
の
あ
て

和

ふ
る
さ
と
納
税
届
く
返
礼

与

悪
友
が
市
長
に
立
っ
て
愛
想
よ
く

太

長
く
待
っ
て
も
な
ら
ぬ
約
束

恵

国
境
を
越
え
て
愛
の
巣
ふ
た
り
し
て

萠

鶴
の
来
た
る
日
君
は
生
ま
れ
し

和

毛
糸
編
む
丸
い
背
中
が
語
る
過
去

与

柱
時
計
が
ボ
ン
と
刻
う
つ

太

砲
撃
を
生
き
残
り
猫
餌
あ
さ
り

恵

抱
い
た
人
形
髪
は
乱
れ
て

和

十
三
夜
は
ら
か
ら
集
う
祖
父
の
家

萠

新
酒
舐
め
て
も
下
戸
は
酔
眼

与

ナ
ウ
堤
防
を
群
れ
な
し
北
へ
赤
蜻
蛉

太

山

の

古

墳

の

進

む

発

掘

恵

着
陸
は
ヘ
リ
の
埃
を
浴
び
な
が
ら

萠

駐
在
さ
ん
が
自
転
車
を
漕
ぎ

和

幼
ら
の
鬼
ご
っ
こ
す
る
花
の
下

与

書
に
倦
み
見
や
る
湾
は
霞
て

太
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《
東
京
・
都
心
連
句
会
―
そ
の
二
》

二
十
韻

『
ゴ
ミ
出
し
の
』

髙
山
鄭
和
捌

令
和
三
年
十
二
月

十
八
日
首

令
和
四
年

一
月
二
十
八
日
尾

（
於
・
リ
モ
ー
ト
連
句
及
び
文
音
）

ゴ
ミ
出
し
の
忙
し
き
朝
や
霜
の
跡

松
本
華

与

黒

塀

越

し

に

松

の

雪

吊

柳
田

萠

女
性
誌
の
温
泉
好
み
限
も
な
し

髙
山
鄭

和

Ｂ

Ｇ

Ｍ

に

眠

り

誘

わ

れ

与

ウ
月
光
に
ピ
エ
ロ
と
浮
か
れ
踊
る
夢

萠

葡
萄
酒
醸
す
村
の
賑
わ
い

〃

悪
が
き
が
お
下
げ
引
っ
張
る
刈
田
道

与

マ
ド
ン
ナ
だ
け
は
俺
が
守
ら
に
ゃ

和

鉛
筆
を
舐
め
な
め
綴
る
日
記
帳

萠

袋
喰
い
す
る
あ
ら
れ
煎
餅

与

ナ
オ
御
所
の
池
並
ぶ
す
っ
ぽ
ん
甲
羅
干
し

秋
山
よ
う
子

項

あ

え

か

に

探

す

螢

鈴
木
善

春

悦
び
を
包
む
う
す
も
の
月
に
揺
れ

萠

噂
の
ア
ナ
は
旧
姓
の
ま
ま

与

疫
病
と
ネ
ッ
ト
の
神
の
猛
る
世
に

〃

国

境

超

え

る

難

民

の

群

う

ナ
ウ
補
助
線
を
一
本
引
け
ば
解
け
る
幾
何

与

春
山
ス
キ
ー
夜
行
列
車
で

う

故
郷
に
花
の
便
の
届
く
こ
ろ

萠

大

開

帳

へ

祖

母

の

付

添

う
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《
東
京
・
都
心
連
句
会
―
そ
の
三
》

歌

仙

『
靴
下
の
穴
』

鈴
木
善
春
捌

令
和
四
年
十
二
月

十
七
日
首

令
和
五
年

一
月
二
十
三
日
尾

（
於
・
日
本
連
句
協
会
リ
モ
ー
ト
連
句
室
利
用
）

靴
下
に
大
穴
あ
い
て
年
の
暮

鈴
木
善

春

羽
子
板
市
の
に
わ
か
店
員

柳
田

萠

カ
ナ
リ
ア
の
籠
を
軒
端
に
吊
る
す
ら
ん

秋
山
よ
う
子

シ
ニ
ア
グ
ラ
ス
を
部
屋
の
あ
ち
こ
ち

松
本
華

与

隣
人
と
声
か
け
合
い
て
月
の
客

西
川
さ
と
恵

お
裾
分
け
に
と
唐
辛
子
味
噌

髙
山
鄭

和

ウ
甲
斐
の
里
葡
萄
酒
醸
す
頃
合
い
に

与

デ
ー
ト
の
た
め
に
車
磨
い
て

う

口
紅
を
少
し
濃
い
め
に
颯
爽
と

萠

問
わ
ぬ
性
別
問
わ
ぬ
国
籍

恵

「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」世
界
に
響
く
キ
ー
ワ
ー
ド

善

朝

は

涼

し

き

高

原

の

町

和

工
房
に
芭
蕉
布
を
織
る
月
明
か
り

恵

路
上
ラ
イ
ブ
の
虚
無
僧
の
笛

与

敦
盛
の
若
さ
を
惜
し
む
須
磨
の
浦

恵

記
憶
も
い
つ
か
セ
ピ
ア
カ
ラ
ー
に

萠

子
ら
の
輪
に
楽
し
げ
に
舞
う
花
の
雪

和

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
す
ご
す
永
き
日

善

ナ
オ
曲
げ
わ
っ
ぱ
菜
飯
田
楽
詰
め
込
ん
で

う

検

診

結

果

注

意

信

号

萠

愛
犬
が
ル
ン
バ
恐
い
と
逃
げ
出
し
た

与

半
導
体
の
足
り
ぬ
こ
の
ご
ろ

和

神
の
留
守
趣
味
の
ち
ぎ
り
絵
存
分
に

う

炬
燵
据
え
お
く
六
畳
の
城

恵

眼
は
う
る
み
探
る
手
足
は
絡
み
合
い

和

双
子
の
パ
ン
ダ
成
長
の
日
々

萠

観
察
の
ま
め
さ
で
今
や
研
究
者

善

始
め
の
音
で
決
ま
る
合
唱

与

月
射
し
て
尖
塔
数
多
ト
ス
カ
ー
ナ

う

帰

る

燕

の

喉

は

血

の

色

和

ナ
ウ
地
芝
居
の
せ
り
ふ
忘
れ
も
気
に
せ
ず
に

善

道

化

に

徹

す

鬚

の

村

長

萠

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
覆
う
山
の
畑

う

こ
れ
が
子
孫
に
残
す
未
来
か

恵

花
の
寺
古
の
筆
し
の
び
つ
つ

与

珈
琲
の
香
の
揺
ら
ぐ
春
昼

善
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《
豊
明
・
と
よ
あ
け
連
句
会
》

半
歌
仙

『
寒

牡

丹
』

荒
川
道
子
捌

令
和
五
年
三
月
十
八
日
首
尾

（
於
・
豊
明
市
立
図
書
館
）

華
や
ぐ
や
床
に
一
幅
寒
牡
丹

荒
川
道

子

畳
替
え
し
て
す
が
し
新
年

加
藤
真

美

雀
卓
を
か
こ
み
勝
ち
越
し
ね
ら
う
ら
ん

道

貯
金
箱
に
は
硬
貨
ず
し
り
と

真

月
に
飛
ぶ
探
査
ロ
ケ
ッ
ト
話
題
に
し

道

栗
羊
羹
を
う
ま
く
切
り
分
け

真

ウ
血
糖
値
気
に
な
り
つ
つ
も
肥
ゆ
る
秋

柴
田
初

美

診
断
書
に
は
医
師
の
下
手
な
字

道

イ
ケ
メ
ン
に
心
惹
か
れ
て
通
う
道

初

と
な
り
の
席
は
君
の
専
用

真

電
気
代
十
万
か
か
る
猫
邸

道

背
な
の
リ
ュ
ッ
ク
に
青
時
雨
落
つ

初

山
小
屋
の
夏
の
月
下
で
時
刻
表

真

旅
行
認
可
に
カ
タ
ロ
グ
多
し

道

赤
米
の
酒
を
グ
ラ
ス
に
透
か
し
見
て

〃

卒

業

生

は

袴

ス

タ

イ

ル

真

花
霞
馬
の
親
仔
は
寄
り
添
い
て

初

春
昼
に
見
る
空
駆
け
る
夢

道

－ －131



《
奈
良
・
奈
良
県
連
句
協
会
》

歌

仙

『
寒

鴉
』（
旧
か
な
）

増
田

敏
捌

令
和
四
年
十
二
月

三
日
首
（
文
音
）

令
和
五
年

一
月
二
十
五
日
尾

友
な
く
ば
庭
に
ゐ
て
よ
し
寒
鴉

東
條
士

郎

日
向
ぼ
こ
し
て
薄
茶
一
服

増
田

敏

能
舞
台
こ
け
ら
落
と
し
が
新
聞
に

も
り
と
も
こ

髭
の
手
入
れ
を
怠
ら
ぬ
父

松
本
奈
里
子

筆
洗
ふ
鉢
に
見
つ
け
る
望
く
だ
り

谷
澤

節

残
る
暑
さ
に
そ
よ
と
吹
く
風

金
城
比
呂
子

ウ
哀
愁
を
帯
び
て
鳴
き
た
る
奈
良
の
鹿

生
駒

聰

御
影
の
山
を
仰
ぐ
し
あ
は
せ

山
本
天

球

婚
礼
の
晴
着
の
し
つ
け
糸
を
抜
く

角
谷
美
恵
子

否
応
な
し
に
指
輪
渡
さ
れ

三
原
寿

典

収
賄
の
疑
惑
高
ま
る
支
店
長

木
戸
ミ

サ

自
由
を
求
め
白
紙
か
か
げ
る

上
野
知

子

熱
演
の
グ
ラ
ン
フ
ェ
ッ
テ
に
玉
の
汗

井
内
温

雄

月
は
涼
し
く
何
食
は
ぬ
顔

梅
谷
彌

生

町
内
の
噂
話
は
知
ら
ん
け
ど

竹
山
み
ど
り

家
事
の
ほ
と
ん
ど
夫
任
せ
に

斉
藤
徳

子

そ
れ
ぞ
れ
の
時
が
過
ぎ
ゆ
く
花
の
窓

小
池
正

博

春
野
来
て
子
は
素
足
喜
び

中
田
寿

子

ナ
オ
カ
ン
バ
ス
の
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
う
ら
ら
け
し

林

典

子

神

が

遣

は

す

七

色

の

雲

岡
谷

樹

虚
し
く
も
夢
の
余
韻
は
束
の
間
に

嶋
田
美
智
子

漆
箔
の
笛
い
と
も
艶
や
か

蒲
生
智

子

菩
提
寺
の
屋
根
は
仄
か
な
雪
明
り

米
倉
洋

子

藁

沓

履

い

て

上

る

坂

道

羽
根
郁

子

静
穏
な
田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ
て

敏

お
姫
様
だ
っ
こ
せ
が
む
新
妻

と

愛
ゆ
ゑ
に
い
つ
か
疑
心
に
負
け
そ
う
な

里

磁
力
の
狂
ふ
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

節

名
月
は
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
昇
り
そ
む

比

紅

葉

鮒

獲

る

若

き

舟

人

聰

い
は
や

ナ
ウ
ま
し
ら
酒
匂
ふ
窟
に
惹
か
れ
つ
つ

天

お
腹
で
っ
ぷ
り
シ
ャ
ツ
は
Ｌ
Ｌ

美
恵
子

師
に
会
ふ
は
南
洲
翁
の
像
の
前

寿

典

順

路

標

識

濁

点

は

消

え

ミ

花
大
樹
ひ
と
き
は
目
立
つ
丘
陵
に

士

銀
幕
デ
ビ
ュ
ー
か
か
る
初
虹

知
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《
東
京
・
日
台
連
句
》

歌

仙

『
春

聯

や
』

令
和
四
年
二
月

一
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
三
月
二
十
五
日
尾

（
留
書
）
今
年
の
春
節
、
台
湾
の
お
正
月
元
旦
は
二
月
一
日
。
日
台
連
句
は
こ

の
日
に
起
首
し
た
。

（
龍
一
）

え

や

春
聯
や
疫
病
み
退
散
恋
成
就

松
澤
龍

一

オ
オ
ヒ
イ
チ
イ

烏

魚

子

で

や

っ

と

黙

食

杜

青

春

う
ま
い
こ
と
老
い
る
不
安
と
折
り
合
っ
て

安
楽
明

郎

く
る
り
と
回
れ
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

山
中
た
け
を

初
夏
の
空
に
溶
け
ゆ
く
昼
の
月

佛
渕
雀

羅

波
打
ち
際
を
の
そ
と
海
亀

木
之
下
み
な
み

ウ
火
を
噴
け
る
山
を
下
り
来
る
巫
女
二
人

高
山
鄭

和

壁
画
裏
か
ら
会
話
聞
こ
え
る

坂
根
慶

子

伊
賀
者
の
探
る
屋
敷
の
忍
び
逢
い

赤
澤
水

魚

渡
鹿
野
島
を
覗
く
ド
ロ
ー
ン

龍

駆
け
込
み
も
投
げ
込
み
も
あ
る
寺
巡
り

春

さ
ざ
れ
石
と
て
や
が
て
巌
に

郎

月
光
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
の
内

を

に
お
い
も
れ
く
る
理
科
室
の
古
酒

羅

運
動
会
遅
く
て
ご
め
ん
カ
オ
ル
ち
ゃ
ん

み

地

盤

看

板

鞄

抱

え

て

和

栄
光
の
過
去
を
語
り
た
が
る
花
よ

江
畑
哲

男

巣
箱
に
匿
す
自
分
史
の
稿

龍

テ
ィ
ン

プ
ー

カ
ン

フ

ナ
オ
交
流
は
聴
不
看
不
媽
祖
祭
り

慶

星
よ
り
届
く
弱
き
シ
グ
ナ
ル

魚

三
叉
路
を
ネ
コ
は
無
頼
に
右
折
し
て

龍

檜

造

り

の

阿

里

山

列

車

春

荒
川
線
面
影
橋
の
覚
え
あ
り

郎

お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
泣
く
な
笑
う
な

を

閉
店
が
決
ま
っ
て
か
ら
の
人
の
列

羅

う
だ
つ
上
が
ら
ぬ
君
が
愛
し
く

み

口
紅
は
控
え
め
に
っ
て
言
っ
た
の
に

和

レ
シ
ー
ト
だ
け
で
財
布
ぱ
ん
ぱ
ん

慶

平
凡
な
日
々
の
平
和
を
照
ら
す
月

魚

紙
飛
行
機
で
散
ら
す
椋
鳥

龍

ナ
ウ
鴨
の
血
も
豚
の
血
も
良
し
食
の
秋

春

弱

き

心

に

神

の

恵

み

を

郎

目
覚
め
て
は
同
じ
頁
を
は
じ
め
か
ら

を

わ
ら
い
上
戸
に
い
つ
か
泣
き
癖

羅

花
筏
己
の
い
の
ち
運
ぶ
の
み

み

ぐ
ん
ぐ
ん
空
へ
昇
る
大
凧

和
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《
千
葉
・
日
本
連
句
協
会
千
葉
県
支
部
》

歌

仙

『
江
戸
川
を
』

佛
渕

雀
羅
捌

（
留
書
）
雀
羅
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
む
か
え
、
進
行
役
を
お
願
い
し
た
。

（
龍
一
）

令
和
四
年
八
月
十
二
日
首
尾

（
於
・
船
橋
市
「
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
」）

江
戸
川
を
色
な
き
風
と
共
に
越
ゆ

白
石
一

有

ポ
ケ
ッ
ト
に
揉
む
地
場
の
そ
こ
ま
め

馬
場
由
紀
子

満
月
に
異
国
の
紙
幣
か
ざ
し
見
て

松
澤
龍

一

学
舎
の
靴
散
ら
か
し
た
ま
ま

山
中
た
け
を

録
画
し
た
動
画
を
早
く
回
さ
ん
と

小
泉

桂

人
を
呼
び
出
す
背
戸
の
凍
鶴

佛
渕
雀

羅

ウ
熱
燗
に
つ
ま
み
は
な
し
の
独
り
酒

鈴
木
す

ず

博
徒
の
果
を
誰
か
知
る
ら
ん

由

踊
り
子
の
肩
に
黒
々
龍
の
文
字

龍

ふ
は
り
ふ
は
り
と
洗
剤
の
泡

を

禊
ぎ
し
て
疑
惑
議
員
は
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん

桂

Ｓ

Ｎ

Ｓ

の

恐

ろ

し

き

罠

す

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
・
ピ
ン
ク
に
光
る
染
卵

を

花
は
散
る
ち
る
チ
ル
チ
ル
ミ
チ
ル

龍

遠
つ
国
の
お
伽
ば
な
し
の
う
ら
ら
か
に

桂

介

護

度

3

の

母

の

爪

切

羅

白
蛇
の
身
を
休
ら
へ
る
月
の
岩

由

電

信

柱

足

上

げ

る

犬

桂

ナ
オ
号
外
は
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
な
り
明
日
に
な
り

を

あ
っ
か
ん
べ
え
と
閻
魔
大
王

有

生
臭
の
坊
主
は
け
ふ
も
デ
ィ
ス
コ
へ
と

す

ポ
ル
シ
ェ
を
飛
ば
す
年
越
し
の
夜

由

Ｂ
Ｃ
に
Ａ
も
混
じ
っ
た
通
信
簿

羅

メ
ン
ズ
仕
様
の
化
粧
品
売
れ

す

風
狂
の
作
法
と
い
へ
る
恋
も
あ
り

を

好
き
な
ら
好
き
と
じ
れ
っ
た
い
の
よ

桂

油
揚
を
さ
ら
っ
て
い
っ
た
と
ん
び
の
輪

有

東

映

映

画

波

で

始

ま

る

龍

月
の
無
い
夜
を
ひ
た
ひ
た
行
く
し
の
び

羅

案
山
子
の
胸
に
原
発
は
阻
止

龍

ナ
ウ
や
や
寒
に
一
枚
多
く
着
る
で
な
く

を

山
羊
の
お
乳
を
貰
ふ
御
長
寿

由

文
通
を
し
て
た
あ
の
日
を
懐
か
し
む

す

摸
擬
国
会
に
ヤ
ジ
の
飛
び
交
ひ

有

複
葉
機
宙
返
り
し
て
は
し
ゃ
ぐ
花

を

夢
追
ひ
人
に
て
ふ
て
ふ
の
青

羅
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《
東
京
・
猫
の
目
連
句
会
》

歌

仙

『
巨
人
と
な
り
て
』靜

寿
美
子
捌

令
和
四
年
二
月

六
日
首

令
和
四
年
二
月
二
十
日
尾（於

・
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
・
文
音
）

氷
る
滝
巨
人
と
な
り
て
哄
笑
す

石
川
夏

山

列
を
な
し
た
る
狩
の
一
行

日
比
谷
虚

俊

ロ
ケ
現
場
ス
タ
ン
ト
マ
ン
の
鮮
や
か
に

靜

寿
美
子

髭
を
伸
ば
せ
ば
風
格
も
で
て

山
崎

垂

月
照
ら
す
盆
栽
園
に
走
る
猫

三
輪
慶

子

女
優
の
ご
と
く
酔
芙
蓉
立
つ

山

ウ
新
酒
酌
む
結
婚
ラ
ッ
シ
ュ
ま
う
来
る
か

俊

ジ
ャ
ズ
の
流
る
る
カ
フ
ェ
で
再
会

寿

瞬
く
間
恋
の
病
に
取
り
憑
か
れ

垂

肖
像
画
に
は
美
し
き
ま
ま

慶

華
や
か
な
都
会
に
も
あ
る
木
賃
宿

山

芭

蕉

の

前

で

矢

数

俳

諧

俊

ひ
た
す
ら
に
月
の
山
道
富
士
詣

寿

刀
捨
て
れ
ば
腰
の
涼
し
く

垂

食
材
は
移
動
販
売
バ
ス
頼
み

慶

九
人
寄
り
添
ふ
限
界
集
落

山

花
片
で
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
埋
め
ん
と
す

俊

巣
箱
掛
け
替
ふ
児
童
公
園

寿

ナ
オ
春
日
和
百
円
玉
で
動
く
象

垂

自

由

を

求

め

北

欧

の

旅

慶

こ
こ
に
ゐ
る
あ
な
た
は
ど
こ
へ
い
つ
た
の
か

山

白
が
全
然
出
な
い
チ
ー
ト
イ

俊

セ
ー
タ
ー
を
編
み
て
ほ
ど
き
て
時
過
ご
す

寿

値
上
げ
の
波
を
か
ぶ
る
鯛
焼

垂

往
診
に
村
中
廻
る
若
き
医
師

慶

多
く
の
誘
ひ
知
ら
ぬ
振
り
し
て

山

シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
良
い
ね
と
君
が
言
つ
た
か
ら

俊

夢
も
未
来
も
全
て
託
し
て

寿

摩
天
楼
の
影
く
き
や
か
に
今
日
の
月

垂

太
き
か
ま
き
り
斧
を
振
り
あ
げ

慶

ナ
ウ
定
年
も
間
近
に
迫
り
雁
渡
る

山

や
つ
と
減
ら
せ
る
積
ん
読
の
山

俊

階
下
よ
り
ア
ー
ル
グ
レ
イ
の
香
の
微
か

寿

誰
も
を
ら
ぬ
に
揺
れ
る
ふ
ら
こ
こ

垂

ひ
と
の
世
の
別
れ
と
出
会
ひ
花
の
門

山

父

祖

伝

来

の

棚

田

耕

す

慶
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《
愛
知
・
ね
じ
ま
き
連
句
会
》

歌

仙

『
電
波
時
計
』

瀧
村
小
奈
生
捌

令
和
四
年

十
月

十
二
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
二
月
二
十
七
日
尾

秋
澄
む
や
電
波
時
計
の
正
確
さ

清
水
ま
し
ろ

老

舗

の

主

刻

む

新

蕎

麦

小
柳
由
起
子

月
ま
ど
か
車
線
変
更
な
め
ら
か
に

高
橋
す
な
を

オ
フ
ィ
ス
の
椅
子
を
い
つ
も
く
る
く
る

二
村
典

子

耳
伏
せ
て
父
に
散
歩
を
ね
だ
る
犬

青
砥
和

子

炭
酸
水
の
泡
は
お
し
や
べ
り

安
藤
な

み

ウ
お
釈
迦
様
キ
リ
ス
ト
様
に
も
あ
つ
た
夏

杉
山
壽

子

風
に
煽
ら
れ
飛
ぶ
女
優
帽

ま

て
の
ひ
ら
で
転
が
す
恋
の
味
を
知
り

由

結
婚
詐
欺
じ
や
な
い
の
愛
な
の

を

あ
り
つ
た
け
の
有
給
休
暇
使
ひ
切
る

典

キ
ム
タ
ク
公
に
盛
り
上
が
る
岐
阜

和

着
ぶ
く
れ
て
買
ひ
物
に
行
く
道
の
駅

な

昼
月
淡
く
河
豚
捌
く
ひ
と

石
川

葵

取
材
用
ヘ
リ
は
旋
回
繰
り
返
し

瀧
村
小
奈
生

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
姉
と
弟

壽

連
弾
の
夜
想
曲
聴
く
花
の
雨

を

行

く

春

を

抱

き

眠

る

盃

由

ナ
オ
凧
の
ぼ
る
友
の
も
と
へ
と
届
き
さ
う

ま

バ
ト
ン
受
け
取
り
残
り
六
キ
ロ

和

皿
回
す
Ｄ
Ｊ
踊
れ
皆
の
衆

ま

俺
の
こ
と
か
と
天
狗
顔
出
す

壽

削
氷
を
ご
り
し
や
り
ふ
は
り
山
も
り
に

を

宿
題
や
つ
つ
け
飛
び
込
ん
だ
滝

由

雑
踏
に
幼
な
じ
み
の
声
を
聞
き

な

と
き
め
い
て
ゐ
た
刻
を
た
ど
ら
ん

壽

喧
嘩
す
る
た
び
に
あ
な
た
が
近
く
な
る

由

高
性
能
に
変
は
る
掃
除
機

を

楽
天
の
ポ
イ
ン
ト
た
ま
る
居
待
月

典

独
り
暮
ら
し
に
沁
み
る
露
寒

和

ナ
ウ
迷
鳥
の
一
羽
桂
林
船
下
り

な

差
し
上
げ
ま
す
よ
好
き
な
絵
画
を

壽

ス
パ
イ
ス
の
香
り
漂
ふ
喫
茶
店

ま

い
の
ち
育
む
凍
ゆ
る
む
頃

葵

駆
け
て
花
こ
ろ
ん
で
花
の
花
の
園

由

逆
立
ち
す
れ
ば
山
々
も
笑
む

を
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《
野
田
・
野
田
連
句
会
》

十
八
公

『
御
慶
御
慶
と
』

令
和
五
年
一
月

一
日
首

（
メ
ー
ル
）

令
和
五
年
二
月
二
十
一
日
文
音

（
留
書
）
元
旦
に
年
賀
状
が
わ
り
に
と
お
め
で
た
い
〈
十
八
公
〉
を
始
め
た
。

野
田
連
句
会
の
連
衆
の
皆
さ
ん
、
恙
な
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
て
こ
ん
な
に
め
で

た
い
こ
と
は
無
い
。
今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
龍
一
）

蔵
の
屋
根
御
慶
御
慶
と
鳴
く
土
鳩

松
澤
龍

一

清

新

の

気

を

放

つ

門

松

渡
部
春

水

独
り
居
へ
一
楽
章
の
高
鳴
り
て

木
之
下
み
な
み

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
質
種
に
な
る

可
不
可

初
月
は
沼
の
ほ
と
り
の
指
定
席

諸
藤
留
美
子

補
聴
器
つ
け
て
虫
の
声
を
聴
く

成
島
静

枝

自
己
都
合
退
職
願
い
書
く
夜
長

大
塚
久

子

鶏

口

目

指

し

独

立

の

夢

小
泉

桂

レ
ト
ロ
で
も
時
に
役
立
つ
膝
枕

杜

青

春

祖
父
の
籐
椅
子
昼
寝
に
使
う

志
田
則

保

ウ
夏
の
朝
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
に
メ
ー
ク
す
る

鈴
木
幸

子

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
へ
恋
を
見
つ
け
に

酒
井
千
恵
子

ラ
イ
ン
に
て
流
れ
る
ま
ま
に
愛
お
し
み

髙
橋
宗

史

人
魚
の
木
乃
伊
秘
蔵
す
る
寺

龍

山
門
の
監
視
カ
メ
ラ
に
手
配
者
が

水

隣
の
猫
が
さ
か
な
咥
え
て

み

階
段
の
被
膜
の
よ
う
に
花
の
雨

留

初
物
で
す
と
も
ら
う
蕗
の
芽

枝
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《
東
京
・
白
塔
歌
仙
会
》

歌

仙

『
映
画
の
聖
地
』

衆
議
判

令
和
四
年
二
月
一
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
二
月
十
日
尾

鎌
倉
の
映
画
の
聖
地
踏
む
元
朝

阿
部
つ
ぎ
を

初

寅

詣

で

三

代

の

幸

須
永
恆

雄

み
な
も

穏
や
か
な
水
面
ま
っ
す
ぐ
石
撥
ね
て

浅
井
笈

羅

湖

上

に

光

る

公

魚

の

腹

吉
田
松

陽

祈
る
よ
う
月
仰
ぎ
見
る
孕
み
鹿

益
子
和

子

湿

っ

た

土

に

笹

葉

銀

蘭

冨
岡
悦

子

ウ
ツ
イ
ッ
タ
ー
ビ
デ
オ
で
俯
瞰
八
ヶ
岳

早
坂
七

緒

西
日
を
う
つ
す
マ
リ
ア
の
涙

池
田
果

穂

後
れ
毛
に
碧
玉
の
蜥
蜴
身
を
隠
し

恆

梅
の
実
黄
ば
む
合
掌
造
り

和

夜
明
け
ま
で
裾
翻
す
郡
上
の
人

松

田
ん
ぼ
畦
道
案
山
子
微
笑
む

笈

名
月
を
眺
め
て
う
ま
し
栗
羊
羹

悦

雁
行
整
然
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

七

オ
ー
ロ
ラ
の
カ
ー
テ
ン
緑
に
乱
舞
す
る

果

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
初
蝶
眠
る

松

控
室
花
び
ら
開
く
新
婦
の
茶

七

輝
く
肩
に
春
の
シ
ョ
ー
ル
を

悦

ナ
オ
囀
り
に
目
覚
め
清
し
く
卵
茹
で

和

耳

朶

擽

る

猫

柳

の

指

恆

く
る
く
る
と
東
洋
の
魔
女
回
転
し

笈

ジ
ャ
ン
ヌ
ダ
ル
ク
の
哀
し
き
甲
冑

果

無
弦
琴
蛍
呼
び
寄
せ
酔
狂
や

恆

闇
に
ふ
わ
ふ
わ
浮
く
走
馬
燈

和

鷗
外
忌
文
庫
の
埃
ぬ
ぐ
う
午
後

悦

キ
ル
ヒ
ェ

細
腰
泣
き
て
教
会
に
佇
む

七

ク
オ
ヴ
ァ
デ
ィ
ス
異
境
の
姫
に
野
分
立
つ

果

ム
ク
ロ
ジ
を
手
に
い
ざ
出
発
だ

笈

シ
ャ
ボ
ン
付
け
ぬ
る
湯
に
浸
る
宿
の
月

松

岩
の
隙
間
に
ち
ち
ろ
む
し
鳴
く

悦

ナ
ウ
鳩
湧
け
る
城
砦
の
塔
棲
み
家
と
し

和

偵
察
飛
行
御
神
渡
り
あ
り

果

国
境
に
集
結
露
軍
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍

七

卒
業
式
に
「
悲
愴
」
が
響
く

松

み
ん
な
し
て
世
界
を
飾
れ
花
の
輪
で

笈

雲
雀
は
昇
る
深
空
の
底
へ

恆
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《
岐
阜
・
巴
世
里
連
句
会
》

短
歌
行

『
秋

の

川
』

片
桐
栄
子
捌

令
和
四
年

十
月

十
八
日
首

令
和
四
年
十
二
月
二
十
八
日
尾

（
於
・
岐
阜
市
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
Ｇ
・
文
音
）

ゆ
つ
た
り
と
上
る
真
鯉
や
秋
の
川

片
桐
栄

子

見
渡
す
限
り
刈
田
広
ご
る

塚
本

睦

単
線
に
走
る
列
車
に
月
乗
せ
て

各
務
恵

紅

隣

の

町

に

住

め

る

両

親

奥
山
ゆ

い

ウ
尻
尾
ふ
る
迷
子
の
犬
拾
ひ
た
る

津
田
公
仁
枝

葉
陰
に
潜
む
竜
の
髯
の
実

ゆ

い

白
シ
ョ
ー
ル
纏
ふ
少
女
の
声
聞
こ
え

服
部
瑞

華

草
津
の
湯
で
も
恋
の
病
は

柴
田
恭

雨

思
い
出
は
思
い
出
の
ま
ま
ポ
ケ
ッ
ト
に

大
竹
花

永

連

絡

船

の

入

港

の

時

松
尾
一

歩

海
鳥
と
戯
る
る
ご
と
花
の
舞
ふ

恵

紅

若
き
も
混
じ
る
遍
路
七
人

公
仁
枝

ニ
オ
茶
店
に
も
値
上
げ
の
波
の
蓬
餅

恵

紅

軒
を
借
れ
ど
も
雨
の
止
ま
ざ
る

栄

子

刻
々
と
時
間
の
迫
る
初
デ
ー
ト

公
仁
枝

ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
口
紅
は
赤

瑞

華

パ
ス
ポ
ー
ト
写
真
十
年
前
の
ま
ま

睦

え
ん
ま
蟋
蟀
声
高
く
鳴
く

花

永

塔
頭
の
木
戸
閉
ぢ
ら
れ
て
月
今
宵

恭

雨

濁
り
酒
飲
み
時
を
忘
る
る

一

歩

ナ
ウ
お
も
む
ろ
に
広
げ
て
み
た
る
古
き
棋
譜

ゆ

い

父

の

遺

言

凡

庸

が

よ

し

恵

紅

大
の
字
に
寝
て
深
呼
吸
花
の
下

藤
田
真
木
子

霞

棚

引

く

遠

き

嶺

々

執

筆
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《
徳
島
・
花
音
》

も
ろ

が
へ
り

二
十
韻

『
青

鷹
』

令
和
三
年
十
二
月
十
八
日
首

令
和
四
年

三
月
十
八
日
尾（於

・
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
・
文
音
）

潮
流
は
み
る
み
る
変
る
青
鷹

二
橋
満

璃

ゆ
ら
り
と
傾
ぐ
船
ぞ
寒
月

東
條
士

郎

ノ
ク
タ
ー
ン
弾
く
指
細
く
し
な
や
か
に

竹
内

菊

ひ
と
揃
ひ
な
る
紙
雛
を
折
る

曽
根

燦

ウ
う
ら
ら
か
な
桃
源
郷
は
夢
ご
こ
ち

士

郎

た
だ
う
れ
し
く
て
走
る
馬
の
仔

満

璃

恋
す
て
ふ
目
覚
め
て
脱
皮
す
る
少
女

燦

八
重
歯
に
残
る
あ
ど
け
な
き
笑
み

菊

イ
ー
ス
ト
の
香
る
工
房
パ
ン
を
焼
き

満

璃

古
民
家
喫
茶
口
コ
ミ
の
客

士

郎

ナ
オ
草
苺
籠
い
つ
ぱ
い
に
摘
ま
れ
ゐ
て

菊

蝉
時
雨
よ
り
抜
け
て
立
ち
読
み

燦

諍
ひ
の
な
き
未
来
を
と
願
つ
た
に

士

郎

約
束
反
古
の
君
の
裏
切
り

満

璃

今
日
の
月
不
倫
に
も
か
く
美
し
く

燦

主
役
射
止
め
た
名
残
狂
言

菊

ナ
ウ
野
仏
は
刈
田
の
辻
に
に
こ
に
こ
と

満

璃

避

難

経

路

の

道

標

と

す

士

郎

一
村
を
あ
げ
て
恒
例
花
の
宴

菊

遠
嶺
を
つ
な
ぐ
風
光
る
空

燦

－ －140



《
横
浜
・
浜
風
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
卯

の

花
』

衆
議
判

令
和
四
年
十
一
月
四
日
首
尾

（
於
・
神
奈
川
県
民
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

卯
の
花
や
西
よ
り
迫
る
雨
の
脚

森
川
淳

子

厨

に

み

ち

て

匂

ふ

馴

鮓

城
倉
吉

野

里
帰
り
曾
孫
三
人
打
ち
連
れ
て

加
藤
亀

女

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
止
ま
る
夕
暮

渡
辺

柚

山
の
端
に
ま
ん
ま
る
の
月
皓
皓
と

伊
藤
弥

生

重

く

撓

れ

る

熊

の

栗

棚

金
子
朱

蝶

ウ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
溢
る
る
交
差
点

酒
井
敬

子

肌
の
手
入
れ
に
熱
心
な
彼

古
川
柴

子

ひ
と
泣
か
す
恋
と
思
へ
ば
燃
え
上
が
り

吉

野

円

空

仏

の

鉈

彫

の

跡

亀

女

杉
玉
の
下
が
る
蔵
元
酒
の
町

柚

子
ど
も
食
堂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
て

弥

生

煤
逃
を
月
が
笑
つ
て
追
ひ
か
け
る

朱

蝶

七
つ
の
海
を
ま
た
ぐ
初
夢

敬

子

戦
争
は
嫌
ひ
と
鳩
と
鳶
が
云
ひ

柴

子

コ
ロ
ナ
太
り
を
隠
す
姉
上

亀

女

花
吹
雪
バ
ケ
ッ
ト
ハ
ッ
ト
一
杯
に

柚

朝
の
空
へ
と
揺
る
る
ふ
ら
こ
こ

吉

野

ナ
オ
竜
宮
の
使
者
と
伝
へ
て
蛍
烏
賊

小
林
節

子

ア
ー
カ
イ
ヴ
ス
は
デ
ジ
タ
ル
に
す
る

柚

あ
の
頃
は
美
し
す
ぎ
た
母
の
顔

亀

女

耳
を
す
ま
せ
ば
届
く
篠
笛

弥

生

た
が
た
め
の
高
額
献
金
海
霧
深
く

吉

野

す
も
も
・
あ
ん
ず
と
羅
の
女

柚

ま
た
し
て
も
人
住
み
替
は
る
軒
の
札

淳

子

手
に
遊
ば
せ
る
胡
同
の
風

敬

子

麒
麟
飛
ぶ
四
千
年
の
大
地
よ
り

柚

文
明
開
化
の
匂
ひ
初
む
こ
ろ

弥

生

パ
イ
生
地
を
重
ね
重
ね
て
眉
の
月

亀

女

待
合
室
に
堅
椅
子
の
冷
ゆ

朱

蝶

ナ
ウ
新
走
り
欠
番
と
な
る
背
番
号

堀
尾
一

夫

浮
世
絵
ど
れ
も
藪
睨
み
な
る

柴

子

総
理
総
理
遠
近
法
が
違
ひ
ま
す

金
井
笑

子

水

は

低

き

に

流

れ

笹

舟

淳

子

花
の
橋
出
会
ひ
別
れ
の
旅
衣

節

子

都

踊

の

仕

度

そ

ろ

そ

ろ

敬

子
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《
横
浜
・
浜
風
―
そ
の
二
》

歌

仙

『
葉

桜
』

衆
議
判

＊
小
文
字
「
っ
」
使
用

令
和
三
年
五
月
八
日
首
（
コ
ロ
ナ
禍
に
於
け
る
文
音
）

令
和
三
年
六
月
八
日
尾

葉
桜
の
下
に
研
ぎ
師
の
小
さ
き
椅
子

森
川
淳

子

豆

飯

弁

当

包

む

風

呂

敷

加
藤
亀

女

白
地
図
に
憧
れ
の
山
書
き
入
れ
て

城
倉
吉

野

わ
が
住
む
町
を
巡
る
自
転
車

堀
尾
一

夫

月
今
宵
異
人
館
よ
り
揺
籃
歌

小
林
節

子

門
扉
に
現
れ
し
去
年
の
色
鳥

酒
井
敬

子

ウ
様
々
の
羅
漢
愉
快
に
秋
を
舞
ふ

古
川
柴

子

あ
ん
こ
う
型
の
彼
に
ぞ
っ
こ
ん

伊
藤
弥

生

キ
ッ
ス
Ｏ
Ｋ
ワ
ク
チ
ン
接
種
終
っ
た
わ

金
井
笑

子

微

熱

少

々

旅

先

の

恋

渡
辺

柚

憂
き
世
な
べ
て
渡
る
世
間
に
鬼
は
な
し

亀

女

老
人
も
来
る
子
ど
も
食
堂

一

夫

炉
話
の
終
り
は
い
つ
も
ま
た
あ
し
た

吉

野

寒

柝

響

く

月

の

路

地

裏

敬

子

手
す
さ
び
の
組
紐
出
来
は
上
々
に

弥

生

ふ
る
さ
と
展
も
ネ
ッ
ト
公
開

淳

子

薄
墨
の
花
は
や
さ
し
く
大
地
抱
き

柚

心

字

が

池

の

亀

の

看

経

笑

子

ナ
オ
春
の
風
邪
こ
じ
ら
せ
隠
り
居
の
十
日

淳

子

徒

然

草

に

再

度

挑

戦

亀

女

耐
へ
て
き
し
地
球
そ
ろ
そ
ろ
限
界
に

吉

野

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
今
朝
も
会
ふ
犬

一

夫

海
静
か
美
し
き
彩
シ
ー
グ
ラ
ス

柴

子

麦
酒
売
る
娘
は
髪
を
巻
き
上
げ

弥

生

縁
か
い
な
新
幹
線
に
隣
合
ふ

節

子

「
の
ぞ
み
」
の
名
前
嬉
し
お
七
夜

敬

子

ガ
ザ
の
地
の
腕
を
無
し
た
ぬ
ひ
ぐ
る
み

笑

子

ス
パ
イ
ス
ス
ー
ク
に
戻
る
賑
は
ひ

柚

月
光
を
揺
ら
し
流
る
る
表
潮

亀

女

松
の
手
入
れ
も
半
ば
別
邸

淳

子

ナ
ウ
何
時
か
ら
か
無
口
な
息
子
走
り
蕎
麦

一

夫

鳥
獣
戯
画
の
け
も
の
可
笑
し
き

柴

子

窯
出
し
の
日
の
高
ぶ
り
に
神
詣
で

淳

子

空
っ
ぽ
財
布
に
あ
た
た
か
な
夢

笑

子

野
に
山
に
い
の
ち
溢
れ
て
花
の
波

吉

野

袖
摺
り
坂
を
行
く
は
佐
保
姫

節

子
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《
み
よ
し
・
ひ
な
の
会
》

半
歌
仙

『
池

の

朝
』

坪
井
ま
ち
こ
捌

令
和
四
年
十
二
月
六
日
首
尾

（
於
・
カ
リ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
）

水
鳥
の
泳
跡
長
し
池
の
朝

徳
永
あ
き
子

残
る
紅
葉
の
色
の
あ
ざ
や
か

石
川

葵

建
築
家
シ
ン
プ
リ
シ
テ
ィ
極
め
ゐ
て

坪
井
ま
ち
こ

お
菓
子
あ
れ
こ
れ
詰
め
る
お
も
た
せ

西
田
荷

夕

月
明
か
り
手
に
馴
染
み
良
き
へ
げ
茶
碗

長
坂
節

子

青
年
棋
士
の
爽
や
か
な
笑
み

〃

ウ
行
く
秋
の
如
来
の
慈
悲
の
い
よ
深
く

葵

民

の

心

に

添

は

ぬ

政

策

節

直
球
に
的
を
絞
つ
て
振
る
バ
ッ
ト

あ

ジ
ョ
ー
・デ
ィ
マ
ジ
オ
と
マ
リ
リ
ン・モ
ン
ロ
ー

夕

し
な
や
か
な
裸
身
香
気
を
漂
は
せ

ま

じ
つ
と
見
つ
め
る
魚
籠
の
だ
ぼ
鯊

葵

マ
ド
ラ
ー
の
サ
マ
ー
カ
ク
テ
ル
揺
ら
す
月

夕

パ
ス
タ
を
茹
で
る
調
理
ロ
ボ
ッ
ト

あ

懐
か
し
き
訛
飛
び
交
ふ
電
車
旅

節

阿
蘭
陀
渡
る
鉦
や
太
鼓
や

夕

花
衣
纏
へ
ば
母
の
白
き
面

葵

毬
を
蹴
る
子
に
風
の
や
は
ら
か

節
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《
徳
島
・
ひ
ね
も
す
連
句
会
》

歌

仙

『
襲

の

色
』

衆
議
判

令
和
三
年
九
月
二
十
三
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
一
月
二
十
九
日
尾

王
朝
の
襲
の
色
か
実
む
ら
さ
き

星
野

焱

読
書
の
秋
を
過
ご
す
図
書
館

赤
坂
恒

子

今
日
の
月
地
球
の
未
来
見
透
か
し
て

梅
村
光

明

想
像
力
が
羽
搏
い
て
ゆ
く

焱

民
宿
の
客
に
農
業
体
験
を

恒

子

手
入
れ
欠
か
さ
ぬ
父
の
猟
銃

光

明

ウ
鬼
や
ら
い
鬼
と
化
す
る
を
恥
ぢ
ら
ひ
つ

焱

屏
風
の
裏
で
出
番
待
ち
居
り

恒

子

美
し
い
声
に
魅
か
れ
し
夜
も
す
が
ら

光

明

告
白
託
す
リ
ク
エ
ス
ト
曲

焱

リ
モ
ー
ト
が
結
ぶ
縁
の
糸
細
く

恒

子

井
戸
の
流
し
に
な
め
く
ぢ
り
這
ふ

光

明

瓜
を
も
み
膳
部
整
へ
仰
ぐ
月

焱

襷

外

し

て

ほ

つ

と

一

息

恒

子

維
新
後
の
明
治
の
御
世
に
仇
を
討
ち

光

明

浅
野
も
吉
良
も
普
通
の
人
に

焱

花
咲
け
ば
大
和
心
を
誘
へ
る

恒

子

都

踊

の

賑

は

ひ

に

酔

ひ

光

明

ナ
オ
店
先
に
お
薄
戴
く
の
ど
け
さ
よ

恒

子

し

た

り

顔

な

る

嘴

太

鴉

焱

ひ
し
ひ
し
と
気
候
問
題
差
し
迫
る

光

明

ラ
ッ
プ
止
め
買
ふ
蓋
付
き
の
磁
器

恒

子

雪
女
郎
淡
ひ
眠
り
に
包
ま
れ
て

焱

遠
慮
が
ち
に
も
続
く
し
は
ぶ
き

光

明

晴
天
の
霹
靂
と
い
ふ
医
者
通
ひ

恒

子

背
ナ
の
窪
み
を
な
ぞ
る
指
あ
り

焱

傾
城
は
梁
塵
秘
抄
口
遊
み

光

明

生
ひ
立
ち
思
ひ
こ
ぼ
つ
暗
涙

恒

子

乾
坤
に
月
の
エ
ナ
ジ
イ
充
満
す

焱

相
撲
の
神
に
運
を
授
か
り

光

明

ナ
ウ
学
び
舎
の
部
活
新
米
届
き
た
る

恒

子

ド
ミ
ノ
倒
し
の
放
置
自
転
車

焱

下
位
か
ら
の
箱
根
駅
伝
ぶ
つ
ち
ぎ
り

光

明

表
彰
台
に
溢
れ
く
る
笑
み

恒

子

降
り
し
き
る
花
び
ら
に
身
を
委
ね
つ
つ

焱

行
く
べ
き
道
を
進
む
春
駒

光

明
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《
富
山
・
風
狂
連
句
会
》

二
十
韻

『
片

腕

を
』

い
ぬ
じ
ま
正
一
捌

令
和
四
年
三
月
二
十
七
日
満
尾（於

・
富
山
市
星
井
町
公
民
館
）

片
腕
を
猫
に
貸
し
た
る
朝
寝
か
な

い
ぬ
じ
ま
正

一

余
寒
の
卓
に
香
る
み
そ
汁

密
田
妖

子

野
遊
び
の
子
ら
は
リ
ュ
ッ
ク
を
投
げ
出
し
て

北
野
眞
知
子

漢
字
テ
ス
ト
は
い
つ
も
満
点

村
戸
弥

生

ウ
凍
月
を
中
天
に
置
く
鬼
瓦

大
村
歌

子

女
房
に
ま
づ
注
ぎ
し
熱
燗

正

一

ね
ち
ね
ち
と
昔
の
浮
気
責
め
ら
れ
る

妖

子

警

策

鳴

つ

て

痛

む

肩

先

弥

生

非
課
税
の
民
に
ば
ら
ま
く
給
付
金

眞
知
子

鴉
五
、
六
羽
た
く
ら
み
は
何

妖

子

ナ
オ
梅
雨
し
と
ど
凱
歌
を
挙
げ
る
桶
狭
間

歌

子

監
視
カ
メ
ラ
を
西
瓜
畑
に

眞
知
子

産
み
月
の
近
き
身
体
を
も
て
あ
ま
し

正

一

母
か
ら
妻
に
も
ど
る
新
涼

白
石
藻

思

後
に
す
る
廃
墟
の
街
に
十
三
夜

〃

金
毘
羅
祭
漁
師
い
な
せ
に

歌

子

ナ
ウ
ト
ン
ネ
ル
に
野
次
の
飛
び
交
ふ
草
野
球

藻

思

蛇
皮
線
に
舞
ふ
紅
型
の
衣

眞
知
子

触
れ
な
む
と
水
面
の
雲
に
花
の
枝

正

一

ピ
エ
ロ
大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
吹
く

眞
知
子
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《
京
都
・
ふ
た
ば
会
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
梅
の
路
地
』

衆
議
判

令
和
四
年
二
月
七
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
四
月
一
日
尾

梅
の
路
地
抜
け
て
眩
し
き
海
に
会
ふ

春
山
悦

子

大

手

拡

げ

て

探

る

春

容

北
原
春

屏

残
雪
の
山
の
名
前
を
尋
ね
ゐ
て

赤
木
和

子

等

高

線

の

美

し

き

渦

植
木
陽

子

月
ま
つ
る
月
見
団
子
に
子
の
指
紋

尾
崎
志
津
子

虫
合
と
て
小
籠
持
ち
寄
り

小
野
雅

子

ウ
秋
の
田
の
荒
れ
た
る
庵
を
隠
れ
家
に

柏
谷
絶

学

筆

の

進

ま

ぬ

依

頼

原

稿

志
村
宣

子

空
中
に
君
の
横
顔
指
で
描
き

角
南
和

宏

濡
れ
た
褥
に
髪
を
撫
で
つ
つ

土
井
重

悟

リ
メ
イ
ク
は
昭
和
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
に

星
野

焱

柔
ら
か
に
し
て
野
仏
の
影

堀
竹
善

子

お
茶
杓
の
銘
は
羽
衣
風
炉
手
前

前
田
空

果

夏
の
霜
降
る
落
柿
舎
の
庭

三
原
寿

典

声
上
げ
て
読
む
い
く
た
び
の
嵯
峨
日
記

春

屏

ま
た
も
や
空
の
旅
を
夢
見
る

悦

子

花
び
ら
を
満
た
し
て
重
き
掌

陽

子

経
よ
み
鳥
の
声
彼
方
よ
り

和

子

ナ
オ
焙
烙
の
皿
粉
々
に
壬
生
狂
言

雅

子

殺
生
石
は
ぱ
つ
く
り
割
れ
て

志
津
子

な
め
く
ぢ
ら
呪
文
の
様
な
軌
跡
引
き

宣

子

ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
の
遺
構
発
見

絶

学

見
上
げ
れ
ば
モ
ス
ク
を
覆
ふ
冬
銀
河

重

悟

膝

の

間

に

火

鉢

を

挟

む

和

宏

十
本
の
指
の
硬
さ
よ
我
が
齢

善

子

た
め
ら
ひ
も
な
く
色
に
溺
る
る

焱

も
う
尼
と
な
り
し
貴
女
に
会
ひ
た
く
て

寿

典

夜
の
更
く
る
ま
で
独
り
カ
ラ
オ
ケ

空

果

出
窓
に
は
有
明
の
月
傾
き
ぬ

寿

典

い
ざ
マ
ス
ク
し
て
朝
露
を
踏
む

悦

子

ナ
ウ
柿
滅
法
赤
し
本
日
晴
れ
な
ら
ん

春

屏

飛
鳥
の
里
の
猿
石
の
笑
み

和

子

く
り
ご
と
を
つ
ひ
う
か
う
か
と
真
似
ら
れ
て

陽

子

聞
き
洩
ら
し
し
は
治
聾
酒
の
所
為

志
津
子

舞
ふ
巫
女
の
袖
へ
袴
へ
花
吹
雪

雅

子

陽
炎
燃
ゆ
る
真
直
ぐ
な
道

絶

学

－ －146



《
京
都
・
ふ
た
ば
会
―
そ
の
二
》

二
十
韻

『
小
面
の
涙
』

衆
議
判

令
和
四
年
九
月
一
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
月
三
日
尾

小
面
の
涙
の
露
や
井
伊
の
蔵

三
原
寿

典

お

濠

端

に

は

色

鳥

の

群

土
井
重

悟

名
月
に
添
へ
し
団
子
は
ど
こ
へ
や
ら

柏
谷
絶

学

飛
び
だ
す
絵
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

星
野

焱

ウ
怪
獣
に
占
拠
さ
れ
た
る
汝
が
書
斎

尾
崎
志
津
子

妻
と
出
会
ひ
し
安
保
闘
争

絶

学

逃
れ
来
て
重
ね
る
肌
が
発
火
す
る

焱

寝

食

忘

れ

西

鶴

に

酔

ひ

志
津
子

算
用
に
生
く
は
浪
華
の
夢
や
ら
ん

重

悟

下
駄
を
鳴
ら
し
て
酸
漿
市
へ

寿

典

ナ
オ
疫
病
か
鬼
の
霍
乱
養
生
す

志
津
子

三
年
ぶ
り
に
羽
目
を
は
づ
し
て

寿

典

ひ
と

目
覚
め
た
ら
見
知
ら
ぬ
男
の
腕
の
中

絶

学

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
鈴
の
音
幽
か

重

悟

満
月
が
奇
し
き
ま
で
に
冴
え
冴
え
と

焱

ト
ト
ロ
の
眠
る
森
に
分
け
入
る

絶

学

ナ
ウ
湖
に
樵
落
と
し
た
鐵
の
斧

寿

典

蟻
穴
を
出
で
狩
が
始
ま
り

焱

酒

肴

長

屋

の

衆

の

花

莚

重

悟

祠
の
う
ら
に
仔
猫
戯
れ
合
ふ

志
津
子
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《
仙
台
・
北
杜
連
句
塾
》

二
十
韻

『
黒

日

傘
』

熊
坂
昌
子
捌

令
和
四
年
四
月

十
二
日
首

令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
尾

（
於
・
北
仙
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

ビ
ル
街
を
さ
っ
と
漢
の
黒
日
傘

松
ノ
井
洋

子

貸
し
自
転
車
の
籠
に
十
薬

熊
坂
昌

子

草
木
染
媒
染
剤
に
生
か
さ
れ
て

秋
田
て
る
子

ダ
イ
ヤ
ル
電
話
捨
て
ら
れ
ず
お
り

洋

子

ウ
忘
れ
靴
そ
ろ
そ
ろ
月
に
帰
る
ら
ん

昌

子

お

わ

ら

祭

の

姉

の

細

腰

て
る
子

虫
す
だ
く
今
日
の
モ
デ
ル
に
恋
を
す
る

洋

子

瓶
は
ぷ
か
ぷ
か
領
海
を
越
え

昌

子

恐
ろ
し
や
生
物
兵
器
な
る
も
の
は

て
る
子

酔
っ
た
ふ
り
し
て
酔
え
ぬ
ウ
オ
ッ
カ

洋

子

ナ
オ
盛
り
上
る
自
慢
話
は
国
訛
り

昌

子

月

の

雫

は

樹

氷

太

ら

す

て
る
子

熊
捌
く
手
順
く
る
わ
ぬ
老
ま
た
ぎ

洋

子

振
れ
ね
ば
祟
る
山
の
神
様

昌

子

恥
じ
ら
い
の
か
ま
と
と
ぶ
り
も
愛
ら
し
く

て
る
子

地
震
の
晒
し
た
羨
道
の
照
り

洋

子

ナ
ウ
若
者
に
は
昭
和
の
歌
が
新
鮮
に

昌

子

幼

の

真

似

る

鶯

の

声

て
る
子

花
吹
雪
受
け
止
め
て
い
る
雨
後
の
土

洋

子

陽
炎
の
立
つ
ド
ー
ム
球
場

て
る
子
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《
仙
台
・
ほ
れ
ぼ
れ
座
》

二
十
韻

『
あ
ん
れ
ま
あ
』

永
渕

丹
捌

令
和
四
年
三
月
十
八
日
起
（
文
音
）

令
和
四
年
四
月
十
五
日
尾

あ
ん
れ
ま
あ
も
の
み
な
好
色
春
動
く

永
渕

丹

穴
か
ら
そ
ろ
り
腕
を
飯
蛸

高
山
達

雄

糸
切
れ
た
操
り
人
形
う
ら
ら
か
に

狩
野
康

子

b
a
s
s

の
旋
律
揺
り
椅
子
に
聞
く

佐
々
木
游

子

ウ
月
仰
ぐ
お
ん
な
先
生
頭
巾
つ
け

丹

婚
家
を
後
に
ふ
る
さ
と
は
雪

康

子

花
嫁
は
写
真
一
枚
外
つ
国
へ

游

子

銃
口
我
に
向
け
る
ゲ
バ
ラ
か

丹

ゲ
ル
ニ
カ
に
哀
し
む
馬
と
猛
る
牛

康

子

論
戦
交
し
酒
を
酌
み
合
う

游

子

ナ
オ
沖
南
風
に
幽
霊
船
を
深
追
い
し

達

雄

夢
を
た
ど
れ
ば
業
平
忌
な
り

康

子

少
女
も
う
遊
戯
の
輪
に
は
加
わ
ら
ず

丹

お
わ
ら
祭
の
ほ
だ
す
恋
情

游

子

十
六
夜
へ
柴
の
扉
は
閉
じ
た
ま
ま

康

子

こ
ん
な
所
に
小
鳥
網
あ
り

達

雄

ナ
ウ
や
ん
わ
り
と
う
ち
な
ー
ぐ
ち
を
教
え
ら
れ

丹

画
用
紙
は
み
出
す
子
ら
の
山
の
絵

游

子

花
守
に
な
り
た
い
も
の
と
分
限
者
が

達

雄

隣
の
町
へ
た
ん
ぽ
ぽ
の
絮

康

子
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《
松
山
・
松
山
連
句
協
会
》

歌

仙

『
初

句

会
』

沖
村
む
つ
子
捌

令
和
四
年
十
二
月
十
一
日
首
尾

（
於
・
西
垣
生
東
集
会
所
）

和
装
に
て
帯
し
っ
か
り
と
初
句
会

沖
村
む
つ
子

跡
継
ぎ
の
顔
揃
う
獅
子
舞

井
上
雨

道

山
道
は
椿
ま
つ
り
の
に
ぎ
わ
い
て

白
石
美
由
紀

祖
母
は
元
気
に
飾
る
雛
壇

平
井
恭

子

終
電
を
待
つ
駅
頭
の
朧
月

槿
山
谷

水

ス
マ
ホ
に
頼
る
今
日
の
情
報

山
田
明

美

ウ
石
段
に
一
円
並
ぶ
薬
王
寺

む

耳

美

し

き

湯

上

り

の

妻

谷

お
の
ろ
け
を
恥
ず
か
し
そ
う
に
披
露
す
る

恭

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
季
節
到
来

美

雨
上
が
り
あ
じ
さ
い
さ
ら
に
鮮
や
か
に

森

ア
サ
ミ

パ
テ
シ
エ
希
望
娘
弟
子
入
り

明

満
月
に
心
の
内
を
見
透
か
さ
れ

む

備
前
の
壺
に
漬
け
る
秋
茄
子

谷

秋
麗
に
歴
史
ロ
マ
ン
の
道
遠
く

恭

ひ
っ
そ
り
と
建
つ
人
住
ま
ぬ
家

〃

花
む
し
ろ
友
と
盃
酌
み
交
わ
し

美

新

入

生

の

部

活

勧

誘

む

ナ
オ
笄
は
母
の
形
見
と
大
切
に

む

時
代
劇
と
よ
テ
レ
ビ
四
Ｋ

雨

ダ
ン
デ
ム
を
男
ど
う
し
の
観
光
地

明

飼

猫

ブ

ー

ム

近

所

迷

惑

む

湖
を
囲
み
静
か
に
山
眠
る

谷

朱

き

社

殿

に

積

る

初

雪

美

ウ
ク
ラ
イ
ナ
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
を
英
雄
に

明

過
ぎ
る
火
遊
び
や
っ
と
沈
静

恭

い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
て
金
婚
五
十
年

雨

必
ず
メ
モ
を
持
っ
て
買
物

む

縁
側
に
団
子
片
手
の
居
待
月

美

伊
勢
音
頭
に
て
止
み
し
虫
の
音

谷

ナ
ウ
合
併
の
記
念
行
事
の
村
芝
居

雨

地

方

選

過

ぎ

次

は

国

政

明

青
春
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
口
遊
み

む

趣
味
を
生
か
す
は
情
熱
が
基

恭

飛
び
交
い
し
訛
り
な
つ
か
し
花
の
人

谷

草

餅

並

ぶ

老

舗

開

店

雨

－ －150



《
鹿
児
島
・
南
さ
つ
ま
連
句
会
》

二
十
韻

『
あ
お
す
じ
揚
羽
』五

郎
丸
照
子
捌

令
和
四
年
五
月

二
十
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
六
月
二
十
九
日
尾

山
門
の
仁
王
の
像
や
樟
若
葉

五
郎
丸
照

子

あ
お
す
じ
揚
羽
ひ
ら
り
舞
い
た
つ

西
村
ミ

ツ

坂
道
を
抜
け
れ
ば
海
の
見
え
て
き
て

林

レ
イ
子

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
息
う
四
阿

秋
野
百

草

ウ
ひ
と
日
終
え
夢
路
を
照
ら
す
望
の
月

永
濱
瑞

穂

君

を

想

い

て

菊

枕

縫

う

照

子

火
祭
の
締
め
込
み
姿
惚
れ
直
し

ミ

ツ

一
反
木
綿
も
追
い
か
け
て
ゆ
く

レ
イ
子

西
日
本
新
幹
線
は
長
崎
へ

百

草

特
産
品
の
ネ
ッ
ト
に
ぎ
わ
す

瑞

穂

ナ
オ
ち
り
鍋
を
囲
み
辛
口
吟
醸
酒

照

子

月

夜

の

森

に

ほ

ー

と

梟

ミ

ツ

硫
黄
泉
皮
膚
病
傷
に
効
あ
り
と

レ
イ
子

お
龍
龍
馬
も
訪
ね
来
し
と
か

百

草

よ
う
や
く
に
渡
航
解
禁
彼
の
元

照

子

Ａ
Ｉ
ア
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
読
む

ミ

ツ

ナ
ウ
膝
の
猫
時
に
ぴ
く
り
と
耳
を
立
て

〃

ち
ょ
っ
と
お
す
ま
し
雛
客
の
子
ら

レ
イ
子

故
郷
は
花
の
盛
り
と
友
の
文

百

草

川
に
釣
り
舟
の
ど
ら
か
な
午
後

瑞

穂
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《
仙
台
・
宮
城
県
連
句
協
会
》

源

心

『
青
年
の
虚
無
』

狩
野
康
子
捌

令
和
四
年
十
二
月
吉
日
満
尾
（
文
音
）

青
年
の
虚
無
は
夏
雲
傷
つ
け
る

狩
野
康

子

木
の
洞
ひ
し
と
抱
く
空
蝉

松
ノ
井
洋

子

ピ
ア
ノ
の
音
チ
ェ
ロ
と
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
戯
れ
て

熊
坂
昌

子

ハ
ー
ブ
使
い
が
カ
フ
ェ
の
評
判

秋
田
て
る
子

ウ
有
明
の
懸
か
る
離
島
へ
舵
を
取
り

鹿
野
恵

子

伝
統
衣
装
ま
と
い
踊
る
娘

田
中
ひ
ろ
子

や
ん
わ
り
と
焦
ら
せ
て
侘
び
て
菊
枕

木
田
眞
智
子

地
域
猫
に
は
名
前
い
ろ
い
ろ

鈴
木
ゆ
う
子

四
才
児
迷
子
と
告
げ
る
ス
ピ
ー
カ
ー

部
谷
虎

落

Ｓ
Ｌ
好
き
は
撮
り
鉄
と
な
り

佐
藤
千
枝
子

取
り
混
ぜ
る
風
刺
と
洒
落
と
般
若
湯

永
渕

丹

シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
を
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
へ

先
崎
紀

子

ふ
る
さ
と
は
樹
齢
二
千
の
花
を
背
に

川
口
陽

正

春
の
匂
い
を
包
む
こ
と
づ
て

石
橋

蘭

ナ
オ
ま
な
う
ら
に
母
の
強
さ
を
孕
鹿

石
橋
真

紀

御
手
洗
団
子
の
餡
が
頬
っ
ぺ
に

中
村
記

康

ビ
ー
玉
の
転
が
る
先
に
招
き
猫

佐
々
木
游

子

骨
董
市
に
金
継
ぎ
の
酒
器

高
山
達

雄

投
函
を
忘
れ
て
帰
る
麦
稈
帽

川
村
紀

子

ほ
の
と
香
水
フ
リ
ル
艶
め
く

浜
田
則

子

溢
れ
で
る
未
練
は
恋
の
進
化
形

笹
川
圭

子

熱
き
情
け
は
性
別
を
越
え

高
橋
玻
斗
子

凍
月
に
光
る
松
島
人
力
車

山
田
史

子

冬

の

巌

に

一

羽

白

鷺

中
村
孝

史

ナ
ウ
水
源
地
訪
え
ば
床
し
き
社
あ
り

達

雄

紙
と
え
ん
ぴ
つ
だ
け
を
身
に
添
い

丹

花
万
朶
平
和
な
地
球
と
り
も
ど
す

游

子

夢

の

続

き

を

弥

生

狂

言

執

筆
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《
志
木
・
柳
瀬
川
連
句
会
》

歌

仙

『
新

涼

や
』

（
進
行
役
）
松
澤
龍
一

令
和
四
年

十
月

七
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
尾

新
涼
や
鉄
橋
下
の
鯉
の
群
れ

高
沖

和

川
面
を
綺
羅
と
照
ら
す
月
光
ゲ

松
澤
龍

一

松
茸
の
お
あ
い
そ
絶
え
て
沙
汰
も
な
く

飯
田
啓

子

チ
ケ
ッ
ト
制
の
料
理
教
室

大
塚
久

子

短
日
の
夕
餉
の
支
度
急
か
さ
れ
る

水
野
昌

美

古

暦

み

て

思

い

膨

ら

む

鈴
木
幸

子

ウ
霜
柱
踏
ん
で
訪
ね
た
友
の
墓

龍

誰
の
手
入
れ
か
新
し
い
供
花

和

お
に
ぎ
り
を
夜
勤
の
彼
に
差
し
入
れ
る

久

未
だ
熱
々
と
ほ
て
り
手
に
あ
り

啓

ペ
デ
ィ
キ
ュ
ア
を
お
と
し
た
爪
に
除
菌
テ
ィ
ッ
シ
ュ

幸

憂
世
忘
れ
て
ラ
ラ
フ
ラ
ダ
ン
ス

昌

月
を
背
に
猫
が
見
て
い
る
遠
花
火

和

大
入
道
が
川
の
向
こ
う
に

龍

み
ん
な
し
て
石
の
橋
へ
と
遠
回
り

啓

お
声
掛
か
り
で
理
事
に
昇
進

久

天

然

の

塩

は

本

物

花

筵

昌

春
イ
ワ
シ
群
れ
銀
の
海
原

幸

ナ
オ
永
き
日
を
一
心
太
助
が
駆
け
抜
け
る

龍

い
ま
だ
独
身
い
ま
も
童
顔

和

た
こ
焼
き
器
フ
リ
マ
に
出
し
て
売
れ
残
る

久

お
隣
さ
ん
の
雨
戸
繰
る
音

啓

屠
蘇
祝
う
度
に
重
ね
る
歳
の
数

幸

元

気

の

秘

訣

箱

根

駅

伝

昌

追
い
風
を
受
け
て
順
調
勝
負
運

和

倶
利
伽
羅
紋
々
大
叔
父
の
背

龍

真
四
角
で
渋
紙
色
の
い
い
笑
顔

啓

写
真
の
整
理
探
す
ア
ル
バ
ム

久

月
の
眉
人
目
を
忍
び
再
会
す

昌

コ
ス
モ
ス
畑
キ
ス
は
フ
レ
ン
チ

幸

ナ
ウ
床
の
間
に
村
神
さ
ま
の
後
の
雛

龍

埃
を
は
た
き
古
文
書
を
買
う

和

パ
ソ
コ
ン
の
フ
ァ
イ
ル
の
整
理
上
手
い
人

久

取
り
皿
二
枚
ぼ
た
餅
三
つ

啓

城
の
堀
ゆ
っ
く
り
廻
る
花
筏

幸

回

る

盃

日

の

麗

ら

か

に

昌
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《
東
京
・
夢
夢
連
句
会
―
そ
の
一
》

歌

仙

『
神

楽

殿
』

靜

寿
美
子
捌

令
和
四
年

十
月
五
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
一
月
五
日
尾

錦
秋
や
笙
の
清
し
き
神
楽
殿

靜

寿
美
子

満
ち
く
る
潮
に
昇
る
望
月

橋
本
や
す
子

草
の
実
を
つ
け
て
跳
ね
る
子
抱
き
と
め
て

永
塚
尚

代

学
習
机
買
ひ
換
へ
の
時
期

後
藤
と
み
子

大
騒
ぎ
地
元
ア
イ
ド
ル
握
手
会

柳
田
宏

子

車
で
待
機
ボ
ス
は
革
ジ
ャ
ン

三
輪
慶

子

ウ
寒
紅
の
色
合
ひ
も
よ
き
若
女
将

や

密
会
の
場
所
そ
つ
と
渡
さ
れ

寿

晴
れ
晴
れ
と
挙
式
の
朝
の
鳥
の
声

と

キ
ッ
シ
ュ
ロ
レ
ー
ヌ
の
レ
シ
ピ
検
索

尚

妖
精
の
舞
へ
ば
戦
の
お
さ
ま
り
ぬ

慶

国
境
越
え
て
医
師
の
献
身

宏

月
白
し
麦
酒
の
泡
を
髭
に
つ
け

寿

納
涼
映
画
「
銭
形
平
次
」

や

列
な
し
て
皇
居
外
周
ひ
た
走
る

尚

八
百
八
橋
は
あ
き
ん
ど
の
町

宏

花
の
下
勧
進
相
撲
賑
は
ひ
て

佐
藤
澄

江

紙
風
船
の
ふ
は
り
ふ
は
り
と

寿

ナ
オ
す
れ
違
ふ
異
国
の
言
葉
鐘
朧

北
畠
明

子

仮
想
通
貨
で
買
え
ぬ
昼
飯

や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
必
須
に
な
る
と
い
ふ

尚

ア
ロ
マ
の
香
る
瞑
想
の
部
屋

と

年
内
に
片
付
け
事
が
山
と
あ
り

宏

吊
る
さ
れ
て
ゐ
る
鮟
鱇
を
切
る

慶

豆
絞
り
き
り
り
い
な
せ
な
三
代
目

江

婚

約

語

る

満

面

の

笑

み

明

愛
あ
れ
ば
良
し
と
も
い
か
ぬ
た
つ
き
に
て

や

ズ
ー
ム
画
面
に
映
り
込
む
猫

尚

「
お
六
櫛
」
求
め
る
木
曽
に
月
今
宵

と

里
村
の
家
早
も
炉
火
欲
し

宏

ナ
ウ
か
し
ま
し
き
棚
田
に
群
る
る
稲
雀

寿

さ
あ
さ
元
気
に
ラ
ヂ
オ
体
操

江

船
旅
の
世
界
一
周
申
し
込
み

慶

鶯

餅

を

ど

ん

と

購

入

や

窓
開
け
て
絵
画
教
室
花
の
風

明

蝌
蚪
の
紐
浮
く
木
漏
れ
日
の
池

尚
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《
東
京
・
夢
夢
連
句
会
―
そ
の
二
》

脇
起
半
歌
仙

『
城

跡

や
』靜

寿
美
子
捌

令
和
四
年
七
月

三
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
七
月
十
六
日
尾

城
跡
や
古
井
の
清
水
ま
づ
訪
は
ん

芭
蕉

翁

さ
や
け
き
風
に
白
き
鳶
尾

靜

寿
美
子

一
列
に
並
び
し
子
等
の
賑
や
か
に

橋
本
や
す
子

皆
ん
な
が
主
役
島
の
分
校

後
藤
と
み
子

月
照
ら
す
ベ
ン
チ
に
残
る
文
庫
本

北
畠
明

子

葛
の
葉
揺
ら
し
通
り
ゆ
く
猫

佐
藤
澄

江

ウ
夷
切
吉
祥
柄
を
み
つ
け
だ
し

三
輪
慶

子

今
度
の
上
司
男
振
り
良
く

永
塚
尚

代

妄
想
も
空
想
も
よ
ぶ
秘
め
し
恋

柳
田
宏

子

メ
タ
バ
ー
ス
に
は
美
女
の
ア
バ
タ
ー

や

ポ
ケ
ッ
ト
に
金
比
羅
さ
ん
の
守
り
札

澄

投

票

場

で

手

指

消

毒

明

酒
好
き
も
下
戸
も
多
弁
に
年
忘

と

眠

る

寒

鷹

月

に

影

置

く

慶

ア
レ
ク
サ
に
懐
か
し
の
曲
リ
ク
エ
ス
ト

寿

散
歩
コ
ー
ス
は
足
の
向
く
ま
ま

宏

天
蓋
と
な
り
て
大
樹
の
花
盛
り

尚

峠

の

茶

屋

の

菜

飯

名

物

や
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《
横
浜
・
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
連
句
会
》

吉
田
酔
山
師

追
悼

歌
仙
脇
起

『
夕

顔
』

丹
下

誓
捌

令
和
四
年
八
月

八
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
九
月
十
七
日
尾

母
の
ご
と
夕
顔
白
く
楚
々
と
咲
き

吉
田
酔
山
仏

水
着
の
影
の
揺
れ
る
庭
先

丹
下

誓

お
さ
ら
ひ
の
ビ
デ
オ
撮
影
任
さ
れ
て

秋
山
よ
う
子

尺
八
の
音
に
聞
き
惚
れ
る
客

安
樂
明

郎

桟
橋
で
見
送
る
船
出
月
今
宵

國
司
正

夫

暖
簾
受
け
継
ぐ
落
鮎
の
宿

酒
匂
道

代

ウ
内
外
の
秋
の
ブ
ラ
ン
ド
身
を
飾
る

白
石
一

有

爪

を

短

く

お

針

子

の

姉

鈴
木
英

雄

七
色
の
彩
雲
仰
ぐ
西
の
空

鈴
木

葎

印
度
か
ら
来
た
赤
い
恋
文

高
山
鄭

和

ボ
リ
ウ
ッ
ド
年
増
女
優
と
深
い
仲

松
田
知

子

ヘ
ア
ー
ピ
ー
ス
の
メ
ン
テ
欠
か
さ
ず

松
田
ぼ
く
る

月
の
夜
裏
山
に
鳴
く
梟
が

本
屋
良

子

終

天

神

急

ぎ

参

ら

ん

う

銭
湯
の
手
配
写
真
に
似
た
男

誓

開

場

前

に

並

ぶ

常

連

夫

潮
風
に
散
り
ゆ
く
花
よ
ベ
イ
サ
イ
ド

郎

絵
筆
を
と
り
て
う
ら
ら
一
刷
毛

有

ナ
オ
厩
務
員
仔
馬
に
何
か
語
り
か
け

葎

祖
国
離
れ
て
慣
れ
ぬ
明
け
暮
れ

道

目
に
沁
み
る
激
辛
料
理
飽
き
も
せ
ず

英

呼
び
屋
稼
業
に
賭
け
る
生
涯

知

多
い
の
よ
琴
の
師
匠
の
お
誘
ひ
が

和

ふ
た
り
つ
き
り
で
蛍
追
ふ
闇

良

夏
籠
の
尼
に
秘
め
た
る
過
去
の
あ
り

る

お
そ
ろ
し
き
も
の
酒
の
勢
ひ

う

初
老
に
て
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
を
達
成
す

郎

将

棋

三

段

囲

碁

は

六

段

夫

高
層
の
月
は
疲
弊
の
街
照
ら
し

道

跳
人
に
合
は
せ
ラ
ッ
セ
ラ
ッ
セ
ラ

英

ナ
ウ
先
代
の
遺
徳
を
偲
ぶ
虫
の
会

る

縁
を
つ
な
ぐ
好
物
の
茶
菓

葎

賑
は
へ
る
地
産
地
消
の
道
の
駅

有

ベ
ン
チ
に
ひ
と
り
文
庫
本
読
む

知

阿
波
の
花
夢
幻
を
駆
け
抜
け
て

和

弥
生
尽
な
り
只
さ
や
う
な
ら

良
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《
東
京
・
四
葩
連
句
会
》

歌

仙

『
阿
弥
陀
仏
』

靜

寿
美
子
捌

令
和
四
年

十
月
十
七
日
首

令
和
四
年
十
一
月
十
四
日
尾

（
於
・
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
）

さ
や
け
し
や
金
箔
古
る
ぶ
阿
弥
陀
仏

植
田
也

風

別

れ

烏

の

甲

高

き

声

靜

寿
美
子

城
下
町
い
ざ
よ
ふ
月
に
誘
は
れ
て

三
輪
慶

子

仕

立

直

し

て

母

の

友

禅

橋
本
や
す
子

源
氏
香
和
や
か
に
終
え
茶
話
会
に

寿

素
焼
き
の
皿
に
雪
兎
を
り

也

ウ
撮
り
鉄
の
駅
に
降
り
立
つ
息
白
し

や

ひ
と
り
娘
は
杜
氏
見
習
ひ

慶

抱
き
し
め
る
短
い
髪
の
今
の
君

也

十
字
を
き
つ
て
愛
の
宣
誓

寿

秘
密
裡
に
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ
に
書
き
あ
げ
て

慶

メ
グ
・
ラ
イ
ア
ン
も
老
い
に
抗
ふ

や

砂
浜
に
正
覚
坊
の
の
つ
そ
り
と

寿

祭
の
後
の
ほ
ろ
酔
ひ
の
月

也

東
京
の
五
輪
の
悪
事
暴
き
出
す

や

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
捜
す
一
片

慶

花
ふ
ぶ
き
笙
の
流
る
る
築
地
垣

寿

弁
当
ひ
ろ
げ
野
遊
び
の
子
ら

や

ナ
オ
翁
訪
ね
霞
棚
引
く
奥
州
路

也

犬
に
連
れ
ら
れ
山
の
温
泉

河
合
弥

耶

玉
杢
を
活
か
す
座
卓
の
磨
か
れ
て

寿

ベ
テ
ラ
ン
女
優
殺
陣
の
あ
ざ
や
か

慶

リ
ハ
ビ
リ
に
頑
張
る
仲
間
冬
日
向

弥

木

守

柿

映

ゆ

草

庵

の

庭

也

賞
を
受
く
万
葉
仮
名
の
や
は
ら
か
さ

慶

ふ
と
ふ
り
向
け
ば
君
の
笑
顔
に

寿

恋
女
房
喧
嘩
ご
し
で
も
愛
し
く
て

也

三
十
種
類
の
食
材
を
盛
り

慶

月
今
宵
秘
蔵
の
古
酒
の
封
を
切
る

寿

案
山
子
見
送
る
出
稼
ぎ
の
父

也

ナ
ウ
あ
ち
こ
ち
に
友
達
出
来
て
冬
隣

慶

鬼
滅
グ
ッ
ズ
を
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

寿

豪
勢
な
出
産
祝
少
子
化
に

也

大
忙
し
の
過
疎
の
便
利
屋

寿

萩
の
碗
市
で
手
に
入
れ
花
の
宴

慶

ふ
ら
こ
こ
高
く
雲
に
乗
る
ご
と

也
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《
東
京
・
ラ
ピ
ロ
ス
連
句
会
》

脇
起
歌
仙

『
煤

払

ひ
』

高
橋

賢
捌

令
和
四
年

十
月
二
十
一
日
首

令
和
四
年
十
一
月

十
一
日
尾

（
於
・
京
橋
区
民
館
）

旅
寝
し
て
見
し
や
う
き
世
の
煤
払
ひ

芭
蕉
翁

音
な
く
積
も
る
優
し
初
雪

高
橋

賢

カ
ル
デ
ラ
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
の
走
る
ら
ん

本
屋
良

子

過
疎
の
街
角
覗
く
コ
ン
ビ
ニ

志
田
則

保

蹴
轆
轤
に
陶
土
載
せ
た
る
十
三
夜

丹
下

誓

節
榑
れ
た
手
で
焼
い
た
落
鮎

浅
沼
小

葦

ウ
か
ま
つ
か
の
日
の
匂
ひ
し
て
華
や
げ
り

小
池

舞

真
紅
の
ド
レ
ス
舞
踏
会
待
つ

長
坂
美
代
子

フ
ェ
ロ
モ
ン
を
巻
き
散
ら
か
し
て
恋
探
す

山
中
土

筆

心
の
鍵
が
ひ
と
り
で
に
解
け

服
部
秋

扇

西
郷
ど
ん
の
深
き
眼
差
し
峠
道

安
楽
明

郎

焼
酎
と
ろ
り
温
め
黒
千
代
香

小
泉

桂

四
方
の
海
涼
し
き
月
の
昇
り
来
て

速
籐
尹
希
子

庭
の
あ
ち
こ
ち
子
犬
穴
掘
る

白
石
一

有

辿
り
ゐ
る
先
祖
の
系
譜
明
治
ま
で

良

ド
ロ
ッ
プ
缶
の
薄
荷
う
れ
し
い

舞

双
児
で
す
こ
の
花
の
下
日
の
本
よ

舞

巣
立
ち
の
鳥
の
行
方
見
守
る

桂

ナ
オ
蒼
穹
に
飛
天
舞
ひ
来
て
光
る
風

扇

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
は
縦
笛
を
吹
く

桂

亡
き
父
の
形
見
に
も
ら
ふ
腕
時
計

尹

ち
よ
つ
と
気
に
な
る
頬
の
傷
痕

良

ス
カ
ジ
ャ
ン
に
色
悪
気
取
る
立
役
者

桂

た
た
ら
祭
に
袖
を
引
か
れ
て

葦

君
と
僕
夢
の
世
界
の
置
炬
燵

尹

レ
ン
タ
ル
家
族
写
真
残
し
て

舞

賽
銭
に
一
円
玉
は
お
断
り

桂

池
の
鯉
さ
へ
泡
を
吐
き
出
す

尹

月
蝕
の
去
り
て
満
月
ま
た
拝
む

扇

名
残
茄
子
ゆ
ゑ
奴
に
食
は
せ
ぬ

郎

ナ
ウ
べ
い
独
楽
の
技
競
ひ
合
ふ
嫁
と
父

良

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
何
も
写
さ
ず

賢

異
次
元
へ
行
つ
て
み
や
う
か
ア
バ
タ
ー
と

桂

我
が
楽
園
に
日
差
し
こ
ぼ
る
る

葦

背
伸
び
し
て
花
を
取
ら
ん
と
帰
国
子
女

賢

鐘
供
養
な
り
出
店
賑
は
ふ

有

－ －158



《
仙
台
・
連
句
会
ひ
ら
め
き
》

脇
起
半
歌
仙

『
蛸

壷

や
』木

田
眞
智
子
捌

令
和
四
年
十
月
十
三
日
首
尾

（
於
・
パ
ル
長
町
）

蛸
壷
や
は
か
な
き
夢
を
夏
の
月

翁

昆
布
の
森
は
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と

田
中
ひ
ろ
こ

ロ
ボ
コ
ン
の
一
投
足
に
沸
き
立
ち
て

鹿
野
恵

子

裏
町
通
り
か
す
か
ジ
ャ
ズ
の
音

鈴
木
ゆ
う
子

書
初
め
は
自
立
の
文
字
を
筆
太
に

木
田
眞
智
子

手
繰
り
上
げ
た
る
作
業
の
袖

ひ
ろ
こ

ウ
鳥
帰
る
雲
に
漣
の
こ
る
ら
ん

ゆ
う
子

踏

切

り

板

を

探

す

蜃

楼

恵

子

花
の
も
と
船
頭
の
唄
流
れ
ゆ
く

ゆ
う
子

お
河
童
い
つ
も
な
ん
で
ど
う
し
て

ひ
ろ
こ

凍
蜂
の
只
そ
こ
に
あ
る
眼
の
ニ
ヒ
ル

恵

子

夫

の

友

来

て

急

ぐ

熱

燗

ゆ
う
子

稚
児
愛
す
古
代
女
王
左
向
き

ひ
ろ
こ

砂
漠
に
描
く
恋
の
曼
陀
羅

恵

子

お
っ
と
っ
と
終
末
時
計
あ
と
百
秒

眞
智
子

外
野
席
に
は
鹿
の
草
食
む

ゆ
う
子

月
光
を
釉
薬
と
し
て
伊
賀
の
杯

ひ
ろ
こ

共

同

募

金

声

は

鈴

め

く

恵

子
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《
仙
台
・
若
笹
連
句
会
》

歌

仙

『
ダ
ボ
鯊
や
』

安
齋
厚
子
捌

令
和
四
年
五
月
十
三
日
首

十
月

五
日
尾

（
於
・
荒
町
市
民
セ
ン
タ
ー
／
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
）

ダ
ボ
鯊
や
コ
ロ
ナ
禍
の
街
生
き
ぬ
き
ぬ

安
齋
厚

子

袋

小

路

に

夏

兆

す

頃

笹
川
圭

子

初
主
演
雑
誌
表
紙
を
飾
る
ら
ん

笹
本
美

恵

食
事
の
後
は
い
つ
も
眠
く
て

井
上

節

徹
夜
明
け
優
し
く
に
じ
む
白
い
月

渋
谷
久

恵

銀
杏
黄
葉
に
あ
げ
る
歓
声

佐
々
木
拓

子

ウ
干
し
柿
が
物
干
し
台
を
占
領
し

美

天
気
予
報
は
雨
が
降
る
と
か

節

羞
い
と
期
待
半
ば
に
帰
る
道

圭

思
わ
ず
触
れ
し
君
が
指
先

久

三
日
目
に
既
読
が
つ
い
て
母
安
堵

美

洗
い
場
に
あ
る
ケ
ロ
リ
ン
の
桶

圭

熱
燗
に
つ
ま
み
探
し
て
月
未
だ

節

怪
奇
樹
氷
を
滑
る
醍
醐
味

拓

手
作
り
し
ド
レ
ス
お
ひ
ろ
め
沖
縄
で

久

合
宿
中
も
ゲ
ー
ム
息
抜
き

美

花
篝
御
宮
は
朱
色
際
立
ち
て

拓

南

窓

殊

に

積

る

春

塵

圭

ナ
オ
遠
蛙
歩
い
て
通
う
新
社
屋

圭

ほ
か
弁
ば
か
り
一
人
暮
ら
し
は

美

百
貨
店
包
装
バ
イ
ト
休
み
な
し

久

ア
ー
ル
デ
コ
チ
ェ
ア
撫
で
て
艶
め
き

久

炎
暑
な
り
波
と
戯
れ
透
け
る
肌

拓

黒
ゆ
り
の
如
誘
う
あ
な
た
は

圭

引
き
裂
か
れ
キ
ー
ウ
モ
ス
ク
ワ
彼
彼
女

節

足
を
ひ
き
ず
り
上
る
階
段

節

無
医
村
の
故
郷
限
界
集
落
も

圭

サ
イ
ド
ボ
ー
ド
に
ブ
ラ
ン
ド
の
茶
器

節

ル
ー
キ
ー
に
零
封
負
け
し
月
仰
ぐ

美

つ
く
つ
く
ぼ
う
し
い
つ
の
間
に
や
ら

圭

ナ
ウ
赤
い
羽
根
車
掌
が
胸
に
ひ
ら
ひ
ら
と

久

飛
行
船
で
は
お
茶
を
宣
伝

節

久
々
に
パ
ソ
コ
ン
い
じ
り
も
う
夕
餉

拓

お
は
じ
き
遊
び
リ
ハ
ビ
リ
に
な
り

久

懐
か
し
き
母
校
を
隠
す
花
の
雲

圭

春
の
虹
さ
し
少
女
か
け
ゆ
く

美

－ －160



《
和
歌
山
・
わ
か
や
ま
連
句
会
》

半
歌
仙

『
和
歌
の
浦
』

小
池
正
博
捌

令
和
四
年
三
月
二
十
七
日
首
尾（於

・
和
歌
山
県
民
文
化
会
館
）

竜
天
に
昇
る
兆
し
や
和
歌
の
浦

松
本
奈
里
子

風
や
わ
ら
か
に
揺
れ
る
松
ヶ
枝

谷
澤

節

初
め
て
の
入
園
式
に
大
慌
て

岡
本
遊

凪

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
無
料
サ
ン
プ
ル

金
川

宏

む
ら
ぎ
も
の
心
に
浮
か
ぶ
居
待
月

出
口
雅

子

相

撲

番

付

朝

刊

に

載

る

中
原
美
智
子

ウ
置
き
土
産
つ
ま
み
に
新
酒
酌
み
な
が
ら

宮
本
空

歩

体
臭
だ
け
が
思
い
出
さ
れ
て

小
池
正

博

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
女
子
高
生
と
二
人
き
り

宏

年
齢
詐
称
い
く
つ
ま
で
な
ら

奈
里
子

ウ
ク
ラ
イ
ナ
平
和
求
め
て
冬
山
河

美
智
子

コ
ロ
ナ
禍
止
め
る
新
薬
は
ま
だ

遊

凪

く
ち
な
わ
の
水
脈
曳
き
渡
る
月
の
池

節

旅

先

で

読

む

怪

奇

小

説

宏

住
職
が
マ
タ
イ
伝
説
く
証
城
寺

雅

子

竹
と
ん
ぼ
行
く
青
い
空
ま
で

美
智
子

懐
か
し
き
ア
リ
ア
の
響
く
花
便
り

正

博

船
の
上
か
ら
春
の
海
釣
り

空

歩
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個
人
作
品

グ
ル
ー
プ
を
越
え
た
交
流
が
盛
ん
な
昨
今
、
せ
っ
か
く

の
よ
い
作
品
を
埋
も
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
個
人
か
ら
投

稿
し
て
頂
く
企
画
で
す
。
日
本
連
句
協
会
会
員
と
し
て
、

一
人
一
篇
の
ご
出
稿
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ま
だ
、
会
員

資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ご
入
会
の
手
続
き
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
出
稿
を
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い
応
募
方
法
は
日
本
連
句
協
会

会
報
（
10
月
と
12
月
）
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。





《
個
人
作
品
》

歌

仙

『
宮

参

り
』

出
原
樹
音
捌

令
和
四
年
五
月
二
十
日
首

令
和
四
年
六
月

五
日
尾

（
於
・
熱
田
神
宮
文
化
殿
（
一
部
文
音
））

緑
陰
や
嬰
の
微
笑
む
宮
参
り

出
原
樹

音

玉
砂
利
を
踏
む
夏
浅
き
朝

中
森
美
保
子

小
説
の
美
し
き
装
丁
め
く
り
い
て

高
橋
す
な
を

デ
ッ
サ
ン
ば
か
り
上
が
る
腕
前

島
田
裕

子

電
線
に
一
声
高
く
鴉
啼
く

保

知
ら
ん
ぷ
り
し
て
瓢
箪
を
干
す

裕

ウ
床
の
間
に
蔓
竜
胆
の
揺
れ
て
お
り

を

白

き

横

貌

照

ら

す

明

月

保

恋
こ
が
れ
そ
っ
と
隠
せ
る
紅
き
爪

裕

「
ご
飯
で
き
た
よ
」
夫
の
や
さ
し
さ

を

小
麦
粉
が
高
く
て
蕎
麦
を
打
ち
か
ね
る

音

手
持
無
沙
汰
で
呷
る
燗
酒

保

新
体
操
今
度
は
決
め
る
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

裕

波
間
の
月
も
並
ぶ
烏
賊
舟

を

大
山
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
お
取
り
寄
せ

音

久
し
く
会
わ
ぬ
友
の
消
息

保

寂
庵
に
平
和
の
祈
り
花
吹
雪

裕

鐘
の
音
に
の
り
春
の
野
辺
ゆ
く

を

ナ
オ
永
き
日
を
棋
譜
読
む
老
父
長
考
す

保

臓

器

移

植

の

入

国

審

査

を

オ
ス
カ
ー
を
手
に
監
督
は
凱
旋
し

音

出
演
依
頼
テ
レ
ビ
局
か
ら

裕

求
婚
の
詩
を
捧
げ
る
夜
勤
明
け

を

あ
な
た
な
し
で
は
い
き
て
い
け
な
い

裕

月
煌
々
治
水
工
事
の
ほ
こ
ろ
び
て

音

ド
ラ
キ
ュ
ラ
知
ら
ぬ
え
ん
ま
蟋
蟀

を

Ｅ
Ｖ
で
紅
葉
の
中
を
駆
け
抜
け
る

保

天
気
図
語
る
気
象
予
報
士

裕

菜
園
の
出
来
よ
ろ
し
く
て
お
す
そ
分
け

保

紅

型

の

帯

心

躍

ら

せ

を

ナ
ウ
ゴ
ル
フ
場
コ
ロ
ナ
の
憂
さ
を
そ
ぎ
落
と
し

保

表
示
さ
れ
て
る
二
酸
化
炭
素

裕

赤
道
を
通
過
し
ま
す
と
添
乗
員

正
村

有

異

国

の

街

の

春

の

喧

騒

保

花
守
の
家
に
生
ま
れ
て
七
代
目

有

お
玉
杓
子
は
夢
を
追
い
か
け

を

－ －165



《
個
人
作
品
》

故
吉
田
酔
山
氏
を
偲
ぶ

二
十
韻

『
尺
八
の
音
』

牛
木
辰
男

両
吟

令
和
四
年
八
月
二
十
三
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
九
月
二
十
四
日
尾

尺
八
の
音
も
懐
か
し
や
処
暑
の
雨

牛
木
辰

男

酔
う
て
恋
し
き
山
の
端
の
月

赤
澤
水

魚

茹
で
上
が
る
朝
採
り
茶
豆
大
笊
に

男

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
釘
付
け
の
子
等

魚

ウ
宇
宙
か
ら
謎
の
物
体
落
下
す
る

男

金
の
指
輪
か
銀
の
腕
輪
か

魚

と
き
め
い
て
胸
が
高
鳴
る
こ
の
気
持
ち

男

婚
活
序
盤
勝
ち
組
と
な
り

魚

夏
空
に
大
漁
旗
の
は
た
は
た
と

男

さ
ざ
な
み

離
島
キ
ャ
ン
プ
に
漣
の
立
つ

魚

ナ
オ
国
会
は
政
教
分
離
論
戦
に

魚

辺
野
古
移
設
の
道
も
険
し
く

男

コ
ス
プ
レ
の
衣
装
高
値
で
売
れ
に
売
れ

魚

イ
ン
ス
タ
映
え
に
妙
に
こ
だ
わ
り

男

キ

ス

凍
月
が
と
け
る
が
如
き
熱
い
接
吻

魚

聖
夜
に
交
わ
す
甘
い
毒
薬

男

ナ
ウ
新
部
長
整
理
解
雇
を
託
さ
れ
て

魚

夢
う
つ
つ
な
り
亀
の
鳴
き
出
し

男

遙
か
な
る
歩
き
遍
路
に
花
埃

魚

や
わ

ご

ち

頬
を
軟
東

風
な
で
る
追
分

男
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《
個
人
作
品
》

二
十
一
世
紀

『
風

人
』
―
尻
取
り
押
韻

梅
村
光
明
捌

令
和
四
年
九
月
二
十
七
日
首

令
和
四
年
十
月

十
九
日
尾（於

・
ア
・
テ
ン
ポ
の
会
＊
文
音
）

＊
二
十
一
世
紀
形
式
。
非
懐
紙
二
十
一
韻
、
挙
句
は
短
句
を
繰
り
返
す
。
鈴
木

漠
創
案
。

＊
尻
取
り
押
韻
は
挙
句
か
ら
発
句
に
循
環
回
帰
。

風
人
の
詩
嚢
肥
や
す
や
望
月
夜

梅
村
光

明

京

で

味

わ

う

名

残

狂

言

赤
坂
恒

子

舷
を
染
め
峡
染
め
紅
葉
鮮
や
か
に

牧
田
榮

子

果
肉
の
粒
に
差
し
歯
危
う
し

山
本
真

弓

牛
の
眼
の
そ
の
奥
に
あ
る
沼
深
く

内
田
正

美

隠
れ
里
よ
り
舞
う
は
初
雪

今
村
さ
つ
き

逝
き
し
夫
十
七
回
忌
ひ
と
り
鍋

田
伏
裕

子

並
べ
て
メ
ー
ル
で
誘
う
鷽
替
え

山
口
洋

子

帰
ら
な
い
選
択
も
あ
り
木
を
囃
す

丸
田
礼

子

鑢
を
か
け
て
鍍
金
剥
が
さ
ん

玉
井
洋

子

三
界
の
万
朶
の
花
に
寄
す
謳
歌

恒

子

羽

化

登

仙

の

心

地

駘

蕩

光

明

陶
然
と
盃
酌
み
交
わ
す
夏
近
し

真

弓

家
集
纏
め
て
口
笛
を
吹
く

榮

子

福
音
を
思
い
思
わ
ば
君
の
声

さ
つ
き

超
え
る
暮
ら
し
を
共
に
過
ご
し
て

正

美

指
定
席
弁
当
広
ぐ
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

山
口
洋

子

杏
収
獲
笑
み
こ
ぼ
れ
く
る

裕

子

眩
め
く
は
月
の
魔
力
と
遠
花
火

玉
井
洋

子

ナ

ビ

の

導

く

古

き

山

荘

礼

子

僧

推

敲

の

故

事

を

開

封

執

筆
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《
個
人
作
品
》

歌

仙

『
春
惜
し
む
』

大
久
保
風
子
捌

令
和
四
年
四
月
二
十
日
首

令
和
四
年
五
月
十
八
日
尾

（
於
・
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

指
先
に
ま
は
す
鉛
筆
春
惜
し
む

小
泉

桂

校

門

前

に

展

び

る

菜

畠

鈴
木
啓

子

蜜
蜂
の
羽
音
は
鈍
く
通
り
過
ぎ

鈴
木
啓

司

チ
ラ
シ
配
り
の
手
提
げ
重
た
く

大
久
保
風

子

月
光
を
格
子
よ
り
入
れ
厨
事

桂

新

酒

を

注

ぐ

二

合

徳

利

司

ウ
地
芝
居
に
大
向
う
か
ら
声
か
か
り

啓

記

念

写

真

は

彼

の

隣

に

桂

ウ
ク
ラ
イ
ナ
恋
人
国
を
出
で
ら
れ
ず

風

瓦
礫
の
下
に
ぬ
い
ぐ
る
み
見
え

啓

キ
ャ
ン
バ
ス
に
大
き
く
描
く
未
来
の
図

桂

水
平
線
に
ヨ
ッ
ト
滑
り
て

啓

亀
泳
ぐ
孤
高
の
波
を
夏
の
月

司

グ
レ
ン
ミ
ラ
ー
の
曲
エ
ン
ド
レ
ス

桂

万
人
の
願
ひ
叶
へ
よ
阿
弥
陀
仏

啓

相
場
の
上
下
誰
か
操
作
か

風

坂
道
を
登
れ
ば
眩
し
花
盛
り

司

新

し

き

朝

誘

ふ

囀

桂

ナ
オ
夏
隣
り
硝
子
の
ノ
ブ
の
牧
師
館

榊
原
十

詩

ど
ん
な
人
生
ホ
ー
ム
レ
ス
と
は

啓

誤
つ
て
振
込
ま
れ
た
り
何
千
万

風

て
る
て
る
坊
主
天
気
に
な
れ
よ

桂

ふ
る
さ
と
に
心
弾
ま
せ
旅
支
度

啓

七
種
粥
に
足
ら
ぬ
ひ
と
草

詩

ひ
も
す
が
ら
与
太
郎
炬
燵
番
を
し
て

桂

親
に
隠
れ
て
ひ
き
し
寒
紅

〃

想
ひ
こ
め
一
針
ご
と
に
紬
縫
ふ

啓

彼
女
の
元
へ
帰
し
た
く
な
い

桂

浜
宮
に
ひ
た
寄
る
波
の
月
今
宵

詩

鹿
の
眼
に
映
る
も
み
ぢ
葉

〃

ナ
ウ
ま
つ
す
ぐ
に
富
士
へ
と
続
く
刈
田
道

桂

い
ぢ
め
ら
れ
つ
子
銭
湯
で
会
ふ

詩

昼
も
夜
も
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
奮
闘
す

啓

婆
の
ほ
ま
ち
の
ひ
と
夜
干
し
烏
賊

桂

主
の
な
き
庭
に
今
年
も
花
の
燃
ゆ

啓

半
円
し
か
と
は
し
る
初
虹

風
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《
個
人
作
品
》

歌

仙

『
破
れ
蓮
田
』

大
山
と
し
子
捌

令
和
四
年

十
月
二
十
七
日
首

令
和
四
年
十
二
月

十
日
尾

（
於
・
羽
鳥
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

破
れ
蓮
田
常
磐
線
が
分
け
て
行
く

大
山
と
し
子

弓

張

月

の

現

る

る

丘

陵

森

譜
稀
子

今
年
酒
女
杜
氏
の
凛
と
し
て

相
馬
マ
サ
子

三
和
土
の
隅
に
寝
ま
る
愛
猫

井
上
千

秋

駅
前
に
大
き
な
楽
器
背
負
う
子
等

と
し
子

み
ん
な
の
好
き
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

〃

ウ
ロ
ー
マ
へ
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
空
の
旅

譜
稀
子

素

敵

な

彼

氏

私

好

み

か

マ
サ
子

夜
の
更
け
て
影
の
寄
り
添
う
円
舞
曲

譜
稀
子

マ
リ
ア
の
胸
に
抱
く
キ
リ
ス
ト

〃

ホ
ー
ム
ラ
ン
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
も
立
ち
尽
く
し

と
し
子

世

界

平

和

を

願

う

諸

人

マ
サ
子

廃
校
と
決
ま
る
分
校
月
寒
く

〃

七

草

が

ゆ

に

集

う

同

胞

千

秋

手
土
産
は
乙
姫
様
の
思
い
や
り

と
し
子

夢
は
大
き
く
宝
く
じ
買
う

マ
サ
子

浄
土
と
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
花
の
曇

譜
稀
子

黄

蝶

紋

白

小

さ

き

菜

園

マ
サ
子

ナ
オ
朝
未
だ
き
義
士
祭
の
列
静
々
と

と
し
子

豆

大

福

は

既

に

完

売

譜
稀
子

ド
イ
ツ
戦
堂
安
律
の
ゴ
ー
ル
良
し

と
し
子

歓
喜
の
メ
ー
ル
繰
り
返
し
読
む

マ
サ
子

ユ
ー
ホ
ー
を
見
つ
け
て
騒
ぐ
テ
ン
ト
村

譜
稀
子

砂
の
や
さ
し
さ
亀
生
る
る
浜

と
し
子

明
け
方
の
体
調
不
良
娘
に
内
緒

〃

一
か
八
か
と
打
ち
明
け
て
み
る

譜
稀
子

ぱ
ち
ぱ
ち
と
火
花
を
散
ら
す
恋
敵

マ
サ
子

レ
モ
ン
サ
ワ
ー
の
泡
と
消
え
ゆ
く

譜
稀
子

会
釈
し
て
木
の
間
の
月
を
譲
り
合
う

〃

光

悦

垣

に

揺

れ

る

穂

薄

〃

ナ
ウ
山
襞
の
奥
ま
で
晴
れ
て
鵙
高
音

マ
サ
子

遠
出
の
先
は
風
に
任
せ
て

〃

耳
遠
き
事
に
か
こ
つ
け
知
ら
ん
ぷ
り

千

秋

緋

毛

氈

に

て

抹

茶

頂

く

譜
稀
子

母
連
れ
て
言
の
葉
要
ら
ぬ
花
の
下

マ
サ
子

佇

み

て

待

つ

春

の

曙

執

筆
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《
個
人
作
品
》

二
十
韻

『
桜

し

べ
』

木
之
下
み
な
み
捌

令
和
四
年
四
月
二
十
日
首
尾

（
於
・
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

桜
し
べ
降
る
空
耳
の
コ
ン
サ
ー
ト

木
之
下
み
な
み

春
愁
包
む
絹
の
ハ
ン
カ
チ

服
部
秋

扇

少
年
は
小
鳥
の
卵
気
に
な
り
て

榊
原
十

詩

秘
密
基
地
に
は
鬼
事
の
鬼

加
藤
万

里

ウ
諸
肌
を
脱
ぎ
大
太
鼓
月
涼
し

秋

扇

西
瓜
届
き
て
ひ
ろ
ぐ
哄
笑

み
な
み

う
た

う
た

詩
と
い
ふ
ひ
と
に
恋
し
て
歌
ふ
詩

十

詩

汽
笛
近
づ
く
待
ち
人
の
影

み
な
み

コ
ロ
ナ
禍
の
慕
情
弾
け
る
二
年
ぶ
り

万

里

回
せ
ば
澄
め
る
独
楽
の
色
彩
り

十

詩

ナ
オ
八
百
万
の
神
の
乗
り
込
む
宝
船

秋

扇

幕

内

弁

当

タ

ニ

タ

食

堂

〃

父
も
子
も
襲
名
披
露
汗
み
づ
く

み
な
み

銀
座
通
り
の
似
合
う
カ
ッ
プ
ル

十

詩

唇
重
ね
名
画
め
き
く
る
月
今
宵

万

里

マ
テ
ィ
ー
ニ
グ
ラ
ス
オ
リ
ー
ブ
の
実

〃

ナ
ウ
翼
持
つ
麒
麟
と
な
り
て
秋
の
旅

秋

扇

水

影

と

な

る

塔

の

水

煙

十

詩

銀
鮒
の
鰭
が
動
か
す
花
筏

み
な
み

し
ろ
つ
め
草
を
編
み
て
冠

万

里
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《
個
人
作
品
》

短
歌
行

『
曼
荼
羅
塗
絵
』

五
郎
丸
照
子
捌

令
和
四
年
八
月

十
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
九
月
二
十
一
日
尾

新
涼
や
曼
荼
羅
塗
絵
ぬ
り
あ
が
り

林

レ
イ
子

か
な
か
な
か
な
と
蜩
の
声

五
郎
丸
照

子

満
月
の
い
と
美
し
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
て

西
村
ミ

ツ

ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
で
呼
吸
整
え

レ
イ
子

ウ
白
檀
の
香
り
ほ
の
か
に
陶
の
苑

照

子

築
地
を
越
え
て
蜜
柑
た
わ
わ
に

ミ

ツ

冬
至
湯
の
女
の
背
中
少
し
痩
せ

レ
イ
子

ず
っ
と
そ
ば
に
と
君
の
い
じ
ら
し

照

子

呑
む
ほ
ど
に
酔
う
て
十
八
番
の
「
北
帰
行
」

ミ

ツ

じ
っ
と
見
て
い
る
ぶ
ち
の
家
猫

レ
イ
子

花
の
旅
ロ
ー
カ
ル
線
を
乗
り
継
い
で

照

子

初
獲
り
供
う
磯
の
口
開
け

ミ

ツ

ナ
オ
突
提
が
起
点
終
点
春
の
虹

レ
イ
子

父
の
遺
作
の
写
真
飾
ら
れ

照

子

越
中
の
反
魂
丹
の
置
き
薬

ミ

ツ

高
石
友
也
自
己
流
で
弾
く

レ
イ
子

芸
術
を
二
人
語
り
し
バ
リ
ケ
ー
ド

照

子

囚
わ
れ
し
彼
支
え
続
け
て

ミ

ツ

短
夜
の
鳥
の
塒
を
照
ら
す
月

レ
イ
子

女
王
陛
下
を
民
の
偲
べ
る

ミ

ツ

ナ
ウ
伝
統
の
重
み
世
界
を
圧
倒
し

照

子

ド
ロ
ー
ン
お
く
る
映
像
の
妙

レ
イ
子

吉
野
山
全
山
染
め
て
花
盛
り

照

子

紙
風
船
を
空
へ
打
ち
上
げ

ミ

ツ
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《
個
人
作
品
》

短
歌
行

『
天

上

に
』

佐
々
木
リ
サ
捌

令
和
四
年
九
月

十
一
日
首
（
文
音
）

令
和
四
年
十
月
二
十
七
日
尾

天
上
に
続
く
花
野
と
思
ひ
け
り

佐
々
木
リ

サ

立
ち
去
り
難
き
爽
涼
の
丘

後
藤
は
る
よ

月
今
宵
友
の
栄
転
祝
ひ
も
し

井
上
千
代
子

路
上
ラ
イ
ブ
に
集
ふ
若
者

鶴
岡
育

枝

ウ
駅
前
は
旅
を
楽
し
む
人
溢
れ

大
山
と
し
子

赤
き
ヤ
ッ
ケ
に
心
乱
る
る

リ

抱
か
れ
て
眠
る
湯
宿
に
鶴
の
声

は

不
治
の
病
と
知
り
し
あ
の
頃

千

シ
ヤ
ル
ト
ル
の
大
聖
堂
は
厳
か
に

育

女
王
陛
下
を
惜
し
む
も
ろ
び
と

リ

花
に
酔
ひ
名
酒
に
酔
ひ
て
よ
き
一
日

と

淡

雪

解

く

る

山

荘

の

庭

は

ナ
オ
遠
足
の
列
に
加
は
る
盲
導
犬

千

湾
の
向
か
ふ
の
富
士
を
眩
し
む

育

マ
ス
タ
ー
の
挽
き
し
コ
ー
ヒ
ー
味
は
ひ
て

と

棚
に
び
つ
し
り
推
理
小
説

リ

着
信
に
「
元
気
で
す
か
」
と
任
地
よ
り

は

蚊
帳
の
中
に
は
双
子
す
や
す
や

千

ナ
イ
タ
ー
の
月
を
め
が
け
て
ホ
ー
ム
ラ
ン

育

大

谷

選

手

記

録

更

新

と

ナ
ウ
夢
持
ち
て
生
き
て
ゆ
か
ふ
よ
こ
の
浮
世

リ

産

土

神

の

垣

繕

ろ

は

れ

千

花
吹
雪
髪
に
肩
に
と
と
め
ど
な
く

は

凧
合
戦
の
い
よ
よ
佳
境
に

育
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《
個
人
作
品
》

二
十
韻

『
天

井

の
』

瀧
村
小
奈
生
捌

令
和
四
年
五
月
四
日
首
尾

（
於
・
尾
崎
山
）

天
井
の
高
さ
を
は
か
る
立
夏
か
な

二
村
典

子

て
い
ね
い
に
剥
く
蚕
豆
の
莢

な
か
は
ら
れ
い
こ

角
張
っ
た
文
字
を
大
き
く
看
板
に

瀧
村
小
奈
生

駐
車
場
ま
で
の
び
る
行
列

典

ウ
黒
猫
が
猫
の
影
踏
む
月
の
下

れ

踊
の
輪
か
ら
き
み
と
抜
け
だ
し

奈

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
衣
装
い
っ
し
ょ
に
選
ん
で
ね

典

演
技
指
導
を
さ
れ
る
駅
前

れ

蕎
麦
う
ど
ん
丼
も
出
す
純
喫
茶

奈

電
子
レ
ン
ジ
が
チ
ン
と
言
わ
な
い

典

ナ
オ
ご
め
ん
ね
と
国
境
ま
た
ぐ
霜
柱

れ

昼

月

を

背

に

挑

む

寒

泳

奈

ゆ
る
め
て
は
し
め
る
人
工
股
関
節

典

円
よ
上
が
れ
と
幣
を
振
り
振
り

奈

恋
の
歌
そ
れ
と
も
恋
の
五
七
五

れ

転
居
は
が
き
を
連
名
に
し
て

典

ナ
ウ
自
転
車
で
ワ
イ
ン
農
家
を
巡
る
旅

奈

轍
の
あ
と
に
ゆ
れ
る
陽
炎

れ

花
の
雲
日
本
最
古
の
眼
鏡
橋

典

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
に
歓
声
の
湧
く

奈
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《
個
人
作
品
》

二
十
韻

『
蛍

舟
』

棚
町
未
悠
捌

令
和
四
年
六
月
十
七
日
首

令
和
四
年
八
月

五
日
尾（

於
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
）

薄
闇
に
ゆ
る
ゆ
る
進
む
蛍
舟

棚
町
未

悠

操

る

竿

に

さ

や

ぐ

青

葦

城

依

子

キ
ッ
チ
ン
は
バ
ニ
ラ
の
香
り
に
包
ま
れ
て

斎
藤

桂

風
も
や
さ
し
い
新
築
の
家

岡
部
七
兵
衛

ウ
鉄
橋
を
渡
る
夜
汽
車
に
望
の
月

山
根
敬

子

葡
萄
ジ
ュ
ー
ス
を
手
作
り
で
詰
め

悠

運
動
会
上
司
も
部
下
も
へ
だ
て
な
く

依

思

わ

ぬ

人

と

二

人

三

脚

桂

こ
の
道
を
ず
っ
と
あ
な
た
と
歩
き
た
い

七

お
地
蔵
様
の
ま
ろ
や
か
な
笑
み

敬

ナ
オ
サ
ッ
ク
ス
を
仲
間
と
吹
い
て
小
春
凪

悠

寒
満
月
に
見
守
ら
れ
つ
つ

依

き
り
も
な
く
思
い
出
涙
で
辿
り
お
り

桂

皺

に

刻

ん

だ

苦

労

数

々

七

恋
な
の
か
コ
ロ
ナ
禍
な
の
か
こ
の
微
熱

敬

韓
流
ド
ラ
マ
わ
た
し
ヒ
ロ
イ
ン

悠

ナ
ウ
愛
犬
が
ど
こ
ど
こ
ま
で
も
付
い
て
く
る

依

見
晴
ら
し
の
良
い
長
い
堤
防

桂

賑
や
か
に
酒
酌
み
交
わ
す
花
筵

七

ロ
バ
の
パ
ン
屋
に
宵
は
あ
た
た
か

敬
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《
個
人
作
品
》

歌

仙

『
雨
上
が
り
』

仲
本
お
池
捌

令
和
四
年
五
月
二
十
五
日
首

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日
尾

（
於
・
九
段
坂
生
涯
学
習
館
＆
リ
モ
ー
ト
）

囀
り
や
三
日
振
り
な
る
雨
上
が
り

仲
本
お

池

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
籠
に
一
杯

半
田
有

杜

競
漕
の
リ
ズ
ム
よ
ろ
し
き
コ
ッ
ク
ス
に

大
久
保
風

子

菓
子
を
横
目
に
パ
イ
プ
く
ゆ
ら
せ

上
原
百

々

大
銀
杏
こ
ず
え
遥
か
に
月
の
ぼ
る

小
林
喜

一

あ
れ
や
こ
れ
や
と
冬
支
度
し
て

田
中
安

芸

ウ
緋
毛
氈
時
代
祭
に
盃
交
わ
す

久
保
田
田

朴

空
澄
み
渡
り
た
た
な
ず
く
尾
根

石
田
耕

庵

ロ
ケ
ッ
ト
を
語
る
横
顔
ほ
れ
ぼ
れ
と

谷
口
螺
々
子

通
り
す
が
り
の
男
で
さ
え
も

安

芸

Ａ
Ｂ
と
そ
こ
か
ら
先
は
ま
た
今
度

喜

一

ご
き

ぶ
り

蜚

蠊

避

け

て

月

の

縁

側

安

芸

あ
い
の
風
渚
に
寄
せ
る
波
静
か

田

朴

ロ
ー
カ
ル
線
で
聖
地
巡
礼

有

杜

湯
治
宿
売
り
来
る
豆
腐
分
け
合
い
て

風

子

今
の
世
相
を
ラ
ッ
プ
で
う
た
う

百

々

外
つ
国
の
戦
場
に
咲
く
花
あ
り
て

田

朴

命

を

か

け

て

川

上

る

鮎

有

杜

ナ
オ
雲
の
間
に
覗
く
中
天
夏
近
し

お

池

気
象
予
報
士
目
指
す
タ
レ
ン
ト

風

子

す
ら
す
ら
と
答
案
用
紙
埋
め
て
ゆ
き

有

杜

ベ
ン
チ
塗
り
立
て
街
の
公
園

安

芸

行
列
の
拾
円
カ
レ
ー
松
本
楼

喜

一

犬
に
引
か
れ
て
白
き
息
吐
き

有

杜

着
ぶ
く
れ
を
一
枚
ず
つ
と
剥
さ
れ
て

今
富
千

辺

ベ
ッ
ト
に
届
く
朝
の
コ
ー
ヒ
ー

百

々

庭
先
に
透
明
人
間
ぬ
っ
と
出
る

安

芸

餃

子

泥

棒

無

人

販

売

百

々

満
月
に
誘
わ
れ
猫
股
踊
り
だ
し

有

杜

棚
田
に
響
く
籾
磨
り
の
音

田

朴

ナ
ウ
世
界
中
大
谷
の
シ
ョ
ー
爽
や
か
に

風

子

航

空

便

で

届

く

饅

頭

蛙

女

手
捻
り
の
大
皿
床
に
並
び
い
て

有

杜

柱
時
計
の
ね
じ
巻
き
忘
れ

お

池

こ
の
橋
を
渡
れ
ば
花
の
未
来
都
市

千

辺

そ
よ
と
流
る
る
蒲
公
英
の
絮

耕

庵
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《
個
人
作
品
》

歌

仙

『
語
る
べ
き
事
』

林

転
石
捌

令
和
四
年
九
月
十
七
日
首
尾

（
於
・
三
鷹
緑
華
亭
）

語
る
べ
き
事
も
あ
る
ら
し
木
の
実
落
つ

林

転

石

硯

の

海

に

筆

染

め

る

月

田
中
秀

夫

さ
ん
ま
漁
帰
港
の
旗
を
待
つ
な
ら
ん

坂
本
孝

子

軽

自

動

車

で

通

う

村

長

宇
田
川

肇

入
札
は
提
案
型
に
改
め
て

〃

ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
注
ぐ
冬
の
陽

孝

ウ
隼
は
狙
う
獲
物
へ
急
降
下

肇

酒
と
美
女
に
は
目
が
な
い
と
云
う

孝

ふ
り
切
れ
ず
思
い
出
し
て
る
過
去
の
恋

夫

外
人
墓
地
の
ケ
ル
ト
十
字
架

肇

焼
き
た
て
の
パ
ン
の
香
り
に
誘
わ
れ
て

夫

割
符
合
せ
て
そ
こ
で
商
談

肇

半
地
下
に
差
す
月
影
も
蒸
し
暑
く

孝

行

水

を

す

る

腕

の

彫

物

〃

ゼ
ネ
コ
ン
の
現
場
監
督
東
大
出

肇

小
兵
し
た
た
か
五
輪
柔
道

夫

花
踏
ん
で
生
涯
夢
を
追
い
続
け

孝

平

賀

源

内

春

雷

の

獄

肇

ナ
オ
人
だ
か
り
不
動
明
王
出
開
帳

夫

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
で
傷
を
診
察

肇

兎
よ
り
猫
よ
り
聡
き
犬
の
耳

孝

数
多
の
星
が
地
平
よ
り
湧
く

〃

深
窓
の
令
嬢
化
け
て
ヘ
ビ
メ
タ
ル

肇

草

食

男

子

通

す

筋

道

夫

山
姥
の
情
け
を
受
け
る
雪
の
夜

孝

賽
の
河
原
で
じ
ょ
ん
が
ら
を
弾
き

肇

戦
後
に
は
流
行
る
思
想
の
様
々
に

石

四

コ

マ

漫

画

長

期

連

載

夫

半
月
は
軽
く
な
る
か
と
問
う
子
供

肇

紅
葉
の
不
思
議
哲
学
の
道

夫

ナ
ウ
煉
り
切
り
の
秋
を
彩
る
箆
の
先

孝

情
に
は
も
ろ
い
俺
の
親
方

肇

世
の
中
の
川
も
運
河
も
海
へ
出
る

孝

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
と
抱
瓶
を
持
ち

肇

あ
の
人
に
是
非
に
見
せ
た
き
今
日
の
花

石

虻
の
し
ば
ら
く
止
ま
る
中
空

夫
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《
個
人
作
品
》

歌

仙

『
杜
の
暗
さ
や
』

伊
東
連
句
会
「
風
」

半
田
有
杜
捌

令
和
四
年
七
月
二
十
一
日
首

令
和
四
年
九
月

八
日
尾

（
於
・
伊
東
市
中
央
会
館
）

（
ナ
オ
九
句
目
か
ら
文
音
）

走
り
根
の
杜
の
暗
さ
や
青
葉
木
菟

藍
原
綾

子

浴
衣
の
子
ら
の
軽
き
足
音

菅
沼
公

子

久
々
に
友
と
碁
盤
に
向
き
合
い
て

半
田
有

杜

宅

配

便

で

故

郷

の

酒

宮
澤
次

男

川
下
る
船
頭
の
竿
月
を
背
に

菅
沼
不

立

い
ろ
は
紅
葉
の
谷
を
彩
り

寺
本
碧

水

ウ
草
庵
に
生
き
て
る
証
吊
し
柿

り
ん
亭

島

田

の

髷

の

女

が

覗

き

公

子

密
会
の
後
の
切
な
さ
ひ
と
し
お
で

綾

子

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
阻
む
く
ち
づ
け

り
ん
亭

ウ
ィ
ル
ス
は
次
か
ら
次
に
進
化
し
て

次

男

薬
師
如
来
に
は
ず
む
賽
銭

有

杜

裏
山
に
狼
の
声
し
た
よ
う
な

綾

子

月
影
蒼
く
と
が
る
氷
柱
よ

碧

水

心
地
よ
き
水
琴
窟
に
聞
き
惚
れ
て

次

男

じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
の
最
初
は
ぐ
ー

齋
藤
惠

子

花
冷
え
の
天
守
跡
か
ら
ビ
ル
の
街

綾

子

社
員
旅
行
は
潮
干
狩
へ
と

公

子

ナ
オ
閉
ざ
さ
れ
し
分
校
の
門
百
千
鳥

次

男

ベ
ビ
ー
キ
ル
ト
を
祖
母
は
ひ
た
す
ら

綾

子

果
て
し
な
き
戦
火
の
終
り
祈
り
つ
つ

有

杜

約
束
の
地
に
あ
の
人
を
待
ち

公

子

兄
嫁
の
昔
語
り
と
一
夜
酒

綾

子

ゆ

る

く

崩

せ

る

羅

の

膝

〃

白
河
の
関
を
越
え
た
ぞ
優
勝
旗

公

子

俳
聖
の
ゆ
く
お
く
の
細
道

不

立

お
も
て
な
し
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
の
世
話
に
な
り

惠

子

手
品
の
技
で
あ
っ
と
言
わ
せ
ん

碧

水

鉄
格
子
や
す
り
で
挑
む
月
の
窓

り
ん
亭

薄
の
原
が
お
い
で
お
い
で
と

角
田
紀

子

ナ
ウ
流
木
を
と
ど
め
て
久
し
崩
れ
梁

次

男

鴉
天
狗
の
御
朱
印
を
受
け

綾

子

希
望
と
は
無
一
物
よ
り
湧
き
出
づ
る

碧

水

ち
ょ
っ
と
気
取
っ
て
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
を

惠

子

外
つ
国
の
友
に
見
せ
た
や
花
吹
雪

公

子

春
の
驟
雨
に
逸
る
駒
た
ち

不

立
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《
個
人
作
品
》

半
歌
仙

『
大

漁

旗
』

平
井
繁
樹
捌

令
和
四
年
五
月

八
日
首

令
和
四
年
五
月
二
十
八
日
尾

（
於
・
コ
ム
ズ
・
文
音
）

薫
風
や
大
漁
旗
の
新
し
き

平
井
繁

樹

端

午

の

節

句

祝

ふ

親

戚

岡
田
伊
勢
子

窓
の
外
窺
ふ
猫
を
抱
き
上
げ
て

上
市
靖

子

寸
胴
鍋
の
ス
ー
プ
こ
と
こ
と

荻
山
玲

幸

な
だ
ら
か
な
山
の
端
出
づ
る
望
の
月

玲

幸

更
け
ゆ
く
夜
長
読
書
三
昧

靖

子

ウ
ぬ
ら
り
ひ
よ
ん
南
蛮
煙
管
銜
へ
を
り

伊
勢
子

コ
ロ
ナ
禍
な
れ
ど
旅
は
解
禁

玲

幸

ジ
ム
通
ひ
倦
き
た
る
頃
に
恋
に
堕
ち

伊
勢
子

婚
儀
さ
て
お
き
ま
ず
嬰
の
欲
し

玲

幸

神
送
り
小
半
酒
の
酔
ひ
早
く

繁

樹

月

の

奥

伊

予

梟

の

声

靖

子

廃
校
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
喫
茶
店

〃

絣
の
作
務
衣
粋
に
着
こ
な
し

玲

幸

早
世
の
兄
に
代
り
て
政
界
に

伊
勢
子

つ
い
騙
さ
れ
る
四
月
馬
鹿
の
日

靖

子

幾
重
に
も
重
な
り
合
ひ
て
花
筏

繁

樹

翁

畑

打

つ

山

峡

の

里

執

筆
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学
生
の
作
品

小
・
中
・
高
・
大
学
の
授
業
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
の

連
句
作
品
を
掲
載
し
ま
し
た
。
「
付
け
と
転
じ
の
連
句
の

座
」
の
お
も
し
ろ
さ
を
披
露
す
る
も
の
で
す
。

若
い
こ
ろ
の
連
句
の
経
験
は
、
言
葉
の
魅
力
、
「
座
の

文
芸
」
の
魅
力
が
人
生
の
糧
と
な
っ
て
幅
を
広
げ
て
い
く

こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
社
会
人
に
な
っ
て

い
っ
と
き
中
断
し
た
と
し
て
も
連
句
経
験
の
抽
斗
は
す
ぐ

に
引
き
だ
せ
ま
す
。

ご
指
導
に
あ
た
る
先
生
方
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

全
国
に
連
句
が
盛
ん
に
伝
播
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。





《
小
学
生
・
徳
島
》

徳
島
県
連
句
協
会
2
0
2
2
第
十
八
回

夏
休
み
子
ど
も
連
句
教
室
作
品

令
和
四
年
七
月
二
十
七
日
（
水
）
〜
二
十
九
日
（
金
）

於

徳
島
市
徳
島
城
博
物
館
和
室

指
導
者

徳
島
県
連
句
協
会
（
子
ど
も
連
句
実
行
委
員
）

東
條
士
郎

竹
内

菊

関
真
由
子

二
橋
満
璃

樋
口
磨
汐
（
第
七
〜
九
回
受
講
者
）

実
践
の
記
録

第
一
日

七
月
二
十
七
日
（
水
）

俳
句
を
つ
く
ろ
う

連
句
の
発
句
と
な
る
五
七
五（
俳
句
）を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

で
き
あ
が
っ
た
主
な
作
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

あ
い
り

井
上
愛
梨
（
内
町
小
学
校
三
年
）

ゆ
う
が
た
に

な
が
し
ソ
ー
メ
ン
つ
め
た
い
な

ひ
ま
わ
り
が
大
き
く
そ
だ
っ
て
種
つ
け
る

こ
う
た

井
上
航
太
（
内
町
小
学
校
三
年
）

夏
休
み
し
ゅ
く
題
多
く
て
お
わ
ら
な
い

夏
の
風
も
う
す
ぐ
ぎ
ふ
に
行
く
予
定

お
さ

の

長
あ
や
乃
（
内
町
小
学
校
三
年
）

夏
の
昼
海
が
キ
ラ
キ
ラ
さ
そ
い
こ
む

夏
の
朝
や
さ
い
は
ど
れ
も
ぴ
っ
か
ぴ
か

つ

か
や
ま
て
る
よ

津
嘉
山
照
代
（
八
万
小
学
校
三
年
）

あ
つ
い
の
に
ラ
ジ
オ
体
そ
う
毎
日
だ

太
陽
ま
上
プ
ー
ル
に
入
っ
て
つ
め
た
い
な

ま
さ
や
す

津
嘉
山
正
泰
（
八
万
小
学
校
一
年
）

ま
つ
山
に
み
ん
な
で
も
ど
る
夏
や
す
み

さ
ん
し
ん
は
く
や
し
い

か
ら
だ
は
あ
せ
だ
ら
け

あ
お
い

安
村
碧
唯
（
鳴
教
大
附
属
小
学
校
一
年
）

な
つ
や
す
み
プ
ー
ル
あ
そ
び
は
た
の
し
い
な

な
つ
の
あ
さ

ほ
ん
を
よ
ん
だ
よ

が
く
ど
う
で

第
二
日

七
月
二
十
八
日
（
木
）

長
句
に
短
句
を
付
け
よ
う

昨
日
作
っ
た
俳
句
（＝

発
句
）
に
七
七
（
短
句
）
を
付
け
る
。

今
度
は
そ
の
七
七
に
五
七
五
を
付
け
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
し

て
ゆ
く
。

は
じ
め
か
ら
、
座
を
組
み
、
式
目
に
そ
っ
て
作
る
の
は
む
つ
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か
し
い
の
で
、
独
吟
と
し
、
長
句
と
短
句
の
付
け
に
な
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。

な
お
、
次
の
点
を
留
意
点
と
し
た
。

1

自
分
の
句
（
夏
）
を
発
句
と
し
、
六
句
を
つ
な
い
で

ゆ
く
こ
と

2

五
句
目
に
月
を
出
し
、
秋
の
句
と
す
る
こ
と

3

定
形
に
な
れ
て
い
な
い
場
合（
一
年
生
）は
、字
余
り
・

字
足
ら
ず
も
よ
し
と
し
、自
由
に
作
っ
て
も
い
い
こ
と
。

井
上
愛
梨

ひ
ま
わ
り
が
大
き
く
そ
だ
っ
て
種
つ
け
る

ど
ん
な
味
か
な
し
ま
し
ま
の
種

パ
ン
ダ
さ
ん
タ
イ
ヤ
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
る

ブ
ラ
ン
コ
の
っ
て
あ
の
空
高
く

え
ん
が
わ
で
お
だ
ん
ご
食
べ
て
月
を
見
る

山
は
こ
う
よ
う
は
し
ゃ
ぐ
い
も
う
と

井
上
航
太

夏
の
風
も
う
す
ぐ
ぎ
ふ
に
行
く
予
定

田
ん
ぼ
の
近
く
の
家
に
い
く
道

川
で
見
た
ぎ
ん
色
の
は
こ
は
何
だ
ろ
う

取
ろ
う
と
し
た
ら
は
さ
ま
っ
て
い
た

十
五
夜
の
月
に
お
そ
な
え
わ
す
れ
ず
に

ス
ス
キ
を
四
本
立
て
て
ま
つ
っ
た

長
あ
や
乃

夏
の
朝
や
さ
い
は
ど
れ
も
ぴ
っ
か
ぴ
か

ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
み
ん
な
お
い
し
い

あ
つ
あ
つ
の
か
ら
あ
げ
た
く
さ
ん
た
べ
た
い
な

陽
は
さ
ん
さ
ん
と

か
げ
を
こ
く
し
て

月
見
そ
ば

お
だ
ん
ご
思
う

ま
ん
月
に

も
み
じ
と
い
ち
ょ
う

ふ
く
の
も
よ
う
は

津
嘉
山
照
代

太
陽
ま
上
プ
ー
ル
に
入
っ
て
つ
め
た
い
な

ひ
え
た
体
に
あ
げ
た
て
ポ
テ
ト

ぐ
う
ぐ
う
と
車
で
つ
か
れ
て
ね
て
い
た
よ

お
も
わ
ず
わ
ら
う
ね
こ
も
ね
て
い
て

月
が
で
た
光
が
さ
し
て
か
げ
で
き
る

ぶ
あ
つ
い
マ
ン
ガ
よ
ん
で
夜
ふ
か
し

津
嘉
山
正
泰

さ
ん
し
ん
は
く
や
し
い

か
ら
だ
は
あ
せ
だ
ら
け

あ
お
い
し
ば
が
ひ
か
る
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
の
音
が
な
め
ら
か
に
聞
こ
え
て
く
る

ね
こ
が
公
園
で
大
き
な
あ
く
び
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な
が
れ
ぼ
し
と
ん
で
十
五
や
ま
ん
げ
つ
だ

プ
ロ
や
き
ゅ
う
の
せ
ん
し
ゅ
に
な
る

同
じ
言
葉
や
同
類
の
発
想
で
も
、
「
い
け
な
い
」
と
は
せ
ず
、

た
だ
付
け
る
こ
と
に
専
念
さ
せ
た
。
「
あ
れ
は
い
け
な
い
」

「
こ
れ
は
ダ
メ
だ
」
と
言
う
と
、
萎
縮
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
言
葉
が
次
々
と
生
み
出
せ
る
と
い
う
体
験
を
持
た

せ
た
か
っ
た
。

第
三
日

七
月
二
十
九
日
（
金
）

句
を
つ
な
い
で
い
こ
う

新
し
い
人
が
二
人
参
加
し
た
。

連
句
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
、
長
句
、
短
句
を
交
互
に
つ
な

ぐ
こ
と
を
試
み
た
。

座
で
は
な
く
、
自
分
ひ
と
り
の
連
想
か
ら
組
み
立
て
ら
れ
る

独
吟
と
し
た
。

け
い
と

吉
村
京
桃

朝
起
き
て
は
じ
め
に
聞
こ
え
る
せ
み
の
声

青
空
見
つ
つ
ア
イ
ス
山
も
り

友
達
と
夜
お
そ
く
ま
で
ゲ
ー
ム
し
て

台
所
か
ら
母
ど
な
る
声

自
転
車
で
月
を
見
て
た
ら
転
ん
だ
よ

立
と
う
と
し
た
ら
す
す
き
つ
か
ん
だ

今
ば
ん
の
お
か
ず
は
き
っ
と
秋
刀
魚
だ
な

ソ
ナ
チ
ネ
の
五
番
四
分
の
三
拍
子

花
の
中
家
族
み
ん
な
で
お
弁
当

進
級
を
す
る
教
科
書
も
ら
う

さ

ら

吉
村
彩
良

空
の
中
入
道
雲
は
わ
た
が
し
だ

て
ん
ぼ
う
台
に
向
日
葵
の
花

お
に
ご
っ
こ
む
ち
ゅ
う
で
走
る
公
園
で

ミ
ー
ト
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
お
皿
や
ま
も
り

ち
ゅ
う
車
場
見
上
げ
て
み
れ
ば
月
中
天

草
む
ら
深
く
こ
お
ろ
ぎ
の
声

い
し
ゃ
に
な
る
た
く
さ
ん
の
人
す
く
う
た
め

じ
ゅ
業
で
一
番
好
き
な
算
数

ま
ん
か
い
の
花
の
下
で
の
お
べ
ん
と
う

友
達
の
顔
み
ん
な
の
ど
ら
か

三
日
目
は
、
座
を
組
ん
で
連
句
を
巻
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、

三
日
目
の
体
験
者
に
あ
た
る
人
は
二
人
だ
け
に
な
っ
た
の
で
、

座
を
作
る
こ
と
は
む
つ
か
し
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
昨
日

の
続
き
を
独
り
で
、
で
き
る
だ
け
長
く
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
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指
示
し
た
。
な
お
、
小
学
一
年
生
に
は
、
定
型
（
五
七
五
、

七
七
）
に
言
葉
を
調
え
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、
思

い
つ
く
ま
ま
に
作
っ
て
い
い
と
、
伝
え
た
。
ま
ず
は
、
表
現

に
先
立
つ
発
想
の
方
を
優
先
し
た
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
上
で
、
春
（
花
）
・
夏
・
秋
（
月
）
・
冬
の
句

を
入
れ
て
欲
し
い
と
注
文
を
つ
け
た
。

津
嘉
山
照
代

太
陽
ま
上
プ
ー
ル
に
入
っ
て
つ
め
た
い
な
（
夏
）

ひ
え
た
体
に
あ
げ
た
て
ポ
テ
ト

ぐ
う
ぐ
う
と
車
で
つ
か
れ
て
ね
て
い
た
よ

お
も
わ
ず
わ
ら
う
ね
こ
も
ね
て
い
て

月
が
で
た
光
が
さ
し
て
か
げ
で
き
る
（
月
）

ぶ
あ
つ
い
マ
ン
ガ
よ
ん
で
夜
ふ
か
し

秋
の
山
お
ち
ば
を
ふ
ん
で
音
が
す
る
（
秋
）

パ
リ
ッ
と
わ
れ
て
ハ
ー
ト
の
形

ふ
と
思
う
び
ょ
う
き
な
ん
て
な
き
ゃ
い
い
な

さ
む
い
朝
に
こ
た
つ
に
も
ぐ
る
（
冬
）

雪
が
っ
せ
ん
顔
に
当
て
ら
れ
前
見
え
ず
（
冬
）

だ
ん
さ
で
す
べ
り
頭
ぶ
つ
け
る

の
り
も
の
の
絵
を
ほ
め
ら
れ
る
み
ん
な
か
ら

花
の
木
の
し
た
か
け
っ
こ
を
す
る
（
花
）

つ
ば
く
ら
め
ひ
く
く
と
ん
だ
ら
雨
が
ふ
る
（
春
）

雲
が
去
っ
た
ら
で
き
た
初
虹
（
春
）

津
嘉
山
正
泰

さ
ん
し
ん
は
く
や
し
い

か
ら
だ
は
あ
せ
だ
ら
け
（
夏
）

あ
お
い
し
ば
が
ひ
か
る
グ
ラ
ン
ド
（
夏
）

ピ
ア
ノ
の
音
が
な
め
ら
か
に
聞
こ
え
て
く
る

ね
こ
が
公
園
で
大
き
な
あ
く
び

な
が
れ
ぼ
し
と
ん
で
十
五
や
ま
ん
げ
つ
だ
（
月
）

プ
ロ
や
き
ゅ
う
の
せ
ん
し
ゅ
に
な
る

さ
さ
の
は
の
七
月
七
日
は
た
な
ば
た
の
日
（
秋
）

も
う
す
ぐ
松
山
に
か
え
っ
て
あ
そ
ぶ

プ
ー
ル
で
ひ
ら
お
よ
ぎ
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
た
い
（
夏
）

ふ
ゆ
の
と
き
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
た
の
し
い
な
（
冬
）

ゆ
き
が
ふ
っ
た
ら
ゆ
き
だ
る
ま
を
つ
く
ろ
う
（
冬
）

も
う
い
っ
ぴ
き
の
こ
と
り
は
イ
ン
コ

ぞ
う
き
ん
が
け
は
あ
し
あ
と
が
つ
く

べ
ん
き
ょ
う
は
と
ち
ゅ
う
で
ね
む
く
な
る

と
う
き
ょ
う
か
ら
お
と
も
だ
ち
が
や
っ
て
く
る

春
は
い
っ
ぱ
い
ち
ょ
う
が
と
ぶ
（
春
）

花
が
さ
い
た
ら
水
を
や
ろ
う
か
（
花
）

木
が
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
て
つ
ぼ
み
も
ひ
ら
く

－ －184



半
歌
仙

『
さ
ん
し
ん
は
く
や
し
い
』

あ
と
が
き

予
定
ど
お
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
座
の
中
で
、
創

作
の
思
考
を
共
有
す
る
連
句
の
楽
し
み
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
は
ざ
ん
ね
ん
で
し
た
が
、
こ
の
体
験
は
、

ど
こ
か
で
創
作
の
芽
吹
き
を
う
な
が
す
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

な
お
、
子
ど
も
た
ち
の
句
を
断
片
的
な
ま
ま
に
し
て
お
く

の
は
、
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
を
書
き
並
べ
る
こ
と

で
半
歌
仙
に
仕
立
て
て
み
ま
し
た
。
発
想
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
全
体
の
調
子
を
整
え
、
少
し
な
が
ら
式
目
に
も
配
慮
し
、

作
り
上
げ
た
の
が
、次
の
半
歌
仙「
さ
ん
し
ん
は
く
や
し
い
」

の
巻
で
す
。

さ
ん
し
ん
は
く
や
し
い

か
ら
だ
は
あ
せ
だ
ら
け

津
嘉
山
正

泰（
夏
）

ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り

ど
れ
も
お
い
し
い長

あ
や
乃（
夏
）

パ
ン
ダ
さ
ん

タ
イ
ヤ
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
る

井
上
愛

梨（
雑
）

が
く
ど
う
ほ
い
く
で

本
を
よ
ん
だ
よ
安
村
碧

唯（
雑
）

ち
ゅ
う
車
場

見
上
げ
て
み
れ
ば
月
中
天
吉
村
彩

良（
月
）

草
む
ら
深
く

こ
お
ろ
ぎ
の
声

〃（
秋
）

ウ
秋
の
山

葉
っ
ぱ
を
ふ
ん
で
音
を
聞
く
津
嘉
山
照

代（
秋
）

パ
リ
ッ
と
わ
れ
て

ハ
ー
ト
の
形
に

〃（
雑
）

川
の
な
か
ぎ
ん
色
の
は
こ

何
だ
ろ
う

井
上
航

太（
雑
）

取
ろ
う
と
し
て
も

夢
は
取
れ
な
い

〃（
雑
）

あ
つ
あ
つの
か
ら
あ
げ

た
く
さ
ん
た
べ
た
い
な

あ
や
乃（
雑
）

冬
に
な
っ
た
ら
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

正

泰（
冬
）

寒
い
月

光
の
リ
ズ
ム
お
ど
る
か
げ

照
代（
冬
月
）

ソ
ナ
チ
ネ
五
番

四
分
の
三

吉
村
京

桃（
雑
）

進
級
だ

も
ら
う
教
科
書
あ
た
ら
し
い

〃（
春
）

ブ
ラ
ン
コ
乗
っ
て

あ
の
空
高
く

愛

梨（
春
）

花
ざ
か
り

家
族
み
ん
な
で
お
弁
当

京

桃（
花
）

友
達
の
顔

み
ん
な
の
ど
ら
か

彩

良（
春
）

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
作
品
は
後
か
ら
編
集
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ

て
、
子
ど
も
自
身
の
作
品
で
は
な
い
。
し
か
も
、
も
う
一
日
、

全
員
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、

こ
の
よ
う
な
作
品
が
、
子
ど
も
た
ち
の
座
で
創
り
出
せ
た
で
あ

ろ
う
と
確
信
を
す
る
。

な
お
、
二
〇
一
一
年（
第
七
回
）〜
二
〇
一
三
年（
第
九
回
）

の
受
講
生
で
あ
っ
た
樋
口
磨
汐
く
ん
が
立
派
に
成
人
さ
れ
、
今

度
は
指
導
者
の
一
員
と
し
て
参
加
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
実
に

嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
東
條
士
郎
）
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《
小
・
中
・
高
校
生
》
国
民
文
化
祭
お
き
な
わ
2
0
2
2

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

応
募
作
品
よ
り

三
つ
物

『
か
ぜ
の
し
っ
ぽ
』鈴

木
千
惠
子
捌

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
首
尾

（
於
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

東
京
都
・
石
川
県
）

表
合
せ
六
句

『
は
る
の
に
じ
』鈴

木
千
惠
子
捌

令
和
四
年
四
月
五
日
首
尾

（
於
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

東
京
都
・
石
川
県
・
鹿
児
島
県
）

表
合
せ
六
句

『
花
び
ら
は
』

宮
川
尚
子
捌

令
和
四
年
三
月
二
十
六
日
首
尾
（
於
・
愛
知
県

Ｂ
Ｓ
Ｔ
学
院
）

表
合
せ
六
句

『
合
図
な
く
』

宮
川
尚
子
捌

令
和
四
年
三
月
二
十
六
日
首
尾
（
於
・
愛
知
県

Ｂ
Ｓ
Ｔ
学
院
）

は
る
の
か
ぜ
か
ぜ
の
し
っ
ぽ
は
ど
こ
に
あ
る

植
田
泰

就

に
げ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
に

植
田
結

衣

赤
ち
ゃ
ん
の
目
が
ひ
か
っ
て
る
と
き
か
わ
い
い

〃

は
る
の
に
じ
ず
っ
と
み
て
た
ら
き
え
て
っ
た

植
田
結

衣

カ
メ
ラ
で
パ
チ
リ
う
ぐ
い
す
の
声

山
内
咲

良

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
レ
ー
ス
を
お
と
う
と
と

結

衣

ぐ
ら
ぐ
ら
ゆ
れ
る
高
い
吊
り
橋

咲

良

手
ど
り
が
わ
お
く
せ
ん
ま
ん
の
花
火
さ
く

結

衣

こ
お
り
い
ち
ご
を
も
っ
と
た
べ
た
い

咲

良

花
び
ら
は
今
校
門
を
通
過
中

岩
原
凛

弥

四
月
七
日
の
ク
ラ
ス
発
表

鈴
木
琥

珀

い
も
う
と
の
ク
レ
ヨ
ン
ぼ
く
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

凛

弥

え
い
と
押
す
ま
で
迷
う
自
販
機

丸
山
花

純

か
な
ぶ
ん
が
お
で
こ
め
が
け
て
飛
ん
で
く
る

琥

珀

お
し
ゃ
べ
り
ず
っ
と
続
く
公
園

花

純

始
ま
り
は
合
図
な
く
来
る
受
験
生

岩
原
凛

弥

春
の
夢
へ
と
も
ぐ
り
こ
み
た
い

丸
山
花

純

パ
ン
ジ
ー
に
さ
ん
に
い
い
ち
と
ト
ラ
イ
し
て

鈴
木
琥

珀

僕
の
顔
見
て
笑
い
こ
ろ
げ
る

凛

弥

恋
バ
ナ
の
続
き
聞
き
た
い
月
の
下

花

純

い
っ
し
ょ
に
眠
る
猫
と
こ
お
ろ
ぎ

琥

珀
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表
合
せ
六
句

『
ひ
い
ば
あ
』

神
奈
川
県

関
口

遥
（
渡
辺
柚
）
捌

令
和
四
年
五
月
四
日
首
尾

（
於
・
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

三
つ
物

『
か
た
つ
む
り
』

山
内
裕
子
捌

令
和
四
年
四
月
十
六
日
首
尾

（
於
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

石
川
県
・
鹿
児
島
県
）

表
合
せ
六
句

『
弟
は
一
年
生
』石

川
こ
は
る
捌

令
和
四
年
五
月

九
日
首

令
和
四
年
五
月
十
二
日
尾

（
於
・
福
岡
県
自
宅
）

表
合
せ
六
句

『
日
焼
け
か
ま
わ
ず
』

鈴
木
善
春
捌

令
和
四
年
六
月

一
日
首

令
和
四
年
六
月
二
十
日
尾

（
於
・
神
奈
川
県
立
深
沢
高
校
三
年
四
組
教
室
）

さ
く
ら
が
ね
ひ
ら
ひ
ら
ま
う
よ
ち
ょ
う
み
た
い

関
口

遥

ひ
い
ば
あ
好
き
な
春
の
お
散
歩

関
口

圭

池
の
中
お
玉
じ
ゃ
く
し
が
顔
出
し
て

高
原
大

和

少

し

大

き

め

兄

の

制

服

高
原
陸

斗

ヘ
デ
ィ
ン
グ
は
月
に
向
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に

圭

ど
ん
ぐ
り
落
ち
た
ポ
ケ
ッ
ト
の
中

遥

か
た
つ
む
り
大
き
な
カ
ラ
を
せ
お
っ
て
る

山
内
颯

真

バ
ー
ベ
ル
あ
げ
て
金
メ
ダ
リ
ス
ト

植
田
結

衣

名
月
に
ウ
ィ
ン
ド
チ
ャ
イ
ム
鳴
ら
し
た
い

山
内
咲

良

弟
は
一
年
生
に
な
っ
た
と
よ

石
川
こ
は
る

き
ょ
う
の
き
ゅ
う
し
ょ
く
ま
め
ご
は
ん
や
ん
石
川
こ
う
た
ろ
う

キ
ラ
キ
ラ
の
羽
見
せ
つ
け
る
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ

こ
は
る

月
ま
で
飛
ん
で
地
球
な
が
め
た

〃

か
み
さ
ま
は
ぜ
ん
ぶ
が
ぜ
ん
ぶ
き
め
ら
れ
る

こ
う
た
ろ
う

花
よ
め
さ
ん
は
ト
ル
コ
そ
ん
ぐ
で

こ
は
る

体
育
祭
梅
雨
で
延
び
た
よ
頑
張
ろ
う

団
長

恭

吾

高
校
最
後
日
焼
け
か
ま
わ
ず

仁

菜

リ
ポ
ー
タ
ー
震
災
の
地
を
訪
れ
て

直

樹

幼
き
頃
の
恐
さ
身
に
し
む

千

聖

繊
月
に
孤
独
な
虎
は
吠
え
る
の
み

瑠

那

山

彦

響

く

朝

の

茸

狩

麟
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三
つ
物

『
に
ゅ
う
が
く
し
き
』鈴

木
千
惠
子
捌

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
首
尾

（
於
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

東
京
都
・
石
川
県
・
鹿
児
島
県
）

三
つ
物

『
う
ち
の
ね
こ
』

鈴
木
千
惠
子
捌

令
和
四
年
三
月

二
日
首

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
尾

（
於
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

東
京
都
・
石
川
県
・
鹿
児
島
県
）

三
つ
物

『
校

庭

に
』

先
崎
紀
子
捌

令
和
四
年
六
月
二
十
三
日
首

令
和
四
年
六
月
二
十
八
日
尾

（
於
・
宮
城
県
）

表
合
せ
六
句

『
鳥
に
な
る
』

平
林
香
織
捌

令
和
四
年
三
月
十
二
日
首
尾

（
於
・
リ
モ
ー
ト

東
京
都
・
長
野
県
）

も
ん
し
ろ
ち
ょ
う
に
ゅ
う
が
く
し
き
に
と
ん
で
き
た

植
田
結

衣

ピ
カ
チ
ュ
ウ
た
ち
と
花
を
ま
っ
て
る

〃

フ
エ
ル
ト
の
ブ
ロ
ー
チ
だ
れ
に
あ
げ
よ
う
か

山
内
咲

良

う
ち
の
ね
こ
ね
こ
の
こ
い
と
か
す
る
の
か
な

植
田
結

衣

ば
あ
ば
の
お
に
わ
レ
ン
ギ
ョ
ウ
ひ
ら
ら

〃

よ
も
ぎ
も
ち
コ
ネ
コ
ネ
こ
ね
た
臼
の
な
か

山
内
咲

良

校
庭
に
ひ
っ
そ
り
咲
い
た
花
石
榴

先
崎
陽

汰

下
か
ら
見
れ
ば
夏
空
に
映
え

先
崎
あ
か
り

先
人
の
知
識
集
め
し
本
読
み
て

〃

ぶ
ら
ん
こ
に
の
る
と
わ
た
し
は
鳥
に
な
る

村
上
咲

耶

初

花

笑

う

校

庭

の

隅

村
上
麟
太
郎

休
日
の
父
は
猫
の
子
捕
獲
し
て

村
上
鉄
太
郎

乗
っ
て
み
た
い
な
夢
の
白
バ
イ

麟

た
く
さ
ん
の
庭
の
ト
マ
ト
が
す
ぐ
に
消
え

鉄

い
ち
に
の
さ
ん
で
跳
ん
だ
大
繩

咲
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表
合
せ
六
句

『
体
育
祭
練
習
』

鈴
木
善
春
捌

令
和
四
年
六
月

一
日
首

令
和
四
年
六
月
二
十
日
尾

（
於
・
神
奈
川
県
立
深
沢
高
校
三
年
四
組
教
室
）

表
合
せ
六
句

『
シ
ー
サ
ー
の
口
』山

本
美
咲
捌

令
和
四
年
六
月

五
日
首

令
和
四
年
六
月
二
十
八
日
尾

（
い
と
こ
同
士
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
北
海
道
・
埼
玉
県
）

三
つ
物

『
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
』

植
田
陽
子
捌

令
和
四
年
四
月
十
六
日
首
尾

（
於
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

石
川
県
・
鹿
児
島
県
）

体
育
祭
梅
雨
で
延
び
た
よ
頑
張
ろ
う

団
長

恭

吾

涼
し
い
顔
で
放
課
後
練
習

夏

稀

瞬
く
間
夢
の
ひ
と
と
き
過
ぎ
ゆ
き
て

咲

雁
が
音
に
問
う
恋
の
行
末

優

斗

漱
石
は
月
を
愛
で
つ
つ
告
白
す

千

聖

互
い
の
癖
に
気
づ
く
朝
寒

実

夢

お
き
な
わ
の
海
は
青
く
て
き
れ
い
だ
よ

前
島

夏

シ
ー
サ
ー
の
口
は
と
て
も
大
き
い

前
島

環

焼
き
肉
店
食
べ
放
題
は
九
十
分

山
本
美

咲

ホ
テ
ル
の
朝
の
バ
イ
キ
ン
グ
だ
ね

夏

目
覚
ま
し
が
い
く
ら
鳴
っ
て
も
起
き
ら
れ
な
い

環

夢
な
ら
会
え
る
あ
こ
が
れ
の
人

美

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
あ
た
ま
キ
ン
キ
ン
は
が
と
け
る

植
田
結

衣

吹
上
浜
で
パ
パ
と
飛
び
込
み

山
内
咲

良

銀
色
の
か
み
ひ
こ
う
き
を
の
せ
る
風

結

衣
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《
大
学
生
・
東
京
》
創
価
大
学

二
〇
二
二
年
度

創
価
大
学
総
合
演
習

十
二
律

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

＊
ル
ー
ム
1

『
三
日
月
の
』

＊
ル
ー
ム
2

『
秋

初

月
』

三
日
月
の
欠
け
た
形
は
我
が
心

偏

人

夜
風
に
揺
れ
る
彼
岸
花
見
る

好

波

金
色
に
水
面
を
照
ら
す
秋
の
鳥

如

来

白
い
吐
息
と
君
の
こ
と
ば
と

山

桜

コ
ス
モ
ス
の
着
物
姿
が
い
と
し
く
て

好

波

花
火
咲
く
空
火
薬
の
匂
い

偏

人

冷
え
き
っ
た
焼
き
そ
ば
を
手
に
歩
く
道

山

桜

虫
歯
が
少
し
疼
き
は
じ
め
る

如

来

飼
い
犬
が
じ
っ
と
見
つ
め
る
窓
の
外

好

波

卒
業
前
に
集
う
あ
の
場
所

一

弘

校
舎
裏
親
呼
ぶ
雛
と
燕
の
巣

夕

季

飛

び

立

つ

心

麗

か

な

駅

山

桜

秋
初
月
色
な
き
風
に
我
一
人

飛

洲

十

日

の

菊

に

煽

る

盃

丸

太

薄
紅
葉
あ
な
た
と
巡
る
い
ろ
は
坂

伸

幸

互
い
の
頬
も
赤
く
染
ま
っ
て

優

葉

寒
参
ラ
イ
カ
で
写
す
君
の
顔

丸

太

心
躍
ら
せ
コ
ー
ヒ
ー
を
挽
く

伸

幸

帰
り
道
敷
き
詰
め
ら
れ
た
落
椿

優

葉

卒
業
生
た
ち
先
生
に
会
う

飛

州

春
の
暮
橋
か
ら
望
む
花
菖
蒲

伸

幸

季
節
を
渡
る
醍
醐
寺
の
鐘

丸

太

夏
祭
母
を
探
し
て
泣
く
子
ど
も

飛

洲

手
と
手
を
握
り
笑
う
向
日
葵

優

葉
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＊
ル
ー
ム
3

『
コ
ス
モ
ス
の
』

＊
ル
ー
ム
4

『
火
恋
し
と
』

（
注
）
Ｏ
Ｃ＝

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
高
校
生
向
け
の
大
学
開
放
日
）

コ
ス
モ
ス
の
押
し
花
落
つ
る
文
庫
本

夏

宵

つ
づ
く
話
は
秋
の
果
ま
で

千

暇

職
人
の
如
く
に
さ
ん
ま
を
七
輪
へ

優

誠

焼
酎
片
手
に
想
い
巡
ら
せ

南

月

千
鳥
足
米
津
玄
師
も
呆
れ
顔

千

暇

都
会
の
光
に
負
け
ぬ
オ
リ
オ
ン

夏

宵

改
札
の
遠
く
先
ま
で
絶
え
ぬ
道

南

月

子

供

の

笑

顔

初

春

彩

る

優

誠

眩
し
い
と
視
線
の
先
の
残
る
雪

夏

宵

君
と
消
え
ゆ
く
沈
丁
花
の
香

千

暇

湖
の
ほ
と
り
で
記
す
ラ
ブ
レ
タ
ー

優

誠

飛
行
機
雲
が
空
を
切
り
裂
く

南

月

火
恋
し
と
こ
す
る
両
手
に
缶
コ
コ
ア

憂

山

満

天

の

星

街

照

ら

す

月

大

智

公
園
の
紅
葉
か
つ
散
る
切
な
く
て

大

庵

走
り
抜
け
て
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

銀

三

一
人
暮
ら
し
高
層
ビ
ル
に
囲
ま
れ
て

大

智

豚
か
つ
恋
し
と
霜
柱
踏
む

憂

山

寒
雀
君
と
合
わ
せ
て
夜
想
曲

銀

三

彼
女
と
作
っ
た
蕗
味
噌
を
食
う

大

庵

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
を
と
ば
し
新
天
地

憂

山

期

待

表

す

鳥

曇

り

か

な

大

智

Ｏ
Ｃ
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
頂
い
た

大

庵

サ
イ
ダ
ー
飲
ん
で
帰
る
童
心

一

弘
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＊
ル
ー
ム
5

『
思
い
出
す
』

＊
ル
ー
ム
6

『
バ
レ
リ
ー
ナ
』

思
い
出
す
今
は
い
ら
な
い
流
れ
星

隆

風

夜
空
に
浮
か
ぶ
月
の
冷
ま
じ

悠

雨

校
庭
の
焼
き
芋
齧
る
小
学
生

彦

鳥

風
に
起
こ
さ
れ
朝
は
寝
坊
し

宰

範

帯
広
の
ハ
チ
が
群
が
る
花
畑

彦

鳥

卒

業

控

え

撫

で

る

艶

髪

悠

雨

い
つ
だ
っ
け
君
と
の
出
会
い
思
い
出
す

隆

風

二
人
二
色
に
幸
せ
な
日
々

宰

範

同
僚
と
久
方
ぶ
り
の
冷
や
っ
こ

悠

雨

浅

草

祭

担

ぐ

お

神

輿

彦

鳥

不
協
和
音
イ
ヤ
ホ
ン
の
中
鳴
り
響
く

宰

範

心
の
う
ち
に
い
つ
も
あ
る
夢

執

筆

バ
レ
リ
ー
ナ
君
は
滴
る
露
時
雨

萌

月

涙

溢

れ

て

秋

惜

し

む

様

朱

雨

橋
の
上
ネ
オ
ン
と
月
が
重
な
っ
て

大

雨

あ
な
た
を
思
ひ
夜
空
見
つ
め
る

紅

葉

冬
の
日
の
駅
の
約
束
初
デ
ー
ト

萌

月

白
く
染
ま
っ
た
窓
に
落
書
き

朱

雨

空
を
飛
ぶ
鳥
が
ゆ
く
た
び
影
が
さ
す

大

雨

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
一
つ
た
ん
ぽ
ぽ

朱

雨

タ
リ
ー
ズ
で
苺
ミ
ル
ク
の
お
か
わ
り
を

萌

月

春
の
窓
辺
に
座
る
あ
の
人

紅

葉

遠
い
空
君
に
届
く
か
僕
の
歌

大

雨

並

ぶ

足

音

風

わ

た

る

街

執

筆
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＊
ル
ー
ム
7

『
秋
惜
し
む
』

＊
ル
ー
ム
8

『
月

光

の
』

令
和
四
年

十
月
十
五
日
首

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日
尾

秋
惜
し
む
暑
さ
寒
さ
の
真
ん
中
で

星

乃

独
り
悲
し
く
キ
リ
ギ
リ
ス
鳴
く

藤

天

電
話
越
し
月
明
か
り
の
下
彼
の
声

緑

香

勇

気

百

倍

恋

の

決

戦

藤

天

試
験
前
涙
と
共
に
飲
む
コ
コ
ア

緑

香

内
は
ぽ
か
ぽ
か
外
は
大
雪

藤

天

ビ
ッ
グ
ベ
ン
チ
ャ
イ
ム
を
聞
き
に
街
に
出
る

森

餅

黄
色
い
帽
子
並
ぶ
麗
ら
か

緑

香

親
燕
子
ど
も
気
に
す
る
マ
マ
友
ら

藤

天

富
士
を
眺
め
て
ツ
ツ
ジ
道
征
く

森

餅

縁
側
で
汗
を
か
い
て
る
ア
イ
ス
テ
ィ
ー

藤

天

ケ
ー
キ
に
灯
る
数
字
の
花
火

緑

香

月
光
の
ピ
ア
ノ
の
調
べ
空
に
舞
う

佳

月

音
含
む
風
新
酒
ひ
と
く
ち

結

菜

柿
の
木
を
見
つ
け
教
え
る
白
い
犬

麗

華

朝
陽
を
写
す
海
辺
オ
レ
ン
ジ

雨

零

足
跡
を
君
と
見
つ
め
る
冬
の
浜

佳

月

聖
夜
に
贈
る
お
そ
ろ
い
の
靴

結

菜

二
時
限
目
終
了
の
ベ
ル
待
ち
望
む

雅

治

忘
れ
ら
れ
な
い
母
の
お
雑
煮

雨

零

本
棚
に
ず
ら
り
並
ん
だ
ぐ
り
と
ぐ
ら

佳

月

河
川
敷
公
園
た
ん
ぽ
ぽ
を
摘
む

結

菜

陸
上
部
風
光
る
街
駆
け
抜
け
て

麗

華

京

王

線

の

走

る

晩

春

雅

治
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《
大
学
生
・
富
山
》
富
山
大
学

共
通
教
育
科
目
「
日
本
文
学
」

表
合
せ
六
句

『
冬

銀

河
』

衆
議
判

令
和
五
年
一
月
三
十
一
日
首

令
和
五
年
二
月

七
日
尾

（
於
・
富
山
大
学
五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
）

表
合
せ
六
句

『
雪

月

夜
』

衆
議
判

令
和
五
年
一
月
三
十
一
日
首

令
和
五
年
二
月

七
日
尾

（
於
・
富
山
大
学
五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
）

冬
銀
河
燃
え
尽
き
来
た
る
夜
明
け
か
な

宇
津
木
奏

那

氷
割
り
つ
つ
行
く
通
学
路

浅
利
朱

音

一
瞬
の
横
顔
愛
し
き
廊
下
に
て

那

文
房
具
屋
で
君
の
声
聞
く

ペ
ド
ロ
マ
ル
タ

赤
ち
ゃ
ん
が
黄
色
い
服
で
初
花
見

〃

風
や
わ
ら
か
に
背
伸
び
す
る
ね
こ

執

筆

鍵
か
た
し
灯
台
守
の
雪
月
夜

前
野
早
智
子

赤

い

指

先

つ

け

る

熱

燗

小
林
唯

衣

音
楽
を
聴
い
て
は
想
う
窓
辺
に
て

赤
木
友

紀

疑
似
体
験
で
行
き
止
ま
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奈良県連句協会
会長 生駒さとし（聰）

副会長 もりともこ（森 智子）
事務局 谷澤 節
〒５２０―００４２ 大津市島の関１―４４

（tel&fax０７７―５２２―８３７９）

宮崎県連句協会
会長 黒岩昭彦

副会長 近藤蕉肝
事務局 七島純子
〒８８７―００２１ 宮崎県日南市中央通１―７―１

日南市文化センター内
宮崎県連句協会事務局

携帯１：０８０―６４２５―８８８５（七島純子）
携帯２：０９０―４６２５―７５７７（近藤蕉肝）
日南市役所：０９８７―３１―１１４５

（生涯学習課 佐分 剛）

新潟県の連句を育てる会
会長 牛木辰男

事務局 小久保美子
〒９５０―２１８１ 新潟市西区五十嵐

二の町８０５０
新潟大学・院・教育学研究科
（fax０２５―２６２―７１１７）
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連句協会群馬県支部
会長 伊藤稜志

事務局 伊藤稜志
〒３７１―０８１１ 前橋市朝倉町３―５―３７

（０２７２―６１―２２９７）

宮城県連句協会
会長 狩野康子

副会長 中村孝史・永渕 丹
事務局 狩野康子
〒９８１―０９２４ 仙台市青葉区双葉ケ丘

２―５―１２
（０２２―２７１―０００５）

静岡県連句協会
会長 宮澤次男

事務局 宮澤次男
〒４１４―００５１ 伊東市吉田保代７８２―４

（０５５７―４５―２２４４）

徳島県連句協会
会長 梅村光明

副会長 喜島政行
事務局 喜島政行
〒７７６―０００５ 吉野川市鴨島町喜来９３―３

（０８８３―２４―６９００）

京都府連句協会
会長 筒井紘一

幹事長 河合臥雲
〒６０６―８２２５ 京都市左京区田中門前町

１０３―２１瑞林院
（０９０―３７２３―３８８２）

鹿児島県連句協会
会長 前田 豊

副会長 松下みゆき・日高うんま
顧問 梅村光明

事務局 大西朝子
〒８９０―００４６ 鹿児島市西田１丁目１５―５

（０８０―３１８３―５０７７）

茨城県連句協会
会長 堀江信男
副会長 大山とし・城 依子
事務局 根本美茄子
〒３１９―１２２５ 日立市石名坂町１―３１―９

（０２９４―５３―６６３５）

やまぐち連句会
会長 諏訪欣二
事務局 中本蒼水
〒７４６―００２５ 周南市古市２―３―４３

（０８３４―６２―１４００）

岡山県連句協会
会長 大倉青帆（祥男）
事務局 今村華紅（節子）
〒７１０―００３１ 倉敷市有城１９３

（０８６―４２９―１５５０）

山梨県連句協会
会長 後藤臣彦
副会長 後藤はるよ
事務局 後藤臣彦
〒４００―０８１４ 甲府市上阿原町１２５８

（０５５―２３５―１６５３）

秋田県連句協会
事務局 佐藤康子
〒０１０―０８２６ 秋田市新藤田中山台５４―１１

（０１８―８３２―５７２２）

愛知県連句協会
会長 出原樹音
事務局 宮川尚子
〒４５０―００２４ 名古屋市緑区尾崎山

２―１０８―２
（０５２―６６２―３２８０）
（fax０５２―６２２―３２８４）
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地 方 連 句 組 織

愛媛県連句連盟
会長 大西素之

副会長 名本敦子・平井繁樹
事務局 岡田伊勢子
〒７９１―０１１３ 松山市白水台

２―７―１３
（０８９―９２３―９６６３）

連句協会石川県支部
支部長 藤江紫虹
事務局 宮島 茂
〒９２９―０３２７ 石川県河北郡津幡町字庄

チ６５
（０７６―２８９―４２１４）

埼玉県連句協会
会長 磯 直道

副会長 白根順子
事務局 石川光男
〒３６９―１２０３ 埼玉県大里郡寄居町

寄居５３５
（０４８―５８１―５９４３）

岐阜県連句協会
会長 大野鵠士

副会長 瀬尾千草
理事長 古田 了
顧問 岡本満智子

事務局 松尾一歩
〒５００―８４１５ 岐阜市加納中広江町６８

（０９０―３３８９―３０６７）

大分県連句協会
会長 南雲玉江

事務局 南雲玉江
〒８７４―０９０２ 別府市青山町８―７２

（０９７７―２４―９４０７）

連句協会千葉県支部
支部長 松澤龍一

副支部長 鈴木すず
事務局 松澤龍一
〒２７８―００３７ 野田市野田６６５

（０８０―９５３２―３７２９）

連句協会三重県支部
支部長 西田青沙
事務局 西田青沙
〒５１２―０９２１ 四日市市尾平町３７６８―１８８

（０５９３―３２―８９３１）

富山県連句協会
会長 大西紀夫

副会長 藤縄慶昭
事務局 森川敬三
〒９３９―８２４１ 富山市惣在寺１３０６

（０９０―１６３７―０５１８）

香川県連句協会
会長 沖津秀美

副会長 清水定代
事務局 沖津秀美
〒７６１―８０８４ 高松市一宮町３５７―９

（０８７―８８９―３１４１）

福岡県連句協会
会長 守口 薫

副会長 佐藤ゑつ子
事務局 村上孝枝
〒８０４―００２１ 北九州市戸畑区一枝

１―２―１２―７０３
（０９３―８７１―３７７９）
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⑵ 貸借対照表
⑶ 損益計算書（正味財産増減計算書）

2 前項により報告され、又は承認を受けた
書類のほか、監査報告を主たる事務所に5
年間備え置くとともに、定款及び会員名簿
を主たる事務所に備え置くものとする。

（剰余金の分配の禁止）
第４６条 当法人の剰余金は、これを一切分配し
てはならない。
（残余財産の帰属）

第４７条 当法人が解散（合併又は破産による解
散を除く）したときに残存する財産は、総会
の決議を経て，公益社団法人及び公益財団法
人の認定等に関する法律第5条第１７号に掲げ
る法人又は国若しくは地方公共団体に贈与す
るものとする。

第8章 附 則
（最初の事業年度）

第４８条 当法人の最初の事業年度は、当法人成
立の日から平成２６年１２月末日までとする。
（入会金）

第４９条 当法人の母体である任意団体、連句協
会の当法人への権利義務承継の日の前日にお
ける会員には、第7条の入会金の支払を求め
ないものとする。
（設立時の役員等）

第５０条 当法人の設立時の役員は、次のとおり
である。
設立時理事 臼杵悠治
設立時理事 和田忠勝
設立時理事 高尾秀四郎
設立時代表理事 臼杵悠治
（設立時社員の氏名又は名称及び住所）

第５１条 設立時社員の氏名及び住所は、次のと
おりである。
設立時社員
1 住所 神奈川県横浜市青葉区

みたけ台2番地２２
氏名 臼杵悠治

2 住所 神奈川県横浜市港北区
綱島東5丁目２２番4号

氏名 和田忠勝
3 住所 東京都町田市図師町１３３３番地8

氏名 高尾秀四郎
（法令の準拠）

第５２条 本定款に定めのない事項は、すべて法
人法その他の法令に従う。

平成２５年１２月１１日 制定
平成２８年3月２８日 第7条の年会費額を5千円
に改定。

令和３年３月２８日 第２条の主たる事務所を東
京都狛江市に改定。

「日本連句協会」顧問・役員名簿

（顧 問）磯 直道・和田忠勝
（役 員）
会 長 高尾秀四郎
副 会 長 小川廣男・小池正博・林 転石
理 事 長 林 転石

常任理事 大久保風子・岡本遊凪・
木之下みなみ・近藤蕉肝・
高橋 賢・宮川尚子

理 事 奥野美友紀・大山とし・勝又丘女・
栗原和宏・五郎丸照子・
鈴木千惠子・鈴木善春・鈴木了斎・
高岡風蘭・高山達雄・南雲玉江・
馬場由紀子・平井繁樹・平林香織・
松尾一歩・村松定史・森川敬三・
洛中落胡・渡辺 柚

会 計 岡本遊凪（兼務）
監 事 靜寿美子
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取引
⑶ 当法人がその理事の債務を保証するこ
とその他理事以外の者との間における当
法人とその理事との利益が相反する取引

（責任の一部免除）
第２８条 当法人は、役員の法人法第１１１条第1
項の賠償責任について、法令に定める要件に
該当する場合には、理事会の決議によって、
賠償責任額から法令に定める最低責任限度額
を控除して得た額を限度として、免除するこ
とができる。
（顧問）

第２９条 当法人に、顧問を置くことができる。
2 顧問は、会員の中から、理事会の決議を
経て会長が委嘱する。

3 顧問は、無報酬とする。ただし、その職
務を行うために要する費用の支払をするこ
とができる。顧問は会費を納めることを要
しない。

（顧問の職務）
第３０条 顧問は、会長の諮問に応え、会長に対
し、意見を述べることができる。

第5章 理 事 会
（構成）

第３１条 当法人に理事会を置く。
2 理事会は、すべての理事をもって構成す
る。

（権限）
第３２条 理事会は、次の職務を行う。

⑴ 当法人の業務執行の決定
⑵ 理事の職務の執行の監督
⑶ 会長、副会長、理事長及び常任理事の
選定及び解職

（招集）
第３３条 理事会は、原則として年3回、会長が
招集する。
2 会長が欠けたとき又は会長に事故がある
ときは、副会長が理事会を招集する。

（議長）
第３４条 理事会の議長は、会長がこれに当た
る。会長に事故があるときは、当該理事会に
おいて議長を選出する。
（決議）

第３５条 理事会の決議は、決議について特別の
利害関係を有する理事を除く理事の過半数が
出席し、その過半数をもって行う。
2 前項の規定にかかわらず、法人法第９６条
の要件を満たしたときは、理事会の決議が
あったものとみなす。

（議事録）
第３６条 理事会の議事については、法令で定め
るところにより議事録を作成する。

2 出席した会長及び監事は、前項の議事録
に署名又は記名押印する。

（理事会規則）
第３７条 理事会に関する事項は、法令又はこの
定款に定めるもののほか、理事会において定
める理事会規則による。
（常任理事会）

第３８条 常任理事会は、原則として隔月に会長
が招集する。常任理事会に関する事項は、理
事会において定める常任理事会規則による。

第6章 基 金
（基金の拠出）

第３９条 当法人は、会員又は第三者に対し、基
金の拠出を求めることができるものとする。
（基金の募集等）

第４０条 基金の募集、割当て及び払込み等の手
続については、理事会の決議を経て会長が別
に定める基金取扱い規程によるものとする。
（基金の拠出者の権利）

第４１条 基金の拠出者は、前条の基金取扱い規
程に定める日までその返還を請求することが
できない。
（基金の返還の手続）

第４２条 基金の返還は、定時総会の決議に基づ
き、法人法第１４１条第2項に定める範囲内で
行うものとする。

第7章 計 算
（事業年度）

第４３条 当法人の事業年度は、毎年1月1日か
ら１２月３１日までの年1期とする。
（事業計画及び収支予算）

第４４条 当法人の事業計画書及び収支予算書に
ついては、毎事業年度開始日の前日までに会
長が作成し、理事会の決議を経て総会の承認
を受けなければならない。これを変更する場
合も同様とする。
2 前項の規定にかかわらず、やむを得ない
理由により予算が成立しないときは、会長
は、理事会の決議に基づき、予算成立の日
まで前年度の予算に準じ収入又は支出する
ことができる。

3 前項の収入支出は、新たに成立した予算
の収入支出とみなす。

（事業報告及び決算）
第４５条 当法人の事業報告及び決算について
は、毎事業年度終了後、会長が次の書類を作
成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承
認を経て、定時総会に提出し、第1号の書類
についてはその内容を報告し、第2号及び第
3号の書類については承認を受けなければな
らない。
⑴ 事業報告
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（議決権）
第１７条 各会員は、各1個の議決権を有する。
（決議）

第１８条 総会の決議は、法令に別段の定めがあ
る場合を除き、総会員の議決権の過半数を有
する会員が出席し、出席会員の議決権の過半
数をもってこれを行う。
2 前項の規定にかかわらず、次の決議は、
総会員の半数以上であって、総会員の議決
権の3分の2以上に当たる多数をもって行
う。
⑴ 監事の解任
⑵ 定款の変更
⑶ 会員の除名
⑷ 解散
⑸ その他法令で定められた事項

3 前2項の規定にかかわらず、法人法第５８
条の要件を満たしたときは、総会の決議が
あったものとみなす。

（議事録）
第１９条 総会の議事については、法令の定める
ところにより議事録を作成し、総会の日から
１０年間主たる事務所に備え置く。

第4章 役 員 等
（役員の設置等）

第２０条 当法人に、次の役員を置く。
理事 3名以上３５名以内
監事 2名以内
2 理事のうち、1名を会長とし、5名以内
を副会長、1名を理事長、１０名以内を常任
理事とすることができる。

3 この法人の会長を法人法上の代表理事と
する。

（選任等）
第２１条 理事及び監事は、総会の決議によって
選任する。
2 会長、副会長、理事長、及び常任理事は、
理事会の決議によって理事の中から定め
る。

3 監事は、当法人又はその子法人の理事若
しくは使用人を兼ねることができない。

4 理事のうち、理事のいずれかの1名とそ
の配偶者又は3親等内の親族その他特別の
関係にある者の合計数は、理事総数の3分
の1を超えてはならない。監事について
も、同様とする。

5 他の同一の団体（公益法人を除く。）の
理事又は使用人である者その他これに準ず
る相互に密接な関係にある者である理事の
合計数は、理事の総数の3分の1を超えて
はならない。監事についても、同様とする。

（理事の職務権限）

第２２条 会長は、当法人を代表し、その業務を
執行する。
2 副会長は会長を補佐し会長に事故あると
きは、あらかじめ会長が指名した順序でそ
の職務を代行する。

3 理事長は理事会及び常任理事会を運営す
る。

4 常任理事は、会長、副会長及び理事長を
補佐し理事会の議決に基づき当法人の業務
を執行する。

5 前各項に掲げられた理事は、毎事業年度
毎に4か月を超える間隔で2回以上、自己
の職務の執行の状況を理事会に報告しなけ
ればならない。

（監事の職務権限）
第２３条 監事は、理事の職務の執行を監査し、
法令で定めるところにより、監査報告を作成
する。
2 監事は、いつでも、理事及び使用人に対
して事業の報告を求め、当法人の業務及び
財産の状況の調査をすることができる。

（任期）
第２４条 理事の任期は、選任後2年以内に終了
する事業年度のうち最終のものに関する定時
総会の終結の時までとし、再任を妨げない。
2 監事の任期は、選任後4年以内に終了す
る事業年度のうち最終のものに関する定時
総会の終結の時までとし、再任を妨げな
い。

3 補欠として選任された理事又は監事の任
期は、前任者の任期の満了する時までとす
る。

4 役員は、辞任又は任期の満了後におい
て、定員を欠くに至った場合には、新たに
選任された者が就任するまでは、その職務
を行う権利義務を有する。

（解任）
第２５条 役員は、総会の決議によって解任する
ことができる。
（報酬等）

第２６条 役員の報酬、賞与その他の職務執行の
対価として当法人から受ける財産上の利益
は、総会の決議をもって支給することができ
る。
（取引の制限）

第２７条 理事が次に掲げる取引をしようとする
場合は、理事会において、その取引について
重要な事実を開示し、理事会の承認を得なけ
ればならない。
⑴ 自己又は第三者のためにする当法人の
事業の部類に属する取引

⑵ 自己又は第三者のためにする当法人の
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『日本連句協会』定 款

第1章 総 則
（名称）
第1条 当法人は、一般社団法人日本連句協会
と称する。

（主たる事務所）
第2条 当法人は、主たる事務所を東京都狛江
市に置く。

（従たる事務所）
第3条 当法人は、理事会の決議を経て、必要
な地に従たる事務所を置くことが出来る。

（目的）
第4条 当法人は、連句文芸の創造的発展とそ
の普及ならびに連句実作者、連句愛好者の内
外における交流を図り、連句文芸の興隆に寄
与することを目的とし、その目的に資するた
め、ユニバーサルデザインの精神に基づき次
の事業を行う。
１． 全国大会および地方大会の開催、共催
２． 会報（隔月）の発行
３． 連句年鑑の発行
４． ホームページの運営
５． 国民文化祭への後援
６． 前各号に掲げる事業に附帯又は関連す
る一切の事業

（公告）
第5条 当法人の公告は、主たる事務所の公衆
の見やすい場所に掲示する方法により行う。

第2章 社員及び会員
（入会）
第6条 当法人の目的に賛同し、入会した者を
会員とする。
2 会員となるには、当法人所定の様式によ
る申込みをし、会長の承認を得るものとす
る。

3 当法人の会員をもって一般社団法人及び
一般財団法人に関する法律（以下、「法人
法」という。）上の社員とする。

（経費等の負担）
第7条 会員は、当法人の目的を達成するた
め、それに必要な経費を支払う。
2 会員は、入会金2千円及び1月から１２月
までの年会費として5千円を納入しなけれ
ばならない。

（会員の資格喪失）
第8条 会員が次の各号の一に該当する場合に
は、その資格を喪失する。
⑴ 退会したとき。
⑵ 成年被後見人又は被保佐人になったと
き。

⑶ 死亡し、若しくは失踪宣告を受け、又
は解散したとき。

⑷ 2年以上会費を滞納したとき。
⑸ 除名されたとき。

（退会）
第9条 会員はいつでも退会することができ
る。ただし、1か月以上前に当法人に対して
退会届を提出するものとする。
（除名）

第１０条 当法人の会員が、当法人の名誉を毀損
し、当法人の目的に反する行為をし、会員と
しての義務に違反するなど除名すべき正当な
事由があるときは、法人法第４９条第2項に定
める社員総会の特別決議によりその会員を除
名することができる。
（会員名簿）

第１１条 当法人は、会員の氏名又は名称及び住
所を記載した会員名簿を作成する。

第3章 社員総会
（構成）

第１２条 総会は、すべての会員をもって構成す
る。
（権限）

第１３条 総会は、次の事項について決議する。
⑴ 理事及び監事の選任又は解任
⑵ 理事及び監事の報酬等の額
⑶ 事業計画及び収支予算の承認
⑷ 事業報告及び収支決算の承認
⑸ 定款の変更
⑹ 解散
⑺ 会員の除名
⑻ その他総会で決議するものとして法令
又はこの定款で定められた事項

（開催）
第１４条 当法人の総会は、定時総会及び臨時総
会とし、定時総会は、毎事業年度の終了後3
か月以内に開催し、臨時総会は、必要に応じ
て開催する。
2 前項の総会をもって法人法上の社員総会
とする。

（招集）
第１５条 総会の招集は、理事会がこれを決議
し、会長が招集する。
2 総会の招集通知は、会日より1週間前ま
でに各会員に対して発する。

（議長）
第１６条 総会の議長は、会長がこれに当たる。
会長に事故があるときは、当該総会において
議長を選出する。
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一般社団法人
日 本 連 句 協 会 定 款
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章
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に
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会
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告
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文
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句
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句
」
の
執
筆
者
は
蛙
門
会
代
表
・
草
門
会
事
務

局
・
協
会
理
事
の
村
松
定
史
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。
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。
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